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ホ ス ピ タ リ テ ィ 入 試

作　　文

令和 6（2024）年度
試験学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
試験時間（30分）　400字以内



経営学部　ホスピタリティ・マネジメント学科

あなたが考えるホスピタリティ精神とはどのようなものか。これまでの自分の経験を踏まえつつ自由か

つ具体的に論述せよ。

（横書　400字以内）



令和 6（2024）年度
試験学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
試験時間（60分）
解答 … 巻末

理解力テスト

ホスピタリティ
Ａ Ｏ 入 試
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⑴ 国内の格安航空会社各社が、今、航空大手と連携を強化する理由について、記事と図表を
参考に、下記の記述で誤っているものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．ビジネス需要は、すぐにコロナ前には戻らないと想定されるため、観光などに強い

LCCと連携してグループの成長につなげるため。
イ．コロナ下で巨額の赤字を計上した LCCにとっては、資金面などをバックアップして

もらい、財政基盤を強くするため。
ウ．国内線では中堅航空会社との競合、国際線ではアジアにおける海外の LCCなどとの

競合が激しくなり始めているため。
エ．LCCの再成長にとって、利用者の信頼を高める重要な要素である定時運航率などの

運航品質を高めることが求められるため。

⑵ 国内の格安航空会社各社が取り組んだ航空大手との連携や差別化に関する記事と図表を参
考に、下記の記述で誤っているものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．JALの LCC子会社であるジップエア ･トーキョーは、北米・アジアに路線を拡大し

ている。
イ．ジェットスター･ジャパンでは、JALのマイルを使って同社の有料会員プログラムに

加入できる。
ウ．ピーチ ･アビエーションは、コロナ下でも国内10路線以上を開設した。
エ．JALの LCC子会社であるスプリング ･ジャパンは、欧州エアバスの新型機を導入し

た。

⑶ 国内の格安航空会社各社の業績立て直しに関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っ
ているものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．LCCの要請を受けてFSCの子会社が機内食を開発するなど、連携を強化している。
イ．旅客便のコードシェアにより座席の一部をFSCでも販売できるように販売連携を強

化している。
ウ．FSCのマイル関連の提携を LCCに拡大してクーポンに交換できるなど、連携を強化

している。
エ．FSCのウェブサイトやアプリの空席照会に LCCのダイヤを表示させるなど、連携を

強化している。

⑷ LCCを取り巻く環境について、記事と図表を参考に下記の記述でもっとも適切なものを
1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．LCCは、羽田を発着するスカイマークなどとの競争が激化していることが読み取れ

る。
イ．LCCは、コロナ下でコロナ前の黒字から一転して巨額の赤字を計上していることが

読み取れる。
ウ．世界のビジネス出張支出額は、予想に反してコロナ後に急速に回復していることが読

み取れる。
エ．LCCの旅客数は、コロナ前まで国際線が国内線より常に上回って航空業界を牽引し

たことが読み取れる。

⑸ この記事の下段の には、「サステナビリティー」を要約する用語が使用されてい
る。「サステナビリティー」の意味として、もっとも適切な用語を下記から 1つ選びなさ
い。

【選択肢】
ア．食糧危機
イ．環境保護
ウ．持続可能性
エ．地球環境
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問題 1
次の日経MJ 2022年10月14日の記事を読んで、次ページの設問に答えなさい。

［出典：日経MJ2022年10月14日　日経の許諾を得ています 無断で複写・転載を禁じます。］



［出典：朝日新聞2023年3月5日　朝日新聞社に無断で転載することを禁じる 承諾番号24-0250］　

土屋 香純
長方形

土屋 香純
長方形

土屋 香純
長方形
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⑴ 値上げが続く外食産業の販売戦略について、記事と図表を参考に、下記の記述で誤ってい
るものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．日本マクドナルドHDは、スマートフォンアプリで注文できるモバイルオーダーを

強化した。
イ．店舗限定だった親子丼を全国販売したのは、松屋フーズホールディングスの「松屋」

である。
ウ．定番商品にトッピングを追加した商品で特別感を演出したのは、ゼンショーHDが

展開する「すき家」である。
エ．リンガーハットは、期間限定の新商品を毎月投入して値上げによる割高感を抑えよう

とした。

⑵ この記事では、内容を踏まえた見出しが上段に入っている。「 」内に入る見出しとし
て、もっとも適切なものを下記の記述から 1つ選びなさい。（選択肢の「」は、 2つの見出しを
区別するため）

【選択肢】
ア．「リンガーハット、差異化できず」「スシロー、不祥事影響」
イ．「マック、毎月新メニュー」「すき家、トッピングで特別感」
ウ．「マック、新顧客の獲得」「スシロー、不祥事で客数減」
エ．「マック、アプリも強化」「松屋、ひと手間かける」

⑶ 値上げが続く日本マクドナルドHDに関する記事と図表を参考に、下記の記述でもっと
も適切なものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．2022年 3 月の一部商品の値上げから同年12月まで、売上高、客単価、客数ともに前年

の同月を下回ったことは一度もない。
イ．2022年の 2回の値上げにより、10～12月期の売上高は前年同月より増加しているが、

営業利益は減少していることが読み取れる。
ウ．2022年 3 月の一部商品の値上げ後、翌月の売上高、客単価、客数はともに前月より下

回っているが、同年 9月の値上げ後、翌月の売上高、客単価は前月を上回っている。
エ．2023年 1 月の値上げにより、同月の売上高、客単価は、前年同月の売上高と客単価を

下回った。

⑷ この記事の下段で使用されている「巧拙」の正しい読み方を下記から 1つ選びなさい。
【選択肢】
ア．こうせつ
イ．こうち
ウ．こうしゅつ
エ．こうみょう

⑸ 値上げが続く外食産業の業績に関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているもの
を 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．「リンガーハット」は新商品を投入したが、定番商品との差異化ができず、売上高は

コロナ前の水準を下回り、営業損益も赤字だった。
イ．「スシロー」は、値上げにより売上高はコロナ前を上回ったが、営業利益は減少した。
ウ．「すき家」は、定番商品の値上げを実施したが、2022年の10～12月期の売上高、客数、

営業利益のいずれも前年同期比で20％以上増加した。
エ．グループ全体の 4割にあたる商品を値上げした「すかいらーくHD」は、売上高と営

業損益ともにコロナ前の水準を下回る。
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問題 3
次の日本経済新聞2023年 3 月 4 日の記事を読んで、次ページの設問に答えなさい。

「

」「

」

［出典：日本経済新聞2023年3月4日 日経の許諾を得ています 無断で複写・転載を禁じます。］
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⑴ 国内ホテルに関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているものを 1つ選びなさい。
【選択肢】
ア．2022年12月の平均客室単価は17,127円で、コロナ前の2019年同月の14,000円台から約

2割程度の価格上昇がある。
イ．2022年12月の訪日客数は137万人で、2019年同月の約253万人と比べて54％まで回復し

てきた。
ウ．ホテルの客室単価は、2022年の秋以降から価格の上昇率が加速しているが、12月の稼

働率は前月を下回った。
エ．2022年11月の平均客室単価は15,462円で、コロナ前の2019年同月の水準を超えており、

価格上昇率は12月より上回っている。

⑵ この記事では、内容を踏まえた見出しが上段に入っている。「 」内に入る見出しとし
て、もっとも適切なものを下記の記述から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．国内ホテル稼働率回復
イ．国内ホテル価格高騰
ウ．国内ホテル人手不足
エ．国内ホテル客室供給不足

⑶ 国内ホテルに関する記事と図表を参考に、下記の記述で誤っているものを 1つ選びなさい。
【選択肢】
ア．訪日外国人の増加は、国内のホテル価格上昇の大きな要因であることが読み取れる。
イ．人手不足から稼働率を下げており、利益確保のために価格が上がっていることが読み

取れる。
ウ．光熱費などの高騰により値上げ圧力がかかっているため、価格が上がっていることが

読み取れる。
エ．苦境が続いた業界は「全国旅行支援」を利益確保の機会として、価格を上げているこ

とが読み取れる。

⑷ この記事の上段と中段の●●には、「呼び起こすこと、呼び覚ますこと」を意味する用語
が使用されている。もっとも適切な用語を下記から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．喚起
イ．敢起
ウ．換起
エ．歓起
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問題 4
次の日本経済新聞2023年 2 月 5 日の記事を読んで、次ページの設問に答えなさい。

「 」

［出典：日本経済新聞2023年2月5日 日経の許諾を得ています 無断で複写・転載を禁じます。］
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⑴ 地域部活動の課題について、記事を参考に下記の記述で誤っているものを 1つ選びなさい。
【選択肢】
ア．公務員である顧問教員が土日に兼務で指導する場合、教員が運営主体から謝金を受け

取ることが課題である。
イ．誰が指導者への謝金などを負担するのかが大きな課題である。
ウ．顧問教員の他に、学校外の指導者をどう確保するのかという「人材確保」が課題であ

る。
エ．謝金支払いや指導者からの報告などの実務を担う運営母体の確保が課題である。

⑵ 地域部活動の先行事例について、記事を参考に下記の記述で誤っているものを 1つ選びな
さい。

【選択肢】
ア．市内全域で各中学校を拠点としたクラブを立ち上げ、その地域部活動の全体を統括す

る組織を設ける予定の事例がある。
イ．学校部活動を学校以外の場所で、日曜日と平日にスポーツ協会が運営するクラブの活

動として行った事例がある。
ウ．学校内が活動場所だが、土日は教員である顧問は休みで、自治体である役所から派遣

された指導員が指導する事例がある。
エ．平日は学校部活動として教員である顧問や外部の指導者が指導し、土日は入会した地

域のクラブから派遣された指導者が指導する事例がある。

⑶ スポーツ庁が主導する地域部活動の内容と体制整備について、記事を参考に下記の記述で
もっとも適切なものを 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．2023年からの 3年間は、地域部活動が持続可能な状態で定着するための期間と位置づ

け、体制整備に 3年間で計102億円を概算要求している。
イ．運動部活動の休日指導は、学校単位をなくして民間クラブなどの学校外に託され、活

動場所も学校内だけでなく、生徒が学校外に出向く場合もある。
ウ．土日の地域部活動でケガをした場合は、生徒が入会しているクラブの保険や学校単位

で加入している保険が適用される。
エ．公立中学校の運動部活動の休日指導は、総合型地域スポーツクラブやスポーツ協会と

学校が連携して両者が運営主体となる場合もある。

⑷ この記事では、内容を踏まえた見出しが上段に入っている。「 」内に入る見出しとし
て、もっとも適切なものを下記の記述から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．改革の先行事例から見えたのは
イ．運動部活動の地域移行が本格化
ウ．委託事業の事例から課題解決のヒント
エ．先行事例の課題は予算不足か

⑸ 記事の上段の●●には、漢字 2文字の用語が使用されている。前後の文脈からもっとも適
切な用語を下記から 1つ選びなさい。

【選択肢】
ア．実戦
イ．実践
ウ．挑戦
エ．実現
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問題 5
次の朝日新聞2022年 9 月16日の記事を読んで、次ページの設問に答えなさい。

「

」

〈指導している写真〉

〈指導している写真〉

［出典：朝日新聞2022年9月16日　朝日新聞社に無断で転載することを禁じる 承諾番号24-0250］





令和 6（2024）年度
試験学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
データサイエンス学科
法律学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

一 般 入 試
（　学　科　別　）

国　　語
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台
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い
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「
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が
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さ
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デ
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テ
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説
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感
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弱
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あ
る
二
〇
一
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目
」
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チ
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複
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の
文
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り
返
し
登
場
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は
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Ｃ
　

の
枠
内
で
、
一
本
道
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
包
み
込
ん
で
相
対
化
す
る
と
い
う
機
能
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
ズ
の
二
〇
〇
六
年
の
小
説
『
エ
コ
ー
・
メ
イ
カ
ー
』
は
、
物
語
の
舞
台
と
な
る
ネ
ブ
ラ
ス
カ
か
ら
、
登
場
人
物
の
一
人

で
あ
る
脳
医
学
者
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
飛
行
機
に
乗
り
込
み
、
窓
か
ら
合
衆
国
の
大
地
を
見
下
ろ
す
場
面
で
幕
を
閉
じ
る
。

※
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一
、
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
（
な
お
﹇

　
　
﹈
は
出
題
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
）。

パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
が
合
衆
国
政
府
と
の
協
力
関
係
を
築
き
上
げ
て
地
位
を
確
か
な
も
の
と
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
。
そ
し
て
巨
大
航
空
会

社
と
し
て
え
い
が
を
誇
っ
た
戦
後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
。
そ
の
後
、
経
営
状
態
が
悪
化
し
て
急
速
に
は
た
ん
に
向
か
い
、
ア
ジ
ア
や
中
東
の
航
空

会
社
に
高
い
評
価
を
譲
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
。
そ
の
栄
光
と
没
落
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
存
在
感

を
失
い
つ
つ
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
旅
客
機
が
合
衆
国
本
土
へ
の
攻
撃
に
使
用
さ
れ
る
二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
で
幕
を
開
け
た
新
世
紀
。
二
〇

一
〇
年
代
終
盤
と
い
う
「
現
在
」
に
つ
な
が
る
こ
れ
ら
の
状
況
﹇
本
稿
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
一
九
年
﹈
を
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ヴ

レ
ッ
ク
は
、「
空
の
帝
国
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
自
己
像
が
崩
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
み
な
し
て
い
る
。

ヴ
レ
ッ
ク
は
続
け
て
、
二
〇
一
二
年
に
小
説
家
ゲ
イ
リ
ー
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ガ
ー
ト
が
発
表
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
取
り
上
げ
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〜
パ
リ
間
の
フ
ラ
イ
ト
が
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
っ
た
と
い
う
顚て
ん

末ま
つ

を
紹
介
す
る
そ
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
乗
客
の
一
人
に
よ
る

「
昔
は
偉
大
な
航
空
会
社
だ
っ
た
」
と
い
う
発
言
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
ア
メ
リ
カ
」
を
社
名
に
掲
げ
る
航
空
会
社
の
サ
ー
ビ
ス

の
質
に
、
ア
メ
リ
カ
が

Ａ

意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

空
の
覇
権
を
確
立
し
、
現
代
的
な
超
大
国
と
し
て
拡
張
し
た
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
が
、
一
国
主
義
で
は
も
は
や
維
持
し
え
な
く
な
り
、
多
国
籍
な

空
間
の
な
か
で
の
交
渉
に
移
行
し
、
国
家
と
し
て
の
存
在
感
が
相
対
化
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
無
国
籍
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
よ
り
存
在
感
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。
二
十
一
世
紀
最
初
の
二
十
年
と
は
そ
う
し
た
フ
ェ
ー
ズ
だ
と
も
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
社
会
・
経

イ

ロ

※

※
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一
つ
だ
と
み
な
し
て
い
い
。

た
だ
し
、
パ
ワ
ー
ズ
に
お
い
て
は
つ
ね
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
東
か
ら
西
へ
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
根
ざ
し
た
国
家
が
自
己
確
立
を
目

指
し
た
歴
史
は
、
登
場
人
物
た
ち
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
反
復
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
エ
コ
ー
・
メ
イ
カ
ー
』
に
は
、
す
ぐ
れ
て
ア
メ
リ
カ
的
な

「
ロ
ー
ド
」
と
い
う
概
念
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
、
車
に
乗
り
込
ん
で
（
し
ば
し
ば
東
か
ら
西
へ
）
旅
立
つ
主
人
公
の
視
点
が
上
空
に
移
行
し
、
空
か

ら
そ
の
道
を
眺
め
れ
ば
、
そ
れ
が
未
知
な
る
大
地
に
向
か
う
一
本
道
な
ど
で
は
な
く
、
都
市
間
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く

と
い
う
、
大
き
な
視
点
の
移
動
が
あ
る
。

そ
の
過
程
で
、
ア
メ
リ
カ
的
な
自
己
と
は
、
何
ら
か
の
終
着
点
を
目
指
し
て
直
線
的
に
運
動
し
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
分
裂
し
た
複
数
の
点

の
間
で
の
ラ
ン
ダ
ム
な
移
動
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
モ
デ
ル
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。
小
説
の
冒
頭
近
く
に
何
気
な
く
書
き
つ
け
ら
れ

た
、「
脳
は
最
後
の
辺
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

境
」
と
い
う
言
葉
は
、
ア
メ
リ
カ
的
神
話
を
再
利
用
し
つ
つ
大
き
な
書
き
換
え
を
行
な
お
う
と
す
る
作
家
の
企
て
の
予

告
で
も
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
新
た
な
地
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
国
民
国
家
の
領
土
内
で
の
固
有
の
「
一
本
道
」
と
い
う
経
験
を
共
有
す

る
共
同
体
で
は
な
く
、
そ
の
境
界
か
ら
は
み
出
す
可
能
性
を
つ
ね
に
秘
め
た
、
国
家
を
包
み
込
む
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
共
同
体
で
あ
る
。

そ
れ
が
ゆ
え
に
、
パ
ワ
ー
ズ
に
お
い
て
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
」
で
も
「
合
衆
国
」
で
も
な
く
「
大
陸
」
と
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
意
識
な

り
歴
史
の
終
わ
り
な
り
ア
メ
リ
カ
的
理
想
の
成
就
な
り
、
な
ん
ら
か
の
完
成
を
目
指
す
直
線
的
な
時
間
感
覚
に
支
え
ら
れ
た
自
己
が
、
ロ
ー
ド
・

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
い
う
物
語
と
と
も
に
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
シ
ナ
プ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
道
路
網
、
そ
し
て
空
路
と
い
う
視
点
（
さ
ら

ハ
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
窓
か
ら
地
上
を
見
お
ろ
す
と
、
名
前
を
知
ら
な
い
町
々
の
灯
が
ま
た
た
い
て
い
る
。
互
い
に
結
び
つ
い
て
信
号
を
交
換
し

合
う
何
億
も
の
光
る
細
胞
。
こ
こ
で
も
生
物
は
無
数
の
種
の
深
み
を
も
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。
空
を
飛
ん
だ
り
、
穴
を
掘
っ
た
り
、
這
い
ま

わ
っ
た
り
す
る
も
の
、
そ
れ
ら
が
作
る
ど
の
道
も
ほ
か
の
す
べ
て
の
道
を
刻
ん
で
い
く
。
電
気
が
明
滅
す
る
ぼ
ん
や
り
し
た
広
が
り
。
街
路

の
大
き
さ
の
シ
ナ
プ
ス
が
形
作
る
脳
は
何
キ
ロ
に
も
わ
た
る
読
み
と
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
思
考
を
巡め
ぐ

ら
し
て
い
る
。
生
物
に
つ
い
て
の
理
論

を
綴つ
づ

り
あ
げ
て
い
く
信
号
の
網
目
。
細
胞
は
日
光
と
雨
と
無
限
の
選
択
に
よ
っ
て
集
積
し
つ
づ
け
て
今
や
大
陸
の
大
き
さ
を
持
つ
心
に
成
長

し
、
あ
り
え
な
い
ほ
ど
意
識
を
持
ち
、
全
能
だ
が
靄も
や

の
よ
う
に
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

だ
。

こ
こ
で
描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
機
内
か
ら
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
目
に
映
る
都
市
や
町
の
集
合
体
で
あ
る
。
眼
下
の
夜
の
風
景
で
は
、
町

の
明
か
り
が
あ
ち
こ
ち
に
見
え
、
そ
の
間
を
道
路
が
走
っ
て
い
る
。
脳
科
学
者
で
あ
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
視
点
か
ら
は
、
町
の
そ
れ
ぞ
れ
は
「
細

胞
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
が
接
続
さ
れ
た
図
は
、
生
命
活
動
に
、
そ
し
て
シ
ナ
プ
ス
を
通
じ
て
た
が
い
に
接
続
し
た
網
の
目
に
な
っ
た
脳
細

胞
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。

『
エ
コ
ー
・
メ
イ
カ
ー
』
と
い
う
小
説
は
、
中
西
部
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
の
一
本
道
で
若
者
マ
ー
ク
・
シ
ュ
ル
ー
タ
ー
が
起
こ
し
た
自
動
車
事
故
で

始
ま
り
、

Ｄ

前
述
の
場
面
を
も
っ
て
終
わ
り
を
迎
え
る
。
パ
ワ
ー
ズ
は
二
作
目
の
『
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
』（
一
九
八
八
）

か
ら
二
〇
一
四
年
の
『
オ
ル
フ
ェ
オ
』
ま
で
、
し
ば
し
ば
「
ロ
ー
ド
」
と
い
う
物
語
を
利
用
し
、
更
新
す
る
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
的
な
自
己
が
現

在
に
お
い
て
ど
の
地
点
に
い
る
の
か
を
見
定
め
よ
う
と
し
て
き
た
。
脳
科
学
の
成
果
を
取
り
込
ん
だ
『
エ
コ
ー
・
メ
イ
カ
ー
』
も
、
そ
の
変
奏
の



016 6

う
し
た
味
気
な
く
照
ら
さ
れ
た
空
間
、
遠
く
離
れ
た
利
潤
の
目
的
に
叶
う
よ
う
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
空
間
ば
か
り
動
き
回
っ
て
き
た
子
ど
も

を
想
像
し
て
み
た
。
そ
し
て
ふ
と
思
っ
た
。
そ
う
し
た
生
活
に
お
い
て
は
、
無
力
感
を
覚
え
、
地
域
な
ど
も
う
時
代
遅
れ
だ
と
感
じ
、
抽
象

的
な
も
の
に
親
近
感
が
な
く
、
効
き
目
の
あ
る
言
葉
と
い
え
ば
物
質
主
義
の
言
葉
、「
手
に
入
れ
ろ
」
や
「
立
ち
上
が
れ
」
し
か
な
い
と
思

う
の
は
し
ご
く
簡
単
な
こ
と
な
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
言
葉
を
、
現
在
の
あ
の
候
補
は
完
璧
に
体
現
し
て
み
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
は
、
ま
ず
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
、
東
か
ら
西
へ
の
移
動
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
的
「
ロ
ー
ド
」
の

定
型
を
持
ち
出
し
て
く
る
。
そ
の
途
中
で
登
場
す
る
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
が
ア
マ
リ
ロ
に
位
置
す
る
こ
と
も
、
そ
の
文
脈
を
強
化
す
る
だ
ろ
う
。
ア
メ

リ
カ
的
ロ
ー
ド
の
感
性
を
音
楽
に
お
い
て
代
表
す
る
曲
の
一
つ
で
あ
る
「
ル
ー
ト
66
」
の
歌
詞
に
は
、
シ
カ
ゴ
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
の
道
の
り

を
た
ど
る
な
か
で
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
の
次
に
ア
マ
リ
ロ
が
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。
西
に
向
か
う
、
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
小
説
で
は
「
母
な

る
道
」
と
も
呼
ば
れ
た
「
ロ
ー
ド
」
の
神
話
を
、
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
は
こ
こ
で
積
極
的
に
再
利
用
し
、
ア
メ
リ
カ
の
未
来
を
決
め
る
重
要
な
機
会
と

い
う
意
味
を
二
〇
一
六
年
の
大
統
領
選
挙
に
与
え
よ
う
と
す
る
。

そ
の
象
徴
的
な
ハ
イ
ウ
ェ
イ
沿
い
を
旅
す
る
架
空
の
主
人
公
と
し
て
、
未
来
の
時
間
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
少
年
を
想
像
す
る
こ
と
も
ま
た
、

こ
の
物
語
の
定
型
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
の
少
年
は
、
そ
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
の
経
験
が
す
な
わ
ち
明
る
い
未
来
に
通
じ
て
い
る

と
い
う
感
覚
を
ま
っ
た
く
持
て
て
い
な
い
。
道
路
沿
い
に
並
ぶ
の
は
、
消
費
者
か
ら
金
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
企
業
の
数
々
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
「
遠
く
離
れ
た
利
潤
」
を
特
徴
と
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ニ
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に
、
人
工
衛
星
を
通
じ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
そ
こ
に
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
）
が
、
こ
の
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
小
説
に
お
い
て
は
取
り
組
ま

れ
る
べ
き
世
界
観
と
し
て
出
現
し
て
い
る
。
空
と
は
、
そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
世
界
観
を
可
視
化
す
る
道
具
で
あ
る
。

そ
の
認
識
は
、
パ
ワ
ー
ズ
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九
五
七
年
生
ま
れ
の
パ
ワ
ー
ズ
と
ほ
ぼ
同
世
代
に
あ
た
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ー

ン
ダ
ー
ズ
も
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
く
な
か
で
似
た
視
点
の
移
動
を
見
せ
て
い
る
。

ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
は
二
〇
一
六
年
に
行
な
わ
れ
た
合
衆
国
大
統
領
選
挙
に
際
し
、

ａ

大
統
領
と
な
る
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
共
和
党
候

補
の
支
持
集
会
を
取
材
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
取
材
者
と
し
て
の
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
は
、
全
米
の
各
地
で
開
か
れ
た
集
会
に
参
加
し
、

ｂ

ト
ラ
ン
プ
が
行
な
う
内
容
に
乏
し
い
演
説
や
、
支
持
者
に
見
ら
れ
る
暴
力
的
な
傾
向
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
そ
の
熱
狂
と
支
持
が

ｃ

根
ざ
し
て
い
る
の
か
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
は
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
に
共
通
の
「
自
分
か
ら
何
か
が
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
」

ｄ

「
取
り
残
さ
れ
か
け
て
い
る
」
と
い
う
感
覚
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、
取
材
記
事
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
、
彼
は
ア
メ
リ

カ
的
な
ロ
ー
ド
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
修
正
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

こ
の
記
事
の
取
材
を
す
る
な
か
で
、
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ま
で
車
を
走
ら
せ
た
。
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
走
っ
て
い
た
そ
う

し
た
日
々
の
な
か
で
〔
…
…
〕
そ
の
不
満
感
、
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
に
つ
い
て
考
え
た
。
肥
沃
な
州
間
高
速
道
路
の
ル
ー
ト
に

沿
っ
て
ず
っ
と
、
我
ら
が
企
業
群
、
新
し
く
強
力
な
国
民
国
家
の
数
々
が
寄
生
虫
の
よ
う
に
店
を
並
べ
、
車
で
通
り
か
か
る
金
を
す
く
い
取

ろ
う
と
し
て
い
る
。〔
…
…
〕
ア
マ
リ
ロ
に
あ
る
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
に
あ
る
薬
局
で
列
に
並
ん
で
い
た
と
き
、
私
は
、
そ

※

※
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循
環
、
移
動
、
多
様
性
、
そ
し
て
混
合
だ
っ
た
と
述
べ
る
ネ
グ
リ
＝
ハ
ー
ト
に
と
っ
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
権
力
こ
そ
が
分
析
と
抵
抗
の
対

象
と
な
る
べ
き
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
経
済
的
な
戦
略
を
分
析
す
る
パ
ラ
グ
・
カ
ン
ナ
の
『
接
続
性
の
地
政
学
』（
二
〇
一
六
）
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

「
従
来
、
戦
略
的
重
要
性
は
領
土
の
広
さ
と
軍
事
力
で
測
ら
れ
て
き
た
が
、
今
日
の
力
の
大
き
さ
は
接
続
性
の
範
囲
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
影
響

を
お
よ
ぼ
せ
る
か
に
左
右
さ
れ
る
。
国
家
の
重
要
度
を
決
定
す
る
最
大
の
要
因
は
位
置
や
人
口
で
は
な
く
、
資
源
、
資
本
、
デ
ー
タ
、
有
能
な
人

材
と
い
っ
た
貴
重
な
資
産
の
流
れ
と
の
物
理
的
、
経
済
的
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
な
つ
な
が
り
だ
」
と
述
べ
る
そ
の
視
点
に
立
て
ば
、
企
業
が
世
界
市

場
と
の
接
続
を
優
先
し
て
空
港
都
市
に
本
部
を
移
転
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
成
り
行
き
な
の
だ
。
空
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
そ
れ
が
象
徴
す

る
経
済
・
社
会
体
制
は
、
こ
の
世
紀
の
生
活
条
件
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
小
説
の
書
き
手
の
間
に
浸
透
し
て
い
る
。

ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
の
想
像
す
る
少
年
が
、「
ロ
ー
ド
」
の
行
く
末
に
み
ず
か
ら
の
未
来
を
見
出
せ
な
い
と
す
れ
ば
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、

成
長
の
物
語
は
い
か
に
し
て
想
像
し
う
る
の
か
。
そ
の
一
つ
の
答
え
を
「
空
」
と
の
関
連
で
探
求
し
て
い
る
の
が
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ド
ー
ア
の
長

編
『
す
べ
て
の
見
え
な
い
光
』
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
翌
年
に
は
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞
作
と
な
っ
た
こ
の
小

説
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
ま
で
を
中
心
に
、
ド
イ
ツ
人
の
少
年
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ペ
ニ
ヒ
と
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
少
女
マ

リ
ー
＝
ロ
ー
ル
・
ル
ブ
ラ
ン
の
運
命
を
交
互
に
語
っ
て
い
く
。
一
七
〇
以
上
の
断
章
を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
積
み
重
ね
、
物
語
に
お
け
る
現
在
と
過

去
を
行
き
来
し
つ
つ
、
か
た
や
ド
イ
ツ
の
炭
鉱
町
で
将
来
を
つ
か
も
う
と
も
が
く
少
年
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
、
か
た
や
視
力
を
失
っ
て
パ
リ
で
生
活
す
る

※

※
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す
な
わ
ち
、
ロ
ー
ド
が
国
家
的
な
物
語
で
あ
る
時
代
は
も
は
や
終
わ
り
を
告
げ
、
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
に
お
け
る
道
路
は
「
新
た
な
国
民
国
家
」
と

形
容
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
。（
1
）
そ
れ
は
サ
ス
キ
ア
・
サ
ッ
セ
ン
に
よ
る
以
下
の
指
摘
と
も
響

き
合
う
。（
2
）「
企
業
は
自
ら
の
裁
量
で
動
か
せ
る
注
目
す
べ
き
ツ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
高
等
数
学
と
通
信
技
術
で
あ
り
、
文
字
ど
お

り
山
を
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
機
械
で
あ
り
、
各
国
政
府
や
、
自
ら
が
設
定
し
た
課
題
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
国
際
機
関
を
無
視
し
た
り
、
と

き
に
は
脅
か
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
移
動
や
操
業
の
自
由
で
あ
る
」。（
3
）
資
本
が
作
る
多
国
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た

「
ア
メ
リ
カ
的
」
自
己
は
、
も
は
や
な
じ
み
の
物
語
を
発
動
し
て
未
来
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。（
4
）

「
ロ
ー
ド
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
大
陸
の
大
地
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
民
国
家
の
屋
台
骨
と
な
る
想
像
力
の
あ
り
方

だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
パ
ワ
ー
ズ
と
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
そ
の
想
像
力
が
別
の
何
も
の
か
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
を
示

そ
う
と
す
る
。
パ
ワ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
空
か
ら
把
握
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
移
行
で
あ
り
、
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
国
民

国
家
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
が
多
国
籍
な
資
本
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
移
行
し
た
事
態
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
。
直
線
が
保
証
す
る
国
家
像
か
ら
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
指
し
示
す
多
国
籍
あ
る
い
は
無
国
籍
な
「
現
在
」
へ
の
移
行
を
見
て
取
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の
二
人
の
「
ア
メ
リ
カ
」

理
解
は
ほ
ぼ
同
じ
性
質
を
有
す
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
特
段
に
目
新
し
い
視
点
で
は
な
い
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
権
力
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
な
か
で
、
合
衆
国
が
中
心
で

は
な
く
特
権
的
な
結
節
点
で
あ
る
と
い
う
ネ
グ
リ
＝
ハ
ー
ト
の
『
帝
国
』
論
と
も
、
そ
れ
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
世
界
市
場
の
成
立
条
件
と
は

※

※
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が
、
国
内
外
か
ら
流
れ
込
む
ラ
ジ
オ
の
声
で
あ
る
。
大
地
が
す
な
わ
ち
炭
鉱
を
意
味
し
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
未
来
を
捕
獲
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

と
す
れ
ば
、
少
年
の
希
望
は
空
、
電
波
に
よ
っ
て
無
数
の
声
が
飛
び
交
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
存
在
す
る
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
国
家
は
ま
も
な
く
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
介
入
し
、
明
確
な
中
心
と
境
界
を
も
つ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
整
備
し
よ
う
と
す
る
。
ヴ
ェ

ル
ナ
ー
は
ナ
チ
ズ
ム
の
台
頭
と
同
時
に
、
特
定
の
局
の
み
を
受
信
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
の
普
及
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
。「
ラ
ジ

オ
。
そ
れ
は
百
万
の
耳
を
た
っ
た
ひ
と
つ
の
口
に
結
び
つ
け
る
。
ツ
ォ
ル
フ
ェ
ア
ア
イ
ン
じ
ゅ
う
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
第
三
帝
国
の
断
続
的
な

声
が
、
揺
る
ぎ
な
い
木
の
よ
う
に
大
き
く
広
が
る
。
そ
の
臣
民
は
、
声
か
ら
伸
び
る
枝
に
身
を
寄
せ
る
。
神
に
向
か
う
よ
う
に
し
て
」。
一
九
三
〇 

年
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
国
営
放
送
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
―
―
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、

Ｆ

が
同
時
代
の
合
衆
国
で
は
共
有
さ
れ
て
い
た
―
―
が
、
炭
鉱
と
い
う
大
地
か
ら
の
自
由
を
目
指
す
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
未
来
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

る
。電

波
と
い
う
空
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
将
来
を
賭
け
る
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
、
そ
の
優
秀
さ
か
ら
士
官
学
校
へ
の
入
学
を
許
可
さ
れ
、
ド
イ
ツ
軍
に
従

軍
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
占
領
地
域
で
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
抵
抗
す
る
電
波
通
信
を
傍
受
し
て
そ
の
拠
点
の
位
置
を
算
出
す
る
任
務
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
る
。
国
家
の
機
構
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
炭
鉱
と
い
う
土
地
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
言
い

換
え
れ
ば
、
そ
こ
で
の
国
家
は
大
地
と
空
、
物
質
的
な
も
の
と
非
物
質
的
な
も
の
の
双
方
を
掌し
ょ
う

握あ
く

し
て
お
り
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
片
方
か
ら
も
う

片
方
に
移
動
す
る
が
、
中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
へ
の
従
属
と
い
う
事
実
は
変
え
ら
れ
な
い
。

孤
児
の
少
年
が
成
長
す
る
な
か
で
自
ら
の
運
命
を
切
り
開
く
こ
と
を
望
み
、
そ
れ
を
叶か
な

え
る
社
会
体
制
と
の
葛
藤
を
抱
え
、
最
終
的
に
は
、
派
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う
ち
に
ド
イ
ツ
軍
の
侵
攻
を
受
け
て
フ
ラ
ン
ス
北
西
部
の
港
町
サ
ン
・
マ
ロ
に
逃
れ
て
い
く
少
女
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
の
経
験
を
鮮
や
か
に
描
き
出

す
物
語
で
あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
す
れ
ば
遠
い
異
国
の
過
去
を
再
現
す
る
だ
け
の
設
定
で
あ
る
が
、
作
者
ド
ー
ア
は
、

小
説
の
着
想
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
電
車
内
で
携
帯
電
話
に
電
波
が
届
か
ず
に
苛い
ら

立だ

つ
男
性
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
語
っ
て
い

る
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
と
い
う
、
日
常
に
深
く
浸
透
し
た
出
来
事
の
前
史
を
、
ラ
ジ
オ
電
波
に
魅
了
さ
れ
る
八
歳
の
少
年
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
を
通
じ

て
描
き
出
す
と
い
う
側
面
を
、
こ
の
小
説
は
持
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
初
め
て
ラ
ジ
オ
を
修
理
し
て
動
か
す
と
き
、
そ
こ
に
優
れ
て

　
　
　
Ｅ

が
あ
る
こ
と
を
、
物
語
は
隠
そ
う
と
は
し
な
い
。

大
陸
の
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
雲
や
石
炭
の
粉ふ
ん

塵じ
ん

や
屋
根
を
抜
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
、
筋
と
な
っ
て
、
ツ
ォ
ル
フ
ェ
ア
ア
イ
ン
に
流
れ
こ

ん
で
い
る
こ
と
を
ふ
た
り
は
知
る
。
空
気
に
は
声
が
満
ち
て
い
る
。
ユ
ッ
タ
は
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
調
整
コ
イ
ル
に
書
き
こ
ん
だ
目
盛
り
に
合
わ 

せ
て
記
録
を
作
り
、
ふ
た
り
が
受
信
で
き
る
都
市
の
名
前
を
て
い
ね
い
に
綴つ

づ

る
。
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
6
5
、
ド
レ
ス
デ
ン
8
8
、
ロ
ン
ド
ン
1
0
0
。 

ロ
ー
マ
。
パ
リ
。
リ
ヨ
ン
。
深
夜
の
短
波
。
漫
然
と
し
ゃ
べ
る
声
や
夢
想
す
る
声
、
狂
人
や
ど
な
り
ち
ら
す
声
の
領
分
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
は
ツ
ォ
ル
フ
ェ
ア
ア
イ
ン
と
い
う
工
業
都
市
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
炭
鉱
で
の
事
故
で
父
親
を
亡
く
し
て
孤
児
と
な
り
、
十
五
歳
に
な

れ
ば
、
父
親
と
同
じ
よ
う
に
炭
鉱
で
働
く
定
め
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
人
生
の
閉
塞
感
を
打
ち
破
る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
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は
八
十
年
後
に
再
確
認
す
る
。
た
だ
し
二
十
一
世
紀
に
設
定
さ
れ
た
そ
の
場
面
で
は
、
そ
れ
を
ふ
た
た
び
捕
獲
す
る
国
家
の
よ
う
な
組
織
が
現
わ

れ
る
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
つ
か
の
間
体
験
し
た
、
無
数
の
ラ
ジ
オ
周
波
が
制
限
な
く
飛
び
交
う
空
が
、
八
十
年
後

に
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
再
体
験
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
自
由
さ
に
ド
ー
ア
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ド
ー
ア
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
目
撃
し
た
「
現
在
」
を
照
ら
し
出
す
に
あ
た
り
、
そ
の
原
点
を
ア
メ
リ
カ
的
な
物
語
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
異

国
の
過
去
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
空
」
を
め
ぐ
る
葛
藤
を
選
ん
だ
。
そ
こ
に
は
、
単
な
る
ロ
ー
ド
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
不
在
の
み
な
ら
ず
、

「
空
」
と
接
続
の
論
理
に
物
語
を
委
ね
る
姿
勢
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
小
説
中
で
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
が
ラ
ジ
オ
電
波
を
送
受
信

し
、
最
後
に
は
出
会
い
を
果
た
す
と
い
う
設
定
は
、
国
境
を
超
え
た
他
者
と
の
「
接
続
」
が
物
語
の
根
幹
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
戦
場

で
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
に
よ
る
不
法
電
波
の
追
跡
と
い
う
任
務
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
接
続
に
よ
る
他
者
と
の
出
会
い
は
容
易
に
暴

力
に
転
移
し
う
る
危
険
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
小
説
は
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
最
終
的
に
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
を
出
会
わ
せ
、
一

瞬
の
邂か
い

逅こ
う

を
描
く
こ
と
で
、
暴
力
を
超
え
た
「
共
感
」
が
あ
り
う
る
こ
と
を
打
ち
出
す
。
ド
ー
ア
に
お
け
る
「
共
感
」
は
、
電
波
の
発
信
と
受
信

を

ｅ

と
し
て
探
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ド
ー
ア
に
限
っ
た
設
定
で
は
な
い
。
今
世
紀
に
お
い
て
、
接
続
の
原
理
と
し
て
の
共
感
は
、
国
を
越
え
て
他
者
と
の
間
に
共
同
性
を
発

生
さ
せ
る

ｆ

と
し
て
の
意
味
合
い
を
強
め
つ
つ
あ
る
。
無
国
籍
化
す
る
現
在
の
小
説
的
な
想
像
力
に
お
い
て
、
他
者
の
経
験
を
仮
想
体

験
し
、
他
者
と
「
共
に
感
じ
る
」
こ
と
を
可
能
に
す
る
装
置
と
し
て
、
共
感
と
い
う
主
題
は
現
在
の

ｇ

化
と
う
ま
く
歩
調
を
合
わ
せ
た
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遣
さ
れ
た
サ
ン
・
マ
ロ
の
町
で
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
任
務
に
背
き
、
抵
抗
運
動
の
た
め
に
不
法
電
波
を
発
信
し
て
い
る
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
を
救

う
と
い
う
主
体
的
な
決
断
を
下
す
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
を
め
ぐ
る
こ
の
プ
ロ
ッ
ト
の
構
築
は
、
典
型
的
な
成ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
ロ
マ
ン

長
物
語
の
形
式
を
踏
ま
え

て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。
空
を
飛
び
交
う
ラ
ジ
オ
の
周
波
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
成
長
の
歩
み
に
お
い
て
決
定
的
な
要
素
と
し
て
繰
り
返
し

活
用
さ
れ
て
い
る
。

電
波
が
物
語
全
体
の
枠
組
み
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
世
紀
を
ま
た
い
で
二
〇
一
四
年
に
設
定
さ
れ
た
小
説
の
最
終
章
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
も
う
ひ
と
り
の
主
人
公
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
は
、
パ
リ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
熱
中
す
る
孫
息
子
の
そ
ば
で
、
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
電
波

の
動
き
を
想
像
す
る
。

激
流
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
、
潮
の
よ
う
な
携
帯
電
話
で
の
会
話
や
、
テ
レ
ビ
番
組
や
、
Ｅ
メ
ー
ル
が
、
街
の
地
上
と
地
下
一

面
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
フ
ァ
イ
バ
ー
と
ワ
イ
ヤ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
建
物
を
抜
け
、
地
下
鉄
の
ト
ン
ネ
ル
に
あ
る
送
信
機
の
あ
い

だ
、
建
物
の
屋
上
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
の
あ
い
だ
、
携
帯
電
話
の
送
信
装
置
を
内
蔵
し
た
街
灯
の
あ
い
だ
で
弧
を
描
き
、〔
…
…
〕
人
目
に
つ

か
ず
、
迷
路
の
よ
う
な
パ
リ
の
上
空
を
行
き
交
い
、
戦
場
や
墓
の
上
空
を
、
ア
ル
デ
ン
ヌ
の
上
空
を
、
ラ
イ
ン
川
や
、
ベ
ル
ギ
ー
や
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
上
空
を
、
わ
た
し
た
ち
が
国
家
と
呼
ぶ
、
傷
つ
き
、
つ
ね
に
移
ろ
う
風
景
の
上
空
を
飛
び
交
っ
て
い
る
。

国
家
の
境
界
を
は
る
か
に
越
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
浮
か
ぶ
無
数
の
言
葉
と
い
う
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
ラ
ジ
オ
経
験
の
原
点
を
、
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
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こ
ま
で
対た

い

峙じ

で
き
る
の
か
を
問
わ
れ
て
も
い
る
。

（
藤ふ
じ

井い

光ひ
か
る

「
ロ
ー
ド
か
ら
共
感
、
資
本
か
ら
監
視
へ
―
―
二
十
一
世
紀
小
説
に
お
け
る
「
空
」」
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
一
部
表
記
を

変
更
し
、
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

※

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
レ
ッ
ク
（
年
齢
不
詳
）

＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
家
（
特
に
米
国
史
）。
著
書
に
『Em

pire of the A
ir

（
空
気
の
帝
国
）』（
2
0
1
3
）
が
あ
る
。

※

ゲ
イ
リ
ー
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ガ
ー
ト
（
1
9
7
2
―
）

＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
作
家
。
1
9
7
9
年
、
ロ
シ
ア
か
ら
米
国
に
移
住
。
デ
ビ
ュ
ー
小
説
『T

he Russian D
ebutante’s 

H
andbook

』（
2
0
0
2
）
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ク
レ
イ
ン
賞
と
全
米
ユ
ダ
ヤ
図
書
賞
を
受
賞
。

※

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
ズ
（
1
9
5
7
―
）

＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
小
説
家
。
全
米
図
書
賞
お
よ
び
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
）
を
受
賞
。

※

ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
（
1
9
5
8
―
）
＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
小
説
家
、
児
童
書
作
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
教
授
。

※

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
に
本
部
を
置
く
世
界
最
大
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
。

※

サ
ス
キ
ア
・
サ
ッ
セ
ン
（
1
9
4
9
―
）
＝
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
社
会
学
者
。
都
市
社
会
学
、
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
論
、
移
民
研
究
が
専
門
。

016 13

想
像
力
の
モ
ー
ド
な
の
だ
と
言
っ
て
い
い
。
そ
れ
は
典
型
的
に
は
、
小
説
の
書
き
手
が
み
ず
か
ら
の

ｈ

と
は
異
な
る
国
や
地
域
を
好
ん

で
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
心
理
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
。
リ
ベ
リ
ア
や
中
国
や
南
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
と

す
る
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ド
ー
ア
や
、
た
ま
た
ま
留
学
先
の
ロ
シ
ア
で
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
を
小
説
の
舞
台
と
し
続
け
る
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
マ
ラ
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。
さ
ら
に
は
、
移
民
系
の
作
家
た
ち
が
、
み
ず
か
ら
の
ル
ー
ツ
と
は
少
し
外
れ
た
と
こ
ろ

に
位
置
す
る
他
者
を
積
極
的
に
小
説
の
主
人
公
に
据
え
る
と
い
う
現
象
も
、
共
感
の
一
現
象
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
代
表
例
と
し
て
は
、
韓
国

系
ア
メ
リ
カ
人
作
家
で
あ
る
ミ
ン
ジ
ン
・
リ
ー
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
苦
闘
を
続
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
一
家
の
物
語
を
描
い
た
『
パ

チ
ン
コ
』（
二
〇
一
七
）
な
ど
が
あ
る
。
書
き
手
が
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
の
た
め
に
過
去
を
探
求
す
る
の
で
は
な
く
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
な
過
去
と
現
在
の
連
続
性
を
見
出
す
な
か
で
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
人
々
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
そ
れ
に
対
す
る
「
共
感
」
を

目
指
す
と
い
う
姿
勢
は
、
今
日
の
移
民
系
作
家
に
多
く
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
ド
ー
ア
に
な
ら
う
な
ら
ば
、
共
感
の
想
像
力
と
は
電
波
の
よ
う

に
空
を
飛
び
交
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
他
者
と
接
続
さ
せ
る
こ
と
が
作
家
の
使
命
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

た
だ
し
、
そ
れ
が
今
世
紀
に
お
い
て
は
資
本
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
親
和
性
を
持
つ
こ
と
も
、
合
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
カ
ン
ナ
の

「
接
続
性
」
の
議
論
が
、
経
済
的
な
優
位
性
を
確
立
す
る
た
め
の
指
南
書
で
も
あ
る
よ
う
に
、
空
を
飛
び
交
う
電
波
の
よ
う
に
他
者
と
接
続
す
る

と
い
う
想
像
力
の
モ
ー
ド
は
、
国
境
を
越
え
た
資
本
の
移
動
を
善
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
と
重
な
り
合
っ
て
し
ま
う
。
ロ
ー
ド
・
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
の
行
き
詰
ま
り
を
見
た
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
が
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
沿
い
に
「
遠
く
離
れ
た
利
潤
」
を
見
て
取
り
、
そ
れ
に
対
す
る
反
発
が
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
支
持
の
う
ね
り
を
生
み
出
し
て
い
る
と
論
じ
た
よ
う
に
、「
空
」
を
め
ぐ
る
新
た
な
創
作
の
う
ね
り
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
ど

※

※

﹇
出
典
：
藤
井
光
﹁
ロ
ー
ド
か
ら
共
感
︑
資
本
か
ら
監
視
へ
│
│
二
十
世
紀
小
説
に
お
け
る
﹁
空
﹂
﹂

﹃
空
と
ア
メ
リ
カ
文
学
﹄
﹈
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問
㈠

傍
線
部
イ
、
ロ
の
平
仮
名
は
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
二
字
の
熟
語
に
な
る
。
用
い
ら
れ
て
い
る
二
字
の
漢
字
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
漢
字
一
字
を

そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
5
の
中
か
ら
一
つ
だ
け
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

イ

1

雅

2

芽

3

賀

4

画

5

華

ロ

1

端

2

嘆

3

綻

4

短

5

炭

016 15

※

ネ
グ
リ
＝
ハ
ー
ト
＝
現
代
イ
タ
リ
ア
の
哲
学
者
ネ
グ
リ
（
1
9
3
3
―
）、
お
よ
び
そ
の
高
弟
ハ
ー
ト
（
1
9
6
0
―
）
の
両
者
を
指
す
。
両
者

は
頻
繁
に
共
同
執
筆
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
こ
う
し
た
表
記
に
な
る
場
合
が
あ
る
。『
帝
国
』（
2
0
0
0
）
が
著
名
。

※

パ
ラ
グ
・
カ
ン
ナ
（
1
9
7
7
―
）

＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
学
者
。
専
門
は
地
政
学
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
学
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
リ
ー
ダ
ー
賞
を

受
賞
（
2
0
0
2
）。

※

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ド
ー
ア
（
1
9
7
3
―
）

＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
小
説
家
。
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
）
を
受
賞
。

※

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
マ
ラ
（
1
9
8
4
―
）

＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
小
説
家
。
全
米
図
書
賞
お
よ
び
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
）
を
受
賞
。

※

ミ
ン
ジ
ン
・
リ
ー
（
1
9
6
8
―
）

＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
小
説
家
。
韓
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
経
験
を
扱
っ
た
作
品
で
知
ら
れ
る
。『
パ
チ
ン
コ
』（
2
0
1
7
）
は
、

2
0
2
2
年
に
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
Ｔ
Ｖ+

で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
。
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問
㈢

　傍
線
部
ハ
「
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
」
で
も
「
合
衆
国
」
で
も
な
く
「
大
陸
」
と
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。 

最
も
適
切
な
理
由
説
明
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　「
大
陸
」
と
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
「
共
同
体
」
と
の
一
体
感
を
志
向
す
る
だ
け
で
な
く
、「
共
同
体
」
を
支
え
る
「
自
然
」
に
も

目
を
向
け
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
。

2

　ア
メ
リ
カ
的
な
理
想
の
完
成
を
目
指
す
た
め
に
は
、
五
大
陸
す
べ
て
に
繊
細
で
厳
格
な
眼
差
し
を
向
け
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
。

3

　「
ア
メ
リ
カ
」
や
「
合
衆
国
」
と
書
い
て
し
ま
う
と
、
領
土
内
に
お
け
る
固
有
の
経
験
を
共
有
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
境
界
を

は
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

4

　ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
共
同
体
は
、
そ
れ
を
「
ア
メ
リ
カ
」
や
「
合
衆
国
」
と
書
い
て
し
ま
う
と
、
現
実
的
な
国
家
行
政
の
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
て
想
像
力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
。
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問
㈡

　
空
欄
Ａ
〜
Ｄ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
そ
れ
ぞ
れ
後
に
続
く
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ａ
　
1

　
か
つ
て
の
よ
う
な
覇
権
を
持
ち
得
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
象
徴
的
に
読
み
取
る

2
　
か
つ
て
の
栄
光
に
い
ま
も
し
が
み
つ
い
て
い
る
こ
と
を
激
し
く
扇
動
的
に
告
発
す
る

3
　
今
後
も
世
界
の
航
空
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
り
得
る
と
い
う

4
　
今
後
も
過
去
の
栄
光
を
取
り
戻
す
た
め
に
邁ま
い

進し
ん

し
続
け
る
こ
と
を
心
に
誓
う
と
い
う

Ｂ
　
1

　
卑
小
で
神
経
質
な
作
品

　
　
2

　
物
質
主
義
的
な
思
想

3
　
形
而
上
的
な
厳
粛

　
　
　
　
4

　
無
国
籍
な
作
風

Ｃ
　
1

　「
ロ
ー
ド
」
と
い
う
地
理
的
要
因

　
　
2

　「
移
動
」
と
い
う
文
学
的
主
題

3
　「
情
報
」
と
い
う
消
費
的
価
値

　
　
　
4

　「
自
然
」
と
い
う
具
体
的
現
象

Ｄ
　
1

　
脳
細
胞
と
機
械
の
接
合
と
い
う

　 
　
2

　
合
衆
国
の
活
動
を
生
命
に
喩
え
る

3
　
脳
細
胞
の
突
然
の
停
止
と
い
う

　 

　
4

　
合
衆
国
の
風
景
を
脳
に
見
立
て
る
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問
㈤

傍
線
部
ニ
「
明
る
い
未
来
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
ま
っ
た
く
持
て
て
い
な
い
」
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
説
明
と
し
て
最
も
適
切

な
も
の
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

ア
メ
リ
カ
的
「
ロ
ー
ド
」
は
、
つ
ね
に
悲
惨
な
結
末
を
た
ど
る
と
い
う
物
語
の
定
型
を
強
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
。

2
「
ロ
ー
ド
」
が
ア
メ
リ
カ
の
国
家
的
な
物
語
で
あ
る
と
い
う
時
代
は
も
は
や
終
わ
り
を
告
げ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
一
部
と
し

て
道
路
の
存
在
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
。

3

資
本
が
作
る
多
国
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
的
物
語
は
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
た
め
に
多
国

籍
企
業
の
利
益
や
権
利
を
切
り
捨
て
る
場
合
が
起
こ
り
得
る
か
ら
。

4

多
国
籍
企
業
が
す
で
に
政
府
や
国
際
機
関
を
無
視
し
て
暴
走
し
始
め
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
権
力
に
支
配
さ
れ
る
未
来
が
待
ち

受
け
て
い
る
か
ら
。

問
㈥

次
の
一
文
が
入
る
べ
き
適
切
な
箇
所
を
、
文
中
の
（
1
）
〜
（
4
）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

そ
れ
が
ゆ
え
に
、
ソ
ー
ン
ダ
ー
ズ
は
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
実
験
が
自
分
の
生
き
て
い
る
う
ち
に
失
敗
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
言
葉
と

と
も
に
記
事
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
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問
㈣

空
欄
ａ
〜
ｄ
に
該
当
す
る
語
を
次
の
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
択
し
た
上
で
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
後
の

1
〜
4
の
中
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ

あ
る
い
は

Ⅱ

ど
こ
に

Ⅲ

そ
こ
で

Ⅳ

の
ち
に

1

ａ
＝
Ⅰ

ｂ
＝
Ⅲ

ｃ
＝
Ⅱ

ｄ
＝
Ⅳ

2

ａ
＝
Ⅳ

ｂ
＝
Ⅲ

ｃ
＝
Ⅱ

ｄ
＝
Ⅰ

3

ａ
＝
Ⅳ

ｂ
＝
Ⅱ

ｃ
＝
Ⅰ

ｄ
＝
Ⅲ

4

ａ
＝
Ⅳ

ｂ
＝
Ⅲ

ｃ
＝
Ⅰ

ｄ
＝
Ⅱ
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問
㈧

空
欄
ｅ
〜
ｈ
に
該
当
す
る
語
を
次
の
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
択
し
た
上
で
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
後
の

1
〜
4
の
中
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ

ツ
ー
ル

Ⅱ

グ
ロ
ー
バ
ル

Ⅲ

メ
タ
フ
ァ
ー

Ⅳ

ル
ー
ツ

1

ｅ
＝
Ⅱ

ｆ
＝
Ⅲ

ｇ
＝
Ⅰ

ｈ
＝
Ⅳ

2

ｅ
＝
Ⅲ

ｆ
＝
Ⅳ

ｇ
＝
Ⅱ

ｈ
＝
Ⅰ

3

ｅ
＝
Ⅰ

ｆ
＝
Ⅱ

ｇ
＝
Ⅳ

ｈ
＝
Ⅲ

4

ｅ
＝
Ⅲ

ｆ
＝
Ⅰ

ｇ
＝
Ⅱ

ｈ
＝
Ⅳ
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問
㈦

空
欄
Ｅ
、
Ｆ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
そ
れ
ぞ
れ
後
に
続
く
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ｅ

1

越
境
的
な
「
接
続
」
と
い
う
要
素

2

技
術
的
な
「
修
理
」
と
い
う
前
提
条
件

3

未
来
を
予
測
す
る
「
声
」
の
存
在

4

破
格
な
「
直
観
」
の
能
力

Ｆ

1

ア
メ
リ
カ
に
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
「
技
術
」
が
ま
だ
具
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実

2

ア
メ
リ
カ
に
は
ラ
ジ
オ
放
送
の
「
自
由
」
が
あ
る
と
の
認
識

3

ア
メ
リ
カ
で
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
法
的
に
規
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況

4

ア
メ
リ
カ
で
は
国
家
が
ラ
ジ
オ
放
送
に
ま
だ
関
心
を
示
し
て
い
な
い
と
い
う
前
提
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二
、
問
㈠
〜
問
㈢
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

次
の
各
文
に
つ
い
て
、
傍
線
部
の
漢
字
に
は
最
も
適
切
な
読
み
を
、
カ
タ
カ
ナ
に
は
最
も
よ
く
該
当
す
る
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
5 

の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①

そ
の
界
隈
に
は
古
書
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

1

カ
イ
ス
ミ

2

ケ
イ
ワ
イ

3

カ
イ
ワ
イ

4

ケ
イ
グ
ウ

5

カ
イ
グ
ウ

②

す
れ
違
い
ざ
ま
に
会
釈
を
交
わ
し
た
。

1

カ
イ
シ
ュ
ク

2

エ
タ
ク

3

カ
イ
タ
ク

4

エ
シ
ャ
ク

5

カ
イ
ジ
ャ
ク

③

気
ま
ぐ
れ
な
時
雨
に
す
っ
か
り
濡
れ
て
し
ま
っ
た
。

1

ム
ラ
サ
メ

2

シ
グ
レ

3

ニ
ワ
カ
ア
メ

4

ハ
ル
サ
メ

5

サ
ミ
ダ
レ

④

時
間
が
な
く
、
と
に
か
く
体
裁
だ
け
を
整
え
た
。

1

テ
イ
サ
イ

2

タ
イ
テ
イ

3

テ
イ
イ

4

タ
イ
イ

5

キ
ュ
ウ
サ
イ
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問
㈨

本
文
の
内
容
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

空
を
飛
び
交
う
電
波
の
よ
う
に
他
者
と
接
続
す
る
と
い
う
想
像
力
の
モ
ー
ド
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
と
結
託
し
が
ち
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
れ
に
反
発
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
拒
否
し
た
の
が
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
そ
の
人
で
あ
る
。

2
「
共
感
」
の
想
像
力
を
描
い
た
作
品
の
例
と
し
て
、
在
日
朝
鮮
人
の
一
家
の
物
語
を
描
い
た
『
パ
チ
ン
コ
』
と
い
う
小
説
が
あ
る
。
そ

の
小
説
に
は
、
韓
国
系
ア
メ
リ
カ
人
作
家
が
自
己
の
移
民
体
験
を
描
く
こ
と
で
、
他
者
と
接
続
し
よ
う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

3

企
業
が
世
界
市
場
と
の
接
続
を
優
先
す
る
な
ら
、
空
港
都
市
に
本
部
を
移
す
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
。
だ
が
、
そ
の
空
港
都
市
は

飛
行
機
の
発
着
数
の
多
い
西
洋
文
明
国
の
都
市
に
限
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

4

現
代
ア
メ
リ
カ
の
小
説
家
、
例
え
ば
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
的
な
自
己
と
は
、
何
ら
か
の
終
着
点
を
目
指

し
て
直
線
的
に
運
動
し
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
分
裂
し
た
複
数
の
点
の
間
で
の
ラ
ン
ダ
ム
な
移
動
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
モ
デ
ル
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。
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問
㈡

文
中
の
空
欄
ア
〜
シ
に
入
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
20
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
（
同
じ
番
号
を

重
複
し
て
選
ば
な
い
こ
と
）。

古
典
歌
人
た
ち
は
ど
う
い
う
発
想
と
方
法
で
歌
を
詠
ん
だ
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
年
来
の
個
人
的
テ
ー
マ
で
あ
り
、
創
作
の

前
提
に
相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
言
葉
の
群
が
表
現
の

ア

と
し
て
あ
っ
た
と
想
定
し
て
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

俊し
ゅ
ん

成ぜ
い

や
定て

い

家か

ら
の
作
品
を
も

と
に
、
そ
の
言
葉
の
群
に
基
づ
く
彼
ら
の
発
想
を
、「
縁
語
的
思
考
」
と
名
づ
け
て
考
え
て
み
た
り
し
た
。
縁
語
を
拡
大
解
釈
す
れ
ば
そ
れ

に
近
づ
く
と
見
な
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
縁
語
的
」
と
い
う
の
で
は
い
か
に
も
曖
昧
だ
と
い
う
反
省
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
フ
ラ
ン

ス
思
想
研
究
者
の
合
田
正
人
氏
よ
り
、
そ
れ
は
「
メ
タ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ m

etastability, 

準
安
定
状
態
」
に
近
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

示
唆
を
い
た
だ
い
た
。「
メ
タ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
は
、
例
え
ば
雲
の
よ
う
に
、
一
見
形
を
成
し
て
存
在
し
て
い
る
か
に
見
え
て
そ
れ
は

イ

で
、
す
ぐ
に
形
や
実
体
が
変
化
し
て
し
ま
う
、
不
安
定
な
物
質
の
状
態
の
こ
と
で
す
よ
、
と
。
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
言
葉
や
観
念
・
イ
メ
ー
ジ
が

ウ

に
寄
り
集
ま
り
、
今
に
も
変
化
流
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
態
、
つ
ま
り
表
現
が
生
ま
れ
る
一

瞬
前
の
、
表
現
の

ア

と
い
う
べ
き
も
の
に
、

エ

的
に
は
近
似
す
る
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
、
文
学
に
お
け
る
メ
タ
ス
タ

ビ
リ
テ
ィ
な
る
も
の
を
解
析
で
き
る
の
か
、
そ
れ
を
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
駆
動
と
い
う
方
法
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

文
学
研
究
が
目
指
す
も
の
。
私
な
り
に
そ
の
核
心
と
考
え
て
い
る
の
は
、

オ

を

カ

に
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

オ

は
い
わ
ば

キ

の
ま
ま
の
情
報
で
あ
り
、
特
定
の
人
が
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
臨
ま
な
い
か
ぎ
り
、
な
か
な
か
そ
の
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⑤

ビ
サ
イ
な
違
い
に
も
敏
感
に
反
応
す
る
。

1

徴
細

2

美
彩

3

微
才

4

備
細

5

微
細

⑥

セ
ン
リ
ツ
の
美
し
さ
に
耳
を
奪
わ
れ
た
。

1

旋
率

2

戦
律

3

旋
逸

4

旋
律

5

戦
率

⑦

雄
大
な
自
然
の
ケ
イ
カ
ン
に
感
銘
を
受
け
た
。

1

景
観

2

形
観

3

径
間

4

形
感

5

景
間

⑧

当
局
か
ら
シ
ョ
ウ
コ
物
件
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
。

1

証
故

2

称
呼

3

証
拠

4

称
故

5

証
綱
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（
渡わ

た

部な
べ

泰や
す

明あ
き

『
雲
は
美
し
い
か
―
―
和
歌
と
追
想
の
力
学
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し
た
箇

所
が
あ
る
）。

1

記
憶

2

不
規
則

3

母
体

4

ス
プ
レ
ー
状

5

空
気

6

比
喩

7

過
去

8

類
縁

9

裸

10

水
面
下

11

捕
獲

12

ガ
ス
状

13

占
領

14

舞
台

15

鏡
面
上

16

知

17

一
時
的

18

行
間

19

間
口

20

記
録
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潜
在
能
力
を
開
示
し
な
い
。

オ

が
理
解
可
能
な
も
の
と
な
れ
ば
、

カ

と
な
る
。
た
だ
し

カ

と
い
っ
て
も
、
教

科
書
を
丸
暗
記
す
る
よ
う
な
そ
れ
で
は
な
い
。
人
々
が
、
必
要
な
と
き
に
い
つ
で
も
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
共
有
財
産
と
な
っ
た

カ

で
あ
る
。
表
現
の
断
片
の
集
積
を
、
い
ま
こ
こ
に
お
い
て
想
起
し
う
る
存
在
と
す
る
こ
と
。
想
起
が
可
能
に
な
れ
ば
、

オ

の
断
片
で
し
か
な
か
っ
た
も
の
も
、
相
互
に
つ
な
が
り
絡
み
合
い
、
ゆ
る
や
か
で
は
あ
れ
、
ま
と
ま
り
を
持
ち
始
め
る
。
や
が

て
次
の
表
現
行
為
の
た
め
の
流
動
体
と
し
て
動
き
出
す
。
表
現
行
為
と
は
、

ク

を
う
ん
と
広
く
取
れ
ば
、
生
き
る
こ
と
そ
の
も
の

で
あ
る
。

一
部
に
墨
や
色
料
の
塗
り
つ
け
ら
れ
た
紙
の
寄
せ
集
め
を
、
意
味
あ
る
言
葉
の
集
合
体
、
す
な
わ
ち
テ
ク
ス
ト
（
書
物
、
本
文
、
作
品
）
と

す
る
こ
と
は
、

カ

化
へ
の
入
口
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。
デ
ー
タ
駆
動
研
究
と
は
、
こ
の

オ

の

カ

化
の
基
盤
づ

く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
。
読
め
る
形
で
本
文
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
形
で
、
誰
も
が
想
起
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た

め
の
準
備
作
業
で
あ
る
。

作
品
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
の
中
の
一
つ
と
し
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
い
る
。
意
識
的
か
、
無
意
識
的
か
を
問
わ
ず
、
膨
大
な
選
択

肢
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
そ
こ
に
あ
る
。

ケ

に
は
、
そ
れ
ら
顕
示
さ
れ
な
か
っ
た

コ

の
断
片
が
、
し
か
も
相
互
に
絡
み
合

い
集
合
離
散
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
流
動
し
て
い
る
。
本
書
で
は
そ
れ
を
表
現

ア

と
呼
ん
で
み
た
。

サ

を
読
む
、
な
ど

と
言
わ
れ
る
解
釈
行
為
は
、
テ
ク
ス
ト
の
背
後
に
あ
る
流
動
や
ま
ぬ

コ

を

シ

す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
表

現

ア

分
析
の
道
を
ひ
ら
く
こ
と
も
、
デ
ー
タ
駆
動
研
究
の
果
た
し
う
る
役
割
の
中
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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③

　情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず

1

　他
人
に
情
け
を
か
け
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
む
く
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

2

　人
を
甘
や
か
す
こ
と
は
、
そ
の
人
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

3

　自
分
の
満
足
の
た
め
に
、
人
に
親
切
に
す
る
こ
と
。

4

　相
手
を
思
っ
て
し
た
こ
と
が
、
予
想
外
の
反
発
を
ま
ね
く
こ
と
。

④

　水
清
け
れ
ば
魚
棲
ま
ず

1

　極
端
な
き
れ
い
好
き
の
せ
い
で
、
逆
に
居
心
地
が
わ
る
く
な
る
こ
と
。

2

　周
到
な
配
慮
が
あ
て
は
ず
れ
と
な
る
こ
と
。

3

　あ
ま
り
に
潔
癖
す
ぎ
て
、
か
え
っ
て
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
。

4

　失
敗
に
こ
り
て
、
必
要
以
上
に
用
心
す
る
こ
と
。

016 29

問
㈢

　次
の
①
〜
④
の
こ
と
わ
ざ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
4
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①

　一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂

1

　無
力
に
み
え
る
者
が
、
意
外
な
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
。

2

　弱
者
は
ど
ち
ら
に
し
て
も
強
者
に
か
な
わ
な
い
と
い
う
こ
と
。

3

　人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
を
見
つ
け
る
と
い
う
こ
と
。

4

　弱
者
に
も
相
応
の
意
地
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
侮
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

②

　敵
は
本
能
寺
に
あ
り

1

　敵
を
追
い
つ
め
て
滅
ぼ
す
こ
と
。

2

　味
方
を
結
束
さ
せ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
こ
と
。

3

　人
々
の
目
を
あ
ざ
む
い
て
、
真
の
目
的
を
果
た
そ
う
と
す
る
こ
と
。

4

　本
当
の
ね
ら
い
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
態
度
の
こ
と
。
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8 ．I am （ ） expert, but I can explain it in simple terms.

① nothing ② no ③ never ④ ever

9 ．I can smell something （ ）.  What is it?

① burn with ② burning ③ unburn ④ to burn

10．I respect people （ ） give up their seats for others on a rush-

hour train.

① whom ② which ③ who ④ when

11．I’m getting （ ） about going to New York this summer.

① exciting ② excite ③ to excite ④ excited

12．I thought you （ ） how to get to the lecture hall for the 

presentation.

① knew ② not know ③ to know ④ known

015 1

次の 1～12の英文の（　　　　）に入る最も適当なものを、①～④から 1つず

つ選び、マークしなさい。

1．We （ ） the issue in the meeting till late last night.

① talked ② discussed

③ discuss about ④ dispute about

2 ．This is a new stadium （ ） attracts lots of people.

① in which ② whom ③ that ④ what

3 ．Those were the best oysters I’ve （ ） had!

① ever ② never ③ have ④ together

4 ．More people are supposed to come, so please leave the back door 

（ ）.

① unlock ② unlocking ③ unlocked ④ to unlock

5 ．It’s heartbreaking, but it’s time we （ ） goodbye forever.

① tell ② saying ③ will be said ④ said

6 ．Ken has been in the UK just for a year, but his English is （ ） 

good.

① surprised ② surprising

③ surprisingly ④ surprise

7 ．I don’t see （ ） I should apologize for what happened yesterday.

① why ② whenever ③ whatever ④ which

Ⅰ．
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9 ．Ryo sent Mary a text before the show with the greetings: ‘Break a leg 

and enjoy yourself.’

① Good luck ② Fall in ③ Move in ④ Speak up

10．He spilled the beans, and she knew all about the party in advance.

① peeled the skin ② peeled the beans

③ disclosed the secret ④ kept the secret

015 3

次の 1 ～10の英文の下線部の意味に最も近いものを、①～④から 1 つずつ選

び、マークしなさい。

1 ．To some degree, these articles speak well of both sides.

① sell ② criticize ③ ignore ④ praise

2 ．Do you have anyone that you look up to on your team?

① respect ② vote ③ see ④ indicate

3 ．All the students are supposed to take part in the play.

① participate ② agree ③ leave ④ divide

4 ．She seems devoted to the nonprofit organization activities.

① enjoyed for ② committed to

③ closed to ④ moved in

5 ．What does this symbol stand for?

① hide ② bring ③ represent ④ guard

6 ．Why don’t we drop by your father’s house sometime this week?

① invade ② remind ③ visit ④ sink

7 ．Unfortunately, my son seems to be poor at math.

① bad at ② adore in ③ hate at ④ major in

8 ．Budapest is well-known for its food and spa baths.

① demanded ② rich ③ abundant ④ famous

Ⅱ．
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2 ． Man : So, （ Ｃ ）

 Woman :  Umm, I think it went quite well.  I did a lot of research and 

preparation.  I was in there for ... I don’t know ... half an hour?

  Man : And?  What did they say?

 Woman :  （ D ）.  At the end I asked them, ‘What happens 

now?’, and the woman said, ‘We’ll call you back with news in 

three or four days.’

  Man : Really?

 Woman :  Yeah, I think I’ve got the job.  The thing is, there weren’t a 

lot of other people there.  I was the only interviewee that 

day, you know?

  Man : Well, good luck with it.

C　① how did it go? ② why did you go?

③ when did it go?  ④ what did you have?

D　① Rarely found  ② Most there

③ Nothing much   ④ Hardly ever
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次の 1 ～ 4 の会話文の（　　　）に入る最も適当なものを、①～④からそれぞ

れ 1 つずつ選び、マークしなさい。

1 ． Ann :  So did you finally get to see the Mona Lisa while you were in 

Paris?

 David :  Oh, yeah, but it was exhausting.  I was in the museum and 

there were, I don’t know, a hundred people waiting to get into 

the room.  Finally, I got in, and I tried to see the Mona Lisa but 

I couldn’t look at it.

  Ann : （ Ａ ）

 David :  Because the room was filled with people taking photographs of 

it!

  Ann : Oh, right.

 David : Yes!  And selfies.

  Ann : Wait a minute.  You can take photos while you’re in there?

 David :  Yes, but you can’t use a flash.  Anyway, why do we take 

photos of everything we see when we travel?

  Ann : I know.  And we never look at the photos after.

 David :  （ Ｂ ）  I’m tired of always taking photos.  I don’t 

feel I’m enjoying things.

A　① How? ② Why not? ③ You did? ④ What then?

B　① Admirably!  ② Promptly!

③ Ever!   ④ Exactly!

Ⅲ．
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4 ． Mei : （ Ｇ ）

 John : Fine, I guess.  She seems friendly enough.

  Mei : You don’t sound so sure.

 John :  Well, it’s only the first week since she transferred to my branch.  

So, （ Ｈ ）.

  Mei : Oh, well, that’s right.  I hope she is a nice person.

 John : I really hope so, too.

G　① How are you getting along with your new boss?

② How come you got such a bad review despite your hard work?

③ What did you think of the headmaster of the high school when you 

were there?

④ Who will be transferred next month?

H　① I am sure of it

② I guess so

③ you never know

④ you are sure
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3 ． Sue : We are going to have a farewell party for Tomo, aren’t we?

 Tony :  Yes, of course.  Next Friday is his last day, so that evening 

seems to be the best.

  Sue : （ Ｅ ）  Do you have somewhere in mind?

 Tony :  In fact, I do.  I was thinking of the new Mexican restaurant 

around the corner from the office.  He loves hot and spicy food.

  Sue : Oh, that place!  （ Ｆ ）

 Tony :  Right?  So, eight people in total.  I’ll make a reservation later 

then.  Around 7:00pm?

  Sue : Yeah, sounds good.  Thanks!

E　① It is hard to think such a proposal is granted, isn’t it?

② We have a weekly meeting in the morning every Friday.

③ We should book a table early since it’s Friday night, shouldn’t we?

④ Reading the book aloud in the farewell party seems to be crucial.

F　①  I’ve been thinking very hard about tomorrow’s presentation.

② I’ve been curious about that place since I can smell something 

delicious whenever I pass by there.

③ I don’t know what to say, because he sounds perfect for the role.

④ I don’t know why you picked that restaurant since it is so far from 

here.
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＊Alzheimer　アルツハイマー

A　①  will show the decline that often leads to worsening physical 

problems

② showed the shrinkage that often goes with worsening memory

problems

③ did not show the shrinkage that often goes with worsening

memory problems

④ did not show any sign that usually goes with worsening physical

problems

2 ．‘Doable for everybody’

The results suggest “this is doable for everybody”̶not just seniors 

healthy enough to work up a hard sweat, said Baker.  She presented the 

data recently at the Alzheimer’s Association International Conference.  

“Exercise needs to be part of the prevention strategies” for at-risk seniors, 

she added.

Maria Carrillo is the Alzheimer’s Association chief scientific officer.  

She said earlier research has found regular physical activity of any kind may 

reduce damaging ＊inflammation and increase blood flow to the brain.  She 

added that the new study is especially interesting because COVID-19 

lockdowns began halfway through the study.  That meant （ Ｂ ）.  

Social isolation has long been known to increase people’s risk of memory 

problems, Carrillo said.

＊inflammation　炎症

015 9

次の英文を読み、各設問に答えなさい。

問 1．本文の内容に沿った英文として（　Ａ　）～（　Ｄ　）に入る最も適当

なものを、①～④からそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

New research supported by the U.S. government suggests that even a 

simple exercise program might help older people with light, or mild, memory 

problems.  The research marks the longest study of whether exercise makes 

any difference once memory starts to decline.

1 ．The study

Researchers found around 300 inactive older adults with memory 

changes called mild cognitive impairment （MCI）.  MCI is a condition that 

sometimes comes before ＊Alzheimer’s disease.  In the study, half of the older 

adults did aerobic exercises, and the rest did stretching and balance 

movements that raised their heart rates a little.

People in both groups got attention from trainers who worked with 

them at youth organization centers called YMCAs around the United States.  

When COVID-19 shut down gyms, the trainers helped the study participants 

keep moving at home by video calls.  After a year, testing of mental activity 

showed neither group had worsened, said lead researcher Laura Baker of 

Wake Forest School of Medicine in the state of North Carolina.  Brain scans 

（ Ａ ）, she said.  ［　X　］, similar MCI patients in another long-term 

study of brain health̶but without exercise̶experienced cognitive, or 

mental, decline over a year.

The early findings are surprising.  But the National Institute on Aging 

cautioned that tracking non-exercisers in the same study would have offered 

better evidence.

Ⅳ．
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＊treadmill device　ルームランナーのような健康器具

D　① the social communication among them didn’t help

② doing exercise is bad for young people

③ the trainer wasn’t helpful at all no matter what the situations were

④ the social connection with the trainers helped

問 2 ．［　X　］に入る最も適当な接続詞を、①～④から 1 つ選び、マークし

なさい。

① Even if

② Conversely

③ So that

④ Rather familiarly
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B　①  many study participants became socially isolated, or separated 

from others

② people who participated the study didn’t know how to use the 

internet

③ students who were actively involved in the study contracted 

COVID-19

④ people who didn’t participate in the study were strongly criticized 

for their behavior

3 ．Difficulties of research

It is a difficult time for ＊dementia research.  Doctors are not sure about 

prescribing a high-priced new drug called Aduhelm.  The drug is supposed 

to be the first to slow the progression of Alzheimer’s̶but （ Ｃ ）.

Researchers last month reported another drug that works similarly 

failed in an important study.  It, too, targets ＊amyloid ＊plaques in the brain.  

There is growing urgency to find whether exercise and other steps might 

offer at least some protection.

＊dementia　認知症

amyloid　アミロイド、繊維状のタンパク質

plaque　プラーク、かたまり、斑点

C　① it is very apparent that it helps patients deeply

② it is not yet clear if it really helps patients

③ doctors are so sure that they can use the drug soon

④ patients are very excited that the drug has disappeared

4 ．How much and what kind of exercise?

In Baker’s study, seniors were supposed to get moving for 30 to 45 

minutes, four times a week.  It did not matter whether it was exercise on 

the ＊treadmill device or stretching exercises.  Baker also believes that, in 

addition to exercise, （ Ｄ ）.  Each participant completed over 100 hours 

of exercise with the trainers.  “We wouldn’t have done the exercise on our 

own,” said Doug Maxwell of Verona, Wisconsin, who joined the study with 

his wife.  The husband and wife, both 81, were assigned to the stretching 

classes.  They felt so good afterward that when the study ended, they 

bought electric bikes in hopes of even more activity.
［出典 : voanews.com］
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① According to Procopius, the sun’s light was too bright.

② Procopius said people also suffered from war and pestilence during

that time.

③ Statements made by Procopius were beginning to be taken seriously

when he studied at Harvard University.

④ Researchers examining tea leaves found something strange happened

around 1990.

015 13

次の［Ａ］～［Ｃ］の英文を読み、その内容と一致するものを、①～④からそ

れぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

① Egypt was dark for a full 18 months because of rain.

② The fog preventing the sun from shining during the day led to

disaster in 536 A.D.

③ Researchers have found that an earthquake helped spread ashes

across the Northern Hemisphere.

④ Famine was the cause of the Mount Tambora eruption.

Ⅴ．

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形

ブラン クエスト
長方形



015 15

① Ancient people enjoyed horror movies.

② People didn’t notice that they had no shadows at noon.

③ The 536 eruption solely produced the situation from which the

Northern Hemisphere needed to recover.

④ The Late Antique Litte Ice Age continued for more than 100 years.

※問題文は、
著作権の関係上、
掲載しておりません。

ブラン クエスト
長方形
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第1問 次の文章を読んで，下の問い（問1～11）に答えなさい。

縄文時代の人々は自然現象の中に霊的な力を感じ取り，呪術によって自然に由来する災

いを避け，また豊かな恵みを祈念した。呪術的な風習を物語る遺物には，女性をかたどっ

た Ａ がある。

古墳時代になると，人々はととのった円錐形の山や絶海の孤島などに神が宿ると考え，

これらを対象に祭祀をおこなった。

仏教が伝来すると，諸豪族は，蘇我馬子の発願で創建された Ｂ を筆頭に，寺院

の建立を競った。仏教寺院は，かつての古墳にかわり豪族の権威を象徴する存在ともなっ

た。

律令制度がととのい平城京への遷都がおこなわれると，都には国家の建立による大寺院

が並び建ち，寺院や僧尼は
⑴
鎮護国家思想のもとで国家の安泰を祈る活動をおこなった。

平安時代中期になると，阿弥陀仏を信仰する浄土教の教えが流行した。仏教の説く末法

の世の到来が，厄災・群盗によるあいつぐ被害など人々の現世の体験と重なり，阿弥陀信

仰はいっそう強められた。貴族たちは書写した法華経・阿弥陀経などを経筒に収め，後世

に伝えるため経塚を造営し地中に経筒を埋納した。1007年に Ｃ が造営した吉野の

金峯山経塚はよく知られる。

源平の争乱は，鎮護国家の象徴であった東大寺の焼失など衝撃的な事態をもたらした。

僧侶たちは自身のあり方を反省し，より厳格に戒律遵守を徹底させようとした。一方で仏

教の教えそのものを見直す動きも起きた。
⑵
法然や日蓮は仏教の教えを根本的に見直し，既

存の仏教のありかたを厳しく批判したため，旧仏教や政治権力から弾圧を受けた。
かね

鉦や太鼓をたたいて念仏・和讃を唱えつつ踊る念仏踊りは空也や一遍の布教活動に始ま

るが，中世には派手やかな衣装をまとい笛・太鼓・鉦などの囃子に合わせて群舞する

Ｄ も流行した。やがてこれらは祖霊信仰と結びついて盆踊りへと発展し，日本文化

の基層として定着していった。

日本にキリスト教が伝来するのは戦国の世を経て統一政権が登場する時期であった。キ

リスト教の広がりに対し，
⑶
織豊政権と江戸幕府はそれぞれに対応した。

江戸時代には交通路も整備され，その後半期には湯治や物見遊山など庶民の旅が広くお

こなわれ，寺社参詣や巡礼も盛んとなった。 Ｅ への参詣はとくに盛んで，旅を実

施する講組織も全国的な広がりをもち，門前の外港もにぎわった。爆発的な集団参詣は周

017－2

日
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期的におこり，明和年間や天保年間には数百万人が参詣したといわれる。

明治新政府は
⑷
神道を国教化する方針を打ち出し，キリスト教をあらためて禁止したが，

新政策が実施されると混乱も生じた。神道国教化の試みは結局失敗に終わったが，政府の

公認をうけた神道系の民衆宗教は
⑸
教派神道として庶民の間に浸透していった。

満州事変にはじまる15年に及ぶ戦争は，日本が1945年にポツダム宣言を受諾して終結し

た。連合国の占領下に置かれた日本ではＧＨＱによる非軍事化・民主化に向けての改革が

推進された。神道に対する国家の支援は停止され，国家神道は解体された。昭和天皇は

1946年の年明けに宣言を発し， Ｆ をみずから否定した。1947年には日本国憲法が

施行されたが，第二十条で信教の自由が保障され，それを裏づける項目として政治と宗教

の分離が規定された。

問1 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 1

① 石皿 ② 土偶 ③ 石棒 ④ 埴輪

問2 空欄 Ｂ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 2

① 四天王寺 ② 法隆寺

③ 飛鳥寺（法興寺） ④ 広隆寺

問3 下線部⑴に関して，当時の仏教の活動について述べた文として誤っているものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 3

① 国家をあげた写経事業が推進され，寺院では護国経典が読誦された。

② 僧尼令にもとづき僧尼は大寺院を出て山林修行と民間布教につとめた。

③ 諸国には国分寺・国分尼寺の建立が命ぜられた。

④ 盧舎那大仏造立の国家事業が推進された。

日
本
史
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問4 空欄 Ｃ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 4

① 藤原道長 ② 称徳天皇

③ 平清盛 ④ 光明皇后（皇太后）

問5 下線部⑵の2人の人物に関して述べた文として誤っているものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 5

① 法然はひたすら阿弥陀仏の名号を唱えることが往生への道であると説いた。

② 日蓮は法華経の題目をとなえることで救われると説いた。

③ 法然や弟子の忍性は仏法の敵として流罪に処せられた。

④ 日蓮は法華経を信仰しなければ国難を招くといって幕府に迫ったため，迫害を受

けた。

問6 空欄 Ｄ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 6

① 散楽 ② 風流踊り ③ 隆達節 ④ 幸若舞

問7 下線部⑶に関して，時の権力とキリスト教の関係について述べた文として誤ってい

るものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 7

① 織田信長はキリスト教の宣教師を優遇し，京都に教会の設立も認めた。

② 豊臣秀吉はキリスト教徒を国内から一掃するバテレン追放令を発令した。

③ 江戸幕府は天領，ついで全国にキリスト教の禁教令を発令した。

④ 江戸幕府は民衆を仏教寺院の檀家とし，キリスト教徒でないことを証明させた。

問8 空欄 Ｅ に入る寺社名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 8

① 讃岐金毘羅宮 ② 伊勢神宮 ③ 善光寺 ④ 熊野三山
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問9 下線部⑷に関して述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 9

① 新政府は古代以来の神仏分離を禁止した。

② 新政府は当初五榜の掲示でキリスト教を禁止した。

③ 新政府による神道国教化の影響で仏教寺院の破壊運動がおきた。

④ 新政府は神社の格式を制度化し祝祭日を定めた。

問10 下線部⑸に関して，政府が公認した教派神道の13派に含まれないものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 10

① 天理教 ② 黒住教 ③ 大本教 ④ 金光教

問11 空欄 Ｆ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 11

① 主権 ② 人格 ③ 神格 ④ 統治権

日
本
史
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第2問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

7世紀の後半において，歴代の天皇は代替わりに際し
⑴
居住地や政治拠点を移転させたが，

そうした動きは710年の
⑵
平城京遷都にいたって，いったん落ち着いた。

平安時代の中期になると，貴族の邸宅に国風化の傾向がみられ，築地塀に囲まれた広大

な敷地に
⑶
寝殿造の建物が建造された。母屋と対屋が廊で結ばれ，長く伸びた廊の端は池に

繋がり，池にのぞんで釣殿があった。柱と屋根にも特徴があり，建物内部では板の間に円

座や畳を置いて座る生活スタイルが定着した。平安時代末に成立した『源氏物語絵巻』で

は，邸宅の内部で繰り広げられる貴族の生活が
⑷
斜め上方に視点を置いた独特の手法で描か

れている。

鎌倉時代の武士は開発領主の系譜を引き，先祖伝来の所領に
⑸
館を構えて生活拠点とした。

おも や

館には防御機能が備わり，建物は主屋（母屋）を中心に持仏堂なども設けられ，敷地内で

は動物も飼育されていた。館の外には農地が広がっており，農場経営に従事する鎌倉武士

に特有の生活環境であったことが知られる。

武士は御家人として主君である鎌倉殿に仕える一方，一門を代表する本家の長，つまり

Ａ として庶子を率い，戦時には団結して戦い，平時には一門の祭祀を司った。こう

した武士社会の結合形態を Ａ 制と呼んでいる。

問1 下線部⑴に関連して，天武天皇が即位した地として正しいものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 12

① 近江大津宮 ② 飛鳥浄御原宮 ③ 難波宮 ④ 藤原京

017－6

日
本
史

問2 下線部⑵に関連して，次の図は平城京にあった長屋王邸の復元模型である。この邸

宅に関して述べた文として誤っているものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。

13

① 邸宅は平城宮の近くにあり，朱雀大路の東にあたる右京に属していた。

② 邸宅は条坊制にもとづき道路で碁盤の目状に整然と区画された広大な場所にあっ

た。

③ 発掘調査の結果，「長屋親王」の表記のあるものを含め数万点の木簡が出土した。

④ 邸内は儀礼空間や生活空間，家政機関などで構成されていた。

問3 長屋王について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。 14

① 皇族の出身であり，藤原仲麻呂の死後右大臣さらに左大臣となって政権を担った。

② 謀反の意図があるとして邸宅を軍に包囲され，妻子とともに自決に追い込まれた。

③ 皇族である立場から文武天皇の夫人光明子の立后に反対し，藤原四兄弟と対立し

た。

④ 百万町歩開墾計画や墾田永年私財法を発して開墾政策を推進した。

日
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問4 下線部⑶に関して，寝殿造の特徴を表すものの組み合わせとして正しいものを，下

の①～④のうちから一つ選びなさい。 15

ａ 柱は朱塗（丹塗）であった。

ｂ 建物は白木造であった。

ｃ 屋根は瓦で葺いた。

ｄ 屋根は檜皮で葺いた。

① ａとｃ ② ａとｄ ③ ｂとｃ ④ ｂとｄ

問5 下線部⑷の手法を示す語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 16

① 異時同図法 ② 吹抜屋台 ③ 遠近法 ④ 回り舞台

問6 下線部⑸に関して，館に関して述べた文として誤っているものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 17

① 母屋は掘立柱の簡素な造りで，床は板敷きで一角には畳が敷かれていた。

② 館の敷地内には別棟として茶室と書院を融合させた数寄屋が設けられた。
やぐら

③ 堀や板塀で囲まれ，櫓があって防御機能が備わり，鷹や馬も飼育されていた。

④ 館の周辺には年貢・公事の課されない佃，門田などと称される直営田があった。

問7 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 18

① 氏長者 ② 宗家 ③ 本家 ④ 惣領

017－8
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第3問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

鎌倉時代の後半から室町時代にかけて，
⑴
農業をはじめ諸産業の発達が著しくなった。農

い も じ こう や

村の需要に応じた手工業者もあらわれ，鍛冶・鋳物師や紺屋などが農村部で活躍した。奈

良や京都など都市の商工業者は大寺社や天皇家に仕え，製造・販売の特権をうけつつ，
⑵
そ

の保護のもとで座を形成するようになった。室町時代には商工業者の座は数や種類を増や

し，活動を全国に広げる座もあった。

江戸時代になると幕府は貢租収入の最大化をはかるため，治水・灌漑事業や新田開発を

すすめた。小農経営を基盤とする農村では，農業の集約化や生産の効率化が農民独自の努

力によりすすめられた。そうした努力に一役買ったのが農書である。江戸時代には，
⑶
農書

が広く読まれて農業技術が向上し，勤倹重視の農政思想が荒廃した農村の復興に一定の役

割を果たした。

城下町が形成されると，領主は城下に職人を集住させたため，手工業が都市において発

展した。
⑷
織物・製糸，染色，陶磁器，漆器，製紙などが生産され，特産地があらわれた。

醸造では，摂津の伊丹・池田が酒造，下総の銚子・ Ａ が醤油の特産地となった。

納屋物として集荷された菜種や綿実は大坂で製油されたが，産地は各地にも広がった。鉱

業では，中国地方を中心に伝統的に砂鉄が採取され，砂鉄を原料として Ｂ による

製鉄がおこなわれた。

江戸時代前期に醸造業でみられた生産方式は，19世紀に入ると織物業で盛んに導入され

るようになった。奉公人（賃労働者）を雇用し，分業と協業によるものづくりが発展し，

綿織物業や絹織物業で盛んとなった。こうした生産方式は Ｃ と呼ばれる。

問1 下線部⑴に関連して，鎌倉・室町時代の産業や社会経済の動向に関して述べた文と

して誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 19

① 製塩では潮の干満を利用して海水を引き入れる揚浜法が採用された。

② 各地の市で商取引が盛んになり，応仁の乱後は六斎市が一般化した。

③ 大寺社・天皇家に仕える座の商人は神人・供御人などと呼ばれた。

④ 刀剣は備前などで生産されたが，日明貿易の重要な輸出品ともなった。
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問2 下線部⑵に関連して，大山崎油座の本所として正しいものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 20

① 蔵人所 ② 祇園社 ③ 北野神社 ④ 石清水八幡宮

問3 下線部⑶に関して，農書や農政について述べた文として正しいものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 21

① 宮崎安貞は最初の体系的な農書である『広益国産考』を著した。

② 井原西鶴は竜骨車の登場とその影響などを紹介した『農具便利論』を著した。

③ 大蔵永常は商品作物の栽培・加工を紹介する『農業全書』を著した。

④ 二宮尊徳は報徳仕法を創案し荒廃した農村の復興事業をすすめた。

問4 下線部⑷に関して述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 22

① 綿織物は河内・三河などでさかんに生産された。

② 絹織物の原料である生糸は幕末期日本の主要輸出品となった。

③ 麻織物では近江・奈良の晒，越後の縮などの産地があった。

④ 繊維染色の技法では友禅染などの京染や有田の赤絵が知られる。

問5 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 23

① 龍野 ② 小豆島 ③ 野田 ④ 湯浅

問6 空欄 Ｂ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 24

① 水銀流し ② 石炭 ③ 灰吹法 ④ たたら

問7 空欄 Ｃ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 25

① 問屋制家内工業 ② 工場制手工業

③ 工場制機械工業 ④ 徒弟制家内工業

017－10
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第4問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

1924年，組閣の大命をうけた清浦奎吾が貴族院を中心に組閣すると，衆議院の政党勢力

が超然内閣の出現であるとして憲政擁護運動を起こした。清浦内閣は政友本党を味方につ

け，衆議院を解散して対抗したが，総選挙の結果，超然内閣に反対する護憲三派が圧勝し，

清浦内閣は総辞職した。この結果，憲政会総裁の Ａ が護憲三派の連立内閣を組閣

し，懸案であった男性普通選挙法，治安維持法を成立させ， Ｂ との国交を樹立さ

せた。

昭和時代に入り，財政政策と対中国外交で異なる政策をもつ二大政党が，政権交代しつ

つ政策を実施した。田中義一首相は就任直後に高橋是清を登用して Ｃ に対処する

とともに，中国問題に積極的に関与した。田中内閣のあとをうけた浜口雄幸内閣は外相に

幣原喜重郎，蔵相に井上準之助を登用し，軍縮条約に調印して国際協調を貫こうとした。

日中戦争そして第二次世界大戦が勃発すると，
⑴
政党は次々と解散し，戦時体制に組み込

まれていった。

敗戦によって日本は占領下に置かれ，民主化に向けた改革が次々と断行された。圧政的

な諸制度は撤廃され，
⑵
国民の政治上の諸権利が認められ，政党政治が復活し，新憲法も施

行された。

高度経済成長が始まると，戦後日本の政党政治も安定期を迎えた。鳩山一郎内閣時代の

1955年に社会党の左右再統一をうけて保守二党が合同し，自由民主党が成立した。こうし

て，国会で自民党優位のもとで自民党と野党が対立する55年体制という政治体制が成立し，

以後約40年近く存続するようになる。この間，「 Ｄ 」をスローガンとする池田勇人

内閣をへて，佐藤栄作内閣時代に日本は自由世界における国民総生産世界第二位の地位を

得た。

二度にわたるオイルショックの結果，財政赤字が肥大化し，1980年代の日本では増税に

たよらない財政再建が叫ばれるようになった。
⑶
中曽根康弘内閣はこの課題に意欲的に取り

組んだ。

問1 空欄 Ａ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 26

① 桂太郎 ② 大隈重信 ③ 加藤高明 ④ 若槻礼次郎
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問2 空欄 Ｂ に入る国名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 27

① ソヴィエト連邦 ② 中華民国

③ 朝鮮 ④ アメリカ合衆国

問3 空欄 Ｃ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 28

① 戦後恐慌 ② 震災恐慌 ③ 昭和恐慌 ④ 金融恐慌

問4 下線部⑴に関して述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 29

① 五・一五事件により岡田啓介内閣が総辞職し，戦前の政党内閣に終止符が打たれ

た。

② 新体制運動により，政党は解散して新設の翼賛政治会へと合流した。

③ 東条英機内閣のもとで5年ぶりの総選挙，いわゆる翼賛選挙がおこなわれた。

④ 1942年の総選挙の結果，唯一の政治結社として大政翼賛会が発足した。

問5 下線部⑵に関して述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 30

① 占領下の日本では日本自由党をはじめ次々と新しい政党が発足した。

② 衆議院議員選挙法が改正され，二十歳以上の男女に選挙権が与えられた。

③ 戦後初の総選挙の結果日本自由党が第一党となり政党内閣が復活した。

④ 第一次吉田茂内閣は，日本自由党と日本社会党が連立した内閣であった。

問6 空欄 Ｄ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 31

① 所得倍増 ② 列島改造

③ 戦後政治の総決算 ④ 沖縄返還

017－12
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問7 下線部⑶の内閣に関して述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 32

① 日米安全保障条約の改定に取り組んだ。

② 国際連合への加盟を実現させた。

③ 日本電信電話公社を民営化した。

④ ＰＫＯ協力法を成立させた。
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

民主主義と呼びうる仕組みは古代から存在するものの，奴隷制に立脚し，女性に参政権

が認められないなど，現代のそれとは様相の異なるものであった。古代ギリシアの人々は，

ペルシア戦争の勝利を専制君主政をとるペルシアに対する民主主義の勝利として誇ったが，

⑴
古代ギリシアの民主政は人口規模の小さい集団で成立する直接民主政であった。

中世ヨーロッパのほとんどの国・地域は王政をとったが，中世の後期になると，
⑵
議会な

どを通じて国王の権限を制限する動きも見られるようになった。議会の主たる目的は当初，

貴族が国王の恣意的な行動を抑えることであったが，議会の構成員が変化するにつれ，よ

り幅広い階層の要求を吸収する存在となっていった。

近世のヨーロッパでは，民主主義を理論的に支える思想が生まれた。17世紀には絶対王

政を支える思想である王権神授説に対して，
⑶
社会契約説がとなえられ，その思想はアメリ

カ独立革命にも影響を与えた。18世紀にはフランスを中心に不合理な思想や制度を改めよ

うとする啓蒙思想が盛んになり，人民主権をとなえた
⑷
ルソーの思想は

⑸
フランス革命にも影

響を与えた。

フランス革命などを通じて市民階層が政治に参加する道が開けていったが，当初中心に

なったのは富裕なブルジョワ階層であり，工業化によって大量に生まれた労働者階層が参

加するにはなお時間を要した。フランスで普通選挙が定着するのは
⑹
二月革命以降であり，

イギリスでは数度の選挙法改正によって徐々に選挙権が拡大した。さらに，
⑺
多くの国で女

性が参政権を得るのは，第一次世界大戦による社会の変化を待たなければならなかった。

第一次世界大戦後のドイツで制定されたヴァイマル憲法は当時最も民主的といわれたが，

その憲法下で
⑻
ヒトラー政権が誕生したように，多数派の意見が必ずしも理想的な方向に向

かうわけではないことを示した。また，第二次世界大戦後の東欧諸国などでは，理想的社

会を実現するためという名目で，人民民主主義の名において事実上の共産党による一党独

裁体制がとられた。その後
⑼
冷戦が終結し，

⑽
東欧諸国などの民主化が進む一方で，世界では

なお権威主義的体制をとる国家が存在するなど，民主主義の理念の実現には課題が残り，

議論や試行錯誤が続いている。

017－16

世
界
史

問1 下線部⑴に関連して，アテネの民主政について述べた文Ａ～Ｃが年代の古い順に正

しく配列されているものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 1

Ａ ペイシストラトスが僭主となり，中小農民の保護をおこなった。

Ｂ ソロンが市民を財産によって分け，それぞれの権利と義務を定めた。

Ｃ クレイステネスが，地縁に基づく新たな部族制を編成した。

① Ａ→Ｃ→Ｂ ② Ｂ→Ａ→Ｃ

③ Ｂ→Ｃ→Ａ ④ Ｃ→Ａ→Ｂ

問2 下線部⑵に関連して，イギリスにおける議会と憲政の発達について述べた文として

誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 2

① ジョン王は，大憲章（マグナ�カルタ）を承認した。

② ヘンリ3世の統治期に，シモン�ド�モンフォールらが王に対抗して国政を協議

した。

③ エドワード1世は，模範議会を召集した。

④ エドワード3世時代の議会は，三部会と呼ばれた。

世
界
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問3 下線部⑶に関連して，アメリカ独立革命に影響を与えた思想家の名あ・いと，その

思想を反映したアメリカ独立宣言の一節Ａ・Ｂとの組み合わせとして正しいものを，

下の①～④のうちから一つ選びなさい。 3

思想家の名

あ ホッブズ い ロック

思想を反映したアメリカ独立宣言の一節

Ａ

所有権は，神聖かつ不可侵の権利であり，したがって，合法的に確認された公的

必要性からそれが明白に要求されるときであって，かつ予め正当な補償金が払わ

れるという条件でなければ，いかなる者もその権利を剝奪されえない。

Ｂ

まず，人間はすべて平等に創造されており，創造主から不可譲（誰も奪うことの

できない）の諸権利をあたえられており，それらのなかには生命，自由，幸福追

求の権利がある。次に，これらの権利を保障するためにこそ，政府が人間のあい

だで組織されるのであり，公正なる権力は被治者（統治される者）の同意に由来

するものである。

① あ―Ａ ② あ―Ｂ ③ い―Ａ ④ い―Ｂ

問4 下線部⑷の著書として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

4

① 『法の精神』 ② 『哲学書簡』

③ 『人間不平等起源論』 ④ 『戦争と平和の法』
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問5 下線部⑸に関連して，フランス革命中の1792年に，民衆や義勇軍が，国王がいたテ

ュイルリー宮殿をおそい，王権を停止させた事件の名として正しいものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 5

① 8月10日事件 ② ヴァレンヌ逃亡事件

③ ブリュメール18日のクーデタ ④ テルミドール9日のクーデタ

問6 下線部⑹に関連して，フランス二月革命の影響で起こった事件について述べた文と

して正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 6

① ドイツ統一を話し合うフランクフルト国民議会が開催された。

② ブルシェンシャフト運動が起こり，メッテルニヒが亡命した。

③ コシュートの指導で，ベーメン民族運動が起こった。

④ イギリスで，機械を打ち壊すラダイト運動が起こった。

問7 下線部⑺に関連して，第一次世界大戦の特徴のうち，女性に参政権が認められる背

景となったと考えられる事柄について述べた文として正しいものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 7

① 戦争が新兵器の実験の場となり，科学技術が進展した。

② 軍隊だけではなく，国家の総力を挙げて戦う戦争となった。

③ 戦争中も戦争反対を訴え続けた第2インターナショナルが発言権を強めた。

④ 秘密外交が展開され，各国の外交活動が活発化した。

問8 下線部⑻に関連して，1933年にナチ党のヒトラーを首相に任命したドイツの大統領

の名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 8

① エーベルト ② シュトレーゼマン

③ アデナウアー ④ ヒンデンブルク

世
界
史

017－19



問9 下線部⑼について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 9

① ソ連と東欧諸国のワルシャワ条約機構の発足に対抗して，アメリカ合衆国を中心

に北大西洋条約機構が結成された。

② ドイツ西側管理地区の通貨改革に反発して，ソ連はベルリンの壁を構築した。

③ アメリカ合衆国のジョンソン大統領がキューバを海上封鎖し，キューバ危機が起

こった。

④ アメリカ合衆国のブッシュ大統領（父）とソ連のゴルバチョフ書記長はマルタで

会談し，冷戦の終結を宣言した。

問10 下線部⑽に関連して，ポーランドの自主管理労組「連帯」の指導者で，選挙によっ

て政権を獲得し1990年に大統領になった人物として正しいものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 10

① エリツィン ② ドプチェク ③ ワレサ ④ コール
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

カルパティア山脈の北方を原住地とするスラヴ人は，ゲルマン人が移動した後を受けて，

⑴
ビザンツ帝国の北方に広がっていった。スラヴ人は，大きくロシア人・ウクライナ人など

の東スラヴ人，
⑵
ポーランド人・チェック人などの西スラヴ人，セルビア人・クロアティア

人などの南スラヴ人に分けられる。このうち，東スラヴ人の居住する地域には，862年に

ノルマン人の一派であるルーシが（ 3 ）を建国し，さらにその一族が南下してドニエ

プル（ドニプロ）川中流域にキエフ公国を建てた。これらの国家はやがてスラヴ人に同化

していった。10世紀には，キエフ公国のウラディミル1世はビザンツ帝国皇帝の妹との結

婚を機に，ギリシア正教に改宗し，ロシアのビザンツ化と農奴制を進めた。その後，キエ

フ公国は内紛で衰退し，
⑷
モンゴル帝国のバトゥに敗れて消滅することになった。「タター

ルのくびき」という表現があるが，これはロシアがモンゴル人の支配を受けたことを述べ

たものであり，その支配は約250年にも及んだ。

15世紀になると，（ 5 ）は国力を増していき，イヴァン3世の時代にはキプチャク

�ハン国からの自立を達成した。（ 5 ）はイヴァン4世（雷帝）の時代に最盛期を迎

え，ツァーリが皇帝の称号として正式に採用された。イヴァン4世が没すると，後継者を

めぐる争いで混乱したが，その中で1613年にミハイル�ロマノフが皇帝に選ばれた。こう

して始まったロマノフ朝を強国に押し上げたのが
⑹
ピョートル1世とエカチェリーナ2世で

あった。19世紀に入ると，ナポレオン1世のモスクワ遠征を撃退し，アレクサンドル1世

が自らウィーン会議に臨むなど，ヨーロッパの国際関係に大きな影響力をもつ一方で，依

然として農奴制が存続していたロシアは，自国の近代化の問題に直面した。クリミア戦争

に敗北した
⑺
アレクサンドル2世は，農奴解放令を発布するなど上からの近代化を進めたが，

ポーランドの反乱鎮圧後は反動化し，テロリズムに走った運動家に暗殺された。1904年か

らの
⑻
日露戦争を機に起こった第1次ロシア革命は沈静化したものの，第一次世界大戦中の

1917年に発生したロシア二月革命（三月革命）でニコライ2世が退位に追い込まれ，ロマ

ノフ朝は滅亡した。さらに同年にはロシア十月革命（十一月革命）が起こり，
⑼
レーニン・

トロツキー・スターリンらの指導のもとにソヴィエト政権が成立した。また，第一次世界

大戦の敗北によってオーストリア�ハンガリー帝国，ドイツ帝国も崩壊したため，
⑽
北欧・

東欧諸国が次々に独立することになった。
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問1 下線部⑴について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 11

① ユスティニアヌス帝は，現在のスペインにあった西ゴート王国をも滅ぼすなど版

図を拡大した。

② ヘラクレイオス1世は，イスラーム勢力からシリア・エジプトを奪還した。

③ レオン3世は，聖像禁止令を出し，東西教会対立のきっかけとなった。

④ 第7回十字軍によって攻撃され，これを担ったジェノヴァがラテン帝国を建国し

た。

問2 下線部⑵は14世紀にある国と同君連合を形成したが，ある国として正しいものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 12

① デンマーク王国 ② リトアニア大公国

③ ベーメン王国 ④ ハンガリー王国

問3 空欄（ 3 ）に入れる国名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 13

① ノヴゴロド国 ② モラヴィア王国

③ モスクワ大公国 ④ ワラキア公国

問4 下線部⑷について述べた文Ａ～Ｃが年代の古い順に正しく配列されているものを，

下の①～④のうちから一つ選びなさい。 14

Ａ 南宋を滅ぼして，中国を支配した。

Ｂ ワールシュタットの戦いで勝利をおさめた。

Ｃ バグダードを陥落させてアッバース朝を滅ぼした。

① Ａ→Ｂ→Ｃ ② Ｂ→Ａ→Ｃ

③ Ｂ→Ｃ→Ａ ④ Ｃ→Ａ→Ｂ
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問5 空欄（ 5 ）に入れる国名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 15

① ノヴゴロド国 ② モラヴィア王国

③ モスクワ大公国 ④ ワラキア公国

問6 下線部⑹について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 16

① ピョートル1世は，イェルマークにシベリアを征服させた。

② ピョートル1世は，北方戦争でデンマークを破って版図を拡大した。

③ エカチェリーナ2世は，3度のポーランド分割全てに関わった。

④ エカチェリーナ2世は，ステンカ�ラージンの乱を鎮圧した。

問7 下線部⑺と同年に没した文学者ドストエフスキーの作品として正しいものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 17

① 『桜の園』 ② 『赤と黒』 ③ 『戦争と平和』 ④ 『罪と罰』

問8 下線部⑻について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 18

① 日本はイギリスと同盟していた。

② ロシアはフランスと同盟していた。

③ 戦争中，ロシアでは血の日曜日事件が発生した。

④ 講和条約としてロンドン条約が結ばれた。

問9 下線部⑼について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 19

① レーニンは，計画経済である五カ年計画を始めた。

② トロツキーは世界革命論を唱えて，スターリンと対立した。

③ スターリンは，ミュンヘン会談でヒトラーと独ソ不可侵条約を成立させた。

④ スターリンは，ワルシャワ条約機構軍を投入して「プラハの春」を武力鎮圧した。
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問10 下線部⑽に関連して，1938年にドイツのヒトラー政権からズデーテン地方の割譲を

要求された国の位置として正しいものを，地図中の①～④のうちから一つ選びなさい。

20

①
②

③ ④
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第3問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

19世紀の清は内憂外患に苦しんでいた。当初の外患の最たるものはイギリスであった。

イギリスが茶の輸入により発生した対清貿易の赤字を是正するため，インド産のアヘンを

清に密輸した結果，いわゆるアヘン戦争が勃発し，
⑴
敗れた清は土地の割譲を含む条約を締

結した。内憂の最大のものは太平天国の登場であろう。洪秀全によって組織されたキリス

ト教系宗教結社は，「滅満興漢」を唱えて長江流域に広がり，大反乱となったが，漢人官

僚らによる義勇軍の活躍によってようやく鎮圧された。

19世紀になって弱体化する清を「宗主国」とし，朝貢をおこなう朝鮮に対して，明治維

新後の日本は開国を求めたが，朝鮮はこれを拒否した。その後日本は1875年に起こった日

朝両軍の軍事衝突である（ 2 ）を機として開国を実現させた。しかし
⑶
朝鮮の国内問題

も深く関係し，清と日本の関係は悪化した。1894年朝鮮半島で発生した農民反乱（甲午農

民戦争）を契機として
⑷
日清戦争が勃発し，日本の圧勝に終わった。この戦争の講和条約と

して締結された
⑸
下関条約により，日本は清より莫大な賠償金と，台湾・澎湖諸島・遼東半

島を獲得したが，遼東半島については，ロシア・フランス・ドイツの三国干渉によって清

に返還を余儀なくされた。また，この条約により朝鮮は「独立」した国とされ，清の宗主

権が否定された。

次に日本は日露戦争に勝利して韓国における「優越権」を認めさせた。日本は韓国の外

交権を奪い，その後のさまざまな韓国側の抵抗を排して韓国併合を断行し，（ 6 ）を

置いて武断政治をおこなった。

中国では，1919年に孫文が中国国民党を結成し，1921年には上海で中国共産党が結成さ

れ，1924年に両党は協力関係を築いた（第1次国共合作）。孫文の死後，その後継者とな

った蔣介石は全国統一を目指し北伐を開始した。しかし1927年，（ 7 ）を制圧すると

共産党を弾圧して南京に国民政府を樹立し，1928年北伐も完了した。一方，日本は1931年

に満洲事変を起こして，翌年満洲国を建てるなど，中国への侵略行動を強め，1937年7月

7日の（ 8 ）事件をきっかけとして，宣戦布告のないまま日中戦争と呼ばれる全面戦

争に突入した。

この戦いに際して，国民党と共産党は第2次国共合作を結んだが，日本に勝利した後，

国共内戦が再開された。結果は共産党側の勝利となり，1949年10月1日（ 9 ）主席に

よって中華人民共和国の建国が宣言された。第二次世界大戦後に形成された資本主義陣営
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と社会主義陣営の冷戦体制は，アジアでは武力衝突となって表面化し，中国での国共内戦

に続いて，朝鮮半島では，1950年に朝鮮民主主義人民共和国が大韓民国への攻撃を開始し，

⑽
朝鮮戦争がはじまった。

問1 下線部⑴について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 21

① 条約は天津で締結された。

② 公行と呼ばれる特許商人組合を廃止した。

③ 天津以下8港を開港した。

④ 清は賠償金の支払いを認めなかった。

問2 空欄（ 2 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 22

① 江華島事件 ② 義兵闘争 ③ 三・一運動 ④ 五・三〇運動

問3 下線部⑶について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 23

① 当時政権を握っていたのは，国王高宗の妃の閔妃の一族であった。

② 政権に対して軍人が起こしたクーデタを壬午軍乱という。

③ 開化派が政権に対して起こしたクーデタを甲申政変という。

④ 開化派の指導者は全 準である。

017－26

世
界
史

問4 下線部⑷に関連して，次のグラフは日清戦争前後の日本の輸出・輸入額を示したも

のである。日清戦争後に急増した日本の輸入額が一時期減少している。この時期に起

こった出来事について述べた文として誤っているものを，下の①～④のうちから一つ

選びなさい。 24

（億円）
4

輸入額
輸出額

3

2

1

0
1868

（明治1）
70
（3）

74
（7）

78
（11）

82
（15）

86
（19）

90
（23）

94
（27）

98
（31）

1902
（35）

（年）

① ベトナムをめぐって清仏戦争が起こっていた。

② 中国で義和団が蜂起していた。

③ アギナルドがフィリピン�アメリカ戦争を起こしていた。

④ イギリスが南アフリカ戦争を起こしていた。

問5 下線部⑸について述べた文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 25

Ａ 清側の全権は，洋務運動を推進した李鴻章であった。

Ｂ 日本は清の開港場での企業設立権を得た。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤
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問6 空欄（ 6 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 26

① 韓国統監府 ② 関東都督府 ③ 朝鮮総督府 ④ 関東軍

問7 空欄（ 7 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 27

① 北京 ② 広州 ③ 上海 ④ 瑞金

問8 空欄（ 8 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 28

① 盧溝橋 ② 柳条湖 ③ 西安 ④ ノモンハン

問9 空欄（ 9 ）に入れる人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 29

① 周恩来 ② 金日成 ③ 毛沢東 ④ 張学良

問10 下線部⑽について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 30

① 中華人民共和国が朝鮮民主主義人民共和国を支援して介入した。

② アメリカ軍が大韓民国を支援して介入した。

③ 1953年に講和条約が結ばれて戦争は終結した。

④ 開戦時のアメリカ合衆国大統領はトルーマンであった。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

16世紀には，ウィーンを包囲してヨーロッパ諸国に脅威を与えたオスマン帝国であった

が，1683年の第2次ウィーン包囲の失敗は帝国が衰退へと向かう転機となった。その後結

ばれた（ 1 ）条約によって，オスマン帝国はハンガリーやトランシルヴァニアなどを

オーストリアに割譲し，18世紀の後半には，ロシアにクリミア半島を奪われた。

19世紀に入るとオスマン帝国支配下の
⑵
ギリシアが独立戦争を起こし，列強の介入もあり，

ギリシアの独立が達成された。また，ナポレオンのエジプト遠征後の混乱に乗じて

（ 3 ）がエジプト総督を名乗り，オスマン帝国もこれを追認した。こうしてオスマン

帝国の解体は進行したが，特にバルカンではパン�スラヴ主義による独立運動が盛んとな

った。ロシアはこれを利用して勢力拡大を図り，1877年ロシア�トルコ（露土）戦争が発

生した。勝利したロシアはサン�ステファノ条約を結び，バルカンでの勢力拡大に成功し

た。しかし，これにイギリス，オーストリアが反発したため，ドイツのビスマルクが調停

して
⑷
ベルリン会議が開催された。サン�ステファノ条約は破棄され，ロシアの勢力拡大は

失敗に終わる一方，ヨーロッパにおけるオスマン帝国の領土は大きく減少した。

イランでは，18世紀半ばにサファヴィー朝が滅んで混乱したのち，1796年から

（ 5 ）が統一勢力となった。（ 5 ）はロシアとの戦いに敗れてトルコマンチャーイ

条約を締結し，東アルメニアを割譲し，その後はイギリスの干渉を強く受けることとなっ

た。

第一次世界大戦がその後の中東イスラーム世界に与えた影響は大きい。この大戦に際し

て列強，特にイギリスは戦争協力を得るために，植民地に自治や独立の空手形を与える一

方で，さまざまな
⑹
秘密外交をおこなっていた。この秘密外交は相互に矛盾した内容を持っ

ており，その後のパレスチナに緊張を高める原因の一つとなった。

オスマン帝国は第一次世界大戦の敗戦国として連合国と屈辱的なセーヴル条約を結び，

ギリシアがイズミルに侵攻して帝国領は分割の危機的状況となった。この時，軍人のムス

タファ�ケマルが革命軍を編制し，ギリシアをトルコ領から駆逐し，セーヴル条約を改め

て（ 7 ）条約を締結し，トルコ人の独立と領土を確定した。そしてケマルは大統領と

なり，トルコ共和国の樹立を宣言した。また第一次世界大戦後のイランでは，軍人レザー

�ハーンがクーデタで政権をとり，新たな王朝を創始した。

第一次世界大戦後，旧オスマン帝国領の多くは，国際連盟による委任統治領とされ，パ
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レスチナはイギリスの委任統治下に置かれた。第二次世界大戦後，国際連合はこの地をユ

ダヤ人とパレスチナ人に分割した。それに基づいてユダヤ人の国家イスラエルが建国され

ると，周囲のアラブ諸国はこれを認めず，パレスチナ戦争（第1次中東戦争）が発生した。

⑻
その後もイスラエルとアラブの抗争は続いたが，1993年

⑼
パレスチナ解放機構（PLO）と

イスラエルは暫定自治協定を結び，翌1994年に PLO主導の自治政府が生まれた。一方第

二次世界大戦後のイランでは，開発独裁を強行する国王への民衆の不満が高まり，1979年

の
⑽
イラン革命によって国王は国外に亡命した。

問1 空欄（ 1 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 31

① ピレネー ② イリ

③ カルロヴィッツ ④ ネルチンスク

問2 下線部⑵に関連して，ギリシア独立戦争を題材として「キオス島の虐殺」を描いた，

ロマン主義を代表する画家として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。 32

① ドラクロワ ② ミレー ③ ルノワール ④ ゴッホ

問3 空欄（ 3 ）に入れる人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 33

① ウラービー ② ミドハト�パシャ

③ ムハンマド�アリー ④ ムハンマド�アフマド

問4 下線部⑷の結果結ばれたベルリン条約について述べた文として誤っているものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 34

① セルビア，ルーマニア，モンテネグロが独立を認められた。

② ブルガリアはドイツ帝国内の自治国となった。

③ オーストリアはボスニア・ヘルツェゴヴィナの行政権が認められた。

④ イギリスはキプロス島の行政権が認められた。
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問5 空欄（ 5 ）に入れる王朝名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 35

① アケメネス朝 ② ササン朝

③ パフレヴィー朝 ④ カージャール朝

問6 下線部⑹のイギリスの秘密外交について述べた文として誤っているものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 36

① メッカの太守フサインとの間にアラブ地域の独立を約した。

② フランス・ロシアとの間でオスマン帝国領の分割を約した。

③ パレスチナにユダヤ人の国家を設立することを宣言した。

④ イタリアがサヴォイア，ニースなどの「未回収のイタリア」を獲得することを承

認した。

問7 空欄（ 7 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 37

① ローザンヌ ② サン�ジェルマン

③ ヌイイ ④ ブレスト�リトフスク

問8 下線部⑻について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 38

① エジプトのスエズ運河国有化をめぐり，第2次中東戦争が勃発した。

② 第3次中東戦争でイスラエルはシナイ半島・ガザ地区・ヨルダン川西岸を失った。

③ 第4次中東戦争は，イスラエルがサウジアラビアに侵攻して始まった。

④ 第4次中東戦争の結果，第2次石油危機が発生した。

問9 下線部⑼の指導者として正しい人物を，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

39

① ナセル ② サダト ③ アラファト ④ ラビン
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問10 下線部⑽について述べた文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下の①

～④のうちから一つ選びなさい。 40

Ａ この革命の指導者は，スンナ派イスラームのウラマーのホメイニであった。

Ｂ この革命の結果，モサデグ首相が失脚した。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤
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問1 文中の 1 ， 2 に入る語句として最も適当なものを，各群の①～④の

うちからそれぞれ一つずつ選びなさい。

1 ① 行政機関 ② 立法機関

③ 行政委員会 ④ 特別委員会

2 ① 5 ② 10 ③ 15 ④ 20

問2 文中の Ａ ， Ｂ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次

の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 3

① Ａ 天皇 Ｂ 内閣 ② Ａ 内閣 Ｂ 天皇

③ Ａ 天皇 Ｂ 国会 ④ Ａ 国会 Ｂ 天皇

⑤ Ａ 国会 Ｂ 内閣 ⑥ Ａ 内閣 Ｂ 国会

問3 下線部ⓐの最高裁判所に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 4

① 最高裁判所での裁判は，裁判官が全員出席する大法廷ですべて行われる。

② 最高裁判所は，最高裁判所長官と，それ以外の14名の裁判官から構成される。

③ 最高裁判所裁判官は，その任命後初めて行われる参議院議員選挙の際に国民審査

に付される。

④ 国民審査にあたって，投票者から白紙（記入なし）で投票が行われた場合には，

白紙投票は，投票の対象である最高裁判所裁判官の罷免を可とする票とみなされる。

問4 下線部ⓑに関連して，大日本帝国憲法における特別裁判所の組み合わせとして最も

適当なものを，次の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 5

① 簡易裁判所 枢密院 軍法会議

② 簡易裁判所 枢密院 行政裁判所

③ 簡易裁判所 皇室裁判所 軍法会議

④ 行政裁判所 枢密院 軍法会議

⑤ 行政裁判所 皇室裁判所 軍法会議

⑥ 行政裁判所 枢密院 皇室裁判所
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問5 下線部ⓒに関連して，日本国憲法制定後に司法権の独立が問題となった事件として

最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 6

① 免田事件 ② 浦和事件 ③ 大津事件 ④ 砂川事件

問6 下線部ⓓの公開法廷に関連して，裁判の公開に関する記述として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 7

① 憲法82条1項は裁判の公開原則を定めているが，憲法は別に37条1項でも，刑事

被告人の権利として，公開裁判を受ける権利を保障している。

② 裁判官の全員一致による決定がなされた場合には，判決の公開を停止することが

できる。

③ 現在公開されている裁判は，刑事裁判に限られており，民事裁判は当事者のプラ

イバシーを保護するために非公開とされている。

④ 裁判の傍聴人に退廷を命じたり，傍聴人の入場を制限することは，憲法に違反す

る。

問7 下線部ⓔの法科大学院に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 8

① 法科大学院は，すべての大学の法学部に設置されている。

② 2020年度から法曹コースが創設され，卒業すると司法試験合格とみなされる。

③ 法科大学院課程の修了者もしくは一定の要件を満たす在学生には司法試験受験資

格が与えられる。

④ 法科大学院へは，原則，大学の法学部学士課程修了者のみが進学できる。
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問8 下線部ⓕの裁判員制度に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 9

① 原則として，衆議院議員の選挙権を有する18歳以上の者でなければ，裁判員の職

務に就くことができない。

② 裁判員は刑事裁判と民事裁判の第一審のみに関与し，控訴審は裁判官のみで行わ

れる。

③ 現職の裁判官や検察官，弁護士が裁判員の職務に就くことは認められないが，過

去に裁判官や検察官，弁護士であった者が裁判員の職務に就くことは認められてい

る。

④ 裁判員は，自らが関与した事件から知りえた秘密を，当該事件の判決まで公表し

てはならない。ただし，判決後はこの限りではない。

問9 下線部ⓖの一定の重大な事件に関連して，裁判員法が定める裁判員制度の対象とな

る事件の記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

10

① 民事訴訟においては訴額が1億円以上である事件。

② 政治犯罪，出版に関する犯罪に係る事件。

③ 死刑または無期の懲役もしくは禁固に当たる罪に係る事件。

④ 国民の感覚を裁判結果に反映させることが適当であると裁判所が判断した事件。
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～問7）に答えなさい。

1990年代初め，
ⓐ
バブル経済の崩壊によって株価と地価が暴落し，企業の保有していた株

式や土地といった資産価格が下落し，多くの金融機関は，多額の不良債権を抱えることに

なった。逆資産効果が生じて財やサービスに対する需要が減少し，日本経済は長期にわた

る不況に陥った。その結果，経営破たんする金融機関もみられるようになった。政府は，

こうした金融不安に対応するため，大量の公的資金を金融機関に投入し，また，
ⓑ
金融機関

の検査・監督の強化をはかった。さらに国際決済銀行（ＢＩＳ）の1988年のバーゼル合意

に基づいて，日本でも1993年から国際業務を行う銀行に対しては，自己資本比率を

11 ％以上にすることを求める規制を打ち出した。その結果，この規制を順守するた

めに銀行が貸し出しを抑制したこともあり，貸し渋り現象が助長された。

その後，2002年からの緩やかな景気拡大は，戦後最長であったいざなぎ景気を超えて好

景気の歴代最長記録を更新した。そしてバブル崩壊後の1996年に凍結していた
ⓒ
ペイオフを，

この時期から解除し始め，2005年には利息のつかない決済用預金を除いてすべて解除した。

しかし，この景気拡大も 12 問題による米国発の世界金融危機をきっかけ

に，2008年に
ⓓ
後退局面に転じることとなる。とりわけ2009年の日本の実質経済成長率は大

幅なマイナスとなった。この危機で国際的に金融規制の改革の議論が大きく進んでいるが，

その中で1つの鍵となるのが
ⓔ

too big to fail（大きすぎてつぶせない）問題への対応であ

る。金融監督機関は，金融システム上，重要な金融機関に対する検査・監督を強化し，リ

スクの高い行動を慎ませることで，危機に陥るリスクを減らす対策が必要となる。

一方，コロナ禍のような異常事態が発生した場合，金融機関はリスク軽減のため，借り

る需要はあるのに資金提供を少なくするという信用収縮を行うことがある。
ⓕ
中小企業にと

っては厳しい状況となることが多いが，そのような際でも中小企業は信用保証制度などを

利用し，しばらくの間はしのぐことができる。

問1 文中の 11 ， 12 に入る語句として最も適当なものを，各群の①～④の

うちからそれぞれ一つずつ選びなさい。

11 ① 4 ② 6 ③ 8 ④ 10

12 ① サブプライムローン ② デフォルト

③ ギリシャ ④ 日米貿易摩擦
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問2 下線部ⓐのバブル経済に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 13

① 商品需要が全般的に増大したため，年率10％を超えるインフレーションが発生し

た。

② 企業の資金調達方法が，それまでの直接金融方式中心から間接金融方式中心へと

大きく転換した。

③ 民間企業の投資が景気の主な牽引役をつとめたので，当時の経済白書は「投資が

投資を呼ぶ」と表現した。

④ バブル経済崩壊の一因は，当時の大蔵省が金融機関に対し，不動産融資総量規制

を要請したことにあるといわれている。

問3 下線部ⓑの金融機関の検査・監督の強化をはかって2000年に設置され，金融と財政

の分離を完了させた行政機関として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 14

① 金融庁 ② 大蔵省 ③ 金融監督庁 ④ 金融企画庁

問4 下線部ⓒのペイオフに関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 15

① ペイオフでは，預金者1人当たり元本500万円とその利息分の払い戻しが行われ

る。

② 預金保険機構は，預金の払い戻しが不可能となった破綻金融機関に代わって，預

金の払い戻しに応じる。

③ 外国銀行の在日支店も日本国内で営業するので，ペイオフの対象となる。

④ 今日までペイオフが発動されたことはない。

問5 下線部ⓓの後退局面は世界経済に影響を与えたが，その後退局面を引き起こした出

来事として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 16

① ブラック・マンデー ② リーマン・ショック

③ 暗黒の木曜日 ④ アジア通貨危機
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問6 下線部ⓔの too big to fail問題が大手金融機関側にもたらす深刻な事態をあらわす

語句として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 17

① リスクヘッジ ② リスケジューリング

③ モラルハザード ④ リストラクチャリング

問7 下線部ⓕの中小企業に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 18

① 中小企業の資金調達方法として，企業規模が小さいので，社債を発行することは

できない。

② 中小企業が金融機関から資金を調達するときに，保証人（保証機関）となって融

資を受けやすくする公的機関として，信用保証協会がある。

③ 卸売業企業が信用保証制度を受けられる条件として，「資本金3億円以下」また

は「従業員100人以下」のいずれかを満たす必要がある。

④ 小売業企業が信用保証制度を受けられる条件として，「資本金1億円以下」また

は「従業員50人以下」のいずれかを満たす必要がある。
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第3問 次の対話文を読み，下の問い（問1～問7）に答えなさい。

友達Ａ：国際社会が今，大変だけど，いつから国際社会が作られ始めたのかな。

友達Ｂ：1648年の 19 会議と言われているね。それまでの秩序に代わり，主権国家

を構成員とする今日の国際社会の原型が形成されたんだ。

友達Ａ：でも紛争・対立が繰り返されたよね。

友達Ｂ：そこで国際社会の平和のために国際連盟が設立され，1928年には 20 不戦

条約も結ばれたんだ。

友達Ａ：でも第二次世界大戦が勃発したのですね。

友達Ｂ：そうなんだ。国際連盟は
ⓐ
集団安全保障体制をとったものの，

ⓑ
数々の欠陥があって

うまくいかなかったんだ。

友達Ａ：そして
ⓒ
国際連合が設立されたのですね。

友達Ｂ：国際連合では安全保障理事会の権限が強化され，平和破壊行為や侵略行為の発生

に速やかに対応する仕組みが整えられたんだ。

友達Ａ：しかし，米ソ対立で安全保障理事会は本来の機能を発揮できないことも多くあっ

たね。

友達Ｂ：米ソをそれぞれの中心とする東西の軍事ブロックが対峙する構造，いわゆる冷戦

てことだね。

友達Ａ：ベルリンの壁崩壊後，米ソの対立状況が次第に緩和されていき，安全保障理事会

が本来の機能を発揮することが期待されたね。

友達Ｂ：例えば，
ⓓ
1990年の安全保障理事会の決議に基づく多国籍軍だね。

友達Ａ：国連憲章に規定のある
ⓔ
国連軍ですか。

友達Ｂ：それが違うんだ。国連憲章に規定のある国連軍は各国の思惑もあり，まだ一度も

編成されていないんだ。

友達Ａ：
ⓕ
ＰＫＯとも違うのかな。

友達Ｂ：違うんだ。ＰＫＯは国連憲章に規定がなく，6章と7章のいずれにも該当しない

6章半活動とよばれているんだ。

友達Ａ：日本も参加するようになったＰＫＯにも世界平和への貢献を期待したいところだ

ね。
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問1 文中の 19 ， 20 に入る語句として最も適当なものを，各群の①～④の

うちからそれぞれ一つずつ選びなさい。

19 ① ハーグ ② ウィーン

③ ジュネーブ ④ ウェストファリア

20 ① パリ ② ローマ

③ ロンドン ④ ニューヨーク

問2 下線部ⓐの集団安全保障体制に関する記述として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 21

① 集団安全保障体制は対立国を排除する点では勢力均衡方式と同じである。

② 自国が武力攻撃を受けた場合に，自国のみで自衛を行う集団的自衛権を認めるこ

とが前提となる。

③ 国際社会を一つの普遍的な国際機構に組織し，加盟国が相互に武力によって攻撃

しないことを約束し，違反国には集団で対処することが前提となる。

④ 制裁は軍事的強制措置が中心で，経済制裁が中心となる非軍事的制裁は各国が自

主的に行う。

問3 下線部ⓑの国際連盟の欠陥として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 22

① 全会一致の原則 ② 勢力均衡政策

③ 海洋自由の原則 ④ 大国一致の原則

017－42

政
治
・
経
済

問4 下線部ⓒの国際連合の成立に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 23

① アメリカは伝統的なモンロー主義から発足当初は国際連合には加盟せず，1951年

のサンフランシスコ講和会議を機に加盟した。

② 新たな平和維持のための国際機関の設立の原案は，1944年のダンバートン�オー

クス会議で作成された。

③ 日本は旧敵国として国際連合に当初から加盟を認められなかったが，アメリカか

らの沖縄返還を機に加盟を認められた。

④ 1945年のサンフランシスコ会議で国連憲章が採択され，98か国を原加盟国として

国際連合が成立した。

問5 下線部ⓓの多国籍軍という名称が使われた出来事として最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 24

① 朝鮮戦争 ② 湾岸戦争

③ イラク戦争 ④ インドシナ戦争

問6 下線部ⓔの国連軍に関連して，武力の行使と国連憲章との関係の記述として最も適

当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 25

① 国連憲章上の国連軍は，安全保障理事会と加盟国または加盟国群との間に締結さ

れる特別協定に基づいて組織される。

② 安全保障理事会は紛争解決のために軍事的措置を決定できるが，あらかじめ総会

の承認を得る必要がある。

③ 安全保障理事会が停戦を決定した場合であっても，加盟国は自衛のためならば武

力行使を行うことができる。

④ 国連憲章上の国連軍は，安全保障理事会と総会の承認が前提として結成される。
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問7 下線部ⓕのＰＫＯに関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 26

① 国連平和維持活動は，冷戦時代には，米ソの対立による国連安全保障理事会の機

能停止によって行うことができなかったが，冷戦の終結に伴い世界各地で行われる

ようになった。

② 国連平和維持活動は，通常は，停戦監視や治安維持活動が中心であるが，必要に

応じ，敵対勢力を武力制圧することも一般にその重要な任務となっている。

③ 国連の武力紛争への関与は，各国の主権尊重の原則から，武力紛争が起こる前の

予防的措置はとることができない。

④ 日本の自衛隊は，憲法上海外で武力の行使はできないとされているが，国連平和

維持活動には参加している。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～問8）に答えなさい。

ド
ル
の
価
値

Ｄ1 Ｄ Ｄ2 Ｓ2 Ｓ Ｓ1

Ｅ

ドルの量

外国為替相場（為替レート）とは一国の通貨と他国の通貨の間の交換比率のことである。

為替レートは外国為替市場における通

貨に対する需要と供給によって決まる。

右の図は外国為替市場におけるドルの

需要・供給の関係をあらわしたもので

ある。当初，市場均衡点は図のＥ点で

あったとする。このとき，輸入が減少

すると，ドルに対する需要曲線は右の

図の Ａ になり，逆に他の条件

を所与として輸入が増加すると，結果

的に，為替相場は Ｂ となる。このような為替相場を変動相場制といい，今日の主

要国が採用している制度である。

だが，戦後しばらくの間は固定相場制であった。第二次世界大戦中の1944年，連合国44

か国の代表がアメリカの
ⓐ
ブレトン・ウッズに集まり協定を結んだ。これに基づいて設立さ

れたのがＩＭＦであり，以後，ＩＭＦ体制とよばれる。ＩＭＦ体制の柱は，ドルを基軸通

貨とすることと固定相場制を採用することの二つである。

しかし，1960年代，アメリカの国際収支の悪化にともない，ドルに対する信認が低下し，

各国はドルを金に交換する動きを強めた。その結果，大量の金がアメリカから流出した。

いわゆる
ⓑ
ドル危機である。このような情勢の中でＩＭＦは1969年に

ⓒ
ＳＤＲを創設し，1970

年に配分した。しかし，アメリカのニクソン大統領はドル防衛のため，1971年8月に金と

ドルとの交換停止を宣言し，これによってＩＭＦ体制は事実上崩壊した。これを
ⓓ
ニクソン

・ショックという。その後，同年12月，新たな通貨体制のために
ⓔ
スミソニアン協定が結ば

れたが，1973年2月以降，主要各国は変動相場制に移行する。

そして，1985年の Ｃ 合意では，各国が協調してドル高を是正することに合意し

た。その後，ドル下落が予想以上に進み，ドルの暴落回避に協力するため Ｄ 合意

に至った。しかし，ドル安円高の趨勢に歯止めをかけられず，円高不況対策としての金融

緩和政策への転換は地価と株価の異常な膨張を生み出し，日本経済や国民生活に大きな影

響を与えることになった。
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そして
ⓕ
円ドルレートの相場は2000年代に入ってからは100円台から120円台で推移した

が，2008年以降は欧米経済の不安感から相対的に円高となり，2011年には東日本大震災の

発生による円需要の高まりなどによって再び円高傾向となった。その後は円安がなだらか

に進んでいたが，2022年は海外と比べて相対的な低金利などを背景に，急激な円安となっ

た。

問1 文中の Ａ ， Ｂ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次

の①～⑧のうちから一つ選びなさい。 27

① Ａ Ｄ1 Ｂ ドル高 ② Ａ Ｄ1 Ｂ ドル安

③ Ａ Ｄ2 Ｂ ドル高 ④ Ａ Ｄ2 Ｂ ドル安

⑤ Ａ Ｓ1 Ｂ ドル高 ⑥ Ａ Ｓ1 Ｂ ドル安

⑦ Ａ Ｓ2 Ｂ ドル高 ⑧ Ａ Ｓ2 Ｂ ドル安

問2 文中の Ｃ ， Ｄ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次

の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 28

① Ｃ ルーブル Ｄ クリスマス

② Ｃ クリスマス Ｄ ルーブル

③ Ｃ ルーブル Ｄ プラザ

④ Ｃ プラザ Ｄ ルーブル

⑤ Ｃ プラザ Ｄ クリスマス

⑥ Ｃ クリスマス Ｄ プラザ

問3 下線部ⓐのブレトン・ウッズ協定に関する記述として最も適当なものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 29

① この協定は，1930年代の平価切り上げ競争による為替相場の混乱の反省にたって

結ばれた。

② ＩＭＦの設立と同時に長期資金の融資を担うＩＢＲＤの設立を決定した。

③ ＩＭＦの設立と同時に自由貿易を促進するためのＧＡＴＴの作成を決定した。

④ 固定相場制の変動幅は一切認められなかった。
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問4 下線部ⓑのドル危機を招いた要因の一つとして最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 30

① ベトナム戦争 ② 双子の赤字

③ キューバ危機 ④ アジア通貨危機

問5 下線部ⓒのＳＤＲに関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 31

① ＳＤＲは，国際間の取引に使用される通貨であり，ブレトン・ウッズ会議で金1

オンス＝35ドルと定められたアメリカ・ドルが採用された。

② ＳＤＲは，ＩＭＦの加盟国に対して，ＩＭＦへの出資額に関係なく，平等に配分

される。

③ ＳＤＲは，ＩＭＦがドルや金を補完するために創った新たな通貨であり，金との

交換性がある。

④ ＳＤＲは，ＩＭＦのある加盟国の国際収支が赤字のとき，外貨準備の豊富な他の

加盟国からＳＤＲと引き換えに必要な外貨を引き出せる権利のことである。

問6 下線部ⓓのニクソン・ショックに関する記述として最も適当なものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 32

① ドルの価値の引き上げと為替管理の強化により，為替相場の安定を図った。

② 外国の公的機関に対して金とドルとの交換を停止し，同時に，アメリカへの輸入

品に対し，関税のほかに10％の輸入課徴金をかけた。

③ アメリカへの輸入品に対する関税率を引き下げ，さらに輸入制限を実施した。

④ サービス，農業分野での貿易の自由化と紛争解決手続を簡略化した。

問7 下線部ⓔのスミソニアン協定に関する記述として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 33

① 主要各国の金融当局の協調介入により，ドル高を是正した。

② 金の公定価格に対してドルを切り下げた。

③ 変動相場制を特定通貨に限定した。

④ 主要各国の輸入数量制限と関税の引き下げを実施した。
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問8 下線部ⓕの円ドルレートに関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 34

① 円高の場合，輸入が増加し，外貨預金を円で引き出すと為替差益が得られる。

② 円高の場合，輸入が減少し，外貨預金を円で引き出すと為替差損になる。

③ 円安の場合，輸出が増加し，外貨預金を円で引き出すと為替差益が得られる。

④ 円安の場合，輸出が減少し，外貨預金を円で引き出すと為替差損になる。
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1

⑴ x ＝ �2
�3＋1

，y ＝ �2
�3－1

について，

x2＋ y2＝ 1 ，x3＋ y3＝ 2 3

である。

⑵ 不等式�x －2�＋�x －4�≦ x ＋3の解は

4 ≦ x ≦ 5

である。

⑶ 0°＜θ＜180°とする。�5 sinθ－ cosθ＝1のとき，

sinθ＝
7

6
，tanθ＝

9

8

である。

⑷ 三角形 ABCにおいて，AB＝5，BC＝ CA＋1，cos∠ACB＝ 57 とする。こ

のとき，

CA＝ 10

であり，三角形 ABCの面積を S，内接円の半径を r とおくと，

S ＝ 11 12 ，r ＝
13

15

14

である。
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2 2次関数 f（ x）＝ x2－5x ＋7のグラフ y ＝ f（ x）を C1とし，C1を x 軸方向に4，

y 軸方向に－4だけ平行移動して得られたグラフを C2：y ＝ g（ x）とする。

⑴ C1の頂点の座標を（ p，q ）とおくと，

p ＝
16

17
，q ＝

18

19

である。

⑵ g（ x）＝ ax2－ bx ＋ c とおくと，

a ＝ 20 ，b ＝ 21 22 ，c ＝ 23 24

であり，C2が x 軸から切り取る線分の長さは 25 26 である。

⑶ C1と C2の交点の x 座標を s とおくと，

s ＝ 27

である。ここで，関数 F（ x）を

F（ x）＝
�
�
�

f（ x）（ x ＜ s ）

g（ x）（ s ≦ x ）

と定める。このとき，直線 y ＝ k（ k は定数）と曲線 y ＝ F（ x）が異なる4個の共

有点をもつ k の値の範囲は

28

29
＜ k ＜ 30

である。また，この4個の共有点の x 座標の和は 31 32 である。
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3 箱の中に1が書かれたカードが5枚，2が書かれたカードが3枚，3が書かれたカ

ードが2枚，合計10枚のカードが入っている。

⑴ 箱の中から3枚のカードを取り出し，取り出した3つの数の和を X とする。

X ＝4である確率は
33

34

であり，

X が偶数である確率は
35

36 37

である。

⑵ 箱の中から1枚のカードを取り出し，カードに書かれた数を記録して袋の中に戻

す。この操作を繰り返し3回行うとき，取り出したカードに書かれた数を順に a，

b，c とする。

a ＝ b ＝ c である確率は
38

39 40
，

（ a － b ）（ b － c ）（ c － a ）≠0である確率は
41

42 43

であり，

abc が6の倍数である確率は
46 47 48

44 45

である。
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4 次の表は，A市と B市における桜開花日と3月の日最高気温の月平均値，日最低

気温の月平均値に関する2011年から2020年までのデータである。ただし，平年値は

1991年から2020年までの30年間の平均値である。

年 開花日
月 日

最高気温
℃
最低気温

℃

2011 3 28 12.3 4.0
2012 3 31 12.5 5.3
2013 3 16 16.4 7.9
2014 3 25 14.5 6.7
2015 3 23 15.5 5.8
2016 3 21 14.9 6.1
2017 3 21 13.4 4.2
2018 3 17 16.9 6.5
2019 3 21 15.4 6.2
2020 3 14 16.0 6.2
平年値 3 24 14.2 5.0

年 開花日
月 日

最高気温
℃
最低気温

℃

2011 3 28 12.3 2.3
2012 4 03 13.0 4.0
2013 3 22 15.9 4.3
2014 3 27 14.1 4.7
2015 3 27 14.8 4.9
2016 3 23 15.6 5.2
2017 3 31 13.5 3.7
2018 3 22 17.0 5.6
2019 3 27 14.8 5.1
2020 3 22 15.8 6.2
平年値 3 26 14.1 4.3

A市 B市

表の最高気温，最低気温はそれぞれ3月の日最高気温の月平均値，3月の日最低気温の月
平均値である。

⑴ A市について，開花が一番早かった年の3月の日最高気温の月平均値はこの

10年間で 49 番目に高い。また，A市で開花が一番遅かった年の3月の日最

低気温の月平均値は，B市で開花が一番遅かった年の3月の日最低気温の月平均値

より 50 . 51 ℃高い。

⑵ A市のこの10年間の開花日の中央値は3月 52 53 日，平均値は3月

54 55 日である。また，中央値は B市の方が 56 日遅い。ただし，

小数第1位を四捨五入して答えなさい。
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⑶ 次の図1～4は，3月の日最高気温の月平均値または3月の日最低気温の月平均

値と開花日の散布図である。ただし，気温と開花日はいずれも平年値との差で示さ

れていて，x は開花日からその平年値を引いた値，y は3月の日最高気温の月平均

値または3月の日最低気温の月平均値からその平年値を引いた値である。

図1 図2

10 10
8 8
6 6
4 4

x（
日
）

x（
日
）2 2

0 0
－2 －2
－4 －4
－6 －6
－8 －8
－10 －10
－12 －12
－4 －3 －2 －1 0 1 2 3 4 －4 －3 －2 －1 0 1 2 3 4

y（℃） y（℃）

図3 図4

10 10
8 8
6 6
4 4

x（
日
）

x（
日
）2 2

0 0
－2 －2
－4 －4
－6 －6
－8 －8
－10 －10
－12 －12
－4 －3 －2 －1 0 1 2 3 4 －4 －3 －2 －1 0 1 2 3 4

y（℃） y（℃）

このうち，A市の3月の日最高気温の月平均値と開花日の散布図は図 57

である。 57 には図の番号1，2，3，4のうち当てはまるものを入れなさ

い。
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⑷ ある人はこれらのデータをみて，次のように考えた。

Ⅰ 3月の日最高気温の月平均値と開花日の間には負の相関がある。

Ⅱ 3月の日最高気温の月平均値と開花日の間の相関は A市より B市の方が強い。

Ⅲ 3月の日最低気温の月平均値と開花日の間にも相関があるので，3月の日最低

気温の月平均値は開花日を決める要因の一つである。

これらのうち，与えられたデータから正しく読み取れるものは 58 だけで

ある。 58 には次の⓪～⑤のうちから適切なものを一つ選びなさい。

⓪ Ⅰ ① Ⅱ ② Ⅲ

③ ⅠとⅡ ④ ⅠとⅢ ⑤ ⅡとⅢ
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一 般 入 試

令和 6（2024）年度
試験学科
データサイエンス学科
試験時間（90分）
解答　…　巻末

（　学　科　別【 2教科型】　）

数　　学

〈数学 解答上の注意〉
⑴　分数形で解答する場合、分数の符号は分子につけ、分母につけてはいけません。

例えば、
12

10 11
に

5
4

- と答えたいときは、
5
4- として答えなさい。また、

既約分数（それ以上約分できない分数）で答えなさい。
⑵　根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる形で答え

なさい。
⑶　問題の文中の二重四角で表記された 30 などには、選択肢から一つを選んで答

えなさい。
⑷　同一の問題文中に 40 、 50 などが 2度以上現れる場合、原則として 2度目
以降は 40 、 50 のように細字で表記しています。



018 2

計算用紙

018 1

⑴　 2次関数 y=x2+1 のグラフと直線 y=kxが 2つの交点をもつとき，これらの 

2 つの交点の x座標の差は k 12- である。また，これらの 2つの交点を結

ぶ線分の長さは k 12- # k 22+ である。この線分の長さが 6に等し

いとき，k= 3 4! である。

⑵　sin cos
3

2
i i+ = であるとき，sini cosi=

6 7

5
- である。

また，sin3i+cos3i=
10 11

8 9
である。

⑶　
ki
i

3

1 2

+
+ が純虚数となるとき，実数 kの値は k=

13

12
- である。

⑷　4x-5・22-x-11=0 を満たす xの値は x= 14 である。

⑸　2 logx8+log28x=8 を満たす xの値は，x= 15 または x= 16 である。

ただし 15 1 16 とする。

1
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計算用紙

018 3

ある店で購入状況を調査したところ，以下の結果を得た。

全顧客のうち，商品Aを購入した顧客の割合は
5

3 だった。

全顧客のうち，商品Bを購入した顧客の割合は
10

7 だった。

商品Aを購入した顧客のうち，商品Bも購入した顧客の割合は
3

2 だった。

⑴　全顧客のうち，商品Aと商品Bを両方購入した顧客の割合は
1

1

8

7
である。

⑵　商品Bを購入した顧客のうち，商品Aも購入した顧客の割合は
1

20

9
である。

⑶　全顧客のうち，商品Aも商品Bもどちらも購入しなかった顧客の割合は  

22 23

21
である。

さらに，商品Aの購入個数については以下のとおりであった。

商品Bを購入した顧客のうち，商品Aを 2個以上購入した顧客の割合は
3

1  

だった。

商品Bを購入しなかった顧客のうち，商品Aを 2個以上購入した顧客の割合

は
4

1 だった。

⑷　全顧客のうち，商品Aを 1個だけ購入した顧客の割合は
2 2

2

5 6

4
である。

⑸　商品Aを購入した顧客のうち，商品Aを 1個だけ購入した顧客の割合は  
27 28

29 30
である。

2
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計算用紙

018 5

xy平面上で不等式 yFx2-4 と yE-x2+4 を同時に満たす領域を Uとおき， 

P（x，y）を U内の点とする（境界上も含む）。

⑴　Pについて，xがとりえる値の範囲は- 31 ExE 31 であり，yがとりえ

る値の範囲は- 32 EyE 32 である。

⑵　点Q（-3，-1）を通り Uに接する直線のうち，傾きが正のものは  

y= 33 x+ 34 である。また，直線QPの傾きの最小値は  

35 36 + 37 38 である。

⑶　U内（境界上も含む）の三角形のうち，一辺が y軸と平行なものを考える。この

ような三角形で面積が最大のものは，その辺の x座標が
40

39
! である。

⑷　Uのうち，yEx+2 を満たす領域の面積は
41 42 43

44
である。

⑸　R（a，b）を定点とし，Pと Rとの距離を lとして，l 2の最小値をmとおく。

（a，b）=（3，4）の場合，m= 45 である。

（a，b）=（5，0）の場合，m= 46 である。

（a，b）=（10，1）の場合，m= 47 48 である。

3
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計算用紙

018 7

数列 an" ,は，初項が a1=3 であり，第 2項以降は漸化式 a a a6 2 9n n n1= + - ++  

で与えられる。以下でこの数列の一般項 anを求める。

⑴　a2= 49 50 ，a3= 51 52 である。

⑵　数列 bn=an-2 は，初項が b1= 53 であり，第 2項以降は漸化式

bn+1=bn+ 54 bn+ 55

を満たす。初項と漸化式から，bn20 が成り立つ。

⑶　数列 c bn n= は，初項 c1= 56 ，公差 57 の等差数列である。

したがって，数列 cn" ,の一般項は cn= 58 n- 59 で与えられる。

これより，数列 bn" ,の一般項は bn= 60 n2- 61 62 n+ 63 である。

⑷　以上より数列 an" ,の一般項は an= 60 n2- 61 62 n+ 64 で与えられ

る。

⑸　数列 an" ,の初項から第 10 項までの和は ak
k 1

10

=
=

| 65 66 67 68 である。

4



018 10

計算用紙

018 9

空間内の直線と平面が交わらないとき，直線上の任意の点と平面との距離は一定で

ある。この値を直線と平面との距離という。

空間に 3点A（3，2，3），B（3，-6，1），C（5，-4，5）をとる。原点Oと点Aを通る

直線を lとする。また，点Bと点 Cを通る直線をmとする。

⑴　OA=（ 69 ， 70 ， 71 ），BC=（ 72 ， 73 ， 74 ）である。

⑵　直線mと交わらず，かつ直線 l全体を含む平面を aとする。平面 a上の点 Pの

位置ベクトルは s tA COP O B= + と表される（s，tは実数）。このとき，PBと OA 

の内積および PBと BCの内積は次のとおりである。

 PB OA・ =- 75 76 s- 77 78 t

PB CB・ =- 79 80 s- 81 82 t- 83

⑶　PBと OAが垂直で，かつ PBと BCも垂直となる場合の点 Pを Qとおく。Qの

座標は（ 84 ， 85 ，- 86 ）である。

⑷　BとQの中点 Rの座標は（ 87 ，- 88 ， 89 ）である。

⑸　次の条件をすべて満たす平面を bとする。

bは lともmとも交わらない

bと lとの距離は，bとmとの距離に等しい

bは点 90 を通り，直線BQと 91 。空欄を埋めよ。

90 の解答群

0　O　　 1　A　　 2　B　　 3　C　　 4　Q　　 5　R

91 の解答群

0　垂直である　　 1　交わらない

⑹　bの方程式は x- 92 y+z- 93 94 =0 である。

5



2



 

令和 6（2024）年度
試験学科
経営学科
国際関係学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

一 般 入 試
（　学　科　別　）

国　　語
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軍
が
、
ソ
連
に
核
攻
撃
を
す
る
命
令
を
出
し
、
空
軍
基
地
に
立
て
こ
も
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
リ
ッ
パ
ー
将
軍
は
、
大
切
な
体
液
が
共
産
主
義

者
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
取
り
憑
か
れ
て
い
た
。
リ
ッ
パ
ー
将
軍
の
暴
走
を
知
っ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
首
脳
は
対
策
本
部
を
設

け
、
爆
撃
機
を
呼
び
戻
す
努
力
を
す
る
が
、
爆
撃
機
は
い
っ
た
ん
指
令
を
受
け
る
と
外
部
と
の
通
信
を
断
つ

ウ

に
な
っ
て
い
た
。
ア
メ

リ
カ
大
統
領
は
ソ
連
首
相
に
こ
の
事
実
を
伝
え
爆
撃
機
を
撃
ち
落
と
す
よ
う
頼
む
が
、
そ
こ
で
驚
く
べ
き
事
実
を
知
ら
さ
れ
る
。
ソ
連
は
ち
ょ
う

ど
、「
皆
殺
し
」
装
置
（D

oom
sday device

）
を
一
週
間
前
に
完
成
さ
せ
、
実
戦
配
備
し
て
い
た
の
だ
。
こ
の
「
皆
殺
し
」
装
置
は
、
ソ
連
領
土

が
一
度
核
攻
撃
を
受
け
る
と
自
動
的
に
作
動
し
、
全
人
類
を
殺
傷
す
る
放
射
能
を
撒
き
散
ら
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の

爆
撃
機
が
ソ
連
に
核
爆
弾
を
落
と
せ
ば
、
全
人
類
が
滅
亡
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
皆
殺
し
」
装
置
を
ア
メ
リ
カ
も
作
っ
て
い
る
と
ソ
連

首
相
か
ら
聞
か
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
説
明
を
求
め
ら
れ
て
登
場
す
る
の
が
、
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
で
あ
る
。
博
士
は
嬉
々
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
も
「
皆
殺
し
」
装
置
（D
oom
sday m

achine

）
の
開
発
を
昨
年
ブ
ラ
ン
ド
社
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
語
る
。
博
士
の
説
明
す
る

こ
の
装
置
の
特
徴
は
、
爆
弾
を
機
械
―
―
巨
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
群
―
―
に
任
せ
る
こ
と
で
、
人
間
的
な
失
敗
を
排
除
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
映

画
の
終
盤
、
政
府
首
脳
の
努
力
む
な
し
く
水
爆
が
ソ
連
に
投
下
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
博
士
は
い
よ
い
よ
興
奮
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
人
間
を
巨
大
な
地
下
坑
道
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
で
人
類
が
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
と
演
説
す
る
。

一
風
変
わ
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
は
、

Ⅰ

。
人
々
は
こ
の
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
が
実
在
の
人
物
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
冷
戦
期
に
は
そ
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
人
物
が
幾
人
も
い
た
。

ノ
イ
マ
ン
の
ほ
か
、
Ｖ
２
の
開
発
者
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
水
爆
の
開
発
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ラ
ー
〔
一
九
〇
八
―
二
〇
〇
三
〕、
軍

Ｙ

※
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一
、
次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。（
な
お
、〔

　
　
〕
は
出
題
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。）

ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
の
映
画
『
博
士
の
異
常
な
愛
情
、
ま
た
は
私
は
如
何
に
し
て
心
配
す
る
の
を
止
め
て
水
爆
を
愛
す
る
よ

う
に
な
っ
た
か
』
は
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
後
の
一
九
六
四
年
に
公
開
さ
れ
、
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
。
核
時
代
を
風
刺
し
た
こ
の
映
画
で
と
り
わ
け

異
彩
を
放
っ
た
の
が
、
水
爆
を
愛
し
て
や
ま
な
い
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
で
あ
る
。
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
〔
一
八
九
五
―
一
九
九
〇
。
米
国
の
文

明
評
論
家
、
都
市
研
究
家
〕
は
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
に
お
い
て
こ
の
映
画
を
科
学
的
に
組
織
さ
れ
た
大
量
殺さ

つ

戮り
く

の
悪
夢
の
主
要
な

ア

だ
と
し
て
、
こ
の
悪
夢
が
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
に
表
出
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
は
、
二
〇
世
紀
の
マ
ッ

ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
代
表
す
る
存
在
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
の
モ
デ
ル
の
一
人
と
目
さ
れ
る
の
が
、
フ
ォ
ン
・
ノ

イ
マ
ン
〔
ジ
ョ
ン
、
一
九
〇
三
―
一
九
五
七
〕
で
あ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
ノ
イ
マ
ン
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
誕
生
に
大
き
く

イ

し
た
だ
け
で
な
く
、
核
兵
器
開
発
に
お
い
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
爆
弾
を
導
き
、
爆
弾
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
い
た
」
と
は
科
学
史
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ダ
イ
ソ

ン
の
言
葉
だ
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
開
発
と
核
兵
器
開
発
の
歴
史
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ノ
イ
マ
ン
は
一
体
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
核
兵

器
開
発
に
関
わ
り
、
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

＊

は
じ
め
に
、『
博
士
の
異
常
な
愛
情
』
の
あ
ら
す
じ
を
確
認
し
て
お
く
。
こ
の
映
画
は
、
反
共
主
義
者
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
Ｄ
・
リ
ッ
パ
ー
将

※

Ｘ
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父
の
も
と
に
生
ま
れ
た
ノ
イ
マ
ン
は
、
既
に
一
〇
代
で
一
流
科
学
者
と
の
名
声
を
得
て
お
り
、
そ
の
名
声
は
二
〇
代
半
ば
ま
で
に
世
界
中
に
広

ま
っ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
後
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
客
員
教
授
を
務
め
、
一
九
三
三
年
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の

高
等
研
究
所
が
設
立
さ
れ
る
と
、
最
年
少
の
教
授
に
就
任
し
た
。

ノ
イ
マ
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
か
ら
、
徐
々
に
純
粋
数
学
の
世
界
か
ら
応
用
数
学
の
世
界
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
応
用
数
学
は
、
軍

事
科
学
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
ノ
イ
マ
ン
が
軍
事
科
学
と
関
わ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
正
式
に
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
取
得
し
た
一
九
三
七
年
以
降
で

あ
る
。
こ
の
年
ノ
イ
マ
ン
は
、
弾
道
研
究
所
の
科
学
諮
問
委
員
会
、
米
国
数
学
会
お
よ
び
米
国
数
学
協
会
の
戦
争
準
備
委
員
会
、
国
防
研
究
委
員

会
に

オ

指
名
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
た
。
一
九
四
三
年
に
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
参
加
し
、
パ
イ
エ
ル
ス
〔
ル
ド
ル
フ
＝
エ
ル
ン
ス
ト
、
一
九
〇
七
―
一
九
九
五
。
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
英
国
の
物
理
学
者
〕
と
と
も
に

爆
縮
レ
ン
ズ
を
開
発
し
た
。
原
爆
に
は
広
島
に
投
下
さ
れ
た
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
型
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
核

分
裂
を
起
こ
す
た
め
に
砲
撃
法
と
爆
縮
法
が
用
い
ら
れ
た
。
爆
縮
法
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
爆
弾
を
作
る
過
程
で
最
も
難
し
く

カ

と
な
っ

た
技
術
で
あ
る
。
そ
こ
で
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
が
助
け
を
求
め
た
の
が
ノ
イ
マ
ン
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
爆
縮
法
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
計
算
機
が
用
い
ら
れ
た
が
、
原
爆
の
よ
う
な
巨
大
科
学
は
、
計
算

能
力
の
高
い
計
算
機
を
必
要
と
し
た
。

Ⅳ

に
魅
力
を
感
じ
た
ノ
イ
マ
ン
は
一
九
四
四
年
、
巨
大
計
算
機
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ

Ｃ
の
開
発
計
画
に
合
流
し
た
。
弾
道
研
究
所
で
砲
弾
射
表
を
計
算
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
て
い
た
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
、
一
九
四
六
年
に
完
成
す
る
と

ま
ず
、
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
研
究
所
の
数
学
的
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
計
算
に
用
い
ら
れ
た
。

※

※
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事
戦
略
家
ハ
ー
マ
ン
・
カ
ー
ン
〔
一
九
二
二
―
一
九
八
三
〕、
さ
ら
に
は
政
治
家
の
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
〔
一
九
一
六
―
二
〇
〇
九
。
一
九
六
一
年
か

ら
六
八
年
ま
で
米
ケ
ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
両
政
権
の
国
防
長
官
を
務
め
る
〕、
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
〔
一
九
二
三
―
二
〇
二
三
。
一
九
六
九
年
か
ら
米

ニ
ク
ソ
ン
、
フ
ォ
ー
ド
両
政
権
で
大
統
領
補
佐
官
（
―
一
九
七
五
）
と
国
務
長
官
（
―
一
九
七
七
）
を
務
め
る
〕
な
ど
が
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
の
モ
デ
ル
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
な
か
で
も
有
力
な
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
の
は
、
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
テ
ラ
ー
、
ノ
イ
マ
ン
で
あ
る
。
彼
ら
三
人
の
科
学

者
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
亡
命
科
学
者
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
冷
戦
期
に
か
け
て
驚
く
べ
き
効
果
を
も
つ
新
兵
器
を
開
発
し
た

と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
ノ
イ
マ
ン
と
テ
ラ
ー
は
共
に
ユ
ダ
ヤ
系
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
で
、
ナ
チ
ス
の

エ

を
機
に
渡
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
軍
事

科
学
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
ド
イ
ツ
で
Ｖ
２
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
し
た
後
、
ド
イ
ツ
が
敗
戦
す
る
と
ペ
ー
パ
ー
ク
リ
ッ

プ
作
戦
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
。

彼
ら
の
存
在
は
、
科
学
と
社
会
の
関
係
を
考
え
る
上
で
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
彼
ら
は

Ⅱ

、
あ
る

い
は
極
端
に
道
徳
心
を
欠
い
た
科
学
者
な
の
か
。
そ
れ
を
こ
こ
で
論
じ
る
の
は
手
に
余
る
。
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
と
み
な
さ
れ
る
科
学
者
た
ち
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
理
や
倫
理
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
私
た
ち
は
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
、
単
な
る
悪
者
と
し
て
考
え
て
安
心
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

＊

二
〇
世
紀
の
科
学
者
た
ち
は
、

Ⅲ

。
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
ノ
イ
マ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
産
学
複
合
体
と
契
約

を
結
ん
で
い
く
。
こ
こ
で
ノ
イ
マ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
軍
産
学
複
合
体
と
の
関
わ
り
を
み
て
い
き
た
い
。
一
九
〇
三
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
銀
行
員
の
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て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ノ
イ
マ
ン
の
倫
理
観
の
欠
如
や
「
無
責
任
さ
」
は
さ
ま
ざ
ま
に
指
摘
さ
れ
、
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
佐
々
木
力
〔
一
九
四

七
―
二
〇
二
〇
。
科
学
史
家
〕
は
、「
科
学
的
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
技
術
論
的
問
題
は
、
こ
の
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
に
現
出
し
て
い
る
」
と
し
て
、
社
会

的
モ
ラ
ル
を
欠
い
た
科
学
者
が
引
き
起
こ
す
問
題
を
、「
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
問
題
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
佐
々
木
は
ま
た
、
ノ
イ
マ
ン
を
「
テ

ク
ノ
ロ
ジ
カ
ル
・
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
」
で
あ
り
、
人
間
的
モ
ラ
ル
を
数
学
的
才
能
の
は
る
か
下
位
に
お
い
た
「
計
算
尽
く
さ
れ
た
「
徳
盲
」」
で

あ
る
と
す
る
。
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
、
ノ
イ
マ
ン
の
「
技
術
的
可
能
性
に
人
間
が
さ
か
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
ひ
い

て
、
こ
の
言
葉
を
極
限
ま
で
つ
き
つ
め
れ
ば
「
も
し
人
間
に
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
抹
殺
す
る
だ
け
の
力
が
あ
れ
ば
、
人
間
は
そ
う
す
る
で

あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
ノ
イ
マ
ン
は
、
た
だ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
楽
観
的
に
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
軍
事
研
究
に
携
わ
る
こ
と
に
戸
惑
い
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
に
は
、
軍
事
研
究
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
自
分
が
純
粋
性
を
失
っ
た
と
感
じ
て
い
た
。
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
で
は
、

「
こ
の
場
所
全
体
が
あ
ま
り
に
奇
妙
で
、（
略
）
と
き
ど
き
、
ま
と
も
さ
や
現
実
感
が
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
る
」
と
妻
ク
ラ
リ
へ
の
手
紙
に
記

し
て
い
る
。
ノ
イ
マ
ン
は
ま
た
、
自
身
が
行
っ
て
い
る
研
究
が
恐
ろ
し
い
結
果
を
生
み
出
す
可
能
性
を
自
覚
し
て
い
た
。
一
九
四
五
年
前
半
の
あ

る
日
、
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
か
ら
帰
っ
て
き
た
ノ
イ
マ
ン
は
妻
の
ク
ラ
リ
に
、「
わ
れ
わ
れ
が
今
作
っ
て
い
る
の
は
怪
物
で
、
そ
れ
は
歴
史
を
変
え
る

力
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
、
歴
史
と
呼
べ
る
も
の
が
あ
と
に
残
る
と
し
て
の
話
だ
が
。
し
か
し
、
や
り
通
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
軍
事
的
な

理
由
だ
け
に
し
て
も
ね
。
だ
が
、
科
学
者
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
科
学
的
に
可
能
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
や
ら
な
い
の
は
、
倫
理
に
反
す
る

Ａ
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ノ
イ
マ
ン
は
ま
た
、
原
爆
を
日
本
の
ど
こ
に
投
下
す
る
か
を
議
論
す
る
「
標
的
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
、
投
下
目
標
を
選
定
す
る

上
で
も
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
の
責
任
者
で
あ
っ
た
レ
ス
リ
ー
・
グ
ロ
ー
ブ
ス
〔
一
八
九
六
―
一
九
七
〇
。
米
陸
軍
軍
人
〕
は
、

攻
撃
目
標
が
「
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
博
士
お
よ
び
そ
の
上
級
顧
問
た
ち
と
く
に
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
博
士
と
の
徹
底
的
な
討
論
の
す

え
、
や
っ
と
最
終
的
結
論
に
達
し
た
」
な
ど
と
ノ
イ
マ
ン
の
活
躍
に
つ
い
て
特
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
空
で
爆
弾
を
炸
裂
さ
せ
る
こ
と
で
、
爆

弾
の
殺
傷
能
力
が
あ
が
る
こ
と
を
解
明
し
た
の
も
ノ
イ
マ
ン
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ノ
イ
マ
ン
は
原
爆
の
製
造
か
ら
日
本
へ
の
投
下
ま
で
の
過
程
の
要
所
要
所
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。（
1
）
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
計
画
を
指
揮
し
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
原
爆
実
験
が
成
功
し
た
の
ち
、「
今
、
わ
れ
は
死
と
な
れ
り
。
世
界
の
破
壊

者
と
な
れ
り
」
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
典
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
の
一
節
を
想
起
し
た
と
い
う
。（
2
）
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は

原
爆
を
生
み
出
し
た
と
い
う
事
実
に
大
い
に
苦
悩
し
、
そ
の
手
が
血
に
染
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
た
。（
3
）
一
九
四
七
年
に
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
行
っ
た
講
演
で
の
「
物
理
学
者
は
罪
を
知
っ
た
」
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。（
4
）

一
方
ノ
イ
マ
ン
は
、
原
爆
開
発
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
倫
理
的
苦
悩
を
感
じ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
自
ら
の
良
心
と
国
家
へ
の
責

任
と
い
う
二
つ
の
主
人
に
引
き
裂
か
れ
て
い
た
と
い
う
ハ
ン
ス
・
ベ
ー
テ
は
、
ノ
イ
マ
ン
に
つ
い
て
「
彼
は
倫
理
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
回
顧
録
で
、「
我
々
が
今
生
き
て
い
る
世
の
中
に
責

任
を
持
つ
必
要
は
な
い
、
と
い
う
面
白
い
考
え
方
を
僕
の
頭
に
吹
き
込
ん
だ
の
が
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
で
あ
る
。
こ
の
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
の
忠

告
の
お
か
げ
で
、
僕
は
「
社
会
的
無
責
任
感
」
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
以
来
と
い
う
も
の
、
僕
は
と
て
も
幸
福
な
男
に
な
っ

※

※

※
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引
き
寄
せ
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
理
論
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
核
戦
争
の
戦
略
を
生
み
出
し
て
い

た
の
が
ラ
ン
ド
研
究
所
で
あ
る
。
ラ
ン
ド
研
究
所
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
（
作
戦
研
究
）
に
基
づ
い
た
軍

事
研
究
機
関
と
し
て
一
九
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
、
こ
こ
に
は
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
ノ
イ
マ
ン
や
ハ
ー

マ
ン
・
カ
ー
ン
が
在
籍
し
て
い
た
。
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
が
「
皆
殺
し
」
装
置
の
製
作
を
依
頼
し
た
と
い
う
「
ブ
ラ
ン
ド
社
」
は
ラ
ン
ド
研
究

所
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、『
博
士
の
異
常
な
愛
情
』
に
戻
り
た
い
。
映
画
で
は
、
核
戦
争
に
な
っ
た
ら
ど
ち
ら
も
負
け
る
Ｍ
Ａ
Ｄ
（M

utual A
ssured D

estruction

、 

相
互
確
証
破
壊
）
と
い
う
考
え
方
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
を
徹
底
す
る
と
報
復
の
手
段
を
自
動
化
す
る
「
皆
殺
し
」
装
置
に
い
き
つ
く
と

論
じ
た
の
は
、
ハ
ー
マ
ン
・
カ
ー
ン
で
あ
る
。
カ
ー
ン
は
一
九
六
〇
年
に
発
表
し
た
『
熱
核
戦
争
論
』
に
お
い
て
、
核
兵
器
を
用
い
た
戦
争
は
不

可
能
で
あ
る
と
い
う
核
抑
止
論
に
対
し
、
核
戦
争
は
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
カ
ー
ン
の
主
張
は
抑
止
力
に
よ
っ
て
核
戦
争
が
起
こ

ら
な
い
こ
と
を
願
う
人
々
を
ぞ
っ
と
さ
せ
、
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。
最
終
的
な
判
断
を
人
間
で
は
な
く
機
械
に
任
せ
る
と
い
う
「
皆
殺
し
」
装

置
の
考
え
は
、
ゲ
ー
ム
理
論
に
基
づ
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
に
勝
つ
た
め
に
は
、
人
間
の
道
徳
心
や

迷
い
は
不
利
に
な
る
。
ひ
と
た
び
核
攻
撃
を
受
け
た
ら
自
動
的
に
作
動
す
る
「
皆
殺
し
」
装
置
は
、
人
間
の
感
情
に
左
右
さ
れ
な
い
兵
器
で
あ

り
、
最
大
の
抑
止
力
に
な
る
と
い
う
の
だ
。

キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
こ
の
よ
う
な
軍
事
戦
略
が
非
人
間
的
で
恐
ろ
し
い
結
果
を
生
み
出
す
可
能
性
と
そ
の
滑
稽
さ
を
描
い
て
い
る
。
そ
こ
に

登
場
す
る
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
博
士
は
、
こ
の
滑
稽
さ
の
象
徴
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

Ｂ

020 7

ん
だ
、
そ
の
結
果
ど
ん
な
に
恐
ろ
し
い
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
ね
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
始
ま
り
に
過
ぎ
な
い
ん
だ
！
」
と
話
し
、
ひ
ど
く

う
ろ
た
え
た
と
い
う
。
ノ
イ
マ
ン
は
怪
物
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
が
、
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と
を
遂
行
す
る
こ
と
が

科
学
者
の
倫
理
で
あ
り
、
責
任
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
倫
理
を
、
人
道
的
な
倫
理
に
優
先
さ
せ
た
。

加
え
て
ノ
イ
マ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
を
愛
し
て
い
た
。
彼
は
少
年
時
代
に
ク
ン
・
ベ
ー
ラ
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
〔
一
九
一
九
年
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
の
成
立
〕
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
共
産
主
義
を
嫌
悪
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
ノ
イ
マ
ン
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
愛
国
心
は
強

く
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
よ
り
も
強
力
な
兵
器
を
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
強
い
信
念
を
抱
い
て
い
た
。
彼
の
信
念
と
、
技
術
的
に
可
能
な
も
の
は
す
べ

て
実
現
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
は
、
矛
盾
し
な
い
形
で
同
居
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ノ
イ
マ
ン
の
生
涯
は
、
悪
魔
と
契
約
を
し
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
彷ほ
う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
。
二
〇
世
紀
の
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
契
約
し
た
相
手

は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
産
学
複
合
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
軍
産
学
複
合
体
の
な
か
で
、
ノ
イ
マ
ン
は
数
学
的
才
能
に
加
え
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
を
統
合
し

て
考
え
る
才
能
を
開
花
さ
せ
、
着
実
に
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
家
の
中
枢
へ
と
入
り
込
ん
で
い
っ
た
。

＊

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
冷
戦
に
突
入
し
、
核
開
発
競
争
が
は
じ
ま
っ
た
。
ノ
イ
マ
ン
は
、
ソ
連
が
独
自
に
核
兵
器
を
開
発
す
る
前
に
、

よ
り
破
壊
力
の
あ
る
核
兵
器
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
当
時
ノ
イ
マ
ン
が
発
し
た
「
ロ
シ
ア
に
対
し
て
言
え
ば
、
攻
撃
す
る
か
ど
う
か

な
の
で
は
な
く
、
い
つ
攻
撃
を
し
か
け
る
か
が
問
題
だ
」
と
い
う
言
葉
は
有
名
で
あ
る
。

ノ
イ
マ
ン
が
提
案
し
て
い
る
軍
事
戦
略
は
、
ゲ
ー
ム
理
論
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
ム
理
論
は
戦
後
、
数
学
者
や
経
済
学
者
の
関
心
を

※

Ｚ
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（
中な

か

尾お

麻ま

伊い

香か

『
科
学
者
と
魔
法
使
い
の
弟
子
　
科
学
と
非
科
学
の
境
界
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省

略
・
加
筆
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

※
　
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク

＝
一
九
二
八
―
一
九
九
九
。
米
国
生
ま
れ
の
映
画
監
督
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
劇
映
画
を
製
作
、
の
ち
に
活
動
の
場
を
英
国
に
移

し
、『
博
士
の
異
常
な
愛
情
』
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｆ
映
画
の
古
典
的
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』（
一
九
六
八
）

を
は
じ
め
、『
時
計
じ
か
け
の
オ
レ
ン
ジ
』（
一
九
七
一
）、『
バ
リ
ー
・
リ
ン
ド
ン
』（
一
九
七
五
）、『
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
』（
一
九
八
〇
）

な
ど
の
作
品
を
発
表
し
た
。

※
　
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

＝
一
九
一
二
―
一
九
七
七
。
ド
イ
ツ
お
よ
び
米
国
の
ロ
ケ
ッ
ト
工
学
者
。
一
九
四
二
年
、
Ｖ
２
ロ
ケ
ッ
ト
の
試
射
に
成
功
、
Ｖ
２
は

一
九
四
四
年
に
は
ド
イ
ツ
の
敵
国
だ
っ
た
英
仏
両
国
へ
く
り
返
し
発
射
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
ド
イ
ツ
の
優
秀
な
科

学
者
を
米
国
へ
と
家
族
と
と
も
に
受
け
入
れ
る
ペ
ー
パ
ー
ク
リ
ッ
プ
計
画
の
最
初
の
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と
し
て
米
国
へ
渡
り
、
研

究
と
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
続
け
る
。
一
九
五
五
年
米
国
へ
帰
化
、
こ
の
後
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
お
い
て
ア
ポ
ロ
計
画
用
サ
タ
ー
ン
Ⅴ
型
ロ

ケ
ッ
ト
の
開
発
を
指
導
す
る
。

020 9

ａ
　
人
々
は
ノ
イ
マ
ン
を
、
人
間
ら
し
さ
を
欠
い
た
滑
稽
な
人
物
と
し
て
見
て
い
た
。

ｂ
　
こ
の
滑
稽
さ
は
ノ
イ
マ
ン
に
も
通
ず
る
。

ｃ
　
ア
メ
リ
カ
の
軍
産
学
複
合
体
と
契
約
し
た
ノ
イ
マ
ン
は
、
そ
の
滑
稽
さ
を
体
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ｄ
　
五
〇
年
代
に
は
、
ゲ
ー
ム
理
論
は
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
「
ノ
イ
マ
ン
の
人
物
像
と
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
お
り
、
人
類
の
運
命
に
つ
い
て

の
冷
淡
な
、
斜
に
構
え
た
姿
勢
を
内
包
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
」
と
い
う
。

後
年
の
ノ
イ
マ
ン
は
、
生
体
と
機
械
を
統
合
す
る
モ
デ
ル
を
探
ろ
う
と
し
て
い
た
。
ノ
イ
マ
ン
が
最
終
的
に
目
指
し
て
い
た
の
は
、
生
命
体
と

し
て
の
機
械
と
も
い
え
る
、
自
己
複
製
オ
ー
ト
マ
ト
ン
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ノ
イ
マ
ン
の
夢
は
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
想
起
さ
せ

る
。
西
垣
通
〔
一
九
四
八
―
。
情
報
学
者
〕
は
、「
機
械
は
現
代
版
の
ゴ
ー
レ
ム
」
と
い
う
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の
言
葉
を
ひ
き
、「
ノ
イ
マ
ン
は
ゴ
ー
レ
ム

を
つ
く
り
、
さ
ら
に
は
自
ら
ゴ
ー
レ
ム
に
化
す
と
い
う
怪
物
的
行
為
の
深
淵
を
、
わ
れ
わ
れ
に
開
示
す
る
」
と
評
し
て
い
る
。

し
か
し
ス
ト
レ
ン
ジ
ラ
ヴ
や
ノ
イ
マ
ン
は
滑
稽
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
心
を
捉
え
て
離
さ
な
い
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
す
で
に
、
マ
ッ

ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
的
な
矛
盾
を
ど
こ
か
に
抱
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
例
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
接
触
で
あ

る
。
ロ
ズ
リ
ン
・
ヘ
イ
ン
ズ
〔
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
科
学
史
家
〕
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
普
及
は
科
学
と
社
会
の
接

点
に
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
己
矛
盾
し
た
最
も
非
人
間
的
な
道
具
と
見
な
さ
れ
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
科
学
者
の
専

売
特
許
で
は
な
く
な
っ
た
。
私
た
ち
は
皆
、
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
子
供
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

※

※

※

Ｃ
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※

　ハ
ン
ス
・
ベ
ー
テ

＝
一
九
〇
六
―
二
〇
〇
五
。
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
米
国
の
物
理
学
者
。
一
九
三
五
年
に
米
国
に
渡
り
、
四
一
年
に
帰
化
、
四
三
年
か
ら

四
六
年
に
は
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
研
究
所
理
論
物
理
学
部
長
を
務
め
る
。
一
九
六
七
年
、
核
反
応
理
論
、
特
に
天
体
核
物
理
学
に
お
け

る
業
績
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。

※

　リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン

＝
一
九
一
八
―
一
九
八
八
。
米
国
の
理
論
物
理
学
者
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
ま
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
参
加
。
一
九
六
五
年
、

量
子
電
磁
力
学
の
基
礎
研
究
で
の
業
績
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。

※

　フ
ァ
ウ
ス
ト

＝
ド
イ
ツ
の
伝
説
や
文
学
に
登
場
す
る
人
物
。
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
実
在
し
た
錬
金
術
師
ゲ
オ
ル
ク
＝
フ
ァ
ウ
ス

ト
と
、
種
々
の
魔
術
伝
説
が
結
び
つ
い
て
一
六
世
紀
末
頃
ま
で
に
形
づ
く
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
悪
魔
と
契
約
を
結
ん
で
自
ら
の
抱

く
一
切
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
物
で
、
特
に
そ
の
強
烈
な
知
識
欲
の
充
足
へ
の
希
求
が
特
徴
的
で
あ
る
。
英
国
の
劇

作
家
マ
ー
ロ
ー
の
『
フ
ォ
ー
ス
タ
ス
博
士
の
悲
劇
』
以
降
、
ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
』

な
ど
の
文
学
作
品
な
ど
で
く
り
返
し
と
り
上
げ
ら
れ
、
世
に
広
く
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

020 11

※
　
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー

＝
ジ
ョ
ン
・
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
（
一
九
〇
四
―
一
九
六
七
）。
米
国
の
理
論
物
理
学
者
。
一
九
四
一
年
秋
以
降
、
こ
の
年

の
半
ば
か
ら
実
質
的
に
始
動
し
た
米
国
の
原
爆
製
造
計
画
で
あ
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
る
と
と
も
に
、
こ

の
計
画
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
研
究
所
の
所
長
に
も
就
任
（
一
九
四
三
―
一
九
四
五
）、
原
爆
製
造
を
主
導
し
、

「
原
爆
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
冷
戦
期
の
た
だ
中
で
、
米
国
の
水
爆
開
発
計
画
に
対
し
て
反
対
、

一
九
五
四
年
に
は
公
職
を
追
放
さ
れ
た
。

※
　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
＝ 

米
国
の
企
業
。
出
発
点
は
一
八
九
六
年
創
業
の
事
務
機
製
作
会
社
で
、
一
九
一
一
年
に
買
収
さ
れ
た
際
に
二
つ
の
別
会
社
と
合
併

し
て
設
立
さ
れ
た
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
を
前
身
と
す
る
。
そ
の
後
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
方
式
に
よ
る
統
計
機
を
開
発
、
あ
わ
せ
て
生
産
設
備
を

拡
充
し
大
き
く
発
展
、
一
九
二
四
年
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と
改
名
し
、
事
務
機
器
お
よ
び
情
報
機
器
の
開
発
・
販
売
企
業
と
し
て
地
歩
を

確
立
す
る
。
一
九
五
三
年
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
業
界
へ
と
参
入
、
情
報
関
連
巨
大
企
業
と
し
て
世
界
的
に
君
臨
す
る
。

※
　
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
原
爆
実
験
が
成
功

＝
一
九
四
五
年
七
月
一
六
日
に
米
国
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
で
行
わ
れ
た
、
人
類
初
の
核
兵
器
実
験
で
あ
る
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
計
画
で
の

実
験
成
功
を
さ
す
。



020 14

問
㈠
　
空
欄
ア
〜
カ
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
最
適
の
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ア
　
1

　
ア
イ
コ
ン

　
　
　
2

　
ア
レ
ゴ
リ
ー

　
　
3

　
ト
ー
テ
ム

　
　
　
4

　
シ
ン
ボ
ル

イ
　
1

　
提
起

　
　
　
　
　
2

　
後
援

　
　
　
　
　
3

　
寄
与

　
　
　
　
　
4

　
依
存

ウ
　
1

　
プ
ロ
ミ
ス
　
　
　
2

　
ス
タ
ン
ス
　
　
　
3

　
シ
ス
テ
ム
　
　
　
4

　
ス
タ
イ
ル

エ
　
1

　
発
生
　
　
　
　
　
2

　
制
覇
　
　
　
　
　
3

　
復
興
　
　
　
　
　
4

　
台
頭

オ
　
1

　
や
み
く
も
に
　
　
2

　
満
を
持
し
て
　
　
3

　
右
か
ら
左
に
　
　
4

　
矢
継
ぎ
早
に

カ
　
1

　
落
と
し
穴
　
　
　
2

　
足
か
せ
　
　
　
　
3

　
キ
ー
　
　
　
　
　
4

　
ネ
ッ
ク

問
㈡

　
空
欄
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
最
適
の
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　
大
き
な
と
ま
ど
い
を
こ
の
映
画
の
観
客
に
抱
か
せ
る

2
　
映
画
を
見
た
も
の
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

3
　
映
画
の
す
べ
て
の
観
客
に
怒
り
と
嫌
悪
感
を
引
き
起
こ
す

4
　
不
思
議
な
魅
力
を
こ
の
映
画
を
見
た
人
々
に
感
じ
さ
せ
る

020 13

※
　
ゴ
ー
レ
ム＝

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説
上
の
怪
物
。
も
と
も
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
〈
未
定
形
な
も
の
〉
の
意
で
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、

粘
土
で
作
ら
れ
た
泥
人
形
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
秘
思
想
カ
バ
ラ
の
呪
文
で
生
命
が
吹
き
込
ま
れ
て
動
き
出
す
と
い
う
伝
説
が
生
ま

れ
た
。
ゴ
ー
レ
ム
伝
説
の
翻
案
は
数
多
い
が
、
特
に
近
代
で
は
、
ド
イ
ツ
の
マ
イ
リ
ン
ク
の
小
説
『
ゴ
ー
レ
ム
』（
一
九
一
五
）

や
、
ド
イ
ツ
の
俳
優
パ
ウ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ゲ
ナ
ー
が
自
ら
監
督
し
た
映
画
『
巨
人
ゴ
ー
レ
ム
』（
一
九
一
四
）
な
ど
が
あ
り
、〈
フ
ラ

ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
の
〉
と
並
ぶ
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

※
　
ウ
ィ
ー
ナ
ー

＝
ノ
ー
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ナ
ー
（
一
八
九
四
―
一
九
六
四
）。
米
国
の
数
学
者
、
情
報
科
学
者
。
物
理
学
、
電
気
通
信
工
学
、
神
経
生
理

学
な
ど
を
広
く
研
究
し
、
人
工
頭
脳
や
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
提
唱
す
る
。
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問
㈢
　
波
線
部
Ｘ
「
異
彩
を
放
っ
た
」、
Ｙ
「
嬉
々
と
し
て
」、
Ｚ
「
彷
彿
と
さ
せ
る
」
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
表
現
に
言
い
か
え
た
と
き
、
文
脈
上
最

も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ｘ
　
異
彩
を
放
っ
た

1
　
他
と
は
ち
が
う
際
立
っ
た
存
在
感
を
示
し
た
　
　
　
　
2

　
常
識
を
超
え
た
奇
怪
な
価
値
観
を
表
現
し
た

3
　
一
般
か
ら
抜
き
ん
で
た
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
た
　
　
4

　
奇
妙
さ
を
愛
す
る
非
人
間
的
な
人
間
性
を
開
示
し
た

Ｙ
　
嬉
々
と
し
て

1
　
げ
ら
げ
ら
笑
い
な
が
ら
　
　
2

　
よ
ろ
こ
び
勇
ん
で

3
　
い
か
に
も
満
足
げ
に
　
　
　
4

　
ひ
ど
く
楽
し
そ
う
に

Ｚ
　
彷
彿
と
さ
せ
る

1
　
お
ぼ
ろ
げ
に
想
像
さ
せ
ら
れ
る

　
　
2

　
あ
り
あ
り
と
こ
こ
ろ
に
浮
か
ば
せ
ら
れ
る

3
　
や
む
を
得
ず
類
推
さ
せ
ら
れ
る
　
　
4

　
う
っ
す
ら
と
連
想
さ
せ
ら
れ
る

020 15

Ⅱ
　
1

　
国
家
の
要
請
に
た
だ
忠
実
な
だ
け
だ
っ
た
科
学
者
な
の
か

2
　
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
科
学
者
な
の
か

3
　
人
類
の
歴
史
に
汚
点
を
残
し
た
科
学
者
な
の
か

4
　
自
ら
の
良
心
を
ご
ま
か
し
続
け
た
科
学
者
な
の
か

Ⅲ
　
1

　「
国
家
」
あ
る
い
は
国
家
機
関
と
契
約
を
結
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

2
　
科
学
者
と
し
て
の
自
分
の
才
能
を
存
分
に
の
ば
す
こ
と
に
腐
心
し
た

3
　
社
会
と
の
関
わ
り
合
い
を
考
慮
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

4
　
自
ら
の
研
究
が
も
た
ら
す
経
済
的
な
利
益
を
説
明
す
る
責
任
が
生
じ
た

Ⅳ
　
1

　
原
爆
開
発
と
い
う
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
　
軍
事
科
学
と
結
び
つ
い
た
応
用
数
学
の
汎
用
性

3
　
膨
大
な
計
算
の
で
き
る
計
算
機
の
開
発

4
　
爆
縮
法
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
難
解
さ
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問
㈥
　
傍
線
部
Ｂ
「
最
終
的
な
判
断
を
人
間
で
は
な
く
機
械
に
任
せ
る
と
い
う
「
皆
殺
し
」
装
置
の
考
え
」
に
つ
い
て
、
こ
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
数
学
者
や
経
済
学
者
た
ち
の
強
い
関
心
を
集
め
た
最
新
の
理
論
で
あ
っ
た
ゲ
ー
ム
理
論
に
基
づ
い
て
、
論
理

的
に
導
き
出
さ
れ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
軍
事
戦
略
と
し
て
構
築
さ
れ
た
、
核
戦
争
を
可
能
と
す
る
考
え
。

2
　
戦
争
を
ゲ
ー
ム
に
見
立
て
た
場
合
、
こ
れ
に
勝
つ
た
め
に
は
人
間
の
道
徳
心
や
迷
い
な
ど
は
不
利
に
働
く
可
能
性
が
あ
り
、
で
あ
れ

ば
、
ひ
と
た
び
核
攻
撃
を
受
け
た
ら
機
械
の
判
断
に
よ
っ
て
自
動
的
に
作
動
す
る
報
復
装
置
は
、
人
間
の
感
情
に
左
右
さ
れ
な
い
兵
器
で

あ
り
、
最
大
の
抑
止
力
に
な
る
と
い
う
考
え
。

3
　
核
爆
弾
の
発
射
の
判
断
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
任
せ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
自
動
的
に
発
射
す
る
こ
と
で
、
人
為
的
な
失
敗
を
排
除
す
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
や
は
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
合
理
的
に
選
択
さ
れ
た
人
間
を
シ
ェ
ル
タ
ー
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
類

の
生
存
も
可
能
で
あ
る
と
す
る
考
え
。

4
　
核
戦
争
に
な
っ
た
ら
、
核
兵
器
の
破
壊
力
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
戦
争
の
当
事
国
は
ど
こ
も
確
実
に
負
け
る
こ
と
に
な
る
、
す
な
わ
ち
す

べ
て
の
人
々
が
殺
戮
の
対
象
と
な
り
、
皆
殺
し
に
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
な
ら
ば
攻
撃
と
報
復
を
機
械
に
任
せ
よ
う
と
す
る
考
え
。

020 17

問
㈣

　
本
文
で
は
以
下
に
挙
げ
る
一
文
が
欠
け
て
い
る
。
正
し
い
場
所
に
挿
入
す
る
と
す
れ
ば
、（
1
）
〜
（
4
）
の
ど
こ
が
最
も
適
切
か
。
一

つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

完
成
し
た
原
爆
は
一
九
四
五
年
八
月
に
広
島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
、
地
獄
を
生
み
出
し
た
。

問
㈤

　
傍
線
部
Ａ
「
ノ
イ
マ
ン
の
倫
理
観
」
と
あ
る
が
、
本
文
で
は
ノ
イ
マ
ン
に
と
っ
て
の
倫
理
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る

か
。
そ
の
内
容
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
科
学
者
は
、
普
遍
的
な
人
間
性
や
社
会
的
な
要
請
を
十
分
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
科
学
的
な
真
理
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

2
　
科
学
者
は
、
国
家
や
社
会
の
求
め
に
応
じ
つ
つ
、
自
ら
が
研
究
す
る
科
学
的
な
真
理
の
究
明
と
実
現
に
努
め
る
こ
と
が
、
そ
の
あ
る
べ

き
態
度
で
あ
る
。

3
　
科
学
者
は
、
結
果
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
技
術
的
に
可
能
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
科
学
的
真
実
を
ひ
た
す
ら
追
究
し
て
い
く
の
が
そ
の
責

務
で
あ
る
。

4
　
科
学
者
は
、
内
な
る
自
ら
の
良
心
に
従
い
つ
つ
、
技
術
的
に
可
能
な
こ
と
を
遂
行
し
、
現
実
化
し
て
い
く
こ
と
を
何
よ
り
も
目
指
す
べ

き
で
あ
る
。
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問
㈨

　本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
答
え
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　フ
ァ
イ
ン
マ
ン
は
、「
社
会
的
無
責
任
感
」
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
自
分
を
幸
福
な
男
に
さ
せ
て
く
れ
た
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ

ン
と
彼
の
忠
告
に
対
し
て
、
大
き
な
感
謝
の
念
を
感
じ
た
。

2

　フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
は
、
実
の
と
こ
ろ
人
類
の
滅
亡
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
核
兵
器
の
開
発
に
科
学
者
と
し
て
た
め
ら
い
を
感
じ
て

い
た
が
、
そ
れ
を
決
し
て
人
に
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

3

　オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
、
米
国
に
お
け
る
原
爆
の
製
造
計
画
に
際
し
て
主
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
が
、
原
爆
を
実
際
に
生
み
出
し
た
と

き
、
そ
の
事
実
に
大
い
に
苦
悩
し
、
強
い
罪
悪
感
を
抱
い
た
。

4

　科
学
者
た
ち
は
、
全
体
主
義
や
共
産
主
義
に
対
す
る
嫌
悪
感
に
基
づ
い
て
核
兵
器
の
開
発
競
争
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
第
二

次
世
界
大
戦
以
後
の
米
国
の
軍
事
戦
略
を
構
築
し
た
。
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問
㈦

　
本
文
中
の
枠
で
囲
ま
れ
た
ａ
〜
ｄ
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
正
し
く
並
べ
替
え
た
場
合
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
ど
れ
が
最

も
適
切
か
。
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ａ
―
ｄ
―
ｂ
―
ｃ

　
　
2

　
ｂ
―
ｄ
―
ａ
―
ｃ

　
　
3

　
ａ
―
ｃ
―
ｂ
―
ｄ

　
　
4

　
ｂ
―
ａ
―
ｃ
―
ｄ

問
㈧

　
傍
線
部
Ｃ
「
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
的
な
矛
盾
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と
は
す
べ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
欲
望
の
充
足
と
、
そ
の
た
め
に
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
自
ら

も
含
め
た
人
類
や
世
界
の
生
存
を
危
機
に
直
面
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
矛
盾
。

2
　
か
つ
て
は
科
学
者
の
専
門
知
の
結
晶
で
あ
り
、
最
も
非
人
間
的
な
道
具
と
も
見
な
さ
れ
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
開
発
と
普
及
に
よ
り
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
道
具
と
な
っ
た
と
い
う
矛
盾
。

3
　
晩
年
の
ノ
イ
マ
ン
が
構
想
し
て
い
た
自
己
複
製
オ
ー
ト
マ
ト
ン
が
体
現
す
る
、
そ
も
そ
も
生
命
を
も
た
な
い
人
工
的
な
産
物
で
あ
る
機

械
が
、
自
分
自
身
の
複
製
を
、
生
命
を
も
つ
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
自
ら
再
生
産
し
て
い
く
と
い
う
矛
盾
。

4
　
科
学
者
が
追
究
し
た
科
学
技
術
の
極
致
と
い
え
る
核
兵
器
が
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
場
合
は
当
事
者
同
士
が
相
互
に
破
壊
さ
れ
て
敗
北

に
至
る
と
い
う
事
態
を
ひ
き
起
こ
す
ば
か
り
か
、
当
の
科
学
者
が
そ
う
し
た
事
態
に
技
術
の
達
成
を
見
て
喜
び
を
感
じ
る
と
い
う
矛
盾
。
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⑥

　

身
の
力
を
込
め
て
木
を
切
る
。

 

1

　満

　
　 2

　慢

　
　 3

　番

　
　 4

　漫

　
　 5

　骨

⑦

　旅
行
先
で
叙

的
な
風
景
を
目
に
し
た
。

 

1

　状

　
　 2

　場

　
　 3

　情

　
　 4

　常

　
　 5

　丈

⑧

　不
祥
事
で
舞
台
を
降

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

1

　替

　
　 2

　換

　
　 3

　板

　
　 4

　配

　
　 5

　格

⑨

　

削
技
術
を
指
導
し
た
。

 

1

　託

　
　 2

　履

　
　 3

　屈

　
　 4

　窟

　
　 5

　掘

⑩

　年
末
は

忙
を
極
め
る
。

 

1

　犯

　
　 2

　煩

　
　 3

　即

　
　 4

　太

　
　 5

　乱
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二
、
問
㈠
〜
㈣
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

　次
の
各
文
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
5
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①

　往
時
を

古
す
る
。

 

1

　壊

　
　 2

　新

　
　 3

　旧

　
　 4

　懐

　
　 5

　解

②

　校
舎
が
老

化
し
た
。

 

1

　朽

　
　 2

　隅

　
　 3

　損

　
　 4

　廃

　
　 5

　破

③

　煙
で

息
し
そ
う
に
な
る
。

 

1

　欠

　
　 2

　困

　
　 3

　窒

　
　 4

　塞

　
　 5

　逼

④

　計
画
を
実

に
移
す
。

 

1

　録

　
　 2

　践

　
　 3

　子

　
　 4

　栓

　
　 5

　誌

⑤

　運
動
後
に
脈

を
測
る
。

 

1

　泊

　
　 2

　拍

　
　 3

　絡

　
　 4

　酪

　
　 5

　筋
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人
々
が
た
っ
た
一
人
の
支
配
者
に
黙
っ
て
服
従
す
る
こ
と
が

Ｄ

し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
人
々
の
習
慣
と
な
り
ま
す
。
習
慣
と

し
て
身
に
つ
い
た
こ
と
は
、

Ｅ

こ
と
と
し
て
人
間
は
理
解
す
る
も
の
で
す
。

日
本
人
が
箸
で
食
事
を
す
る
習
慣
を
幼
い
う
ち
に
体
得
す
る
と
、
箸
を
使
っ
た
食
生
活
は

Ｅ

も
の
と
な
り
、

Ｆ

不
思

議
に
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
イ
ン
ド
人
は
右
手
だ
け
を
使
っ
て
食
事
を
し
ま
す
し
、
欧
米
人
が
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
を
使
う
よ
う

に
習
慣
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
様
に
圧
政
者
の
も
と
で
隷
従
を
長
年
強
い
ら
れ
て
き
た
人
々
は
、
そ
れ
以
外
の

Ｇ

を
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
服
従
す
る
こ
と
が
習
い
性
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
支
配
者
が
圧
政
者
と
な
り
果
て
て
、
人
々
を
抑
圧
し
て
い
る
と
し
て
も
、
服
従
す
る
の
が

Ｅ

状
態
で
あ
る
以

上
、
服
従
を
あ
え
て
拒
否
す
る
に
は
多
大
な

Ｈ

が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
考
え
る
と
、
圧
政
者
に
よ
る
政
治
の
不
正
を
正
す
の
に
、
私
た
ち
が
ま
ず
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
そ
の
圧
政
者
本
人
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
私
た
ち
は
、
私
た
ち
自
身
の

Ｉ

に
確
立
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
服
従
す
る
「
習
慣
」
と
戦
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
ド
・
ラ
・
ボ
エ
シ
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

そ
の
服
従
す
る
「
習
慣
」
と
は
、
思
考
の

Ｊ

で
も
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
将し
ょ
う

基ぎ

面め
ん

貴た
か

巳し

『
従
順
さ
の
ど
こ
が
い
け
な
い
の
か
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し
た
箇
所
が

あ
る
。）
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問
㈡

次
の
文
章
の
空
欄
Ａ
〜
Ｊ
に
入
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
15
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ

よ
。（
な
お
、
同
じ
番
号
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

不
服
従
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
歴
史
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
際
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
書
物
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
古
典
の
ひ
と
つ
に
、
一
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ド
・
ラ
・
ボ
エ
シ
が
執
筆
し
た
『
自
発
的
隷
従
論
』
が
あ

り
ま
す
。

ド
・
ラ
・
ボ
エ
シ
は
こ
の
作
品
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と

Ａ

問
題
提
起
を
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
た
っ
た
一
人
の
人
間
に
す
ぎ
な
い
国

王
に
な
ぜ
大
勢
の
人
々
が
黙
っ
て
服
従
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
す
。

二
人
や
三
人
の
場
合
は
一
人
を
相
手
に
し
て
勝
て
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
一
人
に
従
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
〇
〇
人
、
い
や
一
〇
〇
〇
人
も
の
人
々
が
、
た
っ
た
一
人
の
人
間
の
命
令
に
じ
っ
と

Ｂ

し
て
従
っ
て
い
る
の
は
、
一

体
ど
う
い
う
わ
け
か
。

な
る
ほ
ど
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
た
し
か
に
「
奇
妙
」
で
す
。
そ
の
現
象
に
つ
い
て
、
ド
・
ラ
・
ボ
エ
シ
は
言
い
ま
す
。「
そ
れ
は
、

彼
ら
が
そ
の
者
を
や
っ
つ
け
る
勇
気
が
な
い
の
で
は
な
く
、
や
っ
つ
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
か
ら
だ
」。
つ
ま
り
、
人
々
は
「
自
発
的
」
に

た
っ
た
一
人
の
支
配
者
に
「
隷
従
」
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。『
自
発
的
隷
従
論
』
と
い
う
書
名
は
こ
の
主
張
を

Ｃ

要
約
し
て
い
ま
す
。



020 26

問
㈣

次
の
慣
用
的
な
表
現
の
意
味
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
4
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
。

①

他
人
行
儀

1

自
分
だ
け
が
、
人
に
よ
く
思
わ
れ
る
よ
う
に
振
る
舞
う
様
子
。

2

表
面
で
は
礼
儀
た
だ
し
く
し
て
い
る
が
、
実
は
相
手
を
見
下
し
て
い
る
こ
と
。

3

親
し
く
し
て
よ
い
は
ず
の
人
た
ち
が
、
互
い
に
よ
そ
よ
そ
し
く
振
る
舞
う
様
子
。

4

不
平
不
満
が
心
の
内
に
く
す
ぶ
っ
て
お
り
、
接
す
る
人
に
陰
気
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
。

②

曲
が
無
い

1

世
の
中
が
平
和
に
治
ま
っ
て
い
る
状
況
。

2

有
事
の
前
の
、
静
か
で
緊
迫
し
た
状
態
。

3

好
意
的
な
態
度
を
示
そ
う
と
し
な
い
様
子
。

4

変
化
が
な
く
、
単
調
で
お
も
し
ろ
み
が
な
い
様
子
。

020 25

1

依
存

2

我
慢

3

惰
性

4

内
面

5

面
倒
な

6

自
然
な

7

端
的
に

8

可
能
性

9

常
態
化

10

取
り
立
て
て

11

早
ま
っ
て

12

意
表
を
つ
く

13

裏
を
か
く

14

心
理
的
抵
抗

15

社
会
的
不
遇

問
㈢

次
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
10
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

（
な
お
、
同
じ
番
号
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

①

因
循

息

②

自
家
撞

③

博

多
才

④

本

転
倒

⑤

未
来
永

1

学

2

久

3

筋

4

末

5

劫

6

反

7

着

8

弁

9

姑こ

10

楽
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③

峠
を
越
す

1

危
険
や
緊
張
が
最
も
高
ま
る
時
期
を
過
ぎ
る
。

2

何
か
が
す
ん
だ
後
に
、
ま
だ
そ
の
影
響
が
残
る
。

3

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
危
険
な
手
段
を
用
い
る
。

4

行
き
先
を
誰
に
も
告
げ
ず
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
。

④

減
ら
ず
口
を
た
た
く

1

手
厳
し
く
叱
責
し
た
り
非
難
し
た
り
す
る
。

2

相
手
の
弱
み
な
ど
を
に
ぎ
っ
て
、
有
無
を
言
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

3

自
分
の
意
見
や
立
場
を
ど
こ
ま
で
も
主
張
し
て
、
絶
対
に
譲
歩
し
よ
う
と
し
な
い
。

4

分
が
悪
い
と
知
り
な
が
ら
降
参
し
よ
う
と
せ
ず
、
負
け
惜
し
み
や
へ
り
く
つ
を
言
う
。

⑤

け
ん
も
ほ
ろ
ろ

1

借
金
を
抱
え
る
な
ど
し
て
、
や
り
く
り
が
つ
か
な
く
な
る
様
子
。

2

内
容
が
ひ
ど
く
漠
然
と
し
て
い
て
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
い
様
子
。

3

人
の
頼
み
な
ど
を
、
取
り
合
う
気
も
な
く
冷
た
く
は
ね
つ
け
る
様
子
。

4

絶
体
絶
命
の
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
、
疲
れ
き
っ
て
し
ま
っ
た
様
子
。
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019 2

7 ．She has saved about 100,000 yen （ ） the past six months.

① over ② under ③ above ④ below

8 ．He has studied Chinese （ ） two years.

① at ② on ③ for ④ since

9 ．She’s not （ ） 160 centimeters tall.  She’s just a little shorter than 

that.

① ever ② equal ③ high ④ quite

10．He is （ ） the best baseball player I have ever seen.  No one else 

is even close.

① by far ② on top of ③ such as ④ mostly

11．If I had seen her, I （ ） said ‘hello.’

① could not ② certainly will

③ would have ④ will not ever

12．The classroom is cold now, but it will （ ） quickly after I turn on 

the heater.

① warming ② getting warm

③ warm up ④ over warming

019 1

次の 1 ～12の英文の（ ）内に入るものとして最も適当なものを、①～④ 

からそれぞれ 1 つ選び、マークしなさい。

1 ．What （ ） think about this hat?  Does it look good on me?

① do you ② don’t you ③ is he ④ isn’t he

2 ．I couldn’t finish the exam because I （ ） of time.  I needed about 

five more minutes to finish.

① turned in ② ran out

③ strung on ④ held over

3 ．The game was cancelled （ ） rain.

① despite for ② in fortune on

③ in sight of ④ due to

4 ．Please （ ） the blank with the correct answer.

① fill in ② turn around

③ round about ④ turn over

5 ．Tim’s new part-time job pays him （ ） his old one.

① as much as ② as much

③ more ④ moreover

6 ．（ ） playing the violin, she also plays the piano.

① Also ② As for ③ Without ④ In addition to

Ⅰ．
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7 ．She turned up the volume on the T.V. because she couldn’t hear what 

the announcer was saying.

① intercepted  ② increased

③ interned  ④ inserted

8 ．She was confident she would win the race, but she came up short.

① didn’t like the uniform ② wanted to be tall

③ turned backward ④ was unsuccessful

9 ．Please let them know about the change of schedule.  The meeting will 

now start at 3 p.m. instead of noon.

① inform them  ② ignore them

③ take them  ④ trick for them

10．The plane took off five minutes late.

① broke on ② tipped ③ departed ④ ran over

11．I’m not sure, but I think the movie is roughly two hours long.

① about ② never ③ indirectly ④ timely

019 3

次の 1～11の下線部の内容に最も近いものを、①～④からそれぞれ 1つずつ選

び、マークしなさい。

1．My watch broke, so I took it to the shop to get it repaired.

① tickled ② wrecked ③ fixed ④ torn

2 ．I’m not finished with my homework yet.  I need more time.

① done ② studied ③ scared ④ quit

3 ．I wanted her to work for our company, but she rejected our offer.

① set up  ② threw across

③ tried in  ④ turned down

4 ．They searched for several hours but they could not find the missing 

child.

① allot  ② locate

③ reschedule  ④ tense

5 ．He has been studying very hard, so I am sure he will do well on the 

test.

① suspect ② certain ③ doubtful ④ insured

6 ．Let’s go over the document one more time.  We can’t have any mistakes!

① scrape together ② review

③ crown  ④ analyze on

Ⅱ．



019 6

goes well.

A　① be considerately

② helping

③ allowed

④ afford

B　① Whenever

② What

③ Where

④ Which

C　① Are there any downsides?

② Do you like your new neighbors?

③ Are you going to quit your part-time job?

④ How much is the rent?

D　① don’t like to

② can’t attend to

③ won’t be able to walk to

④ am not going to travel

E　① I couldn’t feel my shoes.

② I already have plans.

③ could you repeat that?

④ I didn’t like the movie.

019 5

次の会話文の（　Ａ　）～（　Ｅ　）に入るものとして最も適当なものを、 

①～④からそれぞれ 1 つずつ選び、マークしなさい。

Sara and Jeff are having a chat.

 Sara : Hey Jeff, I heard you’re moving to a new apartment.

 Jeff : Yeah, next week.

 Sara : That’s exciting.  Have you finished packing yet?

 Jeff : No, not quite.  There’s just so much to do.

 Sara :  Yeah, moving is a lot of work.  Why did you decide to change 

apartments?

 Jeff :  The place where I’m living now is so small.  Plus, the landlord told 

me that he was going to raise the rent by 15％ next year.  I can’t 

（ Ａ ） to pay any more than I do now, so I had no choice 

but to move.

 Sara : （ Ｂ ） is your new apartment like?

 Jeff :  It’s a little bit bigger than the place I’m living now, and the rent is a 

lot cheaper.

 Sara : Wow, that sounds great.  （ Ｃ ）

 Jeff :  Yeah, there are some negatives.  The place I live now is in a really 

fun neighborhood, but my new apartment is kind of in the middle of 

nowhere.  And I （ Ｄ ） school from my new place, so I’ll 

have to buy a bicycle.

 Sara : That’s too bad.  But I’m sure you’ll get used to it.

 Jeff :  I hope so.  Hey, if you’re free next Tuesday, maybe you could help 

me move?

 Sara :  Tuesday?  Sorry, （ Ｅ ）  But good luck.  I hope everything 

Ⅲ．
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2 ．According to the passage above, Fabrizio Cardinali:

① sells electricity to people in Europe.

② was forced to stop using gas by his family.

③ decided to live without electricity.

④ gave up playing sports in order to attend university.

In the past, Cardinali lived alone.  Now, however, he has two people 

who live with him, （ Ｂ ） animals such as chickens and a cat.  Cardinali 

and his friends, who gave their names only as Agnese and Andrea, use a 

wood-burning stove for cooking and warmth.  They read by lamps fueled 

with used cooking oil that is given to them by neighbors.

3 ．According to the passage above, Fabrizio Cardinali:

① used to live alone.

② dislikes his neighbors.

③ has trouble finding food for his cat.

④ often reads while he cooks.

“I feel （ Ｃ ） to have the freedom to choose the way I want to 

live,” said Agnese, 35, who moved in two years ago.  Andrea, 46, spends the 

week living with Cardinali and Agnese, but goes home to Macerata, about 50 

kilometers away, each weekend to look after his mother.

Cardinali, Agnese, and Andrea grow fruit and vegetables, as well as 

olives to produce olive oil.  They also keep bees for honey.  A local group 

from a nearby town sells them foods such as legumes, cereals and wheat, 

which they grind to make their own bread.  When possible, they trade goods 

for things they need.

019 7

次の一連の英文を読み、設問に答えなさい。

問 1．次の一連の英文に関する 1～ 5の質問の答えとして最も適当なものを、

①～④からそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

Italian Man Lives Without Electricity

Fabrizio Cardinali, age 72, says he has no use for electricity.  For 

more than fifty years he has lived （ Ａ ） disconnected from the public 

electricity network.

That makes him one of the few people in Europe unconcerned about 

the recent rise in energy costs.  Cardinali lives in a stone house near 

Ancona, on Italy’s eastern Adriatic coast.  By choice, he has no electricity, no 

gas, and no indoor plumbing.

“I was not interested in being part of the world as it was.  So I left 

everything̶family, university, friends, the sports team, and set off in a 

completely different direction,” he said.  “You often have to give something 

up to obtain something else that is more important,” he said.

1 ．According to the passage above:

① energy prices in Europe have increased recently.

② people who live in Italy are not interested in indoor plumbing.

③ many types of birds like to live in stone houses.

④ fifty years ago there was a problem with telephone connections.

Ⅳ．
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問 2 ．（　Ａ　）～（　Ｄ　）に入るものとして最も適当なものを、①～④か

らそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

A　① day ② entirely ③ caring ④ fortunate

B　① as well as ② more or less

③ time to time ④ little by little

C　① happily ② rejected ③ privileged ④ rusty

D　① pleased ② dropped ③ fouled ④ regretted

019 9

4 ．According to the passage above, Cardinali, Agnese, and Andrea:

① never talk to other people.

② sometimes buy things from people living nearby.

③ usually grind their teeth when they sleep.

④ occasionally sell honey and legumes to pay their electricity bills.

Cardinali doesn’t think people don’t need other people.  Instead, he 

believes life is best lived in small communities.  His first piece of advice for 

anyone who wants to follow his example is: “Throw away your so-called 

smart phone.”

Cardinali sometimes travels short distances to visit friends.  He takes 

olives to a stone press to make oil, and walks or gets rides to the nearest 

town to have a coffee with local people or visit the doctor.

“I’ve been living this way for about 51 years and I have never 

（ Ｄ ） it,” he said.  Cardinali added, “there have been difficulties, but 

they never made me think that I made the wrong choice.”

5 ．According to the passage above, Fabrizio Cardinali:

① thinks people who travel are foolish.

② wants to buy a smart phone but doesn’t have enough money.

③ is satisfied with his choice of lifestyle.

④ tries to avoid going to the doctor.

［No energy worries for Italy's 'harmonious walnut tribe', Reuters, December 14, 2022］
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various scenarios.  For instance, participants rated on a scale from 1 to 5, 

with 1 for least likely to help and 5 for most likely, whether they would give 

up their seat on a bus to a stranger or offer a ride to a coworker in need.

2 ．According to the passage above, Ben Simon performed research on:

① people’s ability to count from 1 to 5.

② people’s ability to drive a bus.

③ the relationship between sleep and generosity.

④ the relationship between coworkers and needs.

Participants never read the same scenario more than once.  Roughly 

80 percent of participants showed a lower likelihood of helping others when 

sleep-deprived than when rested.

The researchers then compared the brain activity of those who were 

well-rested versus those who had not had enough sleep.  Results showed 

that lack of sleep reduced activity in areas of the brain linked to the ability 

to show kindness toward others.

In another experiment, the researchers recruited 136 participants 

online and had them keep a sleep diary for four nights.  Each participant 

then completed the kindness questionnaire the next day.  The researchers 

found that the less time participants spent sleeping, the lower their kindness 

scores. 

019 11

次の一連の英文に関する、 1～ 4の質問の答えとして最も適当なものを①～④

からそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

Sleep Deprivation May Make People Less Generous

Sleep deprivation, or a lack of sleep, has been linked to heart disease, 

poor mood and loneliness.  But in a new study, researchers report that being 

tired could also make us less generous.

With over half of the people living in parts of the developed world 

reporting that they rarely get enough sleep during the workweek, the 

finding has implications for individuals and society, the researchers say.

“Lack of sleep shapes the social experiences we have and the kinds of 

communities we live in,” says neuroscientist Eti Ben Simon of the University 

of California, Berkeley.

1 ．According to the passage above:

① people who sleep too much tend to lose their sense of direction.

② not sleeping enough can cause physical and emotional problems.

③ people who feel lonely generally have heart disease.

④ when we study, we can become more generous.

To test the link between the amount a person sleeps and how 

generous he or she is, Ben Simon and her team first brought 23 young 

adults into a laboratory for two nights.  The participants slept through one 

night and stayed awake for another night.

In the mornings, participants completed a standardized “kindness” 

questionnaire rating their likelihood of helping strangers or acquaintances in 

Ⅴ．
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3 ．According to the passage above, the results of the research showed that 

participants:

① were less likely to be kind when they didn’t have much sleep.

② were more likely to have active brains if they read each scenario

more than once.

③ had more interest in sleeping after reading a diary.

④ did not like to be disturbed when they were comparing brain

activity.

There’s always a possibility that some other factor besides sleep is 

causing this decline in generosity, says behavioral economist David 

Dickinson of Appalachian State University.  “It is difficult to be 100 percent 

certain,” he says.  However, Dickinson feels that this is strong evidence of 

how poor sleep can have negative effects on our lives, even in areas we had 

not previously considered.

Sleep deprivation in the modern world is a serious problem, Ben 

Simon says.  But unlike many other large-scale problems such as climate 

change or political polarization, she thinks this one has a ready solution.  

“Promoting healthy sleeping habits and encouraging people to get the sleep 

they need is an easy way to make the societies we live in healthier and 

happier.”

4 ．According to the passage above, Ben Simon feels that:

① sleep deprivation is not a big problem.

② sleep deprivation is a problem, but it is one that can be solved.

③ if we worry too much about sleep deprivation, we won’t be able

solve climate change.

④ political polarization is the most important cause of sleep deprivation.

［Source: Sujata Gupta, Science, August 23,2022. Adapted with permission.］
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日
本
史

問1 下線部⑴について説明した文Ⅹ・Ｙについて，正誤の組み合わせとして正しいもの

を，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 1

Ｘ 耕作には，木製の鋤や鍬が用いられたが，やがて刃先が青銅のものが使用された。

Ｙ もみがらを穀粒から取り去る脱穀には，木臼と竪杵が用いられた。

① Ｘ―正 Ｙ―正 ② Ｘ―正 Ｙ―誤

③ Ｘ―誤 Ｙ―正 ④ Ｘ―誤 Ｙ―誤

問2 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 2

① 『漢書』地理志 ② 『後漢書』東夷伝

③ 『魏志』倭人伝 ④ 『宋書』倭国伝

問3 空欄 Ｂ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 3

① 大人 ② 生口 ③ 稲置 ④ 下戸

問4 下線部⑵に関して，豪族と氏姓制度についての説明として誤っているものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 4

① 氏姓制度とは，氏族ではなく個人の功績や才能を評価する制度であった。

② 氏は首長である氏上が氏人を統率し，部民を領有し奴婢を隷属させた。

③ 姓は家柄や地位を示す称号で，中央豪族は臣・連，地方豪族は君・直が授けられ

た。

④ 平群氏・蘇我氏は，ヤマト政権の政治の中心をつかさどる大臣の地位に任じられ

た。

日
本
史

021－3

第1問 次の文章を読んで，後の問い（問1～11）に答えなさい。

日本の歴史において「身分」の差が生まれたのは，弥生時代であった。食料生産が始ま

るとともに，人々の生活も大きく変化し，貧富の差が生じたからである。田植えがすでに

始まり，
⑴
農具の使用も見られ，収穫物は高床倉庫などにおさめられた。中国の歴史書であ

る Ａ には，倭国大乱の後にあらわれた女王卑弥呼が中国の皇帝に使いを送り，称

号と金印，多数の銅鏡などがおくられたほか，支配階級と庶民がいたことがうかがえる。

また，他の歴史書には，奴隷的身分を思わせる Ｂ がいたという記述も見いだせる。

ヤマト政権の時代になると，豪族の身分秩序のために
⑵
氏姓制度が導入された。豪族とは

血縁的結びつきをもった組織で，大王から姓が与えられた。大王の権力拡大に対しては，

新羅と結んだ筑紫国造磐井が起こした戦乱のように地方豪族の抵抗があったが，ヤマト政

権は屯倉の設置や地方豪族を国造に任じるなど権力を安定させていった。飛鳥時代になる

と，日本は律令国家としての道を歩むようになり，身分制度として，まず
⑶
良民と賤民に分

けるしくみを導入した。

中世になると，公家のほかに武士・凡下・下人などの身分が文献にみられるようになっ

た。公家は古代以来の朝廷のさまざまな官職を引き継いだ貴族の家柄であり，武家にも官

位や官職が与えられた。応仁の乱のころになると，守護大名が京都で戦いを繰り返してい

るうちに，
⑷
領国では守護代や有力国人が力をのばし，領国支配の実権を奪うといった下剋

上の風潮が見られるようになった。

近世に入ると，身分秩序が強められた。
⑸
豊臣秀吉が政権を握ると，刀狩令を出し農民か

ら武器を没収して一揆を防止し農民を農業に専念させ，さらには Ｃ を発令した結

果，武家奉公人・町人・百姓の職業にもとづく身分が定められて兵農分離が完成した。江

戸時代になると，
⑹
武士と天皇家や公家，僧侶や神職などの支配身分と，百姓・職人・家持

町人など社会の大半を占める被支配身分に分かれ，身分社会が形成された。

近代になると，政府は平民に苗字を許し，居住や職業選択の自由，身分をこえた婚姻を

認めた。また，
⑺
1871年の解放令で被差別的な呼称を廃止して，原則的には四民平等が実現

した。しかし，その後平民となった被差別部落民に対して新平民の差別語が用いられるな

ど，
⑻
身分差別は社会的・経済的にも根強く残ることになったのである。

021－2



日
本
史

問9 下線部⑹に関して，その内容の説明として正しいものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 9

① 将軍直属の武士のうち，石高が1万石未満の者で御目見得できるものは御家人と

いう。

② 百姓のいる村では，百姓代・本百姓・水吞百姓からなる村方三役という役人がお

かれた。

③ 町には，家持のほか，地借や店借，奉公人などが居住し，町の運営には全員が参

加した

④ 医者の安藤昌益は『自然真営道』を著し，武士が農民から搾取する身分社会を鋭

く批判した。

問10 下線部⑺に関して，同年に起こった出来事として誤っているものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 10

① 廃藩置県の実施 ② 政体書の公布

③ 岩倉使節団の出発 ④ 日清修好条規の締結

問11 下線部⑻に関連して，1922年に結成された被差別部落の住民の解放をめざす団体と

して正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 11

① 愛国社 ② 友愛会 ③ 新婦人協会 ④ 全国水平社

日
本
史
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問5 下線部⑶に関して，その内容の説明として誤っているものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 5

① 貴族や官人だけでなく，調・庸などを負担する公民（班田農民）は良民とされた。

② 賤民は良民にくらべ少数であったが，五種類に分けられ五色の賤と呼ばれた。

③ 私奴婢は賤民の最下位で，売買されることもあった。

④ 官戸は天皇家の陵墓を守衛する賤民で，官有民であった。

問6 下線部⑷に関して，16世紀半ばに守護代であった長尾氏の出身で，関東管領を継い

で，越後の戦国大名となった人物として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 6

① 武田信玄 ② 上杉謙信 ③ 北条早雲 ④ 毛利元就

問7 下線部⑸が全国統一の過程において，織田信長の重臣であった柴田勝家を破り，信

長の後継者としての地位を確立することになった戦いとして正しいものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 7

① 山崎の合戦 ② 小田原攻め

③ 賤ヶ岳の戦い ④ 小牧・長久手の戦い

問8 空欄 Ｃ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 8

① 人掃令 ② 楽市令 ③ 海賊取締令 ④ 撰銭令
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日
本
史

后」と驚かれ，その祝宴において「この世をば わが世とぞ思ふ 望月の かけたること

も なしと思えば」と詠んだことが藤原実資の著した『 Ｄ 』には記されている。

結果的に道長は4人の娘を中宮や皇太子妃とし，30年に渡って権勢をふるった。あとを継

いだ藤原頼通も3天皇の50年に渡って摂政・関白をつとめあげた。ただ，晩年の頼通は外

祖父の立場を得ることができず，後三条天皇が即位し親政を開始すると，同年政界を引退

することとなった。

問1 下線部⑴に関する説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 12

① 藤原不比等の娘の宮子は文武天皇の后となり，のちの聖武天皇を生んだ。

② 藤原四子は長屋王の変で左大臣の長屋王を滅ぼしたのちに政権を担当した。

③ 藤原四子は政権担当後に全員が赤痢に罹患して亡くなった。

④ 藤原四子の系統は，南家・北家・式家・京家にそれぞれ引き継がれた。

問2 空欄 Ａ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 13

① 藤原広嗣 ② 藤原種継 ③ 藤原隆家 ④ 藤原忠通

問3 空欄 Ｂ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 14

① 行基 ② 道鏡 ③ 橘奈良麻呂 ④ 和気清麻呂

日
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第2問 次の文章を読んで，後の問い（問1～7）に答えなさい。

藤原氏は藤原（中臣）鎌足を祖とする一族である。中臣鎌足は中大兄皇子とともに大化

の改新の諸事業に関わって功があり，臨終に際して天智天皇から「藤原」姓を賜った。そ

の鎌足の子が藤原不比等で，
⑴
不比等の死後は子の武智麻呂・房前・宇合・麻呂の4兄弟が

政界に進出した。

その後，不比等の娘である光明子が皇族以外では初めての皇后となったが，藤原氏の勢

力が衰えをみせると，皇族の橘諸兄が政権を握った。光明子の夫である聖武天皇は，唐か

ら帰国した吉備真備・玄昉を信任して活躍させたが，この排除を求めて九州で反乱を起こ

したのが Ａ である。結果的にこの乱は鎮圧されるが，乱後の数年のあいだ，都は

転々とすることになった。

孝謙天皇の時代には，光明皇太后と結んだ藤原仲麻呂が台頭した。仲麻呂は擁立した淳

仁天皇から恵美押勝の名を賜り大師（太政大臣）にまで昇進した。しかし後ろ盾であった

光明皇太后が亡くなると勢力が衰え，孝謙太上天皇が自身の看病に功のあった Ｂ

を寵愛して淳仁天皇と対立すると，仲麻呂は危機感を募らせて挙兵したが，太上天皇側に

滅ぼされた。

淳仁天皇の廃位により孝謙太上天皇が重祚して称徳天皇となり，それに伴い Ｂ

が台頭したが，天皇の死去を機に退けられた。次の皇位には藤原百川らがはかって，天智

天皇の孫である光仁天皇が立てられた。その子である桓武天皇は，即位後仏教政治の弊害

を改めて天皇権力を強化するために長岡京，さらには平安京へと遷都した。藤原百川の子

⑵
藤原緒嗣は，桓武天皇・平城天皇・嵯峨天皇と平安時代初期の3天皇に仕えた。

その後，藤原冬嗣が嵯峨天皇の信任を得て台頭すると，以後北家が代々隆盛した。冬嗣

は『弘仁格式』の編纂に関わり，藤原氏の子弟の教育機関である Ｃ の設立にも携

わった。冬嗣の子の藤原良房は，橘逸勢や伴健岑といった有力貴族の排斥に成功し，人臣

で初めて清和天皇の摂政にも任命された。

良房ののち，甥の
⑶
藤原基経が養子となり，北家の氏長者の地位を継いだ。この時点で冬

嗣・良房・基経は三代にわたり天皇の外祖父の地位を手に入れ，安和の変でも有力貴族を

さらに排斥し，藤原北家の地位は盤石なものになっていった。こののち藤原北家内での摂

関の地位をめぐる争いが激化したが，それを収めることになったのが藤原道長である。

道長は娘を次々と入内させたが，後一条天皇への威子入内の際は周囲から「一家三立
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第3問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

中国大陸では12世紀になると，女真人の金が契丹人の遼を滅ぼし，さらに中国大陸を統

一していた宋の都を占領した。宋は江南地域に逃れて南宋となったが，貿易の振興をはか

った。こうした気運をうけて，平忠盛以来の
⑴
平氏は南宋との貿易を推進し，その莫大な利

益が彼らの経済基盤になった。

13世紀の初頭にモンゴル民族を統一したテムジンは，チンギス�ハンと称した。そして，

彼の孫の世代までに
⑵
モンゴルは，一時は東ヨーロッパまでおびやかす大帝国に成長した。

さらに1274年と1281年には，モンゴルを中心とする日本遠征軍が九州に来襲してきた。こ

れらをあわせて蒙古襲来（元寇）という。一方で，14世紀以降北の蝦夷ヶ島ではアイヌの

人びとが，北条得宗家の支配下にあった安藤（安東）氏と，その本拠地 Ａ で交易

をおこなった。

14世紀半ば，モンゴル（元）の支配力が後退し，各地で反乱が起こった。その結果，中

国大陸では明が，朝鮮半島では朝鮮（李朝）がそれぞれ建国された。15世紀の初頭，
⑶
「日

本国王」として冊封をうけた足利義満が明との貿易をはじめると，室町幕府に莫大な利益

をもたらした。

16世紀には，ポルトガルがマラッカから，スペイン（イスパニア）がマニラから，それ

ぞれ琉球へたどりつき，日本へのルートを確立するにいたった。豊臣秀吉は海外貿易に積

極的で，商人が東南アジアへ渡航することを奨励した。さらに江戸時代に入り，徳川家康

は一部の大名や特定商人らに海外渡航を許可する朱印状をあたえ，彼らは東南アジア各地

へ渡航した。これらの船はおもに Ｂ などを輸出した。

ところが，3代将軍徳川家光のころになると，海外通交は規制されるようになる。そし

て島原の乱ののち，幕府はキリスト教の統制を強化した。さらにポルトガル船の来航を禁

じ，平戸のオランダ商館を長崎の出島に移し，貿易統制を強めた。これ以降，
⑷
鎖国とよば

れる状態が続いた。長崎では，オランダ商館と中国の民間商船との貿易がおこなわれたが，

輸入品の価格が高騰すると， Ｂ が大量に流出するようになった。17世紀の末から

18世紀にかけて，
⑸
幕府による長崎貿易の制限がしばしばおこなわれた。そのような状況で

も幕末の開国まで，幕府が貿易を独占した。

日
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問4 下線部⑵に関する説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 15

① 藤原緒嗣は桓武天皇に，平安京の造営と蝦夷の平定の二大事業を推進するよう進

言した。

② 桓武天皇は，国司交替時の不正を監督する令外官として勘解由使を設置した。

③ 嵯峨天皇は，腹心の貴族を蔵人頭に任命し，天皇の命令の太政官へのすみやかな

伝達をはかった。

④ 藤原薬子は，嵯峨天皇と対立する平城太上天皇の動きに加担したため，自決に追

い込まれた。

問5 空欄 Ｃ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 16

① 綜芸種智院 ② 奨学院 ③ 弘文院 ④ 勧学院

問6 下線部⑶に関する説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 17

① 基経は，光孝天皇を即位させた際に史上初の関白に事実上就任した。

② 宇多天皇による基経の関白任命の勅書をめぐり紛争が起こったが，これを阿衡の

紛議という。

③ 藤原氏を外戚としない宇多天皇は，基経の死後，学者の菅原道真を重用した。

④ 基経は，六国史の最後の『日本三代実録』の編纂に携わった。

問7 空欄 Ｄ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 18

① 大鏡 ② 小右記 ③ 御堂関白記 ④ 宇治拾遺物語
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問6 下線部⑷に関連して，1801年，訳書の中において，鎖国という語を初めて用いたと

考えられる元オランダ通詞として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。 24

① 志筑忠雄 ② 山片蟠桃 ③ 西川如見 ④ 高橋景保

問7 下線部⑸に関連して，長崎貿易に関する説明として誤っているものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 25

① 17世紀の末，幕府はオランダ船・清船からの輸入額を制限した。

② 17世紀の末，清国人の居住地を限定するため，長崎の一区画に唐人屋敷を設けた。

③ 18世紀の初頭，新井白石は海舶互市新例を出して貿易制限を緩和した。

④ 18世紀の後半，田沼意次は俵物の輸出を奨励するなど，貿易政策を転換した。

日
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問1 下線部⑴に関する説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 19

① 平清盛は，貿易の窓口であった大宰府に一族・家人を派遣して現地を掌握した。

② 平清盛は，摂津国の和賀江島を修築して貿易の新たな拠点とした。

③ 南宋の商船によって，奥州の金などが輸出された。

④ 日本にもたらされた大量の宋銭は，日本の経済に大きな影響をおよぼした。

問2 下線部⑵に関して，当時のモンゴルの動向の説明として正しいものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 20

① 渤海を滅ぼした。

② フビライは，長安に遷都して国号を元と改めた。

③ モンゴルは高麗に対して従属を強いた。

④ 朝鮮半島では，元への抵抗はまったくなかった。

問3 空欄 Ａ に入る地名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 21

① 博多 ② 小浜 ③ 敦賀 ④ 十三湊

問4 下線部⑶に関連して，日明貿易の輸入品の説明として正しいものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 22

① 日本にもたらされた高級織物・陶磁器などは，唐物と呼ばれ珍重された。

② 日本にもたらされた火縄銃などの武器は，幕府権力を高めた。

③ 日本にもたらされた扇・屛風などの工芸品は，日本の手工業を発達させた。

④ 日本にもたらされた寛永通宝などの銅銭は，日本国内で広く流通した。

問5 空欄 Ｂ に入る輸出品として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 23

① 木綿 ② 硫黄 ③ 毛織物 ④ 銀
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問3 下線部⑵に関連して，明治時代から昭和の戦前期にかけて文学や芸術・教育で活躍

した女性として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 28

① 与謝野晶子 ② 津田梅子 ③ 美空ひばり ④ 三浦環

問4 下線部⑶に関して，銃後の女性などについて述べた文として誤っているものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 29

① 労働力の絶対的な不足を補う必要があったため，女性も勤労奉仕させた。

② 政府は女子挺身隊を組織させ，軍需工場などへの動員を義務化した。

③ 敗戦が濃厚ななか，町内会や部落会では，男性にかわって女性が活動した。

④ 沖縄県では兵力不足のため，女子生徒が鉄血勤皇隊に編成された。

問5 下線部⑷に関して，女性の参政権を認める選挙法改正をおこなった首相として正し

いものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 30

① 加藤友三郎 ② 近衛文麿 ③ 幣原喜重郎 ④ 岸信介
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第4問 次の文章を読んで，下の問い（問1～6）に答えなさい。

近代になると，生糸をつくる製糸業は女性労働者の技術に依存する部分も大きかった。

1883年に操業を開始した大阪紡績会社では，昼夜2交代制の従業員には女性が多かった。

彼女らは工女または女工と呼ばれ，欧米諸国よりはるかに低い賃金で長時間の労働に従事
あわれ あ

した。「……職工の境遇にして憐むべき者を挙ぐれば製糸職工第一たるべし」と新聞記者

の Ａ が，著書の『日本之下層社会』に綴った。

大正初期に第一次世界大戦が勃発したが，そのころより日本では都市化と工業化が進展

した。俸給生活者（サラリーマン）が大量に現れる一方で，
⑴
職業婦人も現れるなど女性の

社会進出がみられた。もっとも1917年に刊行された『主婦之友』には，合理的に家政をつ

かさどる主婦に関する記事が掲載されている。それでも，
⑵
明治の後半から昭和の戦前には，

文学や芸術分野での女性の活躍が顕著であった。1925年に男性のみの普通選挙法が成立し

たが，女性の参政権獲得をめざす団体の活動もみられた。

1941年に太平洋戦争が始まると，1943年には学生・生徒や女性が軍需産業に動員される

ようになった。戦場でない後方で前線を支える，
⑶
銃後に女性が配置されたのである。

敗戦直後の1945年8月25日，市川房枝らは衆議院議員選挙法の改正を訴え，12月になっ

て，
⑷
女性に参政権が認められた。地方での女性参政権は翌年に実現している。そして1946

年4月の衆議院議員総選挙でついに，
⑸
女性議員が誕生した。さらに日本国憲法の制定によ

り，男女の「法の下での平等」が保障されたのである。

問1 空欄 Ａ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 26

① 横山源之助 ② 幸徳秋水 ③ 安部磯雄 ④ 内村鑑三

問2 下線部⑴に関する説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 27

① タイピストは明治期から存在した。

② 大正期に最初の女性教員（師範）が登場した。

③ 大衆雑誌『キング』創刊号の表紙には，女性像が採用された。

④ いわゆる職業婦人の代表的職種には電話交換手があった。
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問6 下線部⑸に関連して，次の写真は1946年に女性議員が国会議事堂に着席している姿

を映したものである。この写真に関連する文Ｘ・Ｙの正誤の組み合わせとして正しい

ものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 31

Ｘ 女性議員は和装と洋装姿がいりまじって着席している。

Ｙ 社会民主党からは39名の女性議員が当選した。

① Ｘ―正 Ｙ―正 ② Ｘ―正 Ｙ―誤

③ Ｘ―誤 Ｙ―正 ④ Ｘ―誤 Ｙ―誤

021－14



 

世
界
史

世界史

世
界
史

021－15



世
界
史

む巨大な人口を抱えながら経済成長を遂げ，インドネシアは東南アジア諸国連合

（ASEAN）の中心的存在となり，インドは現在では世界一の人口を擁する新興の経済大

国として国際社会に影響力を強めつつある。

問1 下線部⑴に関連して，ポルトガルの対外進出について述べた文として正しいものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 1

① 「航海王子」エンリケが喜望峰に到達した。

② ヴァスコ�ダ�ガマがインドのカルカッタに到達した。

③ マラッカ王国を征服してマニラを建設した。

④ マカオに居住権を得て明との貿易の拠点とした。

問2 下線部⑵に関連して，オランダ独立戦争について述べた文として誤っているものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 2

① スペイン王カルロス1世の圧政に対して独立戦争が起こった。

② ゴイセンと呼ばれたカルヴァン派が独立戦争の中心であった。

③ 南部10州が脱落し，北部7州が独立戦争を継続した。

④ 休戦条約で事実上独立し，三十年戦争後に独立が国際的に承認された。

問3 下線部⑶に関連して，イギリスの対外進出を背景としてデフォーが著した小説の名

として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 3

① 『ロビンソン�クルーソー』 ② 『ガリヴァー旅行記』

③ 『天路歴程』 ④ 『ユートピア』
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

香辛料の原産地であるインド・東南アジア地域には，古くから多くの人々が交易を求め

て来航したが，15世紀末以降は，ヨーロッパ人が直接香辛料を入手するためにこれらの地

域に進出し，世界の一体化が進展する契機となった。

15世紀から16世紀にかけて，
⑴
ポルトガルがまずその先陣を切り，17世紀には，

⑵
スペイン

から独立したオランダが東南アジアに進出し，ポルトガルに取って代わって香辛料貿易を

独占した。同じ頃に
⑶
イギリスは東南アジアの香辛料産地であるモルッカ諸島への進出をめ

ざしていたが，1623年のアンボイナ事件によってオランダに排除され，インド経営に専念

することになった。

18世紀になると，ヨーロッパ諸国によるこれらの地域での活動に変化が見られるように

なった。17世紀後半からの香辛料価格の下落によって，オランダは貿易活動から転換し，

ジャワ島での領域支配を拡大してプランテーションを中心とする植民地経営を展開した。

その過程でマタラム王国などのイスラーム国家はオランダの支配下に入れられた。イギリ

スも
⑷
東インド会社が盛んに貿易活動をおこなう一方で，1757年のプラッシーの戦いでフラ

ンス・ベンガル太守に勝利し，ベンガル地方の徴税権を得て以来，支配領域をしだいに拡

大した。従来綿布が特産品であったインドに
⑸
イギリスの機械製綿布が大量に流入したため，

伝統的なインドの手工業は打撃を受けるなど，インド社会は大きく変容していった。

このような植民地支配に対する抵抗運動も展開された。ジャワ島では，1825年から1830

年にジャワ戦争が起こり，オランダは鎮圧に成功したものの財政が悪化し，その立て直し

のために
⑹
強制栽培制度を実施した。インドでは1857年から1859年にシパーヒーによる大反

乱が起こり，イギリスはこれを鎮圧するとともにムガル帝国を滅ぼしてインドを直接支配

のもとに置き，1877年には
⑺
ヴィクトリア女王を皇帝とするインド帝国を成立させた。

20世紀になると，インドネシアでは，イスラーム同盟（サレカット�イスラーム）やイ

ンドネシア共産党・
⑻
インドネシア国民党などが組織されたが，オランダ当局による弾圧を

受けて十分な活動はできなかった。一方，
⑼
インドの民族運動はおもにインド国民会議によ

って担われるようになったが，これに対抗する全インド�ムスリム連盟も組織され，ヒン

ドゥー教徒とイスラーム教徒の対立が課題となった。

第二次世界大戦後に，
⑽
インドネシアはオランダとの戦争，インドはイスラーム教徒中心

のパキスタンとの分離という困難を経験しながら独立を達成した。ともに多様な民族を含
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問6 下線部⑹に関連して，強制栽培制度で栽培された作物として適当でないものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 6

① 米 ② 藍 ③ コーヒー ④ サトウキビ

問7 下線部⑺に関連して，インド帝国が成立した時のイギリス首相の名として正しいも

のを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 7

① グラッドストン ② ディズレーリ

③ カニング ④ ピット

問8 下線部⑻を組織し，のちの独立に際してインドネシアの初代大統領となった人物の

名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 8

① マハティール ② スハルト ③ マルコス ④ スカルノ

問9 下線部⑼について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 9

① ベンガル分割令に反対して，インド国民会議はカルカッタ大会4綱領を決議した。

② 第一次世界大戦中，戦後の自治を約束されたインド国民会議はイギリスに協力し

た。

③ インド国民会議ラホール大会で，非暴力・不服従を意味するプールナ�スワラー

ジが決議された。

④ インド国民会議の指導者ガンディーは，イギリスによる塩の課税や専売に反対し

て「塩の行進」をおこなった。

問10 下線部⑽に関連して，第二次世界大戦後のインド・インドネシアについて述べた文

として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 10

① 第1回アジア�アフリカ会議が，インドネシアのバンドンで開催された。

② 中国系住民が多いシンガポールが，インドネシアから分離・独立した。

③ カシミール地方の帰属をめぐって，インド�パキスタン戦争が起こった。

④ インド首相ネルーと中国首相周恩来が会談をおこない，平和五原則を発表した。
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問4 下線部⑷に関連して，次の史料はイギリス議会によって1813年に制定された東イン

ド会社に関する法令である。この史料から読み取れることについて述べた文として正

しいものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 4

第2条 中国皇帝の領土内，またその領土との間の交易，取引，商品取引につい

ての独占権，ならびに喜望峰とマゼラン海峡の間にあるすべての島，避泊港，

海岸，町，および場所内で，またそれらとの間の茶の交易と取引の全独占権は，

上記の連合会社（イギリス東インド会社）によって，現行の法律または特許状

により認められている権利と同様に，合法的に行使，または享受されうる。

第6条 前述した1814年4月10日以降，上記の連合会社と同様に，イギリス臣民

にとって，法律に従って航行している船舶を用いて，連合王国のあらゆる港か

ら，中国皇帝の領土内を除く，上記の範囲内のすべての港および場所へ，現在

および今後合法的に輸出を認められている，あらゆる物資，資材を輸出するこ

とは，適法である。また，あらゆる物資，資材，商品，および上記の範囲内の

国々の生産品および製造品も連合王国に輸入することは，適法である。

① 法令は，インド洋貿易に限定されたものである。

② 法令は，東インド会社に茶貿易の独占を禁じている。

③ 法令は，東インド会社以外にも中国以外との貿易を認めている。

④ 法令が制定された時のイギリス国王は，アン女王である。

問5 下線部⑸に関連して，イギリスの工業化とその影響について述べた文Ａ・Ｂの正誤

の組み合わせとして正しいものを，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 5

Ａ ハーグリーヴズが多軸紡績機を発明して，綿糸の大量生産が可能になった。

Ｂ 失業をおそれた手工業者が，機械を打ち壊すチャーティスト運動を起こした。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤
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問2 下線部⑵について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 12

① メロヴィング家のクローヴィスが最初のフランク国王となった。

② 宮宰カール�マルテルは，トゥール・ポワティエ間の戦いでウマイヤ朝を破った。

③ ピピン（小ピピン）は，ラヴェンナ地方をローマ教皇に寄進した。

④ カール大帝は，ビザンツ帝国皇帝レオン3世により（西）ローマ皇帝の帝冠を授

与された。

問3 下線部⑶の時代に起こった事件Ａ～Ｃが年代の古い順に正しく配列されているもの

を，下の①～④のうちから一つ選びなさい。 13

Ａ クレルモン宗教会議が開催された。

Ｂ 異端のアルビジョワ派を根絶した。

Ｃ 身分制議会の三部会が開催された。

① Ａ→Ｂ→Ｃ ② Ａ→Ｃ→Ｂ

③ Ｂ→Ａ→Ｃ ④ Ｃ→Ａ→Ｂ

問4 下線部⑷について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 14

① ザクセン家の王オットー1世が，ローマ皇帝の位を与えられたことをもって帝国

の始まりとする。

② 帝国の教会政策はローマ教皇との衝突を引き起こした。

③ 金印勅書で七選帝侯を定めた結果，大空位時代を引き起こした。

④ 15世紀から皇帝はハプスブルク家から基本的には選ばれるようになった。
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

中国では周の時代に封建制度があるが，これはヨーロッパの封建制度とは異なるもので

ある。中国の封建制度は血縁関係が土台であるが，ヨーロッパの封建制度は契約関係が土

台である点が大きく異なっている。ヨーロッパ中世の封建制度は，古代ローマの制度と古

代ゲルマンの（ 1 ）が結合したものと考えられている。封建制度においては，王・諸

侯・騎士はそれぞれ主従関係を結んだが，王と諸侯・騎士の力関係は地域によってそのあ

り様は異なっていた。西ヨーロッパの大部分を支配していた
⑵
フランク王国が9世紀に3つ

に分裂し，それぞれが今日のフランス・イタリア・ドイツの原形となった。フランスでは

987年に
⑶
カペー朝が成立したが，カペー家に匹敵する大諸侯が50ほどあり，王権は弱体で

あった。イタリアでもカール大帝の血筋が途絶え，統一されたイタリア王国というものは

存在しなくなった。
⑷
神聖ローマ帝国の介入やイスラーム勢力の侵入も受け，イタリアでは

様々な勢力が分立した。中部のローマにはカトリック教会の頂点である
⑸
教皇がおり，北イ

タリアには
⑹
ジェノヴァやヴェネツィア，フィレンツェなどの都市が成立した。都市では貴

族や
⑺
大商人らが領主から自治権を獲得していき，市民が市政を運営するようになった。ま

た南部には両シチリア王国（ノルマン�シチリア王国）が形成され，その後シチリアとナ

ポリが分裂と統合を繰り返した。

ヨーロッパ中世封建社会においては，農奴制が存在した。農奴は奴隷とは異なり，家族

・住居・耕具などの所有を認められていたが，移転と職業選択の自由がなかった。領主に

対して賦役・貢納などの義務を負い，領主裁判に服さねばならなかった。

14世紀以降，西ヨーロッパでは貨幣経済の発展などによって農奴制は解体していき，
⑻
イ

ギリスでは，（ 9 ）と呼ばれる独立自営農民が生まれた。一方で東ヨーロッパでは農

民への支配の再強化もおこなわれて農奴の解放は遅れ，プロイセンで解放が実施されたの

は19世紀初めのことであり，
⑽
ロシアではさらに遅れて1861年の農奴解放令を待たなければ

ならなかった。

問1 空欄（ 1 ）に入れる用語として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 11

① 恩貸地制 ② 従士制 ③ 軍管区制 ④ 農場領主制
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問9 空欄（ 9 ）に入れる用語として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 19

① ジェントリ ② ヨーマン ③ ユンカー ④ コロヌス

問10 下線部⑽に影響を与えたビザンツ帝国について述べた文として正しいものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 20

① ユスティニアヌス帝は，『ローマ法大全』を編纂させた。

② プロノイア制がしかれたが，後にはイクター制が始まった。

③ ドームとモザイク壁画を特徴とするサン�ピエトロ大聖堂が作られた。

④ オスマン帝国のスレイマン1世によって滅ぼされた。
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問5 下線部⑸について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 15

① グレゴリウス1世は，アウグスティヌスに『神の国（神国論）』を編纂させた。

② インノケンティウス3世は，イギリスのジョン王を破門した。

③ ボニファティウス8世は，神聖ローマ帝国のカール4世とヴォルムス協約を成立

させた。

④ レオ10世は，ルターをコンスタンツ公会議に召喚して弾劾した。

問6 下線部⑹について述べた文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下の①

～④のうちから一つ選びなさい。 16

Ａ 東方貿易で台頭したジェノヴァは，コロンブスの生誕地である。

Ｂ ヴェネツィアではメディチ家が台頭し，ルネサンスの保護者となった。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問7 下線部⑺に関連して，フィレンツェの商人の子で，『デカメロン』を著した人物と

して正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 17

① ジョット ② ダンテ ③ ペトラルカ ④ ボッカチオ

問8 下線部⑻について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 18

① ノルマンディー公ウィリアムが，イングランドを征服してノルマン朝を開いた。

② エドワード1世の専制に対して，貴族のシモン�ド�モンフォールが反乱を起こ

した。

③ アンジュー伯アンリが，フランス王位の継承を唱え百年戦争が始まった。

④ バラ戦争後，プランタジネット家のヘンリ7世が即位した。
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漢人学者を優遇する一方で，文字の獄や禁書という言論弾圧も厳しくおこなわれた。

清も当初は海禁策をとったが，これを解除すると貿易は発展した。18世紀半ば以降，清

でヨーロッパ船の入港が認められたのは（ 10 ）港のみであり，貿易管理も公行と呼ば

れる特許商人のみであった。

問1 下線部⑴について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 21

① 秦の始皇帝が中央集権体制を確立するため初めて実施した。

② 三国時代の魏より朱子学が試験問題に採用された。

③ 宋代より皇帝みずから試験官となる殿試が加わった。

④ 清中期に乾隆帝によって廃止された。

問2 下線部⑵の位置として正しいものを，地図中の①～④のうちから一つ選びなさい。

22

①

②

③

④
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第3問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

10世紀後半，五代王朝最後の後周の武将出身の趙匡胤が建てた王朝が宋である。2代目

太宗は中国の大部分を統一した。唐で起こった安史の乱以後，節度使をはじめとする軍人

が中央や地方で政財の実権を握り，政権の乱立をまねき混乱が続いた。宋はこれを収める

ために文治主義をとって節度使から実権を奪い，また節度使に欠員ができると文官をあて，

中央集権につとめた。地方などで不足する行政官は
⑴
科挙で選抜した官僚が担当することに

なった。

宋では唐代のような商業に対する規制が緩んだため，都の
⑵
開封をはじめとして，都市内

外で商業活動が活発となった。また国内の産業の発展とともに対外貿易も盛んとなり

（ 3 ）が貿易管理に当たった。

宋は契丹や西夏に国境を脅かされていたために，防衛費の増大は大きな問題であった。

11世紀後半神宗の命を受け，王安石が
⑷
新法と呼ばれる抜本的な財政改革を試み，財政は好

転したが，旧法党と呼ばれる反対勢力も多く，新法もまもなく中止となった。新法党と旧

法党の争いは宋の政治的混乱を招き，やがて宋は女真の建てた金によって滅ぼされた。

その後の中国では，華北の金と江南に再興された宋（南宋）が対峙したが，13世紀にモ

ンゴルがこれらを次々に滅ぼして中国全土を支配した。モンゴルの元の時代にも商業が重

視され，陸上，海上ともに交易が盛んにおこなわれ，政府から紙幣として（ 5 ）が発

行された。しかし，元が財政難に陥ると紙幣は濫発され，経済的混乱は農民を苦しめた。

元末，農民反乱の紅巾の乱の中から台頭し，明を建国したのが朱元璋（洪武帝）である。

洪武帝は元代まで政治の中枢であった中書省を廃止し，六部を皇帝直属とし皇帝の権力集

中を実施した。その他にも
⑹
農村制度や軍制などを整え，中央集権体制を整備した。

明は民間の海上貿易を認めず，朝貢貿易を推進した。日本の室町幕府の足利義満は明か

ら「日本国王」に任ぜられて国交を開始し，明と日本との通交の際には（ 7 ）と呼ば

れる割符を用いて，正式な貿易船の証とした。その後，明が海禁を緩めると，日本やアメ

リカ大陸から大量の銀が流入し，銀が主要通貨となった。そこで各種の税と労役を銀でま

とめて納める（ 8 ）が実施された。

明に代わって中国を支配した清は女真（満洲）による非漢人王朝であった。少数民族に

よって，圧倒的多数の漢人を統治するために，基本的には伝統的中国王朝の制度や中央官

制を踏襲した。その際，要職の定員を満・漢同数としたり，
⑼
大規模な編纂事業を起こして
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問9 下線部⑼に関連して，清の編纂事業として誤っているものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 29

① 『康熙字典』 ② 『古今図書集成』

③ 『四庫全書』 ④ 『五経大全』

問10 空欄（ 10 ）に入れる地名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 30

① 泉州 ② 広州 ③ 天津 ④ 寧波
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問3 空欄（ 3 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 23

① 市舶司 ② 総理衙門 ③ 理藩院 ④ 会館

問4 下線部⑷について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 24

① 保守的な官僚や大商人が反対した。

② 均輸法は物価安定と流通の円滑化を目的としていた。

③ 青苗法は貧農への政府による低利貸し付けであった。

④ 反対派の中心人物は『文選』の編纂者としても知られる司馬光であった。

問5 空欄（ 5 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 25

① 交子 ② 交鈔 ③ 飛銭 ④ 法幣

問6 下線部⑹について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 26

① 民衆教化のために陽明学に基づいて六諭を発布した。

② 農村では衛所を組織して徴税を担当させた。

③ 軍制では府兵制を採用した。

④ 租税台帳として賦役黄冊，土地台帳として魚鱗図冊を作成した。

問7 空欄（ 7 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 27

① 勘合 ② 朱印状 ③ 牌子 ④ 会子

問8 空欄（ 8 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 28

① 九品中正法 ② 両税法 ③ 一条鞭法 ④ 地丁銀
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問1 下線部⑴に関連して，南北戦争後のアメリカ合衆国について述べた文として正しい

ものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 31

① 北部では解放黒人に投票権が与えられることはなかった。

② 南部では黒人の多くがシェアクロッパーとなった。

③ 黒人の権利を擁護するＫ・Ｋ・Ｋ（クー�クラックス�クラン）が結成された。

④ 黒人奴隷制復活の世論を呼び起こしたストウの『アンクル�トムの小屋』が発表

された。

問2 下線部⑵の対中国政策として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

32

① 九カ国条約の締結 ② 望厦条約の締結

③ 門戸開放宣言 ④ 常勝軍の結成

問3 下線部⑶での体験をもとに『武器よさらば』を書いた作家として正しいものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 33

① トーマス�マン ② ホイットマン

③ ヘミングウェー ④ ディケンズ

問4 下線部⑷について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 34

① 共和党の大統領である。

② アメリカ労働総同盟（AFL）の結成を認めた。

③ スペインを破ってフィリピンなどを獲得した。

④ 十四カ条の平和原則を発表した。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

アメリカ合衆国で奴隷制などをめぐる南北の対立から起こった南北戦争は北部の勝利に

終わり，戦後の憲法修正によって奴隷制は正式に廃止されたが，
⑴
黒人の地位は低いままで

あった。北部主導の再統一は商工業を発展させ，19世紀末に合衆国はイギリス・ドイツを

しのぐ世界一の工業国となった。国内の開拓を進めてフロンティアの消滅を宣言した合衆

国は，
⑵
マッキンリー大統領が本格的に帝国主義政策を開始し，これを継いだセオドア�ロ

ーズヴェルト大統領も棍棒外交と呼ばれる積極的対外政策を展開した。この頃から合衆国

の国際的地位は高まった。実際，
⑶
第一次世界大戦は連合国側への合衆国の参戦によって，

勝敗が決したともいえる。参戦を決めた
⑷
ウィルソン大統領は，国際協調を打ち出してパリ

講和会議に臨み，その提唱に基づいて国際連盟が結成された。しかし一方で19世紀のモン

ロー教書以来の孤立外交の伝統も根強く，合衆国自身は国際連盟に参加しなかった。
おう

⑸
1920年代の合衆国は経済的繁栄を謳歌したが，実際は農家が農業不況に苦しみ，株価が

実態を外れた高値となるなど，しだいに危険な状況を見せ始めた。このような矛盾は1929

年に大恐慌となって表面化し，その影響力の大きさから
⑹
世界恐慌につながっていった。

1932年に大統領に当選した
⑺
フランクリン�ローズヴェルトは，恐慌対策に当たるとともに，

台頭するファシズム勢力との戦いに直面することになった。

第二次世界大戦後の世界では，合衆国を中心とする西側の資本主義陣営と，ソ連を中心

とする東側の社会主義陣営の冷戦体制が構築されていった。合衆国のトルーマン大統領

は，1947年にトルーマン�ドクトリンを発表し，東側陣営の封じ込めを宣言した。アイゼ

ンハワー大統領の時代に一時「雪解け」と呼ばれる緊張緩和の時代を迎えたが，
⑻
ケネディ

大統領や続くジョンソン大統領の時代には再び緊張は高まった。

1970年代の「デタント（緊張緩和）」の時代を経て登場した
⑼
レーガン大統領は，「強いア

メリカ」を標榜して，アフガニスタン侵攻をおこなったソ連に対して強硬政策で対抗し，

「新冷戦（第2次冷戦）」と呼ばれる状況を生み出した。しかし1985年にソ連にゴルバチョ

フが登場して改革を進めると，東西両陣営は協調に向かい，レーガンのあとを受けた
⑽
ブッ

シュ（父）大統領は，1989年にマルタ会談でゴルバチョフと交渉し，冷戦終結を宣言した。
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問7 下線部⑺について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 37

① ワグナー法で労働者に団結権と団体交渉権を認めた。

② 公民権法を成立させ，国民の団結を図った。

③ 第二次世界大戦時，武器貸与法を成立させて，イギリスを援助した。

④ 日本との交渉が行き詰まり，太平洋戦争が起こった。

問8 下線部⑻の在職時期のラテンアメリカについて述べた文として正しいものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 38

① パナマ運河が完成した。

② チリでアジェンデ左翼政権が成立した。

③ ニカラグアで革命が起こり，独裁政権が打倒された。

④ キューバでのミサイル基地建設をめぐり，米ソ間で緊張が高まった。

問9 下線部⑼について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 39

① 民主党の大統領である。

② 「偉大な社会」の建設の計画を発表した。

③ アルゼンチンとのフォークランド戦争で勝利した。

④ 戦略防衛構想（SDI）を進めるなど軍拡路線を推進した。

問10 下線部⑽の子である第43代大統領ブッシュ（子）の時代に起こった出来事について

述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 40

① 湾岸戦争が発生した。

② 同時多発テロ（9・11事件）が発生した。

③ 第1次戦略兵器制限交渉（SALTⅠ）が合意された。

④ ブレトン�ウッズ国際経済体制が崩壊した。
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問5 下線部⑸について述べた文Ａ・Ｂの正誤の組み合わせとして正しいものを，下の①

～④のうちから一つ選びなさい。 35

Ａ ワシントン会議が開催され，海軍軍備制限条約などが成立した。

Ｂ 移民法が制定され，多くの日本人の移民が認められた。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問6 下線部⑹に関連して，次の表について述べた文として誤っているものを，下の①～

④のうちから一つ選びなさい。 36

国
年

イギリス フランス イタリア ドイツ アメリカ
合衆国

日本

1928 94 92 92 99 93 90

29 100 100 100 100 100 100

30 92 100 92 86 81 95

31 84 86 78 68 68 92

32 84 72 67 53 54 98

33 88 81 74 61 64 113

34 99 75 80 80 66 128

35 106 73 94 94 76 142

世界恐慌前後の各国工業生産の推移（1929年を100とする）

① イギリスではオタワ会議を開いた後，工業生産は上昇に転じている。

② ドイツでヒトラー政権が成立した時，工業生産は恐慌前の3分の2以下であった。

③ アメリカ合衆国ではニューディール政策がとられたが，工業生産は減少し続けた。

④ 満洲国が建国された後，日本の工業生産は恐慌以前の水準を超えた。
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問2 下線部ⓑの貿易摩擦に関連して，日米貿易摩擦の対象品目の推移を示したものとし

て最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 2

① 繊維 → 自動車 → 鉄鋼・カラーテレビ → 半導体

② 繊維 → 鉄鋼・カラーテレビ → 自動車 → 半導体

③ 鉄鋼・カラーテレビ → 半導体 → 繊維 → 自動車

④ 鉄鋼・カラーテレビ → 繊維 → 半導体 → 自動車

問3 下線部ⓒの直接投資の内容として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 3

① 機関投資家による海外の国債への投資

② 海外工場の建設に関わる投資

③ 国内銀行による海外支店への貸し付け

④ 国内企業による外国銀行への預金

問4 下線部ⓓの日本の企業に関連して，日本の株式会社についての記述として最も適当

なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 4

① 株式会社はその設立と同時に，自社の株式を証券取引所に上場しなければならな

い。

② 株式会社の設立には1000万円の最低資本金が必要である。

③ 株主に分配される配当は会社の経営状況に応じて増減があり，ゼロとなることも

ある。

④ 株主総会における株主の議決権は，原則として1人につき1票が与えられる。

問5 下線部ⓔの製造業の衰退や雇用不安となる状況をあらわす語句として最も適当なも

のを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 5

① 産業の空洞化 ② 産業の縮小化

③ 産業の衰退化 ④ 産業の下降化
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～問10）に答えなさい。

1980年代後半から
ⓐ
日本の貿易構造に変化がみられた。急激な円高による海外投資コスト

の減少という環境のもとで，日本の企業は
ⓑ
貿易摩擦の回避や生産費削減を目的として，海

外での現地生産を行うため対外
ⓒ
直接投資を増大させた。

ⓓ
日本の企業が生産拠点を海外に移すことが盛んになるにつれ，国内における

ⓔ
製造業の衰

退や雇用不安などが懸念されるようになった。今後は製品の高付加価値化などによる国内

製造業の活性化が課題として考えられている。

2000年代になると，
ⓕ
中国の貿易自由化が進み，日中間においても貿易に変化が見られた。

貿易相手国別にみると，2009年には日本の最大の貿易相手国が中国となった。

世界に目を向けてみると，世界規模での分業体制が形成され，日本の企業の活動も，国

境を越えて構築された
ⓖ
サプライチェーンを前提に行われてきた。しかし，近年，グローバ

ル市場において
ⓗ
中国の台頭が急速に進み，

ⓘ
アメリカとの間で通商，技術，経済安全保障な

ど多岐にわたる対立が生じている。このような事態を受けて，日本の企業の間でもこれま

で中国に設けていた生産拠点を第三国に移転させたり，国内に回帰させるといった動きも

一部で見られるようになった。また，調達先の分散や多様化，他企業との共助体制の強化

なども実施している。

その後，新型コロナウイルス感染症の世界的な流行に伴い，各国において外出制限や出

入国の制限が講じられた結果，人・物の流れが停滞し，世界規模でサプライチェーンが寸

断された。こうした事態も，企業によるサプライチェーンの見直しを促している。さらに，

コロナ禍における
ⓙ
経済活動の停滞が雇用などにも影響し，所得格差や貧困の拡大による社

会の分断も懸念されている。

問1 下線部ⓐの近年の日本の貿易に関する記述として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 1

① 2021年の日本の貿易総額（輸出額と輸入額の合計）は，日本の国家予算（2021年

度一般会計）とほぼ同額である。

② 貿易収支は過去40年間，赤字になったことはない。

③ 輸出品に関しては，1960年と比べると，繊維品の割合が増加した。

④ 輸入品に関しては，1960年と比べると，機械類の割合が大幅に増加した。
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問10 下線部ⓙの経済活動に関連して，経済発展の原動力としてイノベーションによる創

造的破壊の重要性を説いた人物として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 10

① シュンペーター ② フリードマン

③ ケインズ ④ マルサス
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問6 下線部ⓕの中国の貿易自由化に関連して，中国で外国の技術や資本の導入を目的と

して開放された経済特区に指定された都市として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 6
マカオ

① 澳門 ② 北京
シュンチェン

③ 香港 ④ 深圳

問7 下線部ⓖのサプライチェーンに関連して，日本の企業がサプライチェーンを寸断さ

れ，打撃を受けた出来事として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 7

① アメリカ同時多発テロ ② タイの大洪水

③ 第一次石油危機 ④ 阪神・淡路大震災

問8 下線部ⓗの中国の台頭に関連して，2000年以降の中国経済に関する記述として最も

適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 8

① 2001年に，ＧＤＰの規模が日本を抜いて世界第2位となった。

② 2008年のリーマンショックを契機に，ＷＴＯに加盟した。

③ 中国主導で57か国が創設メンバーとなるＡＩＩＢが，2015年に設立された。

④ 東アジアとの経済関係を強化するため，2016年にＡＳＥＡＮに加盟した。

問9 下線部ⓘのアメリカに関連して，2021年のアメリカの貿易に関する記述として最も

適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 9

① 貿易収支は黒字に転換した。

② 貿易額における輸入相手国の1位は日本である。

③ 貿易輸入額は世界1位である。

④ 貿易輸出額は世界1位である。
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問1 文中の 11 ， 12 に入る語句として最も適当なものを，各群の①～④の

うちからそれぞれ一つずつ選びなさい。

11 ① スロベニア ② クロアチア

③ リトアニア ④ コソボ

12 ① オバマ ② ブッシュ

③ クリントン ④ レーガン

問2 文中の Ａ ， Ｂ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次

の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 13

① Ａ ユニラテラリズム Ｂ マルチラテラリズム

② Ａ ユニラテラリズム Ｂ バイラテラリズム

③ Ａ マルチラテラリズム Ｂ ユニラテラリズム

④ Ａ マルチラテラリズム Ｂ バイラテラリズム

⑤ Ａ バイラテラリズム Ｂ ユニラテラリズム

⑥ Ａ バイラテラリズム Ｂ マルチラテラリズム

問3 下線部ⓐの旧ユーゴスラヴィアに関する記述として最も適当なものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 14

① 旧ユーゴスラヴィアは，東側の軍事同盟であるワルシャワ条約機構に1991年の解

散まで加盟していた。

② 2003年にセルビア・モンテネグロと国名を変更したが，2006年にモンテネグロが

分離・独立した。

③ 旧ユーゴスラヴィアは，1991年のソ連崩壊を契機として，旧ソ連を構成していた

11か国で構成する独立国家共同体（ＣＩＳ）に加盟した。

④ 1968年，旧ユーゴスラヴィアで自由化，民主化運動が活発化したが，ワルシャワ

条約機構軍の介入などで挫折した。
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～問7）に答えなさい。

第二次世界大戦の終結から50年以上が経過し，この間，国際社会は大きな変貌を遂げた。

国際政治の面では，1989年に東西冷戦の終結が宣言され，戦後の国際社会を規定し緊張を

もたらしてきた冷戦構造は終焉を告げた。さらに，同年，東欧では民主化革命が遂行され，

ソビエト連邦もこの2年後に崩壊した。

しかし，冷戦終結により国際政治情勢に安定がもたらされたわけではない。資本主義と

社会主義の対立構造は沈静化したが，それに代わり民主化運動や民族・宗教を背景にした

地域的な紛争が多発している。

ⓐ
旧ユーゴスラヴィアでは1992年までに五つの共和国に分裂し，ボスニア・ヘルツェゴビ

ナや 11 自治州などで武力抗争が起きた。アフリカでも，1990年代に
ⓑ
ソマリアや

ⓒ
ル

ワンダなどで部族間紛争が起きた。

さらに，2001年9月11日の事件を契機として，アメリカは，従来の国家間の戦争とは異

なる「テロとの戦い」を打ち出した。アメリカは2003年にはイラクが大量破壊兵器を保有

しているとして，武力行使を認める明確な
ⓓ
国連安保理決議のないまま，多くの国々の反対

にもかかわらず， 12 大統領はイギリスとともにイラク戦争を開始した。こうした

Ａ は，国連の基本原則である Ｂ に反するものとして批判された。

また，ソーシャル・メディアの発達は思わぬ事態をもたらした。チュニジアで一人の青

年が警察の理不尽な取り締まりに抗議して焼身自殺を図ったことが発端で，フェイスブッ

クなどのソーシャル・メディアを通じての抗議デモの呼びかけが大規模な反政府デモに発

展し，2011年1月，長年続いたベンアリ独裁体制は崩壊した。

民主化を求める民衆運動は瞬く間に周辺諸国に波及し，アラブの多くの国で強権体制が

崩壊していくこととなる。こうした中東・北アフリカのアラブ諸国に広がった民主化の波

を「
ⓔ
アラブの春」という。ただし，独裁政権が倒れることで民主化が達成されるわけでは

なく，独裁政権が崩壊したアラブ諸国では，宗派の対立や民族間対立などを背景に政治的

な混乱が続いている。また，これらの国々では革命後にイスラム武装勢力などによるテロ

が続発するなど，政情はいまだに不安定である。
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問7 下線部ⓔのアラブの春で政権が崩壊しなかった国として最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 18

① シリア ② エジプト ③ リビア ④ イエメン
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問4 下線部ⓑのソマリアに関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 15
つの

① アフリカの角に含まれるソマリアでは，第二次世界大戦後間もない時から内戦が

はじまった。

② ソマリアでの内戦はイスラム系住民とカトリック系住民の衝突が発端であった。

③ 1992年国連安保理はソマリアにＰＫＯを実行することを決定し，アメリカを中心

とする多国籍軍が送られ，内戦は沈静化した。

④ 日本は海賊対処法により2009年からソマリア沖へ護衛艦を派遣し，海賊取り締ま

りに当たっている。

問5 下線部ⓒに関連して，ルワンダ内戦に関する記述として最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 16

① ルワンダ西部のダルフールで発端となった部族間の対立が激化し，多数の死者や

難民が発生した。

② 1962年までルワンダを委任統治したイギリスが，少数派のツチ族を優遇し，多数

派のフツ族を支配させたのが内戦の原因である。

③ 1998年9月2日，ルワンダ国際刑事裁判所は，国際法廷の裁判で，ジェノサイド

犯罪と定義された世界で初の有罪判決を下した。

④ 内戦は1994年7月にツチ過激派がルワンダ愛国戦線を武力で打倒して終結した。

問6 下線部ⓓの国連安保理に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 17

① 安全保障理事会の理事国になると，理事会と総会で拒否権を行使することができ

る。

② 安全保障理事会の非常任理事国の任期は3年である。

③ 安全保障理事会では，紛争解決のために非軍事的および軍事的強制措置を決定で

きる。

④ 安全保障理事会の非常任理事国は10か国から構成され，この国の数は国連創設以

降，変更されていない。
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問1 文中の 19 ， 20 に入る語句として最も適当なものを，各群の①～④の

うちからそれぞれ一つずつ選びなさい。

19 ① デフォルト ② スタグフレーション

③ デフレスパイラル ④ デモンストレーション

20 ① 希望を生み出す強い経済 ② 機動的な財政政策

③ 民間投資を促す成長戦略 ④ 大胆な金融緩和

問2 下線部ⓐのインフレに関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 21

① 土地・株式などの所有者の利益は下落する。

② 物価の上昇率が，名目賃金の上昇率を上回った場合には実質賃金は減少する。

③ 債務の価値が実質的に上昇するため，債務者の返済の負担が増加する。

④ 年金生活者にとっては物価上昇の影響は少なく，生活は良くなる。

問3 下線部ⓑのゼロ金利政策に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 22

① 日本銀行は，バブル崩壊後の1991年に一度，ゼロ金利政策を実施している。

② ゼロ金利政策は，導入されて以来，一度も解除されることなく今日まで継続され

ている。

③ ゼロ金利政策とは，短期金融市場における無担保コールレートをほぼゼロとする

政策である。

④ ゼロ金利政策の導入で，市中銀行の貸し付け利率もゼロとなる。

問4 下線部ⓒの量的緩和政策に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 23

① 金融政策の操作目標をマネタリーベースやその伸び率に設定する。

② 市中に流通する紙幣の発行残高を政策目標に変更する。

③ 政策金利の操作目標を長期国債の金利に変更する。

④ この政策の導入時，消費者物価の前年比上昇率2％を目標にした。
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第3問 次の対話文を読み，下の問い（問1～問7）に答えなさい。

生徒：物価が上がり始めましたね。

先生：そうだね。コロナ禍にはじまった供給網の混乱等に発する世界的な
ⓐ
インフレの波か

らは日本も免れることはできず，2022年12月の消費者物価指数は前年同月比で

4．0％アップと実に41年ぶりの上昇率となったね。

生徒：長く物価が上がらなかったのはなぜですか。

先生：1990年代半ばからモノの価格，サービスの価格そして賃金の3つが動きを止

め，1995年には，消費者物価上昇率がマイナスとなり，1997年には，消費税増税，

歳出削減などの緊縮財政を行った結果，デフレの様相を呈するようになった。その

後，日本政府は日本経済が「緩やかなデフレ」状態であることを公式にみとめた。

そして日本の多くの労働者は「賃金は上がらない」ことを当たり前に考えるように

なっていた。

生徒：なるほど。賃金だけが横ばいで価格が右肩上がりを続けたとすれば，消費者は生活

できないです。賃金が横ばいなら価格が下落してくれたら助かります。これが物価

の下落と不況が相互に悪循環をもたらす 19 の原因ですね。

先生：その対策として日本銀行は1999年に
ⓑ
ゼロ金利政策を実施し，2001年には

ⓒ
量的緩和政

策を採用した。これらは，基本的には
ⓓ
短期金利が低下して通常の金融政策が無効と

なる状況に経済が陥っているとの認識に基づいたものだ。一方，安倍内閣は2012年

末より「アベノミクス」と呼ばれる経済政策を打ち出した。その第1ステージの

「三本の矢」の第一の矢が 20 である。日本銀行も2013年に，2年で2％の物

価安定目標を内容とする量的・質的金融緩和政策を導入したが，実現しなかった。

ところが2022年に大幅に物価が上昇することになった。

生徒：どうしてこのような状況でインフレになったのですか。

先生：今のインフレはコロナ禍による世界的供給網の混乱と原材料費の高騰分の価格転嫁

によるものだ。

生徒：原因はどうであれ，多くの日本人が「物価が上がっている」という実感を強く持ち

始めたのですね。

先生：だから労働者，
ⓔ
労働組合も本気で賃金アップを求めだした。2023年春は5％賃上げ

を要求しているね。

生徒：親企業や大企業が賃上げを行い，それが
ⓕ
中小下請け企業にまで及べばいいですね。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～問8）に答えなさい。

近代人権宣言の基本原理に平等と自由がある。近代における平等は，封建的な身分制度

の廃止をめざしたが，特に，人間の尊厳を侵すような差別を否定した。

自由に関しては，近代資本主義社会は
ⓐ
自由権の保障とともに発展したともいえる。その

一方で，失業・貧困・飢餓・疾病という様々な弊害や社会的・経済的強者と弱者の格差と

いう問題を引き起こした。

このような状況の中で，
ⓑ
人間の尊厳（個人の尊重）の保護を徹底するために，実質的な

自由・平等を内容とする権利である社会権が重要視されるようになり，国民の最低限度の

生活を保障する
ⓒ
福祉国家へと移行していく。この

ⓓ
社会権を世界で最初に憲法に規定したの

は 27 で，生存権をはじめ労働者の権利等を規定し，現代立憲主義的憲法のさきが

けとなった。

日本において最初の近代的な憲法は，
ⓔ
大日本帝国憲法（以下，「明治憲法」とする）で

ある。明治憲法では主権は天皇に帰属し，天皇は統治権の総攬者として統治権をすべて掌

握するものとされた。それゆえ統治機構においても，皇族，華族，勅任議員で構成される

Ａ と民選の議員で構成される Ｂ の二院からなる帝国議会は，天皇がもつ立法

権に協賛する機関にすぎなかった。

また国民の人権についても「臣民」の権利として「法律の範囲内」で恩恵的に与えられ

たものにすぎず，その保障は十分なものではなかった。

1946年11月3日，明治憲法の改正手続きによって
ⓕ
日本国憲法は公布される。形式的には

明治憲法改正手続きによって制定されたが，実質的には明治憲法とはまったく異なるもの

である。自由権の規定はもちろん，法の下の平等を中心に，個人の尊厳と両性の本質的平

等や教育の機会均等，選挙権・被選挙権の平等などを定めている。社会権についても，日

本国憲法25条が生存権を規定しこれを受けて国は社会保障制度を整備していくこととなっ

た。

問1 文中の 27 に入る語句として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 27

① フランス第四共和国憲法 ② アメリカ合衆国憲法

③ ワイマール憲法 ④ ソビエト憲法
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問5 下線部ⓓのように金融緩和をしても金利が下がらず，金融政策が有効性を失う現象

として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 24

① マーシャルのｋ ② ギッフェンの逆説

③ 市場の失敗 ④ 流動性の罠

問6 下線部ⓔの労働組合に関して，今日の日本の労働組合の組織率が低下した原因に関

する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 25

① 人口構成の高齢化により企業の年齢構成が高齢化したこと

② 産業構造の変化により第二次産業の労働者が増えたこと

③ 女性の社会進出で女性の労働者が増えたこと

④ パートタイムやアルバイトなどで働く人が増えたこと

問7 下線部ⓕに関連して，日本の企業の数に占める中小企業の割合について最も適当な

ものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 26

① 59％ ② 75％ ③ 87％ ④ 99％
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問5 下線部ⓒの福祉国家の歴史に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 31

① アメリカで第二次世界大戦中にベバリッジによって提唱された総合的な社会保障

制度は，その後，各国の福祉政策のモデルの一つになった。

② ドイツでは資本主義経済の発達が遅れたためもあって，20世紀に入るまでは福祉

国家的施策が採用されることはなかった。

③ イギリスにおいて福祉国家への転換を示すものは，ニューディール政策の時期に

成立した社会保障法である。

④ 日本では，1920年代に健康保険法などの社会立法が成立し，その一部は第二次世

界大戦後の福祉国家的施策の中に引き継がれた。

問6 下線部ⓓの社会権に関連して，日本国憲法26条に示されたことを受けて制定され，

第1条で教育の目的を明示している法律として最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選びなさい。 32

① 学校設置法 ② 学校基本法 ③ 教育推進法 ④ 教育基本法

問7 下線部ⓔの大日本帝国憲法に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 33

① 大日本帝国憲法は，伊藤博文らがフランス留学の成果を得て，その影響下で策定

された。

② 大日本帝国憲法は，1899年に明治天皇によって欽定憲法の形をとって発布された。

③ 大日本帝国憲法における天皇大権の一つに統帥権があり，内閣や議会も関与でき

なかった。

④ 大日本帝国憲法では，学問の自由と信教の自由を除き，自由権についてはいわゆ

る「法律の留保」が付されていた。

問8 下線部ⓕの日本国憲法が公布された時の内閣総理大臣として最も適当なものを，次

の①～④のうちから一つ選びなさい。 34

① 吉田茂 ② 幣原喜重郎 ③ 片山哲 ④ 近衛文麿
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問2 文中の Ａ ， Ｂ に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを，次

の①～⑥のうちから一つ選びなさい。 28

① Ａ 枢密院 Ｂ 衆議院 ② Ａ 枢密院 Ｂ 参議院

③ Ａ 貴族院 Ｂ 参議院 ④ Ａ 貴族院 Ｂ 衆議院

⑤ Ａ 衆議院 Ｂ 参議院 ⑥ Ａ 参議院 Ｂ 衆議院

問3 下線部ⓐの自由権に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 29

① 日本国憲法に規定されている自由権は，精神の自由，政治参加の自由，経済の自

由の三つに大別することができる。

② 近代憲法の成立期に自由権の担い手となったのは，資本主義経済の発達とともに

登場した労働者階級である。

③ 近代憲法の基礎となった考え方によれば，自由権は天賦の人権であって，国家と

いえども侵すことのできないものである。

④ 自由権とは，大企業や労働組合などの社会的な権力による個人の生活への干渉や

介入に対して，その排除を求めるものである。

問4 下線部ⓑに関連して，人間の尊厳（個人の尊重）を侵す差別とは必ずしもいえない

ものとして最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 30

① 公務員の採用試験で，応募者の学業成績が低いことを理由に不採用にすること。

② 公務員の採用試験で，応募者が女性であることを理由に不採用にすること。

③ 公務員の採用試験で，応募者が婚姻した夫婦の間に生まれた子ではないことを理

由に不採用にすること。

④ 公務員の採用試験で，応募者がある宗教を信仰し，その信者であることを理由に

不採用にすること。
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1

⑴ 2�3＋4
3 の整数部分を a，小数部分を b とおくと，

a ＝ 1 ，2a2＋6ab ＋9b2＝ 2 3

である。

⑵ 0°＜θ＜90°とする。sinθcosθ＝ 18 のとき，

sinθ＋ cosθ＝
5

4
，tan2θ＋ 1

tan2θ ＝ 6 7

である。

⑶ △OABにおいて，OA＝4，OB＝5，AB＝�21とすると，

cos∠AOB＝
8

9

である。また，△OABの面積を S，外接円の半径を R とおくと，

S ＝ 10 11 ，R ＝ 12

である。

⑷ 100以下の自然数の集合を全体集合 U とし，U の部分集合 A，B について，

A ＝�n�n ＝2k ＋1，k は整数�，B ＝�n�n ＝3k ＋1，k は整数�

のとき，A ∪ B の要素の個数は 13 14 ，A ∩ B の要素の個数は

15 16 である。
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021－53

2 a を実数の定数とする。2次関数

f（ x）＝ x2－（2a －4）x ＋4a －11

について，y ＝ f（ x）のグラフを C とし，その頂点を P（ p，q ）とおく。

⑴ p，q を a の式で表すと

p ＝ a － 17 ，q ＝－ a2＋ 18 a － 19 20

である。

⑵ C が x 軸と異なる2点で交わる a の値の範囲は

a ＜ 21 ， 22 ＜ a

である。

C が x 軸の正の部分と2点 A，Bで交わるとする。AB＝4�6のとき，a の値

は

a ＝ 23

であり，三角形 PABの面積は

△PAB＝ 24 25 26

である。

⑶ f（ x）の1≦ x ≦5における最大値をM，最小値を m とおく。M ≦10のとき，

a の値の範囲は

27 ≦ a ≦ 28

であり，m の値の範囲は

－ 29 30 ≦ m ≦ 31

である。
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3 7個の数1，2，3，4，5，6，7から異なる3個の数を取り出し，一列に並べ

て3桁の整数 N を作る。

⑴ 整数 N が

偶数となるのは 32 33 通り，

3の倍数となるのは 34 35 通り，

6の倍数となるのは 36 37 通り

ある。

⑵ 整数 N が

偶数となる確率は
38

39
，

3の倍数となる確率は
40 41

42 43

であり，整数 N が

偶数または3の倍数となるとき，6の倍数となる条件付き確率は

44 45

46 47

である。
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⑶ 1回目の極小から1回目の極大の間に，黒点相対数は平均すると1年あたり

56 57 （/年）だけ増加する。ただし，小数第1位を四捨五入して答えなさい。

⑷ t 年における黒点相対数を N（ t）と表すことにする。黒点相対数の周期的変化を

調べるため，t 年とその k 年後の黒点相対数の差

dN ＝ N（ t ＋ k）－ N（ t）

を k ＝10，11，12，13の4つの場合について求めてグラフにすると，次のように

なった。

60
40
20
0

dN －20
－40
－60
－80
－100

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

t（年）

（ k ＝10） （ k ＝11） （ k ＝12） （ k ＝13）

このグラフから導ける事柄として，次のⅠ，Ⅱ，Ⅲを考える。

Ⅰ このグラフからは黒点相対数の変化の周期性に関する情報は得られない。

Ⅱ dN の値の変化が最も少ないのは k ＝12の場合であるから，黒点相対数は周

期12年の周期的変化を示していると考えられる。

Ⅲ dN の値の平均値が0より小さいことから，この期間の黒点相対数の変化は周

期的変化だけでなく，時間とともに減少していく経年変化も加わっていると考え

てよい。

これらのうち，与えられたデータから正しいと判断できるものは 58 だけ

である。 58 には次の⓪～⑤のうちから適切なものを一つ選びなさい。

⓪ Ⅰ ① Ⅱ ② Ⅲ

③ ⅠとⅡ ④ ⅠとⅢ ⑤ ⅡとⅢ

数

学

021－57

4 次のグラフは，ある観測所での太陽観測に基づいて求められた黒点相対数の年平均

値を小数以下を四捨五入し，1993年から2022年までの30年間にわたってグラフに

表したものである。（黒点相対数とは，太陽表面に存在する黒点と黒点群の総量を計

測し数値化したもので，太陽の活動度の指標となる。）

120

110

100

90

80

70

黒
点
相
対
数

60

50

40

30

20

10

0

19
93
19
94
19
95
19
96
19
97
19
98
19
99
20
00
20
01
20
02
20
03
20
04
20
05
20
06
20
07
20
08
20
09
20
10
20
11
20
12
20
13
20
14
20
15
20
16
20
17
2 0
18
20
19
20
20
20
21
20
22

年

⑴ この30年間の黒点相対数の最大値は 48 49 50 ，最小値は 51

である。

⑵ このグラフには，黒点相対数の極小（減少から増加に変わるところ）が3回，極

大（増加から減少に変わるところ）が2回現れている。極小から次の極小までの年

数の平均値は 52 53 . 54 年，極小から次の極大までの年数の平均

値は 55 年である。
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日
本
で
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
関
係
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
一
冊
の
重
要
な
本
を
読

み
解
い
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
元
電で
ん

通つ
う

総そ
う

研け
ん

〔
日
本
の
広
告
代
理
店
・
電
通
の
社
内
組
織
〕
の
四よ

つ

元も
と

正ま
さ

弘ひ
ろ

と
千せ

ん

羽ば

ひ
と
み
が
書
い
た

『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
で
あ
る
。
こ
の
本
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
電
通
が
展
開
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
手
法
と
そ
の
内
容
が
、
二
〇
一
五
年
以
降
の
日
本
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
社
会
運
動
と
大
き
く
関
連
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
社
会
運
動
の
こ
の
連
動
を
「
市
場
化
さ
れ
る
社
会
運
動
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

日
本
で
電
通
が
展
開
す
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
を
対
象
に
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
は
、
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ

な
ら
電
通
は
、
二
〇
一
五
年
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ブ
ー
ム
」
の
火
付
け
役
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
電
通
が
仕
掛
け
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

ブ
ー
ム
」
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
社
会
運
動
の
新
た
な
あ
り
方
を
提
唱
し
、
と
り
わ
け
一
五
年
以
降
、
そ
れ
以
前
と
は
大
き
く
異
な
る
社

会
運
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
社
会
運
動
の

ウ

は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
め
ぐ
る

エ

戦
略
、
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
あ
る
。
一
五
年
四
月
に
渋
谷
区
で
始
ま
っ
た
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を
報
道
す
る
際
の
メ
デ
ィ
ア

エ

や
、

写
真
家
レ
ス
リ
ー
・
キ
ー
〔
一
九
七
一
―
〕
が
撮
っ
た
約
一
万
人
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
と
そ
の
写
真
展
「O

U
T
 IN
 JA
PA
N

」
な
ど
が

そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
自
治
体
、
企
業
、
そ
し
て
そ
れ
に
賛
同
す
る
団
体
や
個
人
が
、
こ
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
社
会
運
動
の
新
た
な
担
い

手
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
電
通
に
よ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で
は
、
社
会
運
動
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
結

び
付
い
て
い
る
。
四
元
と
千
羽
は
そ
れ
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

※

※
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一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。（
な
お
、〔

　
　
〕
は
出
題
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。）

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
組
織
内
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
視
点
を

ア

に
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
一
方
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

は
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
市
場
に

ア

に
巻
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
の
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
企
業
の
実
践
例
は
、
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
企
業
の
分

野
は
、
例
え
ば
、
保
険
、
ホ
テ
ル
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
美
容
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
多
様
な
人
材
の
組
織
へ
の
登
用
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
多
様
な
「
差

異
」
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
包
摂
す
る
こ
と
で
組
織
の
売
り
上
げ
を
増
大
さ
せ
る
と
い
う
発
想
が
あ
る
。
組
織
内
で
の
差
異
の
排
除
に
は
経
済

活
動
を
阻
害
す
る
要
因
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
多
様
な
人
材
の
包
摂
と
そ
れ
に
伴
う
人
権
擁
護
こ
そ
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
延
長
に
あ
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

よ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
擁
護
が
そ
も
そ
も
経
済
活
性
化
と
連
動
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
差
異

を
商
品
化
し
な
が
ら
人
権
問
題
に
目
を
向
け
よ
う
と
い
う
発
想
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ
び

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
な
か
で
語
ら
れ
る
人
権
は
、
そ
も
そ
も
経
済
活
動
に

イ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

※

Ａ
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商
品
を
作
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
売
り
出
し
た
ら
、
こ
ち
ら
か
ら

ア

に
商
売
を
せ
ず
と
も
顧
客
が
自
発
的
に
そ
の
消
費
主
体
に
な
る
仕
組

み
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
で
は
顧
客
と
は
一
体
誰
の
こ
と
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
市
場
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

顧
客
に
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が
想
定
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
っ
て
も
「
活
動
家
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
）」
か
ら
「
意
識
高
い
系
消
費
者
」
や

「
意
識
低
い
系
消
費
者
」
な
ど
ま
で
濃
淡
が
存
在
し
て
い
て
、
顧
客
定
義
が
難
し
い
と
い
う
。
先
の
電
通
の
調
査
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
市
場
規
模
を

約
五
・
九
兆
円
と
算
出
す
る
こ
と
で
日
本
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
消
費
市
場
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
て
い
る

が
、「
社
会
運
動
と
し
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
標
榜
す
る
四
元
と
千
羽
は
、
逆
に

Ⅱ

を
あ
ま
り
重

視
し
な
い
。「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
消
費
ニ
ー
ズ
が
特
殊
だ
」
と
い
う
前
提
を
疑
問
に
付
し
、
む
し
ろ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
特
化
し
た
商
品
開
発
が
日
本
で
は
逆

に
当
事
者
へ
の
反
感
を
生
み
か
ね
な
い
と
警
戒
す
る
。
つ
ま
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
有
望
顧
客
像
と
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
む
し

ろ
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
元
と
千
羽
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
で
、
こ
の
社
会
運
動
を
成
功
あ
る
い
は
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
」
と
い
う

問
い
を
発
し
、
そ
れ
に
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

社
会
運
動
の
広
が
り
に
「
最
初
の
追
従
者
＝
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
」
が
必
要
不
可
欠
だ
と
い
う
鉄
則
に
の
っ
と
り
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
連

す
る
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
は
誰
か
？
」、
そ
し
て
「
そ
の
彼
ら
・
彼
女
ら
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
運
動
の
価
値
は
な
に
か
？
」
を
見
定
め
て
、

Ｂ

Ｘ
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
人
は
も
と
よ
り
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ス
ト
レ
ー
ト
層
を
対
象
に
す
る
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

へ
の
差
別
な
き
社
会
を
目
指
す
社
会
運
動
を
取
り
込
ん
だ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
、
社
会
運
動
を
基
軸
に
考
察
を
加
え
た
い
。

つ
ま
り
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
の
は
、「
社
会
運
動
と
し
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
社
会
運

動
を
「
取
り
込
み
」、
そ
れ
と
連
携
す
る
こ
と
で
よ
り

オ

に
展
開
さ
れ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
運
動
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

発
想
の

カ

が
あ
る
。
従
来
の
社
会
運
動
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
権
擁
護
に
向
け
た
地
道
な
草
の
根
的
運
動
だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
一
〇
年

代
の
新
し
い
社
会
運
動
と
し
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
差
別
な
き
社
会
を
目
指
す
社
会
運
動
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
結
び
付
い
て

い
く
。

で
は
、
社
会
運
動
が
ど
の
よ
う
に
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。
四
元
と
千
羽
は
、
一
般
に
広
く
知
ら
れ
て
い

る
著
名
な
経
営
学
者
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
著
書
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

四
元
と
千
羽
に
よ
る
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
本
質
は
「
売
れ
る
商
品
を
ど
う
つ
く
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

Ⅰ

が
必
要
で
あ
る
。「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
理
想
は
、
販
売
を
不
要
と
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ

を
知
れ
ば
商
品
は
お
の
ず
と
売
れ
る
。
つ
ま
り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、「
何
を
売
る
か
」
で
は
な
く
「
売
る
た
め
の
努
力
を

最
小
化
」
し
な
が
ら
、
お
の
ず
と
顧
客
が
そ
れ
を
買
う
よ
う
仕
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
商
品
の
作
り
手
が
顧
客
の
こ
と
を
十
分
理
解
し
、
売
れ
る

※
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ボ
ー
プ
ラ
イ
ド
」
で
あ
る
。
近
年
で
は
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
協
賛
企
業
数
の
著
し
い
増
加
で
あ
る
。
四
元
と
千
羽
が
い
う
に
は
、
そ
こ
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
自
体

を
消
費
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。「
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド
」
に
企
業
が

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に

Ⅳ

が
で
き
る
。
こ
れ
が
無
意
識
に
企
業
に
対
す
る
評
価
を
上

げ
、
同
時
に
同
社
製
品
す
べ
て
に
対
す
る
評
価
を
自
動
的
に
押
し
上
げ
る
。
こ
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通

し
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
非
常
に
効
率
的
な
の
で
あ
る
。

四
元
と
千
羽
に
よ
る
「
社
会
運
動
と
し
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
戦
略
を
総
括
し
て
み
よ
う
。

ａ
　
こ
こ
で
立
ち
上
が
っ
て
く
る
主
体
は
、
パ
レ
ー
ド
に
な
ん
と
な
く
参
加
し
て
い
て
、
必
ず
し
も
強
い
人
権
意
識
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
消
費
者
と
し
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
ア
ラ
イ
で
あ
り
、
ア
ラ
イ
の
姿
勢
を
示
す
企
業
で
あ
る
。

ｂ
　
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
例
え
ば
「
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド
」
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
重
要
な
市
場
展
開
の
場
と
見
な
し
、
そ
こ

に
企
業
が
参
加
す
る
こ
と
で
企
業
ブ
ラ
ン
ド
を
上
昇
さ
せ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
参
加
企
業
の
製
品
評
価
を
上
げ
る
と
い
う
戦
略
を
と
る
。

ｃ
　
し
か
し
四
元
と
千
羽
の
戦
略
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
直
接
の
顧
客
と
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
人
々
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
あ
え
て
不
問
に
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
で
は
な
い
人
々
が
社
会
運
動
に
賛
同
す
る
よ
う
な
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
と
し
て
の
主
体
の
立
ち

上
げ
方
を
模
索
し
て
い
る
。
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最
終
的
に
ど
う
や
っ
て
巻
き
込
む
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
だ
。
つ
ま
り
こ
れ
が
社
会
運
動
論
視
点
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
求
め
ら
れ
る
基
本
戦
略
な
の
で
あ
る
。

社
会
運
動
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、
一
部
の
活
動
家
が
声
を
張
り
上
げ
る
こ
と
で
は
な
い
。
運
動
の
成
否
は
、
こ
の
運
動
家
に
追
従
す
る

「
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
」
に
か
か
っ
て
い
て
、「「
面
白
そ
う
だ
か
ら
参
加
し
ち
ゃ
っ
た
」
的
な
軽
い
ノ
リ
で
運
動
に
参
加
す
る
意
識
低
い
系
の

ほ
う
が
よ
り
重
要
な
役
割
を
担
う
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

を
握
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
強
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
行
動
力
、
人

権
問
題
意
識
を
も
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
で
は
な
い
。
四
元
と
千
羽
に
よ
る
と
、
そ
う
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
が
目
立
つ
こ
と
は
む
し
ろ
、
社
会

運
動
に
お
け
る
意
識
低
い
系
や
一
般
ス
ト
レ
ー
ト
層
と
の

Ⅲ

が
あ
る
。
つ
ま
り
よ
り
重
要
な
の
は
、
当
事
者
だ
け

で
は
な
く
、
当
事
者
の
周
辺
の
人
た
ち
―
―
い
わ
ゆ
る
「
ア
ラ
イ
（ally

）」
と
呼
ば
れ
る
人
々
―
―
を
社
会
運
動
と
し
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
ど
う
巻
き
込
む
か
な
の
で
あ
る
。

四
元
と
千
羽
の
主
張
に
耳
を
傾
け
る
な
ら
、
日
本
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う

特
定
の
消
費
主
体
を
あ
え
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
な
く
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
生
き
方
や
活
動
に
賛
同
す
る
支
援
者
で
あ
る
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
を
含
め

て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
緩
く
広
く
す
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。
こ
こ
に
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
だ
け
を
消
費
者
と
す
る
よ
り
も
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
を
含
め
た

ほ
う
が
、
よ
り
市
場
は
広
が
る
と
い
う
計
算
が
は
た
ら
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
を
も
巻
き
込
ん
だ
市
場
展
開
の
重
要
な
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
東
京
レ
イ
ン

Ｙ

※
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で
あ
り
、
そ
の
後
の
累
積
数
は
徐
々
に
増
加
傾
向
に
は
あ
っ
た
。
そ
れ
が
急
増
し
た
の
が
、
渋
谷
区
で
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
が
作

ら
れ
た
一
五
年
以
降
で
あ
る
。
一
四
年
ま
で
は
百
一
件
、
一
五
年
は
百
三
十
二
件
、
そ
し
て
一
六
年
に
は
二
百
三
十
五
件
と
一
年
で
約
二
倍
弱
の

伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
五
年
以
降
の
新
し
い
社
会
運
動
の
展
開
と
重
な
る
よ
う
に
、
行
政
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
を
め
ぐ
る

人
権
施
策
が
全
国
的
に
急
速
に
広
が
っ
た
。

つ
ま
り
、
日
本
の
地
方
自
治
行
政
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
を
め
ぐ
る
人
権
施
策
へ
の
関
心
は
、
企
業
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
手
を
携
え
な
が
ら
進
ん
で
い
っ
た
と
い
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
へ
の
関
心
が
高
ま
ら
な
け
れ
ば
、
行
政
に
よ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
を
め
ぐ
る
人
権
施
策
へ
の
関
心
は
低
い
ま
ま
だ
っ
た
可
能
性
が
十
分
に

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
興
隆
に
伴
い
人
権
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
る
向
き
は
、
た
し
か
に
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で
人
権
問
題
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
は
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
第
一
の
目
的
に
な
り
、
そ
こ
に
社
会
運
動
が
取
り
込
ま
れ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
傍

流
化
さ
せ
た
り
矮
小
化
さ
せ
た
り
す
る
危
険
は
な
い
か
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
全
体
の
問
題
と
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
擁
護
に
つ
い
て
、
例
え

ば
四
元
と
千
羽
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
は
理
念
的
に
極
力
守
ら
れ
る
べ
き
だ
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
風
に
、
ま
た
ど
こ
ま
で
守
ら
れ
る
か
は
多
数
決
に

Ｚ
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ｄ
　
つ
ま
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
対
象
と
し
て
何
か
を
売
る
と
い
う
方
向
性
を
模
索
し
な
い
。

ｅ
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
一
見
す
る
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
を
消
費
主
体
と
し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

そ
う
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
「
イ
メ
ー
ジ
を
商
品
化
す
る
こ
と
」
―
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
個
々
の
存
在
自
体
が
商
品
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
―
―
に
よ
っ
て
企
業
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
一
連
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
社
会
運

動
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
社
会
運
動
は
、
そ
れ
ま
で
日
本
に
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

＊

問
題
は
、
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
社
会
運
動
を
取
り
込
ん
だ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
、
四
元
と
千
羽
が
い
う
よ
う
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ

の
差
別
が
な
い
社
会
を
目
指
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
人
権
問
題
を
前
面
に
掲
げ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
よ
る
社
会
運

動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
い
当
事
者
、
ア
ラ
イ
、
賛
同
企
業
の
輪
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
、
結
果
的
に
社
会
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ

せ
、
差
異
の
尊
重
と
平
等
な
包
含
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
こ
に
落
と
し
穴
は
な
い
か
。

近
年
の
企
業
に
よ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
文
脈
と
あ
わ
せ
て
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
人
権
問
題
へ
の
関
心
を
急
速
に
高
め
て
い
っ
た
こ
と
は
認
識
す
べ
き
重
要
な
点
だ
ろ
う
。
例
え
ば
二
〇
一
七
年
に
、
全
国
の
地
方
自
治

体
が
性
自
認
・
性
的
指
向
に
関
連
す
る
施
策
を
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ
て
き
た
か
の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
地
方
自
治

体
で
性
自
認
・
性
的
指
向
に
言
及
し
た
行
動
計
画
や
指
針
な
ど
が
最
初
に
策
定
さ
れ
た
の
は
〇
三
年
の
「
福
岡
県
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
指
針
」

Ｃ
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（
新し

ん

ヶが

江え

章あ
き

友と
も

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
ゆ
く
え
―
―
市
場
化
さ
れ
る
社
会
運
動
」〔『
多
様
性
と
の
対
話
』
所
収
〕
に
よ
る
。

た
だ
し
出
題
に
際
し
て
一
部
表
記
・
表
現
を
改
め
、
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

※
　
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ＝Sexual O

rientation &
 Gender Identity

の
頭
文
字
の
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
性
的
指
向
、
性
自
認
の
こ
と
を
指
す
。

※
　『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』

＝
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
事
例
か
ら
理
解
す
る
新
し
い
企
業
戦
略
―
（
宣
伝
会
議

　
実
践
と
応
用
シ
リ
ー
ズ
）』

（
二
〇
一
七
年
、
宣
伝
会
議
）
の
こ
と
。

※
　「O

U
T
 IN
 JA
PA
N

」

＝
「
日
本
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
は
じ
め
と
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
市
井
の
人
々
を
含
む

幅
広
い
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
様
々
な
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
が
撮
影
し
、
五
年
間
で
、
一
万
人
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（O

U
T
 IN
 JA
PA
N

　
公
式
サ
イ
ト
よ
り
）
の
こ
と
。

※
　
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
（Peter F. D

rucker

　
一
九
〇
九
―
二
〇
〇
五
）
＝
ア
メ
リ
カ
の
経
営
学
者
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

023 9

従
っ
て
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
決
め
る
の
で
あ
る
。

民
主
主
義
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
四
元
と
千
羽
の
こ
の
主
張
は
、
本
の
な
か
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
人
権
は
、
誰
も
が
普

遍
的
に
も
つ
も
の
で
必
ず
擁
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
人
権
を
擁
護
す
る
か
ど
う
か
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に

よ
る
多
数
決
に
よ
る
と
言
明
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
四
元
と
千
羽
は
、
ア
ラ
イ
や
企
業
を
巻
き
込
ん
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
権

擁
護
に
向
け
た
社
会
の
多
数
派
を
形
成
す
る
こ
と
を
提
起
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
そ
も
そ
も
の
人
権
認
識
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
。

日
本
国
憲
法
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
人
に
基
本
的
人
権
を
保
障
し
て
い
て
、
こ
の
憲
法
の
理
念
に
現
実
社
会
が
適
合
し
て
い
な
い

の
な
ら
ば
、
そ
の
憲
法
の
理
念
に
従
っ
て
社
会
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
同
性
婚
を
め
ぐ
る
裁
判
が
二
〇
一
九
年
か
ら
日
本
で
も

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
裁
判
は
日
本
国
憲
法
に
照
ら
し
、
同
性
間
の
婚
姻
が
日
本
で
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
争
う
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
裁
判
の
結
果
、
同
性
婚
は
認
め
ら
れ
る
と
い
う
判
決
に
な
れ
ば
そ
れ
を
保
障
す
る
法
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
司
法
で
は

な
く
立
法
の
場
が
先
に
同
性
間
の
婚
姻
を
保
障
す
る
法
を
整
備
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
現
在
の
政
治
状
況
を
み
る
と
、
与
野
党
間
で
の
合
意

形
成
が
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
同
性
婚
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
、
多
数
決
に
よ
っ
て
あ
る
人
の
婚
姻
の
権
利
を
認
め
る
／
認
め

な
い
と
い
う
認
識
自
体
が
誤
っ
て
い
て
、
そ
の
権
利
が
憲
法
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
に
基
づ
い
て
同
性
間
の
婚
姻
は
認
め
ら
れ

る
べ
き
も
の
に
な
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
人
権
問
題
が
多
数
決
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
こ
そ
が
民
主
主
義
だ
と
い
う
四
元

と
千
羽
の
主
張
は
危
う
い
も
の
で
あ
る
。

Ｄ



023 12

問
㈠

　空
欄
ア
〜
カ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ア

　 1

　人
道
的

　
　 2

　積
極
的

　
　 3

　総
体
的

　
　 4

　発
展
的

イ

　 1

　従
属

　
　
　 2

　推
測

　
　
　 3

　背
反

　
　
　 4

　配
慮

ウ

　 1

　新
し
さ

　
　 2

　危
う
さ

　
　 3

　親
し
さ

　
　 4

　難
し
さ

エ

　 1

　教
育

　
　
　 2

　表
象

　
　
　 3

　資
源

　
　
　 4

　誘
導

オ

　 1

　機
能
的

　
　 2

　効
果
的

　
　 3

　合
理
的

　
　 4

　反
面
的

カ

　 1

　進
行

　
　
　 2

　直
面

　
　
　 3

　転
換

　
　
　 4

　同
伴

023 11

※
　
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド

＝
性
的
少
数
者
が
、
差
別
や
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
ず
、
前
向
き
に
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
団
体
。
あ
る
い
は
イ
ベ
ン
ト

の
総
称
。
二
〇
一
二
年
よ
り
毎
年
四
月
ま
た
は
五
月
に
、
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
る
。
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問
㈢
　
空
欄
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　
顧
客
に
何
を
売
り
た
い
の
か
を
自
問
し
、
時
流
に
合
わ
せ
て
商
品
を
生
産
す
る
こ
と

2
　
顧
客
の
要
望
を
聞
き
取
り
、
得
ら
れ
る
意
見
に
即
座
に
応
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

3
　
顧
客
が
何
を
買
い
た
い
か
と
問
い
、
ど
の
よ
う
な
満
足
を
求
め
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と

4
　
顧
客
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
調
査
し
、
顧
客
に
新
た
な
欲
望
を
作
る
努
力
を
す
る
こ
と

Ⅱ
　
1

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
を
直
接
の
顧
客
と
想
定
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
可
能
性

2
　
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
は
不
可
欠
と
さ
れ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
意
見
の
意
外
性

3
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
す
る
運
動
の
必
要
性

4
　
社
会
運
動
が
こ
れ
ま
で
置
き
去
り
に
し
て
き
た
消
費
者
と
し
て
の
市
民
の
重
要
性

Ⅲ
　
1

　
経
済
的
格
差
を
問
題
視
し
な
い
限
界

2
　
心
理
的
距
離
を
広
げ
て
し
ま
う
懸
念

3
　
政
治
的
対
立
を
成
す
運
動
の
活
性
化

4
　
論
理
的
矛
盾
を
見
な
い
と
い
う
欺
瞞

023 13

問
㈡

　
傍
線
部
Ａ
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。」
と
あ
る
が
、
そ
の
「
関
係
」
の
説
明
と

し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。
な
お
、
字
数
の
都
合
上
、
選
択
肢
で
は

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
Ａ
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
Ｂ
と
し
て
表
記
す
る
。

1
　
Ａ
は
、
従
来
の
組
織
に
な
い
考
え
方
を
持
つ
者
に
役
割
を
担
わ
せ
、
組
織
を
活
性
化
し
て
経
済
活
動
を
助
長
す
る
と
い
う
発
想
に
立

つ
。
Ｂ
は
、
Ａ
の
発
想
を
踏
ま
え
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ち
が
い
を
反
映
さ
せ
た
商
品
を
消
費
の
対
象
に
し
、
そ
の
商
品
を
介
し
て
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
へ
の
意
識
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
。

2
　
Ａ
は
、
多
様
な
人
材
が
も
た
ら
す
新
し
い
価
値
を
追
求
し
、
経
済
活
動
を
邪
魔
し
な
い
範
囲
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
属
性
を
持
つ
者
を
選
抜

し
、
組
織
の
活
性
化
を
目
論
む
。
Ｂ
は
、
Ａ
の
発
想
を
部
分
的
に
受
け
継
ぎ
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
人
権
を
脅
か
さ
れ
な
い
こ
と
を

意
図
し
て
、
消
費
者
と
し
て
市
場
に
参
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

3
　
Ａ
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
主
張
に
応
じ
た
商
品
開
発
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
組
織
を
つ
く
る
と
い
う
発

想
に
立
つ
。
Ｂ
は
、
そ
の
発
想
を
政
治
的
に
も
実
現
す
る
た
め
に
、
商
品
が
売
れ
る
販
路
を
増
や
し
て
市
場
を
活
性
化
し
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
人
権
を
現
実
的
に
保
障
す
る
社
会
運
動
に
寄
与
す
る
。

4
　
Ａ
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
が
足
ら
な
い
日
本
の
組
織
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
さ
せ
る
た
め
に
求
め
ら
れ
た
。
Ｂ
は
、
そ
の
考
え

方
を
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
消
費
行
動
の
促
進
に
応
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
他
に
も
存
在
す
る
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
が
経
済
活
動
に
参
加
で
き
る
き
っ
か
け
と
な
る
。



023 16

問
㈤

波
線
部
Ｘ
「
標
榜
」
Ｙ
「
肝
要
」
Ｚ
「
興
隆
」
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
言
葉
に
言
い
換
え
た
場
合
、
文
脈
上
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢

1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ｘ

標
榜

1

観
察

2

計
画

3

公
言

4

相
談

Ｙ

肝
要

1

根
底

2

重
大

3

鮮
明

4

特
異

Ｚ

興
隆

1

盛
況

2

風
潮

3

定
着

4

変
化

問
㈥

本
文
中
の
枠
で
囲
ま
れ
た
ａ
〜
ｅ
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
正
し
く
並
べ
替
え
る
と
す
れ
ば
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
ど
れ

が
最
も
適
切
か
。
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

ａ
―
ｄ
―
ｂ
―
ｃ
―
ｅ

2

ｂ
―
ｅ
―
ｃ
―
ａ
―
ｄ

3

ｃ
―
ｂ
―
ａ
―
ｄ
―
ｅ

4

ｅ
―
ｃ
―
ｂ
―
ａ
―
ｄ

023 15

Ⅳ

1

フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
な
る
た
め
に
商
売
を
営
む
こ
と

2

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
み
せ
る
こ
と

3

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
あ
る
こ
と
の
限
界
に
直
面
す
る
こ
と

4

フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
な
る
こ
と
で
生
じ
る
責
任
を
負
う
こ
と

問
㈣

傍
線
部
Ｂ
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
市
場
と
は
何
か
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
粗
雑
な
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
を
避
け
、
よ
り
微
細
な
ち
が
い
に
よ
る
商
品
開
発
に
よ
っ
て
、
多
様
な
有
望
顧
客
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
市
場
。

2

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
支
援
者
に
も
消
費
主
体
と
し
て
の
多
様
性
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
支
援
者
も
問
題
の
当
事
者
で
あ
る
こ

と
を
認
識
さ
せ
る
仕
組
み
を
持
つ
市
場
。

3

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
へ
の
抵
抗
感
を
生
ん
で
し
ま
う
商
品
開
発
を
控
え
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
生
き
方
や
活
動
に
賛
同
す
る
支
援
者
と
い
っ
た

人
々
が
消
費
者
と
し
て
参
入
し
や
す
い
市
場
。

4

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
が
開
発
、
生
産
、
流
通
、
販
売
、
消
費
の
主
な
担
い
手
と
な
る
社
会
に
す
る
た
め
に
、
当
事
者
の
抱
え
る
問
題
に
無

関
心
な
人
々
に
働
き
か
け
る
商
品
が
流
通
す
る
市
場
。
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問
㈧
　
傍
線
部
Ｄ
「
こ
の
考
え
方
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
多
数
決
の
原
理
を
民
主
主
義
だ
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
多
数
派
こ
そ
が
市
民
で
あ
り
、
そ
の
合
議
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
決
定
は
誰
に

で
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
、
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
限
界
を
照
ら
し
出
し
て
し
ま
う
考
え
方
。

2
　
属
性
に
よ
っ
て
求
め
る
権
利
保
障
は
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
決
で
誰
も
が
等
し
く
も
つ
も
の
と
し
て
人
権
が
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
で
、
本
来
は
差
異
が
あ
る
は
ず
の
人
々
が
均
質
な
権
利
を
求
め
る
存
在
と
し
て
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
考
え
方
。

3
　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
に
つ
い
て
、
多
数
派
の
意
見
を
採
用
す
る
方
法
で
決
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
誰
か
の
権
利
を
ほ
か
の

誰
か
が
認
め
た
り
認
め
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
人
権
の
普
遍
性
さ
え
も
揺
る
が
し
て
し
ま
う
考
え
方
。

4
　
合
議
の
結
果
と
し
て
日
本
国
憲
法
の
基
本
的
人
権
は
あ
る
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
と
い
う
点
に
多
数
決

の
原
理
を
持
ち
込
む
こ
と
で
、
誰
が
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
者
な
の
か
と
い
う
新
た
な
議
論
を
呼
び
起
こ
し
て
し
ま
う
考
え
方
。

023 17

問
㈦

　
傍
線
部
Ｃ
「
落
と
し
穴
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
こ
そ
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
で
、
社
会
運
動
が
二
の
次
に
な
り
、
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
深
刻
な
事
態
。

2
　「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
価
値
を
守
る
た
め
の
商
品
開
発
が
、
人
権
問
題
の
意
義
を
誤
っ
て
広
め
て
し
ま
う
と
い
う
政
治
的
側
面
で

の
問
題
が
生
じ
る
事
態
。

3
　
日
本
の
社
会
運
動
に
求
め
ら
れ
る
多
様
性
が
、
経
済
活
動
を
通
じ
た
消
費
文
化
を
形
成
す
る
こ
と
に
陥
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
者
の
生
活

を
も
豊
か
に
し
な
い
と
い
う
事
態
。

4
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
念
が
失
わ
れ
、
行
政
に
よ
る
人
権
施
策
で
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
求
め
る
権
利
保
障
が
度
外

視
さ
れ
る
と
い
う
事
態
。
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二
、
次
の
問
㈠
〜
問
㈢
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

　
次
の
各
文
に
つ
い
て
、
傍
線
部
の
漢
字
に
は
最
も
適
切
な
読
み
を
、
カ
タ
カ
ナ
に
は
最
も
よ
く
該
当
す
る
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
5 

の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①
　
城
の
石
垣
の
普
請
が
長
く
続
い
た
。

 

1
　
シ
ン
ゼ
イ

　
　
2

　
フ
シ
ン

　
　
　
3

　
シ
ン
ジ
ョ
ウ

　
　
4

　
フ
ゼ
イ

　
　
　
5

　
シ
ン
セ
イ

②
　
奈
良
の
古
刹
を
巡
っ
た
。

 

1
　
コ
リ

　
　
　
　
2

　
コ
ジ

　
　
　
　
3

　
コ
ト
ウ

　
　
　
　
4

　
コ
サ
ツ

　
　
　
5

　
フ
ル
デ
ラ

③
　
年
端
も
い
か
な
い
子
ど
も
を
い
た
わ
っ
た
。

 

1
　
ネ
ン
ダ
ン

　
　
2

　
ト
シ
ハ
タ

　
　
3

　
ト
シ
ハ

　
　
　
　
4

　
ト
シ
バ

　
　
　
5

　
ネ
ン
タ
ツ

④
　
手
術
後
、
漸
次
快
復
に
向
か
っ
て
い
る
。

 

1
　
ザ
ン
ジ
　
　
　
2

　
ヨ
ウ
ジ
　
　
　
3

　
セ
ツ
ジ
　
　
　
　
4

　
ザ
ン
ケ
ツ
　
　
5

　
ゼ
ン
ジ
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問
㈨

　
本
文
の
内
容
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
成
功
例
だ
が
、
個
々
人
が
主
体
的
に
参
加
す
る
社
会
運
動

が
企
業
に
誘
導
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
言
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
少
数
者
の
権
利
獲
得
の
た
め
に
は
あ
ら
た
め

て
、
社
会
運
動
は
従
来
の
草
の
根
的
運
動
の
地
道
さ
に
立
ち
返
る
べ
き
だ
。

2
　
二
〇
一
五
年
以
降
の
日
本
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
商
品
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
を
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
と
い
う
一
面
も
あ
り
、
社
会
運
動
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
が
、
そ
の
戦
略
に
お
い
て
人
権
問
題
が
ど
の
よ
う

に
捉
え
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
よ
く
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

3
　
二
〇
一
五
年
以
降
の
社
会
運
動
の
拡
大
に
伴
い
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
を
め
ぐ
る
行
政
レ
ベ
ル
の
人
権
施
策
が
増
え
た
の
だ
か
ら
、

日
本
の
性
的
少
数
者
の
権
利
は
性
的
多
数
者
の
権
利
と
同
程
度
に
認
め
ら
れ
た
と
言
え
る
が
、
社
会
運
動
の
担
い
手
が
首
都
圏
の
企
業
に

な
り
、
運
動
そ
の
も
の
が
全
国
的
に
拡
が
ら
な
い
こ
と
は
問
題
だ
。

4
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
と
い
う
呼
称
に
頼
っ
て
一
人
ひ
と
り
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
は
政
治
的
な
限
界
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
市

場
化
さ
れ
た
社
会
運
動
に
行
政
が
動
か
さ
れ
た
実
績
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
今
後
の
日
本
社
会
で
も
、
呼
称
を
戦
略
的
に
利
用
し
て
個
々
人

の
権
利
を
認
め
る
法
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
ほ
う
が
よ
い
。
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問
㈡

文
中
の
空
欄
ア
〜
シ
に
入
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
20
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
（
同
じ
番
号
を

重
複
し
て
選
ば
な
い
こ
と
）。

東
京
都
現
代
美
術
館
に
て
、
竹た
け

内う
ち

公こ
う

太た

と
志し

賀が

理り

江え

子こ

の
二
人
展
「
さ
ば
か
れ
え
ぬ
私
へ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
竹
内
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
に
日
本
軍
が
放
っ
た
風
船
爆
弾
に
つ
い
て
調
べ
、
新
作
を
つ
く
っ
た
。

直
径
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
で
紙
製
の
風
船
爆
弾
は
約
九
三
〇
〇
個
つ
く
ら
れ
、
い
わ
き
市
な
ど
か
ら
、
東
に
向
け
て
飛
ば
さ
れ
た
。
日
本
軍

は
終
戦
時
、
こ
の
兵
器
に
関
す
る
証
拠
を
隠
滅
し
た
た
め
、
知
る
た
め
の
手
掛
か
り
は
少
な
い
。

同
じ
展
示
室
に
は
モ
ニ
タ
が
あ
り
、
約
三
〇
分
の
映
像
作
品
《
盲
目
の
爆
弾
、
コ
ウ
モ
リ
の
方
法
》
が
上
映
さ
れ
て
い
る
。
風
船
爆
弾
の

落
下
し
た
周
辺
で
目
撃
者
に
話
を
聞
い
た
り
、
い
わ
き
市
の
風
船
爆
弾
を
飛
ば
し
た
場
所
を
訪
ね
た
り
、
一
見
、
作
品
制
作
の
た
め
の
調
査

記
録
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
風
船
が
落
下
し
た
付
近
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
、
下
降
時
の
フ
ラ
フ
ラ
と
し

た
動
き
や
地
面
か
ら
跳
ね
る
様
子
を
想
像
し
て
再
現
し
、
風
船
が
見
た
で
あ
ろ
う
光
景
を
見
せ
て
い
る
。
風
船
の
調
査
を
す
る
竹
内
が
、

ア

の
目
で
客
観
的
に
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
主
観
的
に
風
船
に

イ

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

竹
内
は
風
船
爆
弾
を
今
日
の
ド
ロ
ー
ン
と
繋
げ
て
考
え
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
に
は
あ
る
カ
メ
ラ
が
風
船
に
は
な
い
の
が
大
き
な
違
い
だ

が
、
い
ず
れ
も

ウ

攻
撃
を
す
る
点
で
共
通
性
が
あ
る
。
自
ら
が
攻
撃
し
返
さ
れ
る
危
険
性
の
な
い
状
態
で
、
攻
撃
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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⑤

ヘ
イ
ゼ
イ
の
訓
練
の
積
み
重
ね
が
も
の
を
言
う
。

1

平
勢

2

兵
制

3

平
生

4

丙
説

5

平
静

⑥

や
っ
と
の
こ
と
で
念
願
を
ジ
ョ
ウ
ジ
ュ
し
た
。

1

譲
受

2

成
就

3

常
住

4

正
就

5

成
授

⑦

キ
ョ
シ
ョ
ク
に
満
ち
た
実
態
に
接
し
て
失
望
し
た
。

1

虚
飾

2

挙
色

3

嘘
飾

4

拒
食

5

虚
色

⑧

セ
イ
キ
ュ
ウ
な
態
度
で
改
革
に
と
り
か
か
ろ
う
と
す
る
。

1

精
急

2

性
求

3

請
急

4

請
求

5

性
急
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わ
ず
か
な
手
掛
か
り
を
頼
り
に
、
竹
内
が
風
船
爆
弾
の
落
ち
た
地
点
に
赴
く
の
は
、
遠
く
の

コ

地
帯
か
ら
一
方
的
に
ま
な
ざ
す

こ
と
を

サ

し
、
ま
な
ざ
さ
れ
る
側
に
身
を
置
き
た
い
と
い
う

シ

的
な
理
由
が
ま
ず
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
石
碑
の
作
品

と
同
様
に
、
メ
デ
ィ
ア
自
体
に
対
す
る
偏
好
も
そ
こ
に
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
鷲わ
し

田だ

め
る
ろ
「
さ
ば
か
れ
え
ぬ
私
へ

　

T
okyo Contem

porary A
rt A

w
ard 2021-2023

　受
賞
記
念
展
」
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表

記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
）。

1

　近
接

　
　
　
　
　
　 2

　安
全

　
　
　 3

　身
体

　
　
　
　 4

　拒
絶

　
　
　 5

　ポ
ー
ズ

6

　倫
理

　
　
　
　
　
　 7

　当
事
者

　
　 8

　現
場

　
　
　
　 9

　非
武
装

　
　10

　第
三
者

11

　コ
ン
ト
ラ
ス
ト

　
　12

　保
留

　
　
　13

　サ
イ
ク
ル

　
　14

　仁
義

　
　
　15

　ア
ン
グ
ル

16

　遠
隔

　
　
　
　
　
　17

　憑ひ
ょ
う

依い

　
　

 

18

　配
慮

　
　
　
　19

　後
世

　
　
　20

　関
係
者
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文
化
人
類
学
や
社
会
学
に
、
参
与
観
察
と
い
う
調
査
方
法
が
あ
る
。
研
究
対
象
を
研
究
者
と
し
て
外
部
か
ら
眺
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

社
会
の
構
成
員
の
一
人
と
な
っ
て
、
で
き
る
だ
け

エ

に
近
い
立
場
で
調
べ
る
手
法
で
あ
る
。

竹
内
の
方
法
も
、
調
べ
る
対
象
に
自
ら
の

オ

を
近
づ
け
、
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
は
、
参
与
観
察
に
近
い
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
竹
内
の
場
合
、
関
心
が
写
真
や
映
像
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
自
体
に
向
か
う
点
で
、
そ
れ
ら
を
調
査
の
た
め
の
道
具
や
手
段

と
し
て
使
う
文
化
人
類
学
者
と
は
異
な
る
。
途
中
ま
で
風
船
爆
弾
に
つ
い
て
の
調
査
の
記
録
用
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
、
背
後
に
隠
れ
て
い

た
映
像
の
メ
デ
ィ
ア
性
が
、
風
船
爆
弾
と
い
う
「
盲
目
」
の
メ
デ
ィ
ア
自
体
に
乗
り
移
る
こ
と
で
顕あ
ら
わ

に
な
る
。

竹
内
に
は
、「
石
碑
を
二
度
撮
る
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
作
品
が
あ
る
。
本
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
石
碑
を
実
際
に
訪
ね
、
同
じ

カ

 

で
写
真
を
撮
り
、
二
つ
の
写
真
を
並
べ
て
発
表
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
そ
こ
に
人
物
が
写
り
込
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
自
ら
が
同
じ

キ

を
と
っ
て
写
り
込
む
。

す
で
に
写
真
に
撮
ら
れ
、
印
刷
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
実
際
に
自
分
の

オ

で
再
訪
す
る
。

ウ

に
届
け
ら
れ

た
画
像
だ
け
で
済
ま
す
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
、
竹
内
の
態
度
が
表
れ
て
い
る
。
実
際
に
訪
ね
て
み
る
と
、
撮
影
当
時
の
状
況
と
異
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
石
碑
自
体
が
、
何
か
を

ク

に
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ

り
、
実
際
に
石
碑
を
訪
れ
て
も
、
そ
れ
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
事
件
の

ケ

を
訪
ね
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
こ
に
自
分
の

オ

を
向
け
る
と
こ
ろ
に
、
メ
デ
ィ
ア
自
体
を
作
品
の
対
象
と
す
る
竹
内
の
も
う
一
つ
の
態
度
が
表
れ
て
い

る
。
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問
㈢

次
の
①
〜
④
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
8
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
（
同
じ
番
号
を
重

複
し
て
選
ば
な
い
こ
と
）。

①

和
洋
折

②

大
言

語

③

内

外
患

④

勧
善

悪

1

荘

2

紐

3

壮

4

罰

5

衷

6

勇

7

懲

8

憂



 

令和 6（2024）年度
試験学科
経済学科
多文化コミュニケーション学科
都市創造学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

一 般 入 試
（　学　科　別　）

英　　語
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8 ．We regret to inform you that the main dining hall is currently 

（ ） renovation.

① up ② under ③ over ④ about

9 ．Ms. Kimura is （ ） for planning and making reservations for the 

company trip.

① respond  ② responsibility

③ response  ④ responsible

10．Our food products are （ ） expensive than our competitors’ 

prices.

① much ② less ③ very ④ little

022 1

次の 1～10の英文の（　　　　）に入る最も適当なものを①～④から 1つずつ

選び、マークしなさい。

1．（ ） along the street, I came across an old friend of mine.

① Walked ② Walk ③ Walking ④ Being walk

2 ．Mr. Yamada is a violinist and （ ） to a local orchestra.

① is belonging  ② belong

③ do belong  ④ belongs

3 ．We must leave this room by the time the owner （ ） back.

① came ② come ③ comes ④ is coming

4 ．I think that （ ） character is as interesting as Harry Potter.

① no other ② none ③ other ④ otherwise

5 ．A young man approached me, bowed （ ）, and asked me some 

strange questions.

① politely ② politeness ③ polite ④ politic

6 ．This is the city in （ ） this famous actor was born and raised.

① where ② whose ③ that ④ which

7 ．（ ） you have any questions about our service at this hotel, 

please do not hesitate to contact us anytime.

① Might ② Would ③ Should ④ Could

Ⅰ．
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6 ．I saved the data and photos with the （ ） that they would be 

useful in the future.

① formation  ② expectation

③ invitation  ④ destruction

7 ．The drone will rely more on artificial intelligence so that the operator 

does not （ ） need to look at the video feeds.

① constantly  ② considerably

③ commonly  ④ comparatively

8 ．This movie contains some very sensitive terms.  Please （ ） in 

advance those words used in the movie.

① attach ② attract ③ include ④ excuse

9 ．University administrations should （ ） institutional neutrality on 

controversial topics.

① export ② maintain ③ destroy ④ roar

10．She tried to （ ） her boss’ authority by refusing his order.

① thumb ② thrust ③ thrill ④ threaten

022 3

次の 1～10の英文の（　　　　） に入る最も適当なものを①～④から 1つずつ

選び、マークしなさい。

1．The police questioned the （ ） of the statement provided by a 

suspect.

① answer  ② appointment

③ addiction  ④ accuracy

2 ．The company is offering a special （ ） during the holiday season.

① promotion  ② prohibition

③ privacy  ④ protest

3 ．The Secretary of Defense met with his （ ） in Europe to discuss 

the crisis.

① landscapes  ② counterparts

③ landmarks  ④ courtyards

4 ．It would be helpful if you could show us （ ） examples of how 

we can make the presentation more convincing.

① clean ② rapid ③ concrete ④ random

5 ．You have met the basic （ ） for completing the course.

① fulfillments  ② requirements 

③ advancements  ④ commitments

Ⅱ．
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3 ．Ａ:　 I’m planning to go to Singapore during spring break. 

Do you have any advice about the places I should go?

Ｂ:　 （ ）  I’m sure you will enjoy the time there.

Ａ:　I appreciate your help.

① Really?  I don’t believe that you’re interested in it.

② Well, we haven’t had a chance to talk about it.

③ Unfortunately, you should think twice.

④ Sure.  There are several places I can recommend.

4 ．Ａ:　 Are you interested in participating in a volunteer project with 

some of our neighbors?  I’m a project leader.

Ｂ:　 （ ）  I have some time to spare on weekends.

Ａ:　Great!  We are getting together to hold a charity concert.

① How come you like it?

② Why do they throw it way?

③ Where did you find it?

④ What do you plan to do?

022 5

次の 1 ～ 5 の会話文の（　　　　）に入る最も適当なものを①～④から 1 つ 

ずつ選び、マークしなさい。

1 ．Ａ:　 Who do you want to invite to your birthday party?

Ｂ:　 （ ）  I just want to go out with you on the day.

Ａ:　 Well, alright.  If you prefer to do so, that’s fine with me.

① It’s a great place.

② Cakes and snacks will be fine.

③ As many as I can.

④ No one.

2 ．Ａ:　 I always have trouble finding a good theme for my papers. 

How about you?

Ｂ:　 （ ）

Ａ:　 That’s good to know.

① My friends are very cheerful and fun to be with.

② You can say that again.  It takes me a lot of time as well.

③ We’re interested in building a house near our shop.

④ I like your choice of color and design of your clothes.

Ⅲ．
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次の英文を読み、文中の（　Ａ　）～（　Ｅ　）に入る最も適当なものを①～④ 

から 1つずつ選び、マークしなさい。

According to data from the U.S. Census Bureau, the number of 

households speaking a language other than English increased to 28.7 million 

in 2021 from 25 million in 2015.  During that period, the percentage of 

households speaking a language other than English rose to 22.5 percent from 

21.2 percent.

Michael Kaye, the head of global communications at OkCupid, said 

people who speak two to three languages got 11 percent more matches and 

22 percent more likes on the dating app over the last 90 days than those 

who only speak one language.  This was based on an in-app question that 

has been posed on the OkCupid app since 2009.

Mr. Kaye said that when it comes to （　 Ａ 　） on the app, 92 

percent of people worldwide are fine with being matched with people who 

don’t speak English.

Ingrid Piller, a professor of applied linguistics at Macquarie University 

in Sydney, Australia, said this *receptivity is likely related to greater 

（　 Ｂ 　） through temporary and permanent immigration as a result of 

educational and employment opportunities.

“Multilingual couples may face unique challenges,” wrote Nai Chieh 

Tien, in her 2013 dissertation about multilingual couples and language 

differences.  “Individuals who are bilingual or multilingual learn the second 

or third language at different times in their lives, and develop a （　 Ｃ 　） 

of attachments and relationships when using different languages.”

Jean-Marc Dewaele, a professor in applied linguistics and 

multilingualism at Birkbeck, University of London, said during an interview 

Ⅳ．
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5 ．Ａ:　There are some people who would like to talk to you.

Ｂ:　（ ）

Ａ:　 Well, it’s because they’re the newest members joining your team 

next week.

① I like them a lot.

② Why is that?

③ Why do they want to talk with you?

④ They don’t want to do it.
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our native tongues.  The words of our birth languages are ＊heartfelt, and 

their sounds, familiar and comforting.”

The couple married in May 1990 in Lexington, Kentucky.  “When we 

got married,” Dr. Rovit said, “we each said our wedding vows aloud in our 

native language: I in English and he, in German.  I felt that such important 

words before friends and family had to be （　 Ｅ 　） in the language we 

knew best.  That way we could be sure we meant what we said!”

＊receptivity: ability to accept new ideas

amicably: friendlily

predominately: mainly

heartfelt: strong and sincere

A　① preferences ② pressure

③ presence ④ presents

B　① state ② region ③ mobility ④ sightseeing

C　① pair ② variety ③ piece ④ length

D　① due ② up ③ prior ④ closer

E　① expressed ② exported

③ expired ④ exploded

［Adapted from “How Multilingual Couples Express Their Love Across 

Languages.” By Eric V. Copage （The New York Times, February 11, 2023）］
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on the podcast Raising Multilinguals LIVE, “You may prefer to use a specific 

language in a specific domain.  For example, English is very much my 

academic language, maybe also my social language, these days.  But it’s not 

the language I would read poetry.  And because French is my language of 

poetry, it’s （　 Ｄ 　） to my heart.”

Rebecca Rovit and Robert Rohrschneider, both 63, met on a train in 

Germany in 1982.  They were returning to the University of Freiburg, 

where they were both students, although they didn’t know each other.

They chatted ＊amicably in German on the train, then went their 

separate ways.  Two or so weeks later at the university, they chanced into 

each other on campus, and she said in German, “Oh, you’re the guy from the 

train!  How are you?” （“Wie geht es Dir?”）

“That was the beginning of our relationship and life together,” she 

said.  “We spoke German exclusively, with occasional English words,” said 

Dr. Rovit, an associate professor of theater at the University of Kansas, in 

Lawrence, where her husband is a distinguished professor of political 

science.

It wasn’t until the fall of 1983̶over a year after they first met̶that 

the couple began speaking English to each other when Dr. Rohrschneider 

came to the United States for a graduate fellowship at Michigan State 

University.

“The gradual switch came about because we were both living in a 
＊predominately English-speaking environment,” Dr. Rovit said.  “And he was 

using English every day.  In Europe, we tend to speak more German with 

one another.”

“We use both English and German to express our love and affection,” 

Dr. Rovit said.  “We mix the languages.  It feels more natural and true to use 

［(c) 2024 The New York Times Company］
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［Ｂ］ Historically, deciding exactly what culture is hasn’t been easy.  The 

earliest and most quoted explanation comes from English anthropologist 

Edward Burnett Tylor, who wrote in 1871 that “culture. . .is that complex 

whole which includes knowledge, belief, art, morals, law, custom, and any 

other capabilities and habits acquired by man as a member of society.”  

Tylor explains that culture isn’t biologically inherited.  Rather, it’s the things 

you learn and do when you belong to a particular group.

It may not be immediately obvious from Tylor’s definition why 

adopting elements from another culture can be harmful.  But there’s a 

difference between appreciating a culture, which might include enjoying food 

from another country or learning a new language, and appropriating it, 

which involves taking something “without authority or right,” as The 

Merriam-Webster Dictionary explains.

⑵　According to part ［Ｂ］, which is NOT true?

① The definition of culture is complicated.

② A person obtains their culture by learning and doing things as a 

member of a certain group.

③ Edward Burnett Tylor was an English scholar who studied culture 

in social settings.

④ There is no difference between appreciating and appropriating a 

culture.

［Ｃ］ Let’s explore a few different ways cultural appropriation can be 
＊perpetuated, taken from a largely American context:

A member of a majority group profiting financially or socially from 

the culture of a minority group is cultural appropriation.  In 1990 Madonna 
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次の英文［Ａ］～［Ｅ］を読み、 ⑴ ～ ⑸ の質問の答えとして最も適当なも

のを①～④から 1 つずつ選び、マークしなさい。

［A］ You hear about it on some forms of SNS, in news headlines, and at 

Thanksgiving dinner.  But what is cultural appropriation, anyway?

It’s not a concept designed to trick you.  Taking off in the 1980s, the 

term cultural appropriation was first used in academic spaces to discuss 

issues such as colonialism and the relationships between majority and 

minority groups.  Like many such terms, cultural appropriation eventually 

made its way out of the academy and into popular culture.

Cultural appropriation takes place when members of a majority group 

adopt cultural elements of a minority group in an ＊exploitative, disrespectful, 

or stereotypical way.  To fully understand its consequences, though, we need 

to make sure we have a working definition of culture itself.

＊ exploitative: making use of a situation unfairly in order to gain an 

advantage

⑴　According to part ［A］, which is a form of cultural appropriation?

When

① the majority group appreciates the culture of a minority group.

② some aspects of a culture are inappropriately incorporated into a 

mainstream culture.

③ a majority culture becomes a part of a minority culture.

④ consequences of adaptation of a culture are changed unexpectedly.

Ⅴ．
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traditions.”  Though not intended as criticism at the time, that sentence 

neatly explains the problem with a concept like Native American sports 

mascots: they are not a product of actual indigenous cultures, but they 

represent what non-indigenous people assume indigenous cultures to be.  

Because these mascots rely on racial ＊caricatures and perpetuate false 

stereotypes of Native Americans, they function as cultural appropriation.

A member of a majority group separating a cultural element of a 

minority group from its original meaning is cultural appropriation. In the 

2010s, the rise of music festivals such as Coachella sparked new trends in 

festival fashion, including Native American ＊war bonnets worn as 

headdresses.  Unlike traditional Native American jewelry, much of which is 

sold by indigenous artists to customers of all cultures, these feathered 

headdresses hold a significant cultural purpose.  Among Plains Indian 

communities, war bonnets are worn only by community leaders on special 

occasions; in other groups, they’re an earned honor not unlike a military 

medal.  Because they separate the war bonnet from its original cultural 

meaning, non-indigenous festival attendees wearing Native American 

headdresses are practicing cultural appropriation.

＊ oversimplify（ing）: simplify so much that a wrong impression of it is 

given

iteration: the repetition of a process or utterance

caricature（s）: an exaggerated picture or description of a person

war bonnet（s）: a ceremonial feathered hat
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released the music video for her song “Vogue,” which featured a dance 

（voguing） developed in the gay subculture.  Though Madonna included 
＊drag performers in the video, ＊ostensibly respecting the dance’s origins, 

she was the one who profited when more than two million copies of “Vogue” 

were sold in the United States.  Because Madonna gained financial and 

cultural capital from voguing in a way that its creators did not, her use of 

the dance was cultural appropriation.

＊perpetuate（d）: make something continue indefinitely

drag performers: male entertainers who perform wearing women’s 

clothes

ostensibly: in a manner of appearing to be true

⑶　 How can Madonna’s action be described as a case of cultural 

appropriation in part ［Ｃ］?

① Madonna obtained fame and fortune by voguing while the original 

creators did not.

② Drag performers appeared in Madonna’s video and got some profits.

③ Madonna displayed her respect for drag dancers in platinum form.

④ Gay performers used Madonna’s fame to improve their existence in 

the music industry.

［Ｄ］ A member of a majority group ＊oversimplifying the culture of a 

minority group, or treating the culture of a minority group as a joke, is 

cultural appropriation.  When the first ＊iteration of the Cleveland Indians 

baseball team formed in 1915, the Cleveland Plain Dealer newspaper wrote: 

“There will be no real Indians on the roster, but the name will recall fine 
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＊ dreadlocks: a hairstyle in which the hair hangs in long thick twisted 

pieces

⑸  According to part ［Ｅ］, what happens to non-Black people wearing

dreadlocks?

① There is no discrimination against them.

② They are treated in the same way as Black people with dreadlocks.

③ Black people try to approach them with compassion.

④ Non-Black people without dreadlocks are against them.

［Adapted from “What Is Cultural Appropriation?”  （Encyclopædia Britannica）］
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⑷  According to part ［Ｄ］, how has Native American culture been

appropriated by the majority group of the United States?

① Native Americans cooperated with the majority group of the United

States to improve understanding of their culture.

② Non-indigenous people’s understanding of the indigenous culture is

represented as an accurate recognition of the culture.

③ Plains Indians’ war bonnets have been changed and become their

own symbols.

④ The majority group takes some features of indigenous culture as

their own original symbols.

［Ｅ］ A member of a majority group adopting an element of a minority 

culture without consequences while members of the minority group face 

backlash for the same cultural element is cultural appropriation.  *Dreadlocks 

have long been associated with Black culture̶though it’s easy to find non-

Black people wearing the style as well.  Historically, though, Black people 

have faced discrimination for wearing traditionally Black hairstyles including 

dreadlocks: Black people with dreadlocks have been barred from walking at 

high-school graduations, denied jobs, wrongfully associated with drug use, 

and otherwise discriminated against.  As a result of systemic racism, Black 

people face consequences for wearing dreadlocks that non-Black people do 

not.  Non-Black people wearing their hair in dreadlocks is cultural 

appropriation.

As these examples show, the consequences of cultural appropriation 

can be wide-ranging.  But they’re all ultimately the result of a more powerful 

person’s lack of thoughtful, respectful engagement with others̶a dynamic 

that’s harmful whether it is intentional or not.

［Adapted with permission from Encyclopædia Britannica, (c) 2023 by Encyclopædia Britannica, Inc.］
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第1問 次の文章を読んで，下の問い（問1～11）に答えなさい。

古代における日本は，国の代表となる外交使節を中国に派遣している。589年に南北朝

を統一した隋に対し，遣隋使を送った。
⑴
『隋書』には，600年に「倭王」が使節を遣わした

と記されている。ただし，『日本書紀』には600年に使節を派遣したという記録はない。

『隋書』と『日本書紀』の両方の史書に記事がみられるのは607年の遣隋使で，『隋書』に

は大使 Ａ が「仏法を学ぶ」ために「沙門数十人」，すなわち僧侶を同行させたと書

かれている。日本の使節団が，長安を訪れたのである。実際，『日本書紀』にも608年に留

学生の Ｂ や学問僧を派遣したという記事もみられる。しかし，中国では隋が滅ん

で唐がおこった。すると Ｃ 天皇は630年，最初の遣唐使を送った。この使節団が帰

国する際には，学問僧の旻らが同行帰国し，のちの国政改革に貢献したとされる。

10世紀の後半に宋が建国されて以降，平安京の朝廷は，中国の王朝と正式な国交を結ば

なかった。もっとも，元に滅ぼされた南宋の高僧 Ｄ は，鎌倉幕府の執権北条時宗

の招きに応じて来日し，建長寺の住持となり，のちには円覚寺の開山となった。鎌倉時代

は，幕府も朝廷も使節団を派遣していない。

ところで，室町時代になると，日中のみならず日朝間でも使節団の往来が目立つように

なる。朝鮮を建国した李成桂の孫にあたる世宗のもと，朝鮮からは使節団が3度来日した

と伝わる。この使節団は漢城府，現在の Ｅ を出発し，博多や兵庫などで拘留され

つつ，入京したとされる。
⑵
室町時代の日朝関係は，倭寇対策を軸に展開したと考えられる。

江戸時代になると，
⑶
朝鮮からの使節団は1811年まで12回来日した。

幕末には幕府によって万延期に使節団が派遣されている。その際の護衛艦が勝海舟の乗

った Ｆ である。明治になり，1871年，条約改正交渉のための使節団が横浜を出発

し，最初の訪問国の Ｇ に8ヵ月ほど滞在している。
⑷
この使節団の不平等条約の改

正交渉は不成功に終わったが，欧米視察の成果はあったともいえよう。それは，視察や留

学から帰国した人たちによって欧米の様子が紹介され，また近代的な思想もさかんに伝え

られた。そして，使節団から帰国した政治家が主導して，国内の近代化を進展させていっ

たのである。
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問1 下線部⑴に関して，『隋書』に記された600年の遣隋使の史料を読み，その解釈とし

て正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 1

わ おう あ め あざな お ほ き み

史料 「開皇二十年（注1），倭王あり。姓は阿毎，字は多利思比孤，阿輩鶏彌（注2）と号す。
けつ もっ な

使を遣はして闕（注3）に詣る。……使者言ふ，『倭王は天を以て兄と為し，日を以
すなわ

て弟と為す。天未だ明けざる時出でて政を聴き，……日出づれば便ち理務（注4）を
とど ゆだ いわ こ

停め，我が弟に委ねんといふ』と。高祖（注5）曰く，『此れ大いに義理無し』と。
おし

是に於て訓へて之を改めしむ。」

（注1）西暦600年 （注2）倭の大君を表す （注3）皇帝の宮城

（注4）事務処理 （注5）初代皇帝をさす。この場合は楊堅

① 「倭王」は，雄略天皇とする説が有力視されている。

② 使者は，「倭王は天を兄，日を弟としています」と述べた。

③ 使者は，「倭王は日の出とともに王宮に出て政務をとる」と述べた。

④ 「高祖」は倭王の政治を大いに道理にかなっている，と評価した。

問2 空欄 Ａ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 2

① 小野妹子 ② 物部守屋 ③ 小野好古 ④ 物部尾輿

問3 空欄 Ｂ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 3

① 吉備真備 ② 菅原道真 ③ 阿倍仲麻呂 ④ 高向玄理

問4 空欄 Ｃ に入る天皇として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 4

① 舒明 ② 仁徳 ③ 元明 ④ 継体

問5 空欄 Ｄ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 5

① 春屋妙葩 ② 一山一寧 ③ 無学祖元 ④ 夢窓疎石

日
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問6 空欄 Ｅ に入る都市名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 6

① プサン ② ソウル ③ ピョンヤン ④ インチョン

問7 下線部⑵に関する説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 7

① 朝鮮が建国されると，日本に対して倭寇の禁止を要求してきた。

② 日朝間の貿易は，対馬の宗氏を通しておこなわれた。

③ 朝鮮側は港などに，交易などの施設を設置した。

④ 日朝貿易では，日本の木綿や仏教経典が輸出された。

問8 下線部⑶に関して，1811年まで続いた江戸時代の（朝鮮）通信使の説明として正し

いものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 8

① 通信使は天皇の代替りごと，その祝賀のために派遣された使節団である。

② 4回以降の通信使は，回答兼刷還使という別称も用いられた。

③ 正徳の政治では将軍の呼称を「大君」に改めたが，徳川吉宗は「日本国王」にも

どした。

④ 1811年は江戸へは行かず対馬で国書を交換したが，これが最後の通信使である。

問9 空欄 Ｆ に入る船名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 9

① 開陽丸 ② フェートン号 ③ 咸臨丸 ④ モリソン号

問10 空欄 Ｇ に入る国名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 10

① フランス ② アメリカ ③ ドイツ ④ ロシア

123－4
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問11 下線部⑷に関する説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 11

① 使節団の大使は，右大臣岩倉具視であった。

② 使節団の副使は，木戸孝允・西郷隆盛・江藤新平らであった。

③ 留学生の中には，津田梅子ら5名の若い女性が含まれていた。

④ 使節団の主要参加者は，帰国直後，征韓論に反対してこれを挫折に追い込んだ。

日
本
史

123－5



第2問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

大王（天皇）中心の中央集権国家をつくろうとした中大兄皇子・中臣鎌足は，蘇我蝦夷

・入鹿父子を倒した翌646年，改新の詔を出して政治方針を示したとされる。『日本書紀』
むかし こと

には，「昔在の天皇等の立てたまへる子代の民，処処の屯倉，及び別には臣・ Ａ ・
たもて そ

伴造・国造・村首の所有る部曲の民，処処の田荘を罷めよ」と詔の「其の一」に記されて

いる。もっとも，ここで示された政治改革の内容がすぐに実現したわけではなく，また集

権国家が確立していくのは天武・持統天皇の時代からと考えられる。さらにのち，
⑴
大宝律

令が完成したが，これは現存せず， Ｂ が大宝律令を一部改訂したとされる養老律

令は現存し，今日に伝わっている。

奈良時代には農業が進歩し，人口増により口分田が不足したとされる。そのような社会
きゃく

の変化に応じて律令を補足・修正したのが，
⑵
格である。また，律・令・格を施行する際の

細則として定められた式が，その後多数出された。そこで，格と式との分類・編集がなさ

れた。弘仁格式，清和天皇時代の Ｃ 格式，
⑶
醍醐天皇時代の延喜格式は，あわせて

三代格式とよばれる。その間，律令体制も変質し，さらに10世紀後半以降の
⑷
摂関政治では，

儀式や先例が重視され，地方政治も現地に赴く国守（受領）にゆだねられた。こうして，

国政に関して実質的な政策は少なくなっていった。

問1 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 12

① 連 ② 宿禰 ③ 直 ④ 資人

問2 下線部⑴に関する説明として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

13

① 712年に制定され，翌年に施行された。

② 制定の総裁となったのは，刑部親王であった。

③ 律と令がともに編纂された4番目の律令であった。

④ 唐の律令を手本とし，日本の実情に合わせることなく作成された。
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問3 空欄 Ｂ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 14

① 藤原不比等 ② 藤原宇合 ③ 藤原仲麻呂 ④ 藤原冬嗣

問4 下線部⑵に関する説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 15

① 『続日本紀』の天平十五年五月二十七日の項の中に登場する「養老七年の格」と

は，三世一身法のことである。

② 『続日本紀』の天平神護元年三月五日の項の中に登場する「天平十五年の格」と

は，墾田永年私財法のことである。

③ 聖武天皇は，最初の格式である弘仁格式を編纂させた。

④ 『続日本紀』の天平神護元年三月五日の項の中に登場する「天平十五年の格」は，

道鏡が権力を握ると寺院などを除いて一時的に禁止された。

問5 空欄 Ｃ に入る和年号（元号）として正しいものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 16

① 承和 ② 貞永 ③ 承平 ④ 貞観

問6 下線部⑶に関して，醍醐天皇の時代に編纂された書として正しいものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 17

① 日本文徳天皇実録 ② 金槐和歌集

③ 日本三代実録 ④ 今昔物語集

問7 下線部⑷に関する説明として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 18

① 天皇の外戚である藤原氏が摂政・関白となって実権を握った。

② 摂政・関白は，藤原一族の氏長者を兼ねるのが大半であった。

③ 藤原道長・頼通父子の時代が全盛であった。

④ 藤原北家を外戚としない一条天皇が即位するまで続いた。
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第3問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

鎌倉時代には，朝廷の儀式・先例について研究する有職故実の学が公家の間でさかんに

なり，北条氏一門の金沢実時らは，和漢の書籍を集めて金沢文庫を開設するなど学問が発

展した。また，和歌集・歴史書・軍記物語・説話集・随筆や紀行文などの
⑴
文学作品が多く

つくられた。芸術では，似絵などの肖像画，宋の書風を取り入れた書道，瀬戸焼などの陶

器，奈良仏師の運慶らが活躍するなど，新しい傾向がみられた。建築においては，東大寺

の再建の際に南大門に代表される Ａ とよばれる建築様式が採用されるなど，新た

な建築様式を取り入れた寺院がさかんに建立された。

室町時代には，南北朝文化，北山文化，そして東山文化が形成された。南北朝時代では，

歴史書や軍記物語が多くつくられた。歴史書では，北畠親房の『神皇正統記』や源平の争

乱以後の歴史を公家の立場で記した『増鏡』などが成立した。軍記物語では，南北朝の内

乱を描いた『 Ｂ 』がつくられて広く親しまれて後世に大きな影響を与えた。

3代将軍足利義満が京都の北山につくった北山殿にちなみ，この時代を
⑵
北山文化とよぶ

のに対し，8代将軍足利義政は京都の東山に山荘をかまえ，そこに銀閣をつくったことか

ら東山文化とよぶ。東山山荘に建てられた東求堂同仁斎は，和風住宅の基本となる書院造

がみられる。また，大徳寺大仙院庭園のような
⑶
枯山水の庭園が好んでつくられた。

織豊政権期の桃山文化では，狩野永徳が水墨画と大和絵を融合させた装飾画を大成し，

『唐獅子図屛風』などを描いた。また，水墨画の『松林図屛風』や濃絵の『智積院襖絵』

は Ｃ の筆とされ，この頃は多くの障壁画が描かれた。

江戸時代は元禄期に入ると，朝廷御用絵師の土佐光起が土佐派を再興し，その土佐派か

ら出た住吉如慶・具慶は幕府御用絵師となって活躍した。他にもこの頃は，いわゆる
⑷
元禄

美術として多くの絵師が活躍し，陶器や染物でも進展がみられた。

問1 下線部⑴に関して，鎌倉時代の文学作品の説明として正しいものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 19

① 『古今和歌集』は後鳥羽上皇の命により，勅撰和歌集として編纂された。

② 『吾妻鏡』は鎌倉幕府の歴史を紀伝体で記述した。

③ 『平家物語』は平曲として琵琶法師によって語られた。

④ 『宇治拾遺物語』は仏教説話集として無住が著した。
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問2 空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 20

① 和様 ② 大仏様 ③ 折衷様 ④ 禅宗様

問3 空欄 Ｂ に入る書物として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 21

① 太平記 ② 愚管抄 ③ 禁秘抄 ④ 元亨釈書

問4 下線部⑵に関して，北山文化の説明として正しいものを，次の①～④のうちから一

つ選びなさい。 22

① 堺の千利休が茶道を確立し，侘茶を完成した。

② 出雲阿国が始めた阿国歌舞伎とよばれるかぶき踊りが流行した。

③ 観阿弥・世阿弥父子が猿楽能の芸術性を高め，大成させた。

④ 雪舟が日本的な水墨画を大成した。

問5 下線部⑶に関連して，龍安寺庭園の写真として正しいものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 23

① ②

③ ④
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問6 空欄 Ｃ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 24

① 狩野山楽 ② 海北友松 ③ 狩野探幽 ④ 長谷川等伯

問7 下線部⑷に関して，元禄美術の説明として誤っているものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 25

① 『見返り美人図』を描いた江戸の菱川師宣は，浮世絵版画に力をそそいだ。

② 京都の町人出身の俵屋宗達は，豊かな装飾性を特徴とする琳派の祖となった。

③ 京都の野々村仁清は，上絵付法を用いて色絵を完成し，京焼を大成した。

④ 京都の絵師宮崎友禅は，絵画的で華やかな模様を染め出す友禅染をはじめた。
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第4問 次の文章を読んで，下の問い（問1～7）に答えなさい。

1858年，初代アメリカ総領事のハリスは，アロー戦争の結果，清国がイギリス・フラン

スと天津条約を結んだことから，幕府に対して列強の脅威を説いて通商条約の調印をせま

った。同年に大老井伊直弼は勅許を得ずに
⑴
日米修好通商条約を結んで開国し，翌年から貿

易を開始した。輸出入額は横浜が圧倒的に多く，
⑵
輸出入品は次の表のとおりである。

輸出品 1865年 1885年 1899年

輸出総額 ― 3，715万円 21，493万円

1位 （ Ａ ）（79．4％）（ Ａ ）（35．1％）（ Ａ ）（29．1％）

2位 茶 （10．5％） 緑 茶 （18．0％） 綿 糸 （13．3％）

3位 蚕卵紙 （3．9％） 水産物 （6．9％） 絹織物 （8．1％）

4位 海産物 （2．9％） 石 炭 （5．3％） 石 炭 （7．1％）

5位 ― 銅 （5．0％） 銅 （5．4％）

その他 その他 （3．3％） その他 （29．7％） その他 （37．0％）

輸入品 1865年 1885年 1899年

輸入総額 ― 2，936万円 22，040万円

1位 毛織物 （40．3％） 綿 糸 （17．7％） 綿 花 （28．2％）

2位 （ Ｂ ）（33．5％） 砂 糖 （15．9％） 砂 糖 （8．0％）

3位 武 器 （7．0％）（ Ｂ ）（9．8％） 機械類 （6．2％）

4位 艦 船 （6．3％） 毛織物 （9．1％） 鉄 類 （5．4％）

5位 綿 糸 （5．8％） 機械類 （6．6％）（ Ｂ ）（4．2％）

その他 その他 （7．1％） その他 （40．9％） その他 （48．0％）

表 日本の主要輸出入品の割合

明治新政府の発足後，中央集権政府の確立を急いで近代化政策を進めるうえで，財政の

安定は重要な課題であった。1873年に地租改正条例が公布されると
⑶
地租改正に着手した。

さらに富国強兵をめざして工部省や内務省を中心として産業の近代化をすすめ，
⑷
殖産興業

を推進した。フランスの技術を導入した富岡製糸場など，政府直営の官営模範工場を各地

に設立したのはその例である。
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このような近代化政策が進められる一方で新政府に不満をもつ不平士族は増え，明治六

年の政変以降は，西南戦争などの士族反乱となってあらわれた。この戦争の際には不換紙

幣を増発したり，国立銀行条例改正以降に国立銀行券の発行が増大したりしたことでイン

フレーションが進行し，国家財政の危機をもたらした。明治十四年の政変を機に大蔵卿に

就任した Ｃ は，増税による歳入増加，緊縮財政，不換紙幣の整理などでこの危機

を乗り切った。しかし，緊縮とデフレ政策により物価は急落して深刻な不況となり，多く

の自作農が土地を手放し小作農に没落するなどの負の側面も大きかった。しかし，その後

⑸
輸出の増大や銀本位制の確立によって物価は安定し，産業界も活気づいて鉄道業・紡績業

などで会社設立ブームがおこった。これらの企業勃興は，日本での本格的な産業革命のは

じまりであった。

産業革命の進展にともない，政府は貨幣価値の安定と貿易の振興拡大のために，1897年

に貨幣法を制定し，日清戦争で得た賠償金の一部を準備金として，欧米諸国にならった金

本位制を採用した。繊維産業や鉄道業などの産業が活況を呈する中，優良な鉱山などの官

営事業は相次いで民間に払い下げられた。軍備拡張をめざす政府は，鉄鋼の国産化に向け，

官営の八幡製鉄所を北九州に設立した。民間の製鋼会社の設立も進み，工作機械の分野で

は Ｄ が先進国と同程度の精度をもつ旋盤の国産化に成功した。また，水力発電が

はじまって電力事業がさかんになり，電灯が普及しはじめた。

問1 下線部⑴に関して，その内容および関連事項として誤っているものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 26

① 領事裁判権を認め，日本に関税率の決定権がないという不平等条約であった。

② ロシア・イギリス・フランス・ドイツと同様な条約が結ばれ，安政の五カ国条約

といわれる。

③ 幕府は物価の統制をはかり主要商品の江戸廻送を命じたが，効果はあがらなかった。

④ 貿易は横浜・長崎・箱館の3港で始まった。

問2 下線部⑵に関して，表中の空欄（ Ａ ）・（ Ｂ ）に入る語句の組合せとして正

しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 27

① Ａ－雑穀 Ｂ－石油 ② Ａ－生糸 Ｂ－石油

③ Ａ－雑穀 Ｂ－綿織物 ④ Ａ－生糸 Ｂ－綿織物
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問3 下線部⑶に関して，その内容および関連事項として誤っているものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 28

① 地租改正条例が出されるまでに，田畑勝手作りを許可し，田畑永代売買を解禁し

た。

② 従来の年貢負担者の地主や自作農に地券が交付され，地券所有者が納税者になっ

た。

③ 課税基準を地価に変更して税率を地価の3％とし，物納は金納に改められた。

④ 地租改正反対一揆が各地で発生したが，1877年に地租の税率は3．3％に引き上げ

られた。

問4 下線部⑷に関して，その内容および関連事項として誤っているものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 29

① 大村益次郎の立案により，官営の郵便制度が開始された。

② 北海道の開発をおこなう官庁である開拓使が設置され，屯田兵制度が設けられた。

③ 岩崎（三菱）・三井など一部の民間事業家が政府に優遇され，政商とよばれた。

④ 政府は先進技術などの導入のため，お雇い外国人とよばれる欧米人を雇用した。

問5 空欄 Ｃ に入る人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 30

① 井上馨 ② 大隈重信 ③ 松方正義 ④ 大久保利通

問6 下線部⑸に関して，その内容および関連事項として正しいものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 31

① 貿易品は商社によって取り扱われ，貿易金融は特殊銀行である第一国立銀行など

がおこなった。

② 造船奨励法や航海奨励法が公布されたことによって，海運業は大きく発展した。

③ 製糸業では，日清戦争以降は従来の技術を改良した座繰製糸が生糸生産の主力と

なった。

④ 東京・上野から青森間の鉄道の払い下げがおこなわれて民営鉄道会社が設立され

た。
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問7 空欄 Ｄ に入る語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 32

① 池貝鉄工所 ② 日本製鋼所 ③ 日立製作所 ④ 日本製鉄会社
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第1問 次のＡ～Ｃの文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

Ａ 古代から中世にかけて，ユーラシア大陸の中央部に居住する遊牧民族の移動は，し

ばしば歴史の展開に大きな影響を与えた。例えば前2000年頃に移動を開始したアーリ

ヤ人は，
⑴
イラン・インドに進入して定住し，それぞれの文化の基礎をつくった。また

⑵
フン人は，4世紀にヨーロッパに進入してゲルマン人大移動のきっかけをつくった。

ヨーロッパには，その後も
⑶
アヴァール人やマジャール人が進入し，ヨーロッパの封建

社会や国家の形成に影響を与えた。

Ｂ 中国では，人口が増大して耕地が不足したり，戦乱を避けたりするなど様々な理由

で人々が移動した。かつて華北から広東省や福建省などに移住してきた漢民族（漢
はっか

人）の子孫は，現在でも客家と呼ばれ，独自の文化を形成している。客家出身者には，

⑷
太平天国を指導した洪秀全など，中国の歴史に大きな役割を果たした人物も登場した。

また，中国人は国内のみならず海外へも移住した。19世紀のアメリカ合衆国では，奴

隷制が廃止された
⑸
南北戦争後に黒人奴隷に代わる労働力として多くの中国人が求めら

れ，その増加はアメリカ社会で摩擦を生み，1882年の移民法によって中国からの移民

が禁止されるまでになった。東南アジアにも多くの中国人が移住し，
⑹
現在でも中国系

の人々は，東南アジア諸国の政治・経済に大きな影響力をもっている。

Ｃ 15世紀末にコロンブスが到達して以来，アメリカ大陸へはスペイン人をはじめとす

るヨーロッパ人以外にも様々な人々が移住した。
⑺
スペイン人などの植民地での酷使や

疫病などで激減した先住民に代わって，労働力として
⑻
黒人奴隷がアフリカから送られ

た。1783年に独立を達成したアメリカ合衆国でも，黒人奴隷が綿花プランテーション

などに使用されたが，黒人以外にも，19世紀以降特に経済が発展したアメリカ合衆国

にはアジア・ヨーロッパ各地域から多くの移民がやって来ることになり，様々な民族

系統が混在する社会を形成した。ヨーロッパからは，それまでの西ヨーロッパ・北ヨ

ーロッパからの旧移民に加えて，19世紀後半からは南ヨーロッパや
⑼
東ヨーロッパから

の新移民の移住が増加した。さらに近年では，ヒスパニックと呼ばれる
⑽
キューバやプ

エルトリコなどのカリブ海地域からの移民が増え，民族集団として一定の影響力をも

つようになっている。
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問1 下線部⑴に関連して，古代イランで信仰されたゾロアスター教について述べた文と

して正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 1

① 唯一神ヤハウェを信仰する一神教である。

② 『アヴェスター』が教典である。

③ ユダヤ教の最後の審判の思想から影響を受けた。

④ 中国では景教と呼ばれた。

問2 下線部⑵に関連して，5世紀にフン人を率いて大帝国を形成した人物として正しい

ものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 2

① テオドリック ② オドアケル ③ アッティラ ④ アルフレッド

問3 下線部⑶に関連して，アヴァール人を撃退したフランク王国のカール大帝について

述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 3

① 地方に伯を置き，巡察使に監督させた。

② ラヴェンナ地方をローマ教皇に寄進した。

③ ローマ教皇レオ10世からローマ皇帝の帝冠を与えられた。

④ イギリスからアベラールを招き，学術を奨励した。

問4 下線部⑷について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 4

① 白蓮教の信徒が中心となった。

② 広州を占領し，天京と改称して都とした。

③ スローガンとして，扶清滅洋を掲げた。

④ 李鴻章が編成した淮軍が鎮圧に活躍した。
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問5 下線部⑸について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 5

① 民主党のリンカンが大統領に当選したことを機に始まった。

② 戦争に対して，ロシアの提唱で武装中立同盟が結成された。

③ 戦争中に，自作農育成のためのホームステッド法が制定された。

④ 戦争後に，リンカンが奴隷解放宣言を発表した。

問6 下線部⑹に関連して，中国系住民が多く，1965年に他の系統の住民が多数を占める

国から分離独立した国として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

6

① シンガポール ② マレーシア ③ ブルネイ ④ 東ティモール

問7 下線部⑺に関連して，16世紀にスペイン王に先住民の保護を訴えたスペインの聖職

者として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 7

① イグナティウス�ロヨラ ② ラス�カサス

③ コルテス ④ バルボア

問8 下線部⑻に関連して，15世紀末以降，ヨーロッパ人に奴隷を供給することで繁栄し

たナイジェリア西部の国として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

8

① ガーナ王国 ② マリ王国 ③ アクスム王国 ④ ベニン王国
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問9 下線部⑼に関連して，次のグラフは，1820年から1970年までのロシア（ソ連）から

アメリカ合衆国への移民者数の推移を示したものである。移民者数が最も多かった時

期に起こった出来事について述べた文として正しいものを，下の①～④のうちから一

つ選びなさい。 9

年
ソ連［バルト3国を含む］

1820～30
31～40
41～50
51～60
61～70
71～80
81～90

91～1900
1901～10
11～20
21～30
31～40
41～50
51～60
61～70

［万人］0 20 40 60 80 100 120 140 160

① テロリズムが横行して，アレクサンドル2世が暗殺された。

② 戦時共産主義が実行され，農業生産に打撃を与えた。

③ 血の日曜日事件をきっかけに，革命運動が起こった。

④ スターリンが権力を握り，反対派を粛清した。

問10 下線部⑽の歴史について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 10

① トゥサン�ルヴェルチュールが指導する黒人奴隷反乱が起こった。

② アメリカ�スペイン戦争後，アメリカ合衆国の保護国になった。

③ フランクリン�ローズヴェルト大統領が，10年後の独立を約束した。

④ カストロらが指導する革命が起こり，ディアス政権が打倒された。
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

中国の歴史書『史記』などで夏に続いておこったとされる王朝は（1―Ａ）であり，そ

れを倒したのが（1―Ｂ）である。（1―Ｂ）の弱体化に伴って
⑵
春秋・戦国時代と呼ばれ

る混乱期が訪れる。この時期に「中国」という意識が育ち，周辺民族を野蛮なものとみな

す華夷思想が生まれた。戦国の混乱は秦の始皇帝による統一によって収束したが，同じ頃

モンゴル高原では，
⑶
スキタイの影響を受けた匈奴と呼ばれる遊牧民が，冒頓単于のもとに

強力となり漢を破った。敗れた前漢の創始者（ 4 ）は和親策をとらざるを得なかった。

しかし前2世紀の
⑸
武帝は周辺の地域に積極策をとり領土を拡大した。

後漢による統一が崩れると，中国は分裂の時代となる。三国時代を経て，一時期統一を

達成した晋（西晋）の内乱を機に
⑹
五胡と呼ばれる周辺の遊牧諸民族が，一斉に華北に侵入

し大混乱に陥った。この華北の混乱は5世紀前半に北魏によって統一されたが，北魏もま

た分裂を繰り返し，
⑺
北朝と総称される5王朝が興亡した。なお江南では南朝と総称される

4王朝が交代した。この南北朝時代を終わらせたのは北朝の流れを汲む
⑻
隋であった。

隋は南朝の陳を倒して，南北を統一した。しかし隋のおこなった大土木事業や軍事活動

は民衆の反発を招き，各地で頻発する反乱の中で隋は滅び，やはり北朝出身の
⑼
唐が隋に代

わって中国を支配した。

唐は隋の制度を多く引き継ぎ，幾度かの政治的混乱も経験したものの，その後約300年

にわたり，長安を都として東部ユーラシアに君臨した。唐は服属させた地域に（ 10 ）

を置き，自治に近い体制をとった。これを羈縻政策と呼ぶ。

問1 空欄（1―Ａ）・（1―Ｂ）に入れる語句の組合せとして正しいものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 11

① Ａ―楚 Ｂ―殷 ② Ａ―殷 Ｂ―周

③ Ａ―周 Ｂ―殷 ④ Ａ―楚 Ｂ―周
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問2 下線部⑵について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 12

① 春秋の名は孟子の著作とされる『春秋』による。

② 春秋時代の有力諸侯は宮宰と呼ばれた。

③ 戦国時代の有力国である燕は長江流域を支配した。

④ 戦国時代の秦では郡県制が施行された。

問3 下線部⑶に関連して，スキタイについて詳しい記述を残した，ペルシア戦争を主題

とした『歴史』の著者であるギリシアの歴史家として正しいものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 13

① ポリビオス ② リウィウス

③ ヘロドトス ④ トゥキディテス

問4 空欄（ 4 ）に入れる人物名として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 14

① 劉邦 ② 劉秀 ③ 劉備 ④ 劉裕

問5 下線部⑸のとった政策として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

15

① 呉楚七国の乱を起こして中央集権体制を確立させた。

② 大月氏との同盟を画策して班超を西域に派遣した。

③ 衛氏朝鮮を滅ぼして楽浪などの4郡を置いた。

④ 倭人（日本人）の使に「漢委奴国王」の金印を授けた。

問6 下線部⑹に含まれないものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 16

① 氐 ② 吐蕃 ③ 匈奴 ④ 羌
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問7 下線部⑺について述べた文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 17

① 北魏の太武帝が華北を統一した。

② 北魏の孝文帝が均田制をしいた。

③ 西魏では府兵制という徴兵制が始まった。

④ 東魏では官吏任用制として科挙を実施した。

問8 下線部⑻について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 18

① 北魏で開始された占田・課田法を実施した。

② 江南と北方を結ぶ大運河を建設した。

③ 両税法により課税した。

④ 高句麗を滅ぼした。

問9 下線部⑼の初代皇帝として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

19

① 李成桂 ② 李元昊 ③ 李淵 ④ 李斯

問10 空欄（ 10 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 20

① 理藩院 ② 都護府 ③ 市舶司 ④ 軍機処
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第3問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

ティグリス川とユーフラテス川に挟まれた地域すなわちメソポタミアでは，民族系統不

明のシュメール人が都市国家をつくり，王を中心として，神官・役人・戦士などが支配す

る階級社会が成立した。また，シュメール人が考案した
⑴
楔形文字は，諸民族によって使わ

れた。

シュメール人の繁栄は，前24世紀にはセム語系の（ 2 ）人によって終焉を迎えた。

（ 2 ）人は，メソポタミアなどの都市国家を最初に統一して広大な領域国家をつくっ

た。その後，セム語系のアムル人がバビロン第一王朝を建て，6代目の王ハンムラビ王の

時に全メソポタミアを支配した。

前1600年頃にバビロン第一王朝を滅ぼしたのは，アナトリアに建国したインド�ヨーロ

ッパ語系のヒッタイト人であった。彼らはシリアにも進出して
⑶
エジプト新王国と戦ったが，

「海の民」の進出でヒッタイトとエジプト新王国の勢力が後退すると，地中海東岸ではセ

ム語系の
⑷
アラム人，フェニキア人，ヘブライ人らの活動が盛んになった。

前7世紀前半，セム語系のアッシリアが，初めて全オリエントを征服したが，圧政と重

税が服属民の反抗を招き，前612年には崩壊して，オリエント世界には
⑸
エジプト，新バビ

ロニア，リディア，メディアの4王国が分立した。

前6世紀にはインド�ヨーロッパ語系のアケメネス朝ペルシアが全オリエント世界を再

び統一した。アッシリアとは異なって，服属民に対して寛大な政治をおこなう一方で，ギ

リシアと激しく戦った。アケメネス朝ペルシアを滅ぼしたのはアレクサンドロス大王であ

ったが，大王は早世してしまい，その帝国は3つの王国に分解した。その一つであるセレ

ウコス朝シリア王国が西アジアの大部分を支配したが，
⑹
前3世紀半ばにはパルティア（ア

ルサケス朝）が自立した。このパルティアを後3世紀に滅ぼしたのがササン朝ペルシアで

ある。ササン朝は6世紀に最盛期を迎えたが，アラブ人の
⑺
イスラーム勢力と642年に戦っ

て敗北し，間もなく滅亡した。

西アジアや北アフリカなどに広がったイスラーム世界はその後政治的に分裂し，
⑻
10世紀

には3人のカリフが並び立つことになった。地方勢力の自立が続き，1055年にブワイフ朝

を追って都に入城した
⑼
セルジューク朝の君主に対して，アッバース朝のカリフはスルタン

の称号を認めた。セルジューク朝の分派がアナトリアに建国した王朝にルーム�セルジュ

ーク朝があり，アナトリアのトルコ化・イスラーム化を進めたが，13世紀後半にモンゴル
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の攻撃を受けて分裂した。ルーム�セルジューク朝の崩壊後の混乱に乗じて，アナトリア

西部で自立したオスマン1世が，同世紀末に
⑽
オスマン帝国を建てることになった。

問1 下線部⑴の解読に成功した学者として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選

びなさい。 21

① ヴェントリス ② エヴァンズ

③ シャンポリオン ④ ローリンソン

問2 空欄（ 2 ）に入れる語句として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 22

① アッカド ② カッシート ③ ペリシテ ④ ミタンニ

問3 下線部⑶について述べた文Ａ・Ｂの正誤の組合せとして正しいものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 23

Ａ クフ王のピラミッドが建造された。

Ｂ アメンホテプ4世の宗教改革が実施された。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤
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問4 下線部⑷に関連して，アラム人が内陸都市を結ぶ中継貿易をおこなった都市であり，

のちウマイヤ朝の都となった都市の位置として正しいものを，地図中の①～④のうち

から一つ選びなさい。 24

②

①
③

④

問5 下線部⑸について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 25

① この時代のエジプトの王朝は，プトレマイオス朝である。

② 新バビロニアは，ヘブライ人のユダ王国を滅ぼした。

③ リディアは，4国の中で最大の領域を有していた。

④ メディアは，サルデスに都を置いていた。

問6 下線部⑹について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 26

① パルティアの建国者は，アルダシール1世である。

② パルティアは，カーヴルに都を置いた。

③ ササン朝ペルシアのシャープール1世は，ビザンツ帝国のユスティニアヌス帝と

抗争した。

④ ササン朝ペルシアのマニは，ゾロアスター教や仏教・キリスト教を融合してマニ

教をおこした。
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問7 下線部⑺に関連して，イスラーム勢力について述べた文Ａ～Ｃが，年代の古い順に

正しく配列されているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 27

Ａ イクター制が創始された。

Ｂ イベリア半島に進出して，西ゴート王国を滅ぼした。

Ｃ ガザーリーが現れて，イスラーム神学に大きな足跡を残した。

① Ａ→Ｂ→Ｃ ② Ａ→Ｃ→Ｂ

③ Ｂ→Ａ→Ｃ ④ Ｂ→Ｃ→Ａ

問8 下線部⑻に関連して，3人のカリフとは，アッバース朝・ファーティマ朝・後ウマ

イヤ朝のカリフのことであるが，ファーティマ朝・後ウマイヤ朝について述べた文と

して誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 28

① ファーティマ朝は，シーア派の王朝である。

② ファーティマ朝は，サラディンによって滅ぼされた。

③ 後ウマイヤ朝の都は，コルドバであった。

④ 後ウマイヤ朝は，アルハンブラ宮殿を造営した。

問9 下線部⑼について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 29

① 建国者はトゥグリル�ベクである。

② 同じトルコ系のカラハン朝を滅ぼした。

③ 宰相にラシード�アッディーンが就任した。

④ アズハル学院を建てた。

問10 下線部⑽が1396年にヨーロッパ諸国の連合軍を破った戦いの名として正しいものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 30

① アンカラの戦い ② ニコポリスの戦い

③ ニハーヴァンドの戦い ④ パーニーパットの戦い
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～10）に答えなさい。

1789年に始まった
⑴
フランス革命およびナポレオン�ボナパルト（ナポレオン1世）によ

るヨーロッパ征服戦争は，未曽有の混乱をヨーロッパにもたらした。その後，ナポレオン

1世の没落によりフランスでは王政復古となったものの，1830年には
⑵
七月革命が起こった。

ルイ�フィリップが新国王となったが，政府が選挙法改正運動を弾圧したので1848年に二

月革命が起こり，ルイ�フィリップは亡命し，フランスは第二共和政の時代に入った。フ

ランスでの革命が波及してヨーロッパ各地で様々な動きがあり，ウィーン体制を崩壊させ

たので，
⑶
1848年は「諸国民の春」とも呼ばれる。

1852年，フランスでは皇帝ナポレオン3世の第二帝政が始まった。ナポレオン3世は

数々の戦争に関わったが，1870年にはプロイセンとの戦争に敗北し，皇帝の座を失った。

こうしてフランスは
⑷
第三共和政の時代に入ったが，小政党が乱立する政治情勢が続いた。

政体の変更が激しいフランスに対し，イギリスの政体は，1660年の王政復古以来，一貫

して王政である。選挙法改正に対する弾圧が1848年の二月革命を招いたフランスに対し，

イギリスは
⑸
1832年に第1回選挙法改正を実施して，産業資本家に参政権を与えたが，これ

は貴族による妥協の産物であるといえる。また，小政党が乱立したフランスに対し，イギ

リスは19世紀後半には
⑹
保守党と自由党による典型的な2大政党政治を展開した。

帝国主義時代を迎えると，
⑺
ドイツ帝国で19世紀末から親政を開始した

⑻
第3代皇帝ヴィル

ヘルム2世が世界政策と呼ばれる積極的対外進出をおこなって，イギリスや
⑼
ロシアとの緊

張を高めた。やがて英仏露による三国協商で，独墺伊の三国同盟は包囲されることになっ

た。この緊張状態のまま1914年には
⑽
第一次世界大戦に突入した。

問1 下線部⑴について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 31

① 国民議会は「1791年の憲法」を成立させ，ルイ16世を退位させた。

② ジャコバン派の恐怖政治は，ブリュメール18日のクーデタによって終わった。

③ ナポレオン1世は，革命の成果を集大成するために高等法院を創設した。

④ ナポレオン1世は，大陸封鎖令を出して，イギリス経済の疲弊を狙った。

世
界
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問2 下線部⑵について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 32

① 七月革命で追放されたのはシャルル10世である。

② 七月革命の影響を受けて，ベルギーがスペインから独立した。

③ 七月革命の影響を受けて，ドイツではシュタイン・ハルデンベルクの改革が実施

された。

④ 七月革命の影響を受けて，ロシアではドゥーマ（議会）が開設された。
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問3 下線部⑶に関連して，1848年に発表された文書の一節として正しいものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。引用については文書の一部を変更している。

33

①

アメリカ合衆国とヨーロッパ諸国との間に存する友好関係に恩義を感じつつ，

＜中略＞ヨーロッパ諸国の現在の植民地あるいは従属国について，アメリカ合

衆国はかつて干渉したことはないし，将来も干渉しないであろう。

②

共産主義者は，今までのいっさいの階級秩序の暴力による転覆を通じてのみ

自己の目的が達成されることを公然と宣言する。＜中略＞

万国のプロレタリア団結せよ。

③

＜前略＞現在のイギリス王の歴史は，度重なる侮辱と権利侵害の歴史である。

すべては，我が諸州の上に絶対専制政治をうちたてることを直接目的としてい

るのである。以上のことを立証するために，公正な世界に向かってあえて事実

を提出する。

④

第1条 人間は自由かつ権利において平等なものとして生まれ，また存在する。

＜中略＞

第3条 あらゆる主権の原理（起源・根源）は，本質的に国民のうちに存する。

＜後略＞

世
界
史

123－29

出典 :山川出版社「詳説世界史改訂版」(平成31年)



問4 下線部⑷の時代の出来事として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 34

① ブーランジェ事件

② フランス社会党（統一社会党）の成立

③ フランス銀行の創設

④ 政教分離法の制定

問5 下線部⑸の実現に奔走したが，法案成立の直前に没した功利主義哲学者として正し

いものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 35

① ロック ② ベンサム ③ ヘーゲル ④ ニーチェ

問6 下線部⑹について述べた文Ａ・Ｂの正誤の組合せとして正しいものを，次の①～④

のうちから一つ選びなさい。 36

Ａ 保守党のディズレーリ政権の時に，シパーヒーの反乱を鎮圧した。

Ｂ 自由党のグラッドストン政権の時に，労働組合法を成立させた。

① Ａ―正 Ｂ―正 ② Ａ―正 Ｂ―誤

③ Ａ―誤 Ｂ―正 ④ Ａ―誤 Ｂ―誤

問7 下線部⑺に関連して，19世紀のドイツについて述べた文Ａ～Ｃが年代の古い順に正

しく配列されているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 37

Ａ フランクフルト国民議会の開催

Ｂ ドイツ関税同盟の発足

Ｃ 社会主義者鎮圧法の制定

① Ａ→Ｂ→Ｃ ② Ａ→Ｃ→Ｂ

③ Ｂ→Ａ→Ｃ ④ Ｂ→Ｃ→Ａ
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問8 下線部⑻について述べた文として正しいものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 38

① ベルリン・ビザンティウム（イスタンブル）・バグダードを結ぶ3Ｂ政策を推進

した。

② アフリカ分割に関するベルリン会議を開催した。

③ 全権委任法を成立させ，皇帝独裁を強化した。

④ カトリック勢力と戦う文化闘争を始めた。

問9 下線部⑼に関連して，19世紀から1917年のロシア革命に至るロシア史について述べ

た文として誤っているものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 39

① 青年貴族将校らがデカブリスト（十二月党員）の乱を起こしたが，ニコライ1世

によって鎮圧された。

② 知識人を中心に，農村を基盤に新しい社会の形成をめざすナロードニキ（人民主

義者）の運動が起こった。

③ ロシア社会民主労働党が結成されたが，間もなくボリシェヴィキとメンシェヴィ

キに分裂した。

④ 日露戦争の最中に，ポーランドの反乱が起こり，第1インターナショナル（国際

労働者協会）はこれを支援した。

問10 下線部⑽に関連して，第一次世界大戦後の世界について述べた文として正しいもの

を，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 40

① フランスでドレフュス事件が発生した。

② ドイツの賠償金支払い問題に関するドーズ案が作成された。

③ イギリスでは議会法が成立し，下院の優位が確立された。

④ アメリカ合衆国では民主党政権が3代続いた。
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第1問 次の文章を読み，下の問い（問1～問10）に答えなさい。

国家と国家との間のさまざまな関係を国際関係といい，この関係により形成されている

社会を国際社会とよぶ。また，近代国家の存立に欠くことのできない要素として，
ⓐ
領土

（領海，領空含む），国民，そして
ⓑ
主権の三つがある。

領土に関しては，
ⓒ
世界各地で，それをめぐって紛争が生じている。

ⓓ
日本も領土をめぐっ

て近隣諸国との間で争いがある。

日本の防衛体制の一つの大きな柱は日米安保体制である。1951年，
ⓔ
日米安全保障条約を

締結し，米軍の日本駐留の継続と米軍に対する基地（施設および区域）の提供を行うこと

を決定した。1960年には Ａ 内閣の下で調印された新日米安保条約が激しい安保反

対闘争を経て発効した。新安保条約に基づく特別協定として日米地位協定が結ばれた。こ

れ以後，日本は強大な米軍への依存と自衛隊の拡充による安全保障政策を推進することに

なる。

1990年代に入ると，冷戦の終結を受けて，日米安全保障体制は大きな転換を迫られるこ

とになった。1996年には日米首脳会談で日米安全保障共同宣言を発表し，安保体制の再定

義が行われた。また，1997年には従来の日米防衛協力のための指針（ガイドライン）の見

直しが行われ，これを受けて，数々の有事の際の法律が整備されていく。日本の有事の際

の基本的枠組みが整えられた一方で，自衛隊の活動範囲が拡大することに伴う懸念も示さ

れている。また，日本の
ⓕ
防衛予算に計上されている在日米軍駐留経費の日本側負担である，

いわゆる
ⓖ
思いやり予算についても支出項目や金額について見直し論も上がっている。さら

に在日米軍基地が集中している沖縄では，基地の整理・縮小や日米地位協定の見直しを求

める運動が続けられてきた。1996年には都道府県レベルで初の
ⓗ
住民投票条例に基づく住民

投票が実施され在日米軍基地の整理・縮小に対する賛成が多数を占めた。そして2006年5

月，在日米軍基地の再編の一環として， Ｂ 基地の返還と名護市 Ｃ 地区への

代替施設の建設などが日米間で合意された。その後，民主党を中心とした Ｄ 内閣

は， Ｂ 基地の県外移設を目指したものの実現には至らず，その後も国と沖縄県の

対立が続いていた。
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問1 文中の Ａ と Ｄ に入る人物名の組合せとして最も適当なものを，次の

①～④のうちから一つ選びなさい。 1

① Ａ 岸信介 Ｄ 鳩山由紀夫 ② Ａ 岸信介 Ｄ 菅直人

③ Ａ 吉田茂 Ｄ 鳩山由紀夫 ④ Ａ 吉田茂 Ｄ 菅直人

問2 文中の Ｂ と Ｃ に入る語句の組合せとして最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 2

① Ｂ 那覇 Ｃ 辺野古 ② Ｂ 那覇 Ｃ 普天間

③ Ｂ 普天間 Ｃ 那覇 ④ Ｂ 普天間 Ｃ 辺野古

問3 下線部ⓐの領土に関連して，国連海洋法条約に規定されている領土に関する記述と

して最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 3

① 領空とは，領土と排他的経済水域の上空を指す。

② 領海の範囲は，基線から24海里以内と定められている。

③ 排他的経済水域は，基線から原則として200海里以内と定められている。

④ 接続水域は，基線から12海里以内と定められている。

問4 下線部ⓑの主権に関する記述として適当でないものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 4

① 主権ということばは，フランスのボーダンが『国家論』の中で体系的に論じた。

② 主権とは，領域内における最高権力のことをさす。

③ 主権とは，対外的には他国から干渉をゆるさない独立した権力のことをさす。

④ 現在では，地球上のすべての地域にいずれかの国家の主権が及んでいる。
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問5 下線部ⓒの世界の地域紛争に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。 5

① イギリスでは，イングランドの独立の是非を問う住民投票が2014年に実施され，

独立が否決された。

② イラン，イラク，トルコなど複数の国家に引き裂かれたチェチェン人が，分離，

統合，独立を目指しトルコで闘争を展開した。

③ ボスニア・ヘルツェゴビナでは，独立を目指すコソボ自治州に対してセルビア人

が攻撃を仕掛け，多くのアルバニア系難民が発生した。

④ スーダンでは，北部とは民族や宗教の異なる南部が，2011年に南スーダンとして

独立し，同年国際連合加盟を果たした。

問6 下線部ⓓの日本の領土問題に関連して，日本の国内法上，竹島が属している県と尖

閣諸島が属している県の組合せとして最も適当なものを，次の①～⑥のうちから一つ

選びなさい。 6

① 竹島 ― 鳥取県 尖閣諸島 ― 鹿児島県

② 竹島 ― 鳥取県 尖閣諸島 ― 沖縄県

③ 竹島 ― 島根県 尖閣諸島 ― 鹿児島県

④ 竹島 ― 島根県 尖閣諸島 ― 沖縄県

⑤ 竹島 ― 石川県 尖閣諸島 ― 鹿児島県

⑥ 竹島 ― 石川県 尖閣諸島 ― 沖縄県

問7 下線部ⓔの日米安全保障条約に関連して，この条約が裁判の争点になった訴訟・事

件として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 7

① 長沼ナイキ基地訴訟 ② 砂川事件

③ 百里基地訴訟 ④ 恵庭事件
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問8 下線部ⓕに関連して，防衛関係費に関する記述として最も適当なものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 8

① 1950年代および1960年代における毎年度の防衛関係費の総額は，現在に比べて少

ない額であったが，一般会計予算に占める割合は現在に比べると高かった。

② 日米地位協定では，在日米軍の基地用地提供費用のほか，駐留経費についても日

本が全額負担することが明記されている。

③ 1976年の防衛計画の大綱により，防衛関係費の対ＧＮＰ（国民総生産）比0．1％

枠が定められ，この枠は現在まで維持されている。

④ 2020年度の一般会計歳出に占める防衛関係費の割合は，公共事業関係費に次いで

2番目に大きい規模である。

問9 下線部ⓖの思いやり予算に関連して，2022年度から5年間の総額の在日米軍駐留経

費の日本側負担（思いやり予算 公称は「同盟強靱化予算」）の合意したおよその金

額として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 9

① 10億円 ② 100億円 ③ 1兆円 ④ 10兆円

問10 下線部ⓗの住民投票条例に基づく住民投票に関する記述として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 10

① この種の住民投票が実施された例として，広島平和記念都市建設法制定の賛否を

問う住民投票がある。

② この種の住民投票が実施された例として，大阪都構想の賛否を問う住民投票があ

る。

③ この種の住民投票が実施された場合，首長や議会はその投票結果に従うべき法的

義務がある。

④ 地方公共団体によっては，この種の住民投票の投票権が18歳未満の者にも認めら

れるケースもあった。
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第2問 次の文章を読み，下の問い（問1～問7）に答えなさい。

国の経済活動の規模や動向を示す指標に，
ⓐ
国内総生産（ＧＤＰ）がある。国内総生産は，

一定期間内に国内で生産された付加価値の合計額である。人口が多いほどＧＤＰも大きく

なる傾向があるので，豊かさを表す指標として
ⓑ
一人当たりＧＤＰなどもよく使われる。

日本の名目ＧＤＰは，2021年度で 11 兆円を超えているが，このことは内閣府が

発表する年報で知ることができる。世界に目を向けると，2021年の日本の名目ＧＤＰは，

ドル換算ではアメリカのおよそ Ａ である。また，2010年には日本の名目ＧＤＰは，

初めて中国のそれを下回り，2021年度には中国のおよそ Ｂ となっている。世界の

順位ではいまだに第3位であるが，アメリカ，中国が毎年ほぼ数字を増やしているのに比

べて，日本はあまり増えておらず，経済成長が停滞気味であることが歴然としている。

経済活動の規模が拡大することを経済成長といい，一般に物価の変動分を取り除いた実

質国内総生産の対前年増加率を
ⓒ
実質経済成長率という。戦後，日本をはじめ各国は経済成

長を経済政策の大きな目標としてきたが，経済成長を実現するためには産業資本・社会資

本の供給や質の良い労働の供給などが必要とされる。また，
ⓓ
技術革新（イノベーション）

は投資需要・消費需要の増加，生産性の上昇や資本の蓄積をもたらし，経済発展の重要な

要因であると考えられている。

ⓔ
国民所得が大きいことは国民経済の規模の大きいことを意味するが，国内総生産は生産

活動に主眼を置いたものであって，国民生活の豊かさや福祉の程度をあらわす指標として

は必ずしも適切なものではない。そこで，家事労働などのプラス項目や公害などのマイナ

ス項目をＧＤＰに加減する 12 などの指標が考案されている。

問1 文中の 11 と 12 に入れるのに最も適当なものを，各群の①～④のうち

からそれぞれ一つずつ選びなさい。

11 ① 200 ② 500

③ 800 ④ 1000

12 ① ＮＮＷ ② グリーンＧＤＰ

③ エンゲル係数 ④ ＧＤＰデフレーター
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問2 文中の Ａ と Ｂ に入る語句の組合せとして最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 13

① Ａ 3分の2 Ｂ 4分の3 ② Ａ 2分の1 Ｂ 3分の2

③ Ａ 3分の1 Ｂ 2分の1 ④ Ａ 4分の1 Ｂ 3分の1

問3 下線部ⓐの国内総生産（ＧＤＰ）などの統計指標に関する記述として最も適当なも

のを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 14

① 国民総所得から固定資本減耗を差し引いたものは，国内純生産に一致する。

② 国内総生産から海外からの純所得を差し引いたものは，国内総所得に一致する。

③ 国民所得から海外からの純所得を差し引き，固定資本減耗を加えたものは，国内

総生産と一致する。

④ 国内の生産額の合計から中間生産物の額を差し引き，海外からの純所得を加えた

ものは，国民総所得と一致する。

問4 下線部ⓑの一人当たりＧＤＰ（2021年 名目ベース）が日本より少ない国として最

も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 15

① ルクセンブルク ② シンガポール

③ マレーシア ④ イスラエル

問5 下線部ⓒの実質経済成長率に関連して，ある国の今年の名目ＧＤＰが240兆円，物

価指数120で，前年の名目ＧＤＰが200兆円，物価指数が100であるとき，前年に対す

る今年の実質経済成長率として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びな

さい。 16

① マイナス10％ ② 0％ ③ プラス10％ ④ プラス20％

問6 下線部ⓓの技術革新に関連して，企業家によるイノベーションが資本主義経済の原

動力であると主張した経済学者として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 17

① マーシャル ② シュンペーター

③ セン ④ ピグー
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問7 下線部ⓔの国民所得計算の対象とならないものとして最も適当なものを，次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 18

① キャピタルゲイン ② 持ち家の帰属家賃

③ 農家の自家消費 ④ アルバイトによる賃金

123－40

政
治
・
経
済

第3問 次の対話文を読み，下の問い（問1～問8）に答えなさい。

生徒：先生，出生率の低下が言われだして久しいですね。

先生：そうだね。合計特殊出生率が 19 （2020年）だからね。

生徒：合計特殊出生率とはどういうものなのですか。

先生：一人の女性が一生涯で生む子どもの数の平均値だ。

生徒：
ⓐ
超高齢社会と関係があるのですね。

先生：そうだね。現在，65歳以上の高齢者人口の割合は Ａ ％程であるが，今世紀

半ばには Ｂ ％近くになると予想されているよ。

生徒：現役労働者の費用負担が大変そうですね。

先生：そうだね。
ⓑ
年金や医療の費用負担が増すことは確実だね。

生徒：それで
ⓒ
後期高齢者医療制度もはじまっているのですね。

先生：しかし，世代間負担の公平性の問題はなかなか難しい。

生徒：聞いたことあります。そのために消費税を上げたとか。

先生：そうだね。2012年に社会保障と税の一体改革法案が成立し，2014年から消費税率は

8％へと引き上げられ2019年10月には10％へと引き上げられたね。

生徒：消費税は間接税なのですよね。

先生：そうだね。直接税と間接税の比率を
ⓓ
直間比率という。消費税率を上げると，間接税

の割合が高まると予想される。
ⓔ
少子高齢化が進む中で，世代間負担の公平性を保つ

意味でも消費税は重要な財源だ。社会保障制度改革は未だ道半ばで，
ⓕ
新たな問題も

山積していることから更なる制度の改善が必要だね。

生徒：いろいろ勉強になりました。ありがとうございました。

問1 文中の 19 に入れるのに最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選び

なさい。 19

① 1．10 ② 1．33

③ 1．52 ④ 1．73
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問2 文中の Ａ と Ｂ に入る語句の組合せとして最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 20

① Ａ 10 Ｂ 30 ② Ａ 20 Ｂ 35

③ Ａ 30 Ｂ 40 ④ Ａ 35 Ｂ 50

問3 下線部ⓐの超高齢社会に関連して，高齢化に関する記述として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 21

① 高齢化率が14％をこえた社会を高齢化社会という。

② 高齢化率が21％をこえた社会を高齢社会という。

③ 日本では1970年に高齢化率が14％をこえた。

④ 日本では2007年に高齢化率が21％をこえた。

問4 下線部ⓑの年金に関連して，日本の年金制度に関する記述として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 22

① 基礎年金の受給資格期間が10年から25年に伸長され，基礎年金の国庫負担割合が

3分の1から2分の1に引き上げられた。

② 専業主婦（第3号被保険者）は，国民年金の保険料を支払っている点では，第1

号被保険者と同じ負担をしている。

③ わが国の年金制度は賦課方式を基本に制度設計されたが，少子高齢化の進展とと

もに，積立方式に移行してきている。

④ 現役世代の負担が増えすぎないように，保険料収入などの総額に応じて給付水準

を自動的に調整するマクロ経済スライドが導入されている。
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問5 下線部ⓒの後期高齢者医療制度に関連して，2006年に制定された医療制度改革関連

法の記述として適当でないものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 23

① 70歳以上の「現役並み所得者」の医療費窓口負担は3割から2割に引き下げる。

② 所得が「現役並み所得」に満たない70歳から74歳の国民の医療費窓口負担を1割

から2割に引き上げる。

③ 長期入院している70歳以上の患者について食費・光熱費などを原則として全額自

己負担とする。

④ 老人保健法を廃止して，75歳以上の国民全員が加入する後期高齢者医療制度が新

設され，対象者全員から保険料を徴収する。

問6 下線部ⓓの直間比率に関連して，国税における直間比率に関する記述として最も適

当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 24

① 日本はドッジラインで直接税中心の税体系となり，その割合は消費税導入まで，

およそ7：3程度であった。

② 今日の日本の直間比率は，消費税の引き上げにより5：5に近づいている。

③ ドイツは直接税中心の税体系で，直間比率は7：3ほどである。

④ アメリカは間接税中心の税体系で，直間比率は4：6ほどである。

問7 下線部ⓔの日本の少子高齢化に関する記述として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 25

① 1990年代半ばをピークに既に人口減少が始まっている。

② 1990年代半ばに，少子化対策として政府はゴールドプランを実施した。

③ 日本は世界有数の高い平均寿命を持つ国で，特に女性は2020年では世界1位であ

る。

④ 2020年に日本の人口は1億人を下回った。
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問8 下線部ⓕに関連して，社会保障制度の新たな問題点に関する記述として適当でない

ものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 26

① 国民健康保険は，自営業者に加え，所得の少ない年金生活者や非正規労働者らが

加入しているため，保険料収入が少なく，慢性的な赤字傾向に陥っている。

② 負担と給付のバランスをめぐって，国民に不安や不信感があり国民年金の未納や

未加入といった問題が生じている。

③ 現行の育児・介護休業法では，子どもが保育所に入所できない等の場合に，育児

休業の延長ができない。

④ 就労しているにもかかわらず生活保護以下の収入しか得られないワーキングプア

問題が生じている。
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第4問 次の文章を読み，下の問い（問1～問7）に答えなさい。

ⓐ
ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）は2022年3月，ロシアのウクライナ侵攻を受

け，国外へ逃れたウクライナ難民が400万人を超えた，と発表した。侵攻が始まった2月

24日以降，難民は増え続け，半数以上が西側の 27 に向かい，また難民の約90％は

女性と子どもであるとしている。

ＵＮＨＣＲは，
ⓑ
2014年のウクライナ紛争勃発後も，ドネツクやルハンシク等で，国内避

難民等の支援対象者に救援物資や避難所を提供した。そして今回の危機でも，ウクライナ

の近隣諸国やその他の団体と協力して支援を拡大している。

実は，ヨーロッパでの難民問題はこれが初めてではない。2015年の夏頃からヨーロッパ

に流入する難民の数が急増した。ＵＮＨＣＲによると，その半数がシリアからの難民であ

ったとしている。

2010年以降，中東・北アフリカのアラブ諸国において，
ⓒ
アラブの春と呼ばれた民主化運

動が広がり，発端となった 28 のほか，エジプトの Ａ やリビアの Ｂ に

よる強権的・独裁的な政権が相次いで倒れた。シリアでも民主化運動に対する武力弾圧を

続ける現政権に対して，2011年5月，ＥＵやアメリカは制裁措置を発動し，現政権に対し

て退陣を要求した。しかし現政権とそれに反対する勢力との間で紛争となり，大量の難民

が発生したのである。

ところで，難民とは正式には
ⓓ
難民条約に基づくものである。認定されると，5年間の

「定住者」の在留資格が原則的に与えられる。また「永住者」の要件の一つである「独立

した生計を営む資産や技能」を満たさなくても永住許可を受けられる。ただし，認定のハ

ードルは極めて高い。難民条約は難民について「人種，宗教，国籍，特定の社会的集団の

構成員，政治的意見」を理由に「迫害」を受ける恐れがあって他国に逃れた人と定義して

いる。特に
ⓔ
日本は条約の解釈が厳格といわれる。
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問1 文中の 27 と 28 に入れるのに最も適当なものを，各群の①～④のうち

からそれぞれ一つずつ選びなさい。

27 ① ハンガリー ② ルーマニア

③ ポーランド ④ ブルガリア

28 ① イエメン ② チュニジア

③ イラン ④ サウジアラビア

問2 文中の Ａ と Ｂ に入る人物名の組合せとして最も適当なものを，次の

①～⑥のうちから一つ選びなさい。 29

① Ａ カダフィー Ｂ ベンアリ

② Ａ カダフィー Ｂ ムバラク

③ Ａ ベンアリ Ｂ カダフィー

④ Ａ ベンアリ Ｂ ムバラク

⑤ Ａ ムバラク Ｂ カダフィー

⑥ Ａ ムバラク Ｂ ベンアリ

問3 下線部ⓐのＵＮＨＣＲの本部がある都市名として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選びなさい。 30

① 東京 ② ニューヨーク ③ ロンドン ④ ジュネーブ

問4 下線部ⓑの2014年のウクライナ紛争に関する記述として最も適当なものを，次の①

～④のうちから一つ選びなさい。 31

① この紛争の契機となったのは，親ＥＵ派の大統領が解任されたことであった。

② この時期，ウクライナの首都キエフ（キーウ）は，ロシア軍によって一時，占領

された。

③ 国連総会は，ロシアによるクリミア編入を無効と決議した。

④ アメリカはロシアとの対立を懸念し，クリミアのロシア編入を承認した。
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問5 下線部ⓒのアラブの春に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選びなさい。 32

① 民主化運動はアフリカのソマリアに影響を与え，ソマリアでは内戦が勃発した。

② 民主化運動は，チェチェン共和国にまでおよび，チェチェンはロシアからの完全

独立を果たした。

③ シリアでは，政府軍の化学兵器の使用をめぐり国際査察が入り，化学兵器の廃棄

処分が行われた。

④ アラブの春を契機として，日本では武力攻撃事態法など有事法制関連3法が制定

され，日本が他国から武力攻撃を受けた際の対処方法などが定められた。

問6 下線部ⓓの難民条約に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選びなさい。 33

① 難民条約は，冷戦終結後に多発した紛争による難民問題に対応するために採択さ

れた。

② 日本は難民条約加入後，外国人登録法が改正され，永住権をもつ外国人居住者に

関して指紋押捺が義務化された。

③ 日本は，難民条約を批准したが，社会保障関係法令の国籍条項の撤廃は行ってい

ない。

④ 難民条約は，迫害される恐れのある国に難民を送還してはならないと定めている。

問7 下線部ⓔに関連して，国連難民高等弁務官を務めた日本人として最も適当なものを，

次の①～④のうちから一つ選びなさい。 34

① 明石康 ② 新渡戸稲造 ③ 黒柳徹子 ④ 緒方貞子
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1

⑴ x，y についての式 P ＝ x2－6xy ＋10y2－4y ＋4は，

P ＝（ x － 1 y）2＋（ y － 2 ）2

と表すことができるから，P ＝0を満たす実数 x，y の値は

x ＝ 3 ，y ＝ 4

である。

⑵ sinθ＋ cosθ＝ 2�33 のとき，

sinθcosθ＝
5

6
，tanθ＋ 1

tanθ ＝ 7

である。

⑶ 三角形 ABCにおいて，AB＝5，BC＝6，CA＝7とする。このとき，

cos∠ABC＝
8

9

であり，三角形 ABCの面積は

△ABC＝ 10 11

である。

⑷ 命題「a ＜ x ＜ a ＋2ならば �x －4�≦2」が真となるような定数 a の値の範

囲は

12 ≦ a ≦ 13

である。
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2 a，b を実数の定数とする。2次関数

f（ x）＝ x2－2（a －1）x ＋2a － b ＋4

について，y ＝ f（ x）のグラフを C とする。

⑴ グラフ C を x 軸方向に－4，y 軸方向に4だけ平行移動すると，関数 y ＝ x2の

グラフに一致する。このとき，

a ＝ 14 ，b ＝ 15

である。

⑵ グラフ C を原点に関して対称移動すると，関数 y ＝－x2＋ ax － b のグラフに一

致する。このとき，

a ＝
16

17
，b ＝

18

19

である。

⑶ グラフ C の頂点を Pとおく。Pが直線 y ＝－x ＋3上にあるとき，b を a の式で

表すと

b ＝－a2＋ 20 a － 21

である。また，頂点 Pが線分 y ＝－x ＋3，0≦ x ≦3上を動くとき，a のとりう

る値の範囲は

22 ≦ a ≦ 23

であり，b のとりうる値の範囲は

24 ≦ b ≦
27

25 26

である。
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3 4つのさいころを同時に振る。

⑴ 同じ目が4つ出る確率は
28

29 30 31
である。

⑵ 異なる4つの目が出る確率は
32

33 34
である。

⑶ 連続した4つの目が出る確率は
35

36 37
である。

⑷ 偶数の目が少なくとも1つ出る確率は
38 39

40 41
である。

⑸ 2つの異なる目がそれぞれ2つずつ出る確率は
42

43 44
である。
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4 ある高校の第3学年は普通科の2クラス A，Bと特進科の1クラス Cに分かれて

いる。第3学年の全生徒を対象とした100点満点のテストを行った。結果を A，Bの

2クラスについてはヒストグラムで，Cクラスについては10人全員の得点で示すと

次のようになる。ただし，ヒストグラムの階級はそれぞれ0点以上20点未満，20点

以上40点未満，40点以上60点未満，60点以上80点未満，80点以上100点以下の

ように区切られている。

Cクラス10人の得点 50 66 73 75 78 80 85 93 100 100（点）

Ａクラス Ｂクラス
16 16
14 14
12 12

度
数
（
人
）

度
数
（
人
）10 10

8 8
6 6
4 4
2 2
0 0

20
～
40

40
～
60

60
～
80

80
～
10
0

20
～
40

40
～
60

60
～
80

80
～
10
0

0
～
20

0
～
20

得点 得点

また，Aクラスの得点の平均値は47点，Bクラスの得点の平均値は44点である。

⑴ 第3学年の生徒数は 45 46 人である。

⑵ 第3学年全体の結果を上と同じ階級区分でヒストグラムにすると，60点以上80

点未満の階級の度数は 47 48 人である。また，最頻値を階級値（その階

級のまん中の値）で表すと 49 50 点となる。

⑶ Cクラスの得点の平均値は 51 52 点である。
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⑷ 普通科全体の得点の平均値は 53 54 点であり，第3学年全体の得点の

平均値は 55 56 点である。ただし，小数点以下を四捨五入して答えなさ

い。

⑸ ある人はこれらのデータを見て，次のように考えた。

ア 得点が20点未満の生徒がいるのは Bクラスだけである。

イ 得点が100点の生徒は Cクラス以外にもいる。

ウ 第3学年全体の得点の中央値は50点である。

エ Bクラスの生徒の過半数は，得点が Aクラスの平均点より低い。

これらのうち，与えられたデータから正しく読み取れるものは 57 だけで

ある。 57 には次の⓪～⑨のうちから適切なものを一つ選んで入れなさい。

⓪ ア ① イ ② ウ ③ エ

④ アとイ ⑤ アとウ ⑥ アとエ ⑦ イとウ

⑧ イとエ ⑨ ウとエ

数

学
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全学統一入試

令和6（2024）年度
試験学科
経営学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
データサイエンス学科
経済学科
法律学科
国際関係学科
多文化コミュニケーション学科
都市創造学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

国　　語
（　前　期　）



014 2

が
、
お
そ
ら
く
泡
粒
の
よ
う
に
現
象
し
て
い
た
。（
2
）
そ
れ
ら
は
芸
術
史
に
認
定
さ
れ
た
「
巨
匠
」
や
「
名
作
」
を
持
ち
え
な
か
っ
た
た
め
、

今
日
で
は
わ
ず
か
に
名
前
を
留
め
て
い
る
ば
か
り
か
も
し
れ
な
い
。（
3
）
前
衛
と
は
「
今
、
こ
こ
」
の
場
所
に
あ
っ
て
行
動
を
求
め
る
意
志
に

他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
4
）
前
衛
と
は
流
派
で
は
な
く
運
動
で
あ
っ
て
、
過
去
の
す
べ
て
を
白タ
ブ
ラ
・
ラ
サ

紙
状
態
に
引
き
戻
し
、
美
学
の
領
域
に
大

胆
に
も
非
連
続
の
亀
裂
を
走
ら
せ
よ
う
と
す
る
力
で
あ
る
。（
5
）
そ
れ
は
永
遠
の
相
の
も
と
に
自
分
を
記
憶
さ
せ
る
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
無
関
心
な
の
だ
。

こ
う
し
た
前
衛
的
気
運
が
西
欧
に
固
有
の
も
の
で
あ
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
1
9
2
0
年
代
と
は
、
曲
が
り
な
り
に
も
芸
術
的

実
践
に
お
い
て
世
界
的
な
同
時
性
が
最
初
に
実
現
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
日
本
と
い
っ
た
、
西
欧
か

ら
見
て
「
周
縁
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
場
所
に
お
い
て
も
、
1
9
2
0
年
代
に
は
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
に
喚
起
さ
れ
た
形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が

生
じ
た
。
と
り
わ
け
日
本
の
場
合
、
芸
術
的
実
験
は
単
に
本
家
大
本
の
模
倣
に
終
わ
ら
ず
、
き
わ
め
て
独
自
の
発
展
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

1
9
2
0
年
の
時
点
で
、
す
で
に
東
京
で
は
「
未
来
派
」
を
称
す
る
美
術
協
会
が
発
足
し
、
展
覧
会
を
始
め
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
た

村
山
知
義
は
、
ダ
ダ
イ
ス
ム
か
ら
表
現
主
義
ま
で
の
運
動
を
ひ
と
わ
た
り
見
渡
し
て
1
9
2
3
年
に
帰
国
す
る
と
、
た
だ
ち
に
「
ア
ン
チ
ズ
ム
」

A
ntism

と
い
う
、
そ
の
名
も
純
粋
な
る
否
定
性
を
連
想
さ
せ
る
前
衛
運
動
を
宣
言
し
、
や
が
て
そ
れ
は
芸
術
集
団
マ
ヴ
ォ
（
1
9
2
3
）
へ
と
発

展
し
て
い
っ
た
。
マ
ヴ
ォ
は
古
新
聞
に
赤
イ
ン
ク
で
印
刷
し
た
機
関
誌
を
発
行
し
、
40
年
後
の
暗
黒
舞
踏
の
先
駆
者
と
も
い
う
べ
き
奇
怪
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
を
辿
っ
て
日
本
に
到
来
し
た
。
ブ
ル
ト
ン
の
大
著
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
と
絵
画
』（
1
9
2
8
）
は
、
原
著
刊
行
の
2
年
後
に
は
早
く
も
瀧
口
修
造
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
絵
画
作
品
の
図
版

イ※

※

※
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一
、
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
な
お
、〔

〕
は
出
題
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。）

20
世
紀
に
は
大
ま
か
に
い
っ
て
、
2
度
に
わ
た
っ
て
文
化
芸
術
の
領
域
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
意
志
が
露
出
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。

最
初
の
も
の
は
1
9
1
0
年
代
後
半
か
ら
20
年
代
に
か
け
て
、
つ
ま
り
第
一
次
大
戦
の
終
結
後
に
生
じ
た
「
荒
地
」（
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
）
の

藪や
ぶ

の
な
か
で
生
じ
た
。
二
番
目
の
も
の
は
第
二
次
大
戦
後
の
冷
戦
体
制
の
下
、
1
9
6
0
年
代
か
ら
70
年
代
に
か
け
て
生
じ
た
。

Ⅰ

し

く
も
そ
れ
は
全
世
界
的
に
見
て
、
政
治
的
高
揚
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
最
初
の
黄
金
時
代
に
終
止
符
を

Ⅱ

っ
た
の
は
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
と
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
二
番
目
の
時
代
に
凋ち

ょ
う

落ら
く

を
与
え
た
の
は
、
高
度
資
本
主
義
に
よ
る
大
衆
消
費
社
会
の
実
現
で
あ
っ
た
。

1
9
6
0
年
代
の
文
化
神
話
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
別
の
と
こ
ろ
で
論
じ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
1
9
2
0
年
代
の
芸
術
的
な
高
揚
に
つ
い

て
、
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
広
大
な
戦
場
と
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
」
の
優
雅
に
対
し
て
終し
ゅ
う

焉え
ん

を
宣
言
し
た
。
そ
の
結
果
、
戦
後

の
文
化
的
空く
う
げ
き

の
な
か
で
、
次
々
と
前
衛
的
な
文
化
運
動
が
名
乗
り
を
挙
げ
た
。
1
9
1
0
年
代
に
は
早
く
も
パ
リ
で
キ
ュ
ビ
ス
ム
、
ミ
ラ
ノ
で

未
来
派
、
そ
し
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
ダ
ダ
イ
ス
ム
が
果
敢
な
宣
言
を
行
な
っ
た
。
革
命
前
後
の
ロ
シ
ア
で
も
、
大
戦
直
後
の
混
乱
し
た
ド
イ
ツ
で

も
、
美
学
的
な
実
験
が
開
始
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
20
年
代
に
な
る
と
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
表
現
主
義
が
あ
ら
ゆ
る
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
し
て
興
隆

し
た
。
ま
た
パ
リ
で
は
ダ
ダ
イ
ス
ム
を
超

Ⅲ

す
る
形
で
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
華
々
し
い
運
動
を
開
始
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。（
1
）
今
日
で
は
す
っ
か
り
忘
却
の
彼
方
に
あ
る
が
、
当
時
は
よ
り
過
激
で
秩
序
転
覆
的
な
芸
術
運
動

※

※

※
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こ
と
は
な
か
っ
た
。「
前
衛
」
の
一
語
は
左
翼
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
専
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
に
携
わ
る

者
た
ち
は
こ
こ
に
名
を
掲
げ
た
者
た
ち
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
頽た
い

廃は
い

文
化
の
徒
で
あ
る
と
見
做
し
て
、
批
判
的
な
態
度
を
崩
さ
な
か
っ
た
。「
前

衛
」
と
い
う
言
葉
が
ダ
ダ
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
含
む
、
純
粋
な
美
学
的
実
験
の
た
め
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
20
年
代
も
終
わ

ろ
う
と
す
る
頃
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
「
前
衛
映
画
」
と
称
し
て
、
マ
ン
・
レ
イ
や
デ
ュ
ラ
ッ
ク
、
カ
ヴ
ァ
ル
カ
ン
テ
ィ
と
い
っ
た
監
督
の
フ
ィ
ル
ム

が
輸
入
上
映
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
（
波
潟
剛
『
越
境
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』）。
も
っ
と
も
そ
の
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
論
で
は
「
前
衛
」

の
一
語
を
、
左
翼
文
化
を
示
す

Ｂ

と
し
て
で
は
な
く
、
芸
術
学
に
広
く
一
般
的
な
言
葉
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、

論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

今
日
で
は
ド
イ
ツ
表
現
主
義
映
画
を
代
表
す
る
一
本
と
さ
れ
る
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
が
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ー
ネ
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
た
の

は
、
1
9
1
9
年
の
こ
と
で
あ
る
。
精
神
病
院
を
舞
台
に
、
狂
人
の
妄
想
を
グ
ロ
テ
ス
ク
に
描
き
出
し
た
こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
、
そ
れ
か
ら
2
年
後

の
1
9
2
1
年
5
月
に
日
本
で
も
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
衝
撃
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
手
伝
い
、
し
ば
ら
く
は
次
々
と
表
現
主
義
フ
ィ
ル
ム
の
ラ
ッ

シ
ュ
が
続
き
、
1
9
2
3
年
に
ラ
ン
グ
の
『
ド
ク
ト
ル
・
マ
ブ
ゼ
』
が
公
開
さ
れ
る
に
お
い
て
、
流
行
は
絶
頂
に
達
し
た
感
が
あ
っ
た
。

『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
が
日
本
公
開
さ
れ
た
と
き
、
新
進
作
家
の
谷
崎
潤
一
郎
は
、
す
で
に
映
画
製
作
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ

た
。
彼
は
た
だ
ち
に
上
映
中
の
映
画
館
に
駆
け
付
け
、
み
ず
か
ら
進
ん
で
映
画
評
を
執
筆
す
る
。
か
つ
て
ド
イ
ツ
表
現
主
義
映
画
の
先
駆
的
作
品

※

※

※※

※
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は
、
多
く
の
新
進
画
家
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
瀧
口
は
単
に
ブ
ル
ト
ン
の
紹
介
者
で
あ
る
以
上
に
、
み
ず
か
ら
も
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に

基
づ
く
詩
的
実
験
を
行
な
い
、
能
楽
や
俳
句
、
活
花
に
お
け
る
純
粋
形
式
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
比
較
し
、
両
者
に
共
通
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
志
向

と
西
欧
的
主
観
性
の
批
判
的
回
避
に
照
明
を
当
て
た
。
同
様
の
こ
と
は
ダ
ダ
イ
ス
ム
の
摂
取
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
高
橋
新
吉
は
ダ
ダ
と
禅
と

を
結
合
さ
せ
、
独
自
に
ノ
ン
サ
ン
ス
な
言
語
世
界
を
構
築
し
た
。
別
の
と
こ
ろ
で
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
茶
の
湯
を
同
時
に
思
考
す
る
試
み
が
な
さ

れ
た
。
演
劇
で
は
築
地
小
劇
場
は
新
派
メ
ロ
ド
ラ
マ
〔
こ
こ
で
は
通
俗
的
な
物
語
の
典
型
の
こ
と
〕
に
対
す
る
果
敢
な
抵
抗
を
続
け
、
映
画
で
は
エ
イ

ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
理
論
の
批
判
的
摂
取
が
若
き
映
画
人
の
間
で
議
論
さ
れ
た
。

1
9
2
0
年
代
の
東
京
で
生
じ
た
こ
う
し
た
現
象
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
そ
れ
が
西
欧
の
運
動
の
「
飛
び

火
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
若
き
芸
術
家
が
潜
在
的
に
抱
い
て
い
た
、
伝
統
的
美
学
に
対
す
る
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
の
要
求
に
明
確
に
形
を
与
え

た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
少
な
か
ら
ぬ
者
た
ち
は
、
輸
入
さ
れ
た
最
新
流
行
を
表
面
的
に
模
倣
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
別
の
者
た
ち
は
未
知
な

る
も
の
と
の
遭
遇
に
衝
撃
を
受
け
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
美
学
的
な
造
反
運
動
へ
と
走
っ
た
。
だ
が
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
東
京
を
経
由

地
と
す
る
こ
と
で
、
植
民
地
の
知
識
人
と
芸
術
家
が
実
験
的
な
作
風
の
作
品
創
造
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
李
箱
の
ダ
ダ
イ
ス
ム
詩
は
朝
鮮

近
代
詩
の
な
か
で
革
命
的
な
役
割
を
果
た
し
、
楊
熾
昌
と
林
永
修
は
西
脇
順
三
郎
の
薫く
ん

陶と
う

を
受
け
た
後
に
台
湾
に
戻
る
と
、
彼
ら
の
い
う
「
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
」
詩
の
執
筆
に
腐
心
し
た
。
1
9
2
0
年
代
の
東
京
は
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
的
地
政
学
の
な
か
に
あ
っ
て
、
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
が

果
た
し
た
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

ち
な
み
に
い
う
。
1
9
2
0
年
代
を
通
し
て
、
わ
た
し
が
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
日
本
の
前
衛
主
義
者
た
ち
が
み
ず
か
ら
を

Ａ
　

※

※

※

※

※

※

※
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衛
作
品
が
創
造
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。

『
狂
つ
た
一
頁
』
は
精
神
病
院
を
舞
台
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
に
少
な
か
ら
ぬ
も
の
を
負
っ
て
い
る
。
だ
が
衣
笠
は

『
血
と
霊
』
の
ス
タ
ッ
フ
と
は
異
な
り
、
同
時
代
の
ド
イ
ツ
表
現
主
義
映
画
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
主
義
映
画
か
ら
も
多
く
の
手
法
を

取
り
入
れ
た
。
彼
ら
は
職
業
的
映
画
人
と
し
て
も
、
そ
れ
な
り
の
現
場
体
験
を
持
っ
て
い
た
。
端
的
に
い
っ
て
、『
狂
つ
た
一
頁
』
は
『
カ
リ
ガ

リ
博
士
』
が
終
わ
っ
た
時
点
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
を
越
え
た
映
画
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
差
し
出
し
て
い
る
。
具
体
的
に
そ
れ
を
書
き
出
し
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

ま
ず
こ
の
作
品
は
狂
気
の
表
象
を
非
日
常
的
な
舞
台
装
置
や
衣
装
の
次
元
に
留
め
ず
、
画
面
そ
の
も
の
を
根
拠
づ
け
て
い
る
眼
差
し
の
主
体
の

問
題
と
し
て
具
体
化
し
て
み
せ
た
。
カ
メ
ラ
は
人
間
の
非
理
性
的
な
行
動
を
捕
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
意
識
変
容
そ
の
も
の
を
映
像
と
し

て
提
示
し
た
。

第
二
に
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
で
は
も
は
や
患
者
は
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
な
想
像
力
の
も
と
に
留
ま
る
こ
と
を
拒
み
、
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
手
法
を
通

し
て
、
社
会
化
さ
れ
た
存
在
と
し
て
表
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
衣
笠
は
狂
気
と
は
、
観
客
に
代
表
さ
れ
る
他
者
の
眼
差
し
を
経
過
し
て
こ

そ
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て
現
象
す
る
と
い
う
事
実
に
充
分
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
発
展
し
て
い
く
途
上
で
患
者
が
排
除

と
監
禁
の
対
象
と
化
し
て
い
く
過
程
を
、
彼
ら
の
騒
乱
を
通
し
て
描
い
た
。『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
が
前
提
と
し
て
い
た
日
常
／
非
日
常
、
現
実
／

非
現
実
、
病
院
／
外
界
と
い
っ
た
二
項
対
立
は
、『
狂
つ
た
一
頁
』
に
あ
っ
て
は
も
は
や
成
立
し
て
い
な
い
。
病
院
の
医
師
や
看
護
人
と
患
者
た

ち
は
、
互
い
を
分
割
し
て
い
る
境
界
を
越
え
て
、
非
理
性
的
な
祝
祭
に
う
ち
興
じ
、
世
界
全
体
が
巨
大
な
混
沌
と
化
し
て
し
ま
う
。
に
も
か
か
わ

ハ
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と
も
い
え
る
『
プ
ラ
ー
グ
の
大
学
生
』（
1
9
1
4
）
に
深
く
感
銘
し
、
自
作
の
短
編
の
結
末
部
に
お
い
て
そ
の
影
響
を
隠
そ
う
と
し
な
か
っ
た
作

家
に
と
っ
て
、
非
日
常
的
な
舞
台
装
置
の
も
と
に
演
じ
ら
れ
る
狂
人
の
妄
想
を
描
い
た
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
は
、
ま
さ
に
わ
が
意
を
得
た
フ
ィ
ル

ム
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
彼
は
ま
ず
狂
気
が
主
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
賞
讃
し
、
こ
の
作
品
の
背
後
に
ホ
フ
マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
ド
イ
ツ
・
ロ

マ
ン
派
の
血
脈
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
舞
台
装
置
と
俳
優
の
自
然
的
演
技
の
間
の
不
調
和
を
指
摘
し
、
演
出

の
不
徹
底
を
嘆
い
た
。

谷
崎
は
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
に
接
す
る
3
年
前
に
、『
人
面
疽そ

』
と
い
う
、
映
画
上
映
と
狂
気
を
め
ぐ
る
き
わ
め
て
過
激
な
内
容
の
短
編
小
説

を
発
表
し
、
一
度
は
そ
の
映
画
化
を
期
待
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
が
同
時
代
の
日
本
の
検
閲
制
度
の
厳
し
さ
と
映
画
観
客
の
未
成
熟
を
鑑
み
た

と
き
、
そ
れ
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
、
苦
い
体
験
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
と
同
様
の
試
み
が
日
本
で
も
実
現

す
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら
も
、
そ
の
困
難
を
充
分
に
認
識
し
て
い
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
谷
崎
は
映
画
製
作
か
ら
撤
退
し
、
関
東
大
震
災
を
契
機
に

関
西
に
移
住
す
る
と
、
悪
魔
主
義
的
な
実
験
的
作
風
か
ら
も
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

衣
笠
貞
之
助
は
こ
こ
に
名
を
挙
げ
た
谷
崎
の
よ
う
に
、
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
新
派
劇
の
女
形
と
し
て
、
若
く
し
て
盛

大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
た
。
彼
は
連
鎖
劇
を
通
し
て
映
画
界
に
接
近
し
、
み
ず
か
ら
主
演
し
つ
つ
新
派
映
画
を
監
督
す
る
に
い
た
っ
た
。
だ
が
旧

態
依
然
と
し
た
物
語
と
演
出
に
飽
き
足
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
て
い
た
。
1
9
2
6
年
、
彼
は
独
立
プ
ロ
を
興
し
、『
狂
つ
た
一
頁
』
を
撮
り
あ
げ
た
。

横
光
利
一
や
川
端
康
成
と
い
っ
た
、
新
感
覚
派
の
若
き
小
説
家
た
ち
と
親
し
く
語
り
合
い
、
彼
ら
の
協
力
を
得
た
こ
と
が
、
こ
の
前
代
未
聞
の
前

※
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官
憲
に
よ
る
厳
し
い
検
閲
制
度
。
ほ
と
ん
ど
無
意
識
の
次
元
に
ま
で
根
を
張
っ
て
い
る
、
日
本
人
の
新
派
的
想
像
力
。
自
転
車
操
業
で
粗
製
乱

造
を
や
め
な
い
映
画
業
界
。
直
接
的
に
は
こ
う
し
た
障
害
が
、
わ
れ
わ
れ
の
主
人
公
た
ち
の
果
敢
な
実
験
を
、
そ
の
本
質
か
ら
疎
外
す
る
要
因
で

あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
真
の
問
題
は
そ
の
よ
う
な
皮
相
な
場
所
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
日
本
映
画
史
の
内
部
だ
け
の
問
題
で
も
な
い
。
よ
り
高
い
次
元
に
立
っ
て
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

江
戸
時
代
の
終
焉
ま
で
綿
々
と
続
い
て
き
た
前
近
代
に
対
し
、
西
洋
か
ら
到
来
し
た
近
代
が
も
た
ら
し
た
文
化
的
社
会
的
闘
争
に
関
わ
る
問
題
で

あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

わ
た
し
が
こ
こ
に
掲
げ
た
2
人
の
人
物
の
挫
折
を
準
備
し
た
も
の
と
は
何
か
。
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
、
そ
の
近
代
と

は
何
か
を
本
質
的
に
問
う
こ
と
に
通
じ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
ド
イ
ツ
表
現
主
義
映
画
が
西
欧
近
代
の
産
物
で
あ
る
以
前
に
、
そ
も
そ
も
映
画
、

つ
ま
り
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
そ
の
も
の
が
西
欧
の
発
明
物
で
あ
り
、
近
代
の
換
喩
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
前
衛
」avant-garde

と
い
う
言
葉
は
、
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
最
初
に
唱
え
ら
れ
た
。
当
初
、
そ
れ
は
斥せ

っ

候こ
う

を
含
め
、
戦
場
に
お
い

て
先
発
を
務
め
る
者
た
ち
を
示
す
軍
事
用
語
で
あ
っ
た
。
敵
陣
と
味
方
の
陣
地
と
の
間
に
横
た
わ
る
無
人
地
帯
を
、
危
険
を
冒
し
な
が
ら
秘
か
に

進
み
、
偵
察
と
情
報
収
集
を
機
敏
に
な
し
と
げ
る
少
数
の
精
鋭
部
隊
。
前
衛
の
目
的
と
は
本
格
的
な
後
続
部
隊
の
戦
闘
が
有
利
に
展
開
す
る
よ
う

に
未
知
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
お
の
ず
か
ら
そ
こ
に
は
自
己
犠
牲
の
理
念
と
エ
リ
ー
ト
意
識
が
あ
ら
か
じ
め
含
意
さ
れ
て
い

た
。

※
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ら
ず
次
の
瞬
間
に
は
亀
裂
は
縫
合
さ
れ
、
破
れ
目
ひ
と
つ
な
い
抑
圧
的
空
間
が
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、『
狂
つ
た
一
頁
』

は
政
治
的
な
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。

『
狂
つ
た
一
頁
』
は
真
の
意
味
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衣
笠
の
試
み
は
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
フ
ィ

ル
ム
は
興
行
的
に
失
敗
し
、
監
督
は
そ
れ
以
後
、
製
作
時
に
生
じ
た
借
財
の
返
済
を
強
い
ら
れ
、
大
手
映
画
会
社
の
た
め
に
旧
来
の
新
派
映
画
を

量
産
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
。
失
敗
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
観
客
が
作
品
の
意
図
を
理
解
で
き
ず
、
従
来
の
新
派
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
物
語
コ
ー
ド

に
基
づ
い
て
そ
れ
を
受
容
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
裏
返
し
て
考
え
て
み
れ
ば
、
い
か
に
衣
笠
が
実
験
的
な
主
題
と
手
法
に
訴
え
よ
う
と
し

て
も
、
映
画
人
と
し
て
彼
を
醸
成
し
て
き
た
新
派
劇
の
女
形
と
し
て
の
体
験
の
豊ほ
う

饒じ
ょ
う

さ
か
ら
は
、
完
全
に
は
離
脱
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
衣
笠
が
こ
の
二
律
背
反
の
克
服
に
成
功
す
る
に
は
、
そ
の
後
、
短
く
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
を
経
、『
雪ゆ

き

之の

丞じ
ょ
う

変へ
ん

化げ

』（
1
9
3
5
）

に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
的
な
幻
想
的
な
舞
台
装
置
と
歌
舞
伎
の
も
つ
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
想
像
力
と
を
統
合
的
に
処
理
し
え
た
時
ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

谷
崎
潤
一
郎
、
そ
し
て
衣
笠
貞
之
助
…
…
。
1
9
2
0
年
代
に
あ
っ
て
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
に
代
表
さ
れ
る
表
現
主
義
映
画
に
魅
惑
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
多
大
な
霊
感
を
受
け
取
っ
た
日
本
の
映
画
人
と
文
学
者
は
、
ど
う
し
て
つ
ね
に
挫
折
に
遭
遇
し
て
し
ま
う
の
か
。
日
本
に
お
い
て
前
衛
的

な
実
験
を
志
し
て
き
た
者
は
、
ど
う
し
て
結
果
的
に
断
念
と
放
棄
、
旧
態
へ
の
回
帰
と
い
っ
た
径
路
を
辿た
ど

る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
の
か
。

ニ
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識
層
の
も
と
に
舞
い
戻
っ
た
。
あ
る
い
は
そ
の
眼
差
し
ゆ
え
に
、
時
代
遅
れ
の
も
の
と
し
て
蔑

な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
、
残
酷
に
も
没
落
し
て
い
っ
た
。

日
本
の
芸
術
家
た
ち
は
芸
術
が
い
か
に
し
て
可
能
か
と
い
う
問
い
を
前
に
し
た
と
き
、
前
近
代
に
あ
っ
て
民
衆
文
化
の
中
心
に
あ
っ
た
歌
舞
伎

や
文
楽
、
浮
世
絵
、
は
て
は
三
弦
の
奏
で
る
新
内
と
い
っ
た
音
曲
か
ら
ひ
と
た
び
自
分
を
切
り
離
し
て
み
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
彼
ら
は
過
去

と
の
接
続
／
断
絶
を
め
ぐ
っ
て
、
寄
る
辺
な
き
孤
独
の
な
か
で
、
独
自
に
態
度
決
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
だ
が
、
彼
ら
を
文
化
的
に
育
ん
で
き

た
の
は
、
そ
の
唾だ

棄き

す
べ
き
江
戸
の
歌
舞
音
曲
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
や
画
壇
の
支
配
的
伝
統
に
反
旗
を
翻
し
た
瞬
間
か
ら
、
前
衛
運
動
を
担
う
根
拠
が
自
動
的
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
西
欧
社
会
の
あ
り
方
と
は
、
本
来
的
に
異
質
な
環
境
で
あ
っ
た
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
日
本
で
は
異
を
唱
え
ん
と
決
意
し
よ
う
に
も
、

肝
腎
の
敵
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
自
体
が
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

で
あ
り
、
つ
い
そ
の
前
日
に
急
ぎ
足
で
造
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
い
や
、
そ
も

そ
も
「
芸
術
」
と
い
う
観
念
そ
の
も
の
が
大
衆
か
ら
遊
離
し
た
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
文
化
人
の
座
興
の
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
前
衛

運
動
家
は
、
運
動
の
当
初
に
あ
っ
て
は
強
い
否
定
的
動
機
と
情
熱
に
突
き
動
か
さ
れ
て
は
い
て
も
、
ひ
と
た
び
理
念
の
枠
組
み
を
作
り
上
げ
る
こ

と
に
成
功
す
る
と
、
た
だ
ち
に
そ
こ
に
安
住
し
て
し
ま
い
、
外
部
か
ら
遮し
ゃ

断だ
ん

さ
れ
た
安
定
構
造
の
な
か
で
そ
れ
以
後
の
探
求
を
放
棄
し
て
し
ま
う

の
が
つ
ね
で
あ
っ
た
。

第
二
に
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
日
本
の
前
衛
主
義
者
が
ま
ず
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
同
時
代
の
西
欧
の
前
衛
芸
術
家
の
活
動

と
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
西
欧
の
芸
術
家
は
強
い
内
的
必
然
に
促
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
が
、
既
成
の
美
学
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対

し
、
真し
ん
し

な
反
省
作
業
の
末
に
よ
う
や
く
到
達
し
え
た
理
念
を
、
日
本
人
は

Ｄ

借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

※
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「
前
衛
」
と
い
う
語
を
軍
隊
の
文
脈
か
ら
引
き
離
し
、
隠
喩
的
に
用
い
る
こ
と
は
16
世
紀
後
半
か
ら
17
世
紀
に
か
け
て
す
で
に
行
わ
れ
て
い

た
。
だ
が
そ
れ
を
若
く
無
名
な
芸
術
家
の
は
た
す
べ
き
社
会
的
な
役
割
と
し
て
明
言
し
た
の
は
、
19
世
紀
の
中
ご
ろ
、
今
日
で
は
「
空
想
的
社
会

主
義
者
」
と
誤
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
フ
ー
リ
エ
や
サ
ン
・
シ
モ
ン
の
薫
陶
を
受
け
た
社
会
主
義
者
た
ち
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
主
義
的
思
潮
の
台
頭

が
、
芸
術
家
を
鼓
舞
す
る
た
め
、
彼
ら
を
軍
隊
の
比
喩
の
も
と
に
語
る
こ
と
を
許
し
た
こ
と
が
、
そ
れ
に
与あ
ず
か

っ
た
。
政
治
的
言
語
と
し
て
の

「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」
の
流
行
は
、
19
世
紀
最
大
の
美
学
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
ロ
マ
ン
主
義
の
運
動
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
20
世
紀
前

半
に
パ
リ
で
猖し
ょ
う

獗け
つ

を
き
わ
め
た
前
衛
主
義
と
は
、
当
事
者
が
い
か
に
既
成
の
美
学
か
ら
の
断
絶
を
声
高
に
主
張
し
よ
う
と
も
、
実
の
と
こ
ろ
、

19
世
紀
後
半
に
印
象
派
絵
画
や
象
徴
詩
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
代
の
権
威
主
義
的
美
学
に
対
し
公
然
と
異
を
唱
え
、
作

品
の
発
表
展
示
が
た
だ
ち
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
招
く
と
い
う
事
態
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
お
家
芸
で
あ
る
は
る
か
以
前
に
、
マ
ネ
と
セ
ザ
ン

ヌ
が
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
前
衛
を
可
能
と
す
る
前
提
と
し
て
、
画
壇
ア
カ
デ
ミ
ー
が
頑
強
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
1
9
2
0
年
代
日
本
に
お
い
て
美
学
的
に
前
衛
た
ろ
う
と
し
た
者
た
ち
を
取
り
囲
ん
で
い
た
状
況
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。

近
代
日
本
に
あ
っ
て
「
芸
術
」
は
所
与
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
西
欧
か
ら
到
来
し
た
、
新
奇
な
る
観
念
と
し
て
、
ま
ず
知
識
人
の
間

で
特
権
的
に
享
受
さ
れ
る
も
の
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
洋
画
（
西
洋
絵
画
）
も
新
劇
（
西
洋
演
劇
）
も
洋
楽
（
西
洋
音
楽
）
も
、
す
べ
て
が
そ
の
名
の

示
す
通
り
、
西
欧
起
源
で
あ
っ
た
。
本
来
日
本
の
民
衆
が
享
受
し
て
き
た
絵
画
、
演
劇
、
音
楽
は
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
、
改
め
て
「
日
本

画
」「
旧
劇
」「
邦
楽
」
と
名
付
け
直
さ
れ
た
。
そ
れ
は

Ｃ

さ
れ
、
価
値
づ
け
ら
れ
、「
新
し
い
伝
統
」
と
し
て
知

※

※
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い
、
民
衆
文
化
の
代
表
と
な
る
の
に
ほ
と
ん
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
映
画
は
西
欧
近
代
の
換
喩
と
し
て
日
本
に
導
入
さ
れ
な
が
ら
も
、
日

本
の
前
近
代
と
近
代
の
間
に
あ
る
断
絶
を
平
然
と
乗
り
越
え
、
前
者
の
栄
華
の
延
長
上
に
大
衆
娯
楽
と
し
て
盛
行
を
欲
し
い
ま
ま
に
す
る
に
い

た
っ
た
と
い
え
る
。

谷
崎
潤
一
郎
か
ら
衣
笠
貞
之
助
に
到
る
、
カ
リ
ガ
リ
の
徒
の
系
譜
と
は
、
こ
う
し
た
大
衆
娯
楽
と
し
て
の
活
動
写
真
の
あ
り
方
に
異
を
立
て
、

西
欧
近
代
が
醸
成
す
る
に
い
た
っ
た
前
衛
と
実
験
の
観
念
を
そ
こ
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
運
動
の
物
語
で
あ
る
。
彼
ら
は
禁き
ん

忌き

で
あ
る
主
題
を
意

図
的
に
選
択
し
、
さ
ま
ざ
ま
に
ハ
イ
ブ
ロ
ウ
な
手
法
を
画
面
に
導
入
す
る
こ
と
を
試
み
た
。『
狂
つ
た
一
頁
』
で
は
当
時
の
慣
習
に
逆
ら
っ
て
あ

え
て
字
幕
を
廃
し
、
純
粋
に
画
面
だ
け
に
語
ら
せ
る
と
い
う
実
験
が
行
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
谷
崎
の
場
合
に
は
映
画
化
そ
の
も
の
が
実
現
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。『
人じ
ん

面め
ん

疽そ

』
の
作
家
は
映
画
と
い
う
新
し
い
表
象
ジ
ャ
ン
ル

に
幻
滅
を
感
じ
、
文
学
へ
と
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
衣
笠
貞
之
助
は
、
彼
ら
を
育
ん
で
き
た
新
派
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
想
像
力
の
世
界
へ

と
、
回
帰
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
挫
折
は
日
本
に
お
け
る
近
代
の
現
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
前
近
代
と
近
代
の
対
立
を
独
自
の
形
で
屈
曲
さ

せ
た
、
日
本
映
画
に
固
有
の
事
件
で
あ
る
。
も
し
映
画
が
そ
の
起
源
に
お
い
て
高
踏
的
な
芸
術
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、『
狂
つ
た
一
頁
』
の
製
作

は
そ
の
紛
れ
も
な
い
高
踏
性
に
よ
っ
て
、
挫
折
と
は
無
縁
の
う
ち
に
完
結
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
テ
ク
ス
ト
と
し
て
こ
の
作
品
を
静
観

的
に
分
析
す
る
な
ら
ば
、
世
界
映
画
史
に
お
け
る
そ
の
記
念
碑
的
な
重
要
さ
は
、
す
で
に
多
く
の
映
画
史
研
究
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
に
喚
起
さ
れ
、
そ
れ
に
霊
感
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
も
、『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
を
凌り
ょ
う

駕が

し
、
よ
り
新
し
く
政
治
的
な
狂

気
の
映
像
を
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
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の
た
め
理
論
と
実
作
に
お
い
て
、
皮
相
で
安
易
な
模
倣
が
目
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
表
現
を
変
え
て
い
え
ば
、
い
か
な
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
芸
術
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
こ
と
日
本
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
西
欧
中
心
主
義
的
な
芸
術
の
観
念
を
逸
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同
時
代
の
西
欧
の
前
衛
画
家
や
音
楽
家
が
、
積
極
的
に
ア
フ
リ
カ
や
バ
リ
島
の
美
術
や
舞
踏
に
霊
感
を
得
る
こ

と
で
、
西
欧
中
心
主
義
の
相
対
化
を
試
み
た
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
皮
肉
な
こ
と
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
日
本
の
前
衛
作
家
は
西

欧
で
提
起
さ
れ
、
わ
ず
か
の
時
差
を
経
て
日
本
に
輸
入
紹
介
さ
れ
た
手
法
と
理
念
に
多
か
れ
少
な
か
れ
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
日
本
の
芸
術
の
制
度
的
な
文
脈
に
対
し
、
こ
れ
も
西
欧
を
モ
デ
ル
と
し
て
異
議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
二
重
に
拘
束
さ
れ
た
状
況
を
生
き
る
こ
と
が
、
1
9
2
0
年
代
の
日
本
の
前
衛
主
義
者
に
は
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

だ
が
、
こ
こ
で
焦
点
を
芸
術
一
般
か
ら
映
画
、
つ
ま
り
当
時
の
言
葉
で
い
う
「
活
動
写
真
」
の
領
域
に
狭
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

映
画
は
1
8
9
5
年
に
リ
ヨ
ン
の
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
、
1
8
9
7
年
2
月
に
、
輸
入
者
稲
畑
勝
太
郎
の
手
で
初
公
開
が
な

さ
れ
て
以
来
、
美
術
や
音
楽
、
文
学
や
演
劇
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
径
路
を
通
し
て
、
日
本
社
会
の
な
か
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
い
さ

さ
か
も
ハ
イ
ブ
ロ
ウ
な
芸
術
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
最
初
の
上
映
の
直
後
か
ら
解
説
者
、
す
な
わ
ち
活
動
弁
士
が
画
面
を
前
に
語
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
日
本
の
民
衆
は
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
を
「
西
洋
の
浄
瑠
璃
」
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
映
画
は

前
近
代
の
大
衆
演
劇
（
歌
舞
伎
）
と
そ
の
近
代
に
お
け
る
改
革
的
継
承
（
新
派
）
か
ら
、
物
語
と
俳
優
ば
か
り
か
、
劇
場
と
観
客
、
そ
し
て
演
出
の

手
法
ま
で
を
も
借
り
受
け
、
そ
れ
を
養
分
と
し
て
一
大
産
業
へ
と
発
展
し
た
。
絵
画
や
音
楽
の
よ
う
に
。
他
の
表
象
分
野
に
あ
っ
て
は
高
踏
的
な

芸
術
と
し
て
文
化
エ
リ
ー
ト
層
の
特
権
的
な
享
受
の
対
象
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
と
映
画
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
一
般
庶
民
が
愛
好
し
て
や
ま
な

※

※
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※

　ブ
ル
ト
ン
＝ 

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
（
1
8
9
6
―
1
9
6
6
）
の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
文
学
者
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
。
1
9
2
4

年
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」
が
有
名
。

※

　瀧
口
修
造
（
1
9
0
3
―
1
9
7
9
）
＝ 

近
代
日
本
を
代
表
す
る
美
術
評
論
家
、
詩
人
、
画
家
。
日
本
に
お
け
る
正
統
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の

理
論
的
支
柱
で
あ
っ
た
。

※

　高
橋
新
吉
（
1
9
0
1
―
1
9
8
7
）
＝ 

日
本
の
ダ
ダ
イ
ス
ト
詩
人
。
詩
集
に
『
ダ
ダ
イ
ス
ト
新
吉
の
詩
』（
1
9
2
3
）
が
あ
る
。

※

　ノ
ン
サ
ン
ス
＝ 

フ
ラ
ン
ス
語
。
ナ
ン
セ
ン
ス
、
不
合
理
の
意
。

※

　エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
＝ 

セ
ル
ゲ
イ
・
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
（
1
8
9
8
―
1
9
4
8
）
の
こ
と
。
当
時
ロ
シ
ア
帝
国
領
の
リ
ガ
に
生
ま
れ

た
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
映
画
監
督
。『
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
』（
1
9
2
5
）
で
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
理
論
を
確
立
し
た
。

※

　李
箱
（
1
9
1
0
―
1
9
3
7
）
＝ 

日
本
統
治
時
代
の
朝
鮮
の
詩
人
、
小
説
家
。

※

　楊
熾
昌
（
1
9
0
8
―
1
9
9
4
）
＝ 

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
の
詩
人
。

※

　林
永
修
（
1
9
1
4
―
1
9
4
4
）
＝ 

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
の
詩
人
。

※

　西
脇
順
三
郎
（
1
8
9
4
―
1
9
8
2
）
＝ 

日
本
の
詩
人
、
英
文
学
者
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
ダ
ダ
イ
ス
ム
、
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
運
動
の
中
心
人
物
。

※

　マ
ン
・
レ
イ
（
1
8
9
0
―
1
9
7
6
）
＝ 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
写
真
家
、
画
家
、
彫
刻
家
、
映
画
監
督
。

※

　デ
ュ
ラ
ッ
ク
＝ 

ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・
デ
ュ
ラ
ッ
ク
（
1
8
8
2
―
1
9
4
2
）
の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
監
督
。
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だ
が
ひ
と
た
び
観
客
の
期
待
の
地
平
を
設
定
し
て
み
る
な
ら
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
旧
態
依
然
と
し
た
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
そ
れ
も
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
し

て
の
不
徹
底
性
が
難
点
で
あ
る
よ
う
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
し
て
、
平
均
的
な
日
本
映
画
観
客
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
不
運
は
そ
の
後

も
長
く
、
日
本
映
画
に
付
き
従
っ
た
。
日
本
の
映
画
人
は
歌
舞
伎
と
新
派
に
よ
っ
て
多
く
の
養
分
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
こ
か
ら
離
脱
す
る
た
め

に
、
そ
の
後
も
大
き
な
努
力
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四よ

も

た
方
田
犬い

ぬ
ひ
こ彦

『
署
名
は
カ
リ
ガ
リ

　
大
正
時
代
の
映
画
と
前
衛
主
義
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
一
部
表
記
を
変
更
し
、
省
略
し
た
箇

所
が
あ
る
。）

※
　
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
（
1
8
8
8
―
1
9
6
5
）
＝ 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
の
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
・
文
芸
批
評
家
。
長
詩
『
荒
地
』（
１
９
２
２
） 

が
有
名
。

※
　
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
＝ 

主
に
19
世
紀
末
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
の
パ
リ
が
繁
栄
し
た
華
や
か
な
時
代
や
、
そ
の
時
期
の
文
化
を
回
顧

し
て
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

※
　
バ
ウ
ハ
ウ
ス
＝ 

1
9
1
9
年
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
政
期
ド
イ
ツ
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
設
立
さ
れ
た
、
工
芸
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
含
む
美

術
と
建
築
に
関
す
る
総
合
的
な
教
育
を
行
っ
た
学
校
。

※
　
村
山
知
義
（
1
9
0
1
―
1
9
7
7
）
＝ 

日
本
の
小
説
家
、
画
家
、
劇
作
家
、
演
出
家
、
舞
台
装
置
家
、
建
築
家
。

※
　
マ
ヴ
ォ
＝ 

1
9
2
3
年
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
村
山
知
義
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
大
正
期
新
興
美
術
運
動
に
お
け
る
代
表
的
な
美
術
団
体
。
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問
㈠
　
空
欄
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
に
該
当
す
る
最
適
の
漢
字
一
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　
来

　
　
2

　
奇

　
　
3

　
久

　
　
4

　
苦

Ⅱ
　
1

　
討

　
　
2

　
撃

　
　
3

　
打

　
　
4

　
拍

Ⅲ
　
1

　
告
　
　
2

　
刻
　
　
3

　
酷
　
　
4

　
克

問
㈡
　
次
の
一
文
が
入
る
べ
き
適
切
な
箇
所
を
、
文
中
の
（
1
）
〜
（
5
）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

と
は
い
え
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
が
前
衛
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
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※

　カ
ヴ
ァ
ル
カ
ン
テ
ィ
＝ 

ア
ル
ベ
ル
ト
・
カ
ヴ
ァ
ル
カ
ン
テ
ィ
（
1
8
9
7
―
1
9
8
2
）
の
こ
と
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
映
画
監
督
。

※

　ロ
ベ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ー
ネ
（
1
8
7
3
―
1
9
3
8
）
＝
ド
イ
ツ
の
映
画
監
督
。

※

　ラ
ン
グ
＝
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
（
1
8
9
0
―
1
9
7
6
）
の
こ
と
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
映
画
監
督
。

※

　衣
笠
貞
之
助
（
1
8
9
6
―
1
9
8
2
）
＝ 

日
本
の
俳
優
、
映
画
監
督
、
脚
本
家
。

※

　ス
ペ
ク
タ
ク
ル
＝ 

壮
大
で
印
象
的
な
光
景
、
あ
る
い
は
大
仕
掛
け
な
見
せ
物
。

※

　シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
＝ 
1
8
9
5
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
が
開
発
し
た
初
期
の
映
画
装
置
。
一
台
で
撮
影
・
映
写
・
現
像
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
簡
便
な
装
置
。

※

　換
喩
＝ 

比
喩
法
の
一
つ
。
あ
る
事
物
を
表
す
の
に
、
そ
れ
と
深
い
関
係
に
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
の
近
く
に
あ
る
「
別
の
も
の
」
を
利
用
し

て
伝
え
る
比
喩
表
現
。
メ
ト
ニ
ミ
ー
（
英
語
）
と
も
。

※

　フ
ー
リ
エ
＝ 

シ
ャ
ル
ル
・
フ
ー
リ
エ
（
1
7
7
2
―
1
8
3
7
）
の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
倫
理
学
者
、
社
会
思
想
家
。

※

　サ
ン
・
シ
モ
ン
（
1
7
6
0
―
1
8
2
5
）
＝ 

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
思
想
家
。

※

　新
内
＝ 

新
内
節
（
し
ん
な
い
ぶ
し
）
の
略
。
鶴
賀
新
内
が
始
め
た
浄
瑠
璃
の
一
流
派
。

※

　リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
＝ 

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
（
1
8
6
2
―
1
9
5
4
）
と
ル
イ
・
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
（
1
8
6
4
―
1
9
4
8
）
の
二

人
の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
発
明
者
。
映
画
の
父
と
称
ば
れ
る
。

※

　稲
畑
勝
太
郎
（
1
8
6
2
―
1
9
4
9
）
＝ 

明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
日
本
の
商
人
、
実
業
家
、
政
治
家
（
貴
族
院
議
員
）。
稲
畑
産
業
株
式
会

社
の
創
業
者
で
あ
り
、
染
料
、
染
色
業
界
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
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問
㈣
　
空
欄
Ａ
、
Ｂ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
そ
れ
ぞ
れ
後
に
続
く
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ａ
　
1

　「
保
守
」
と
し
て
認
ず
る

　
　
2

　「
前
衛
」
と
称
す
る

3
　「
保
守
」
の
敵
と
思
う

　
　
　
4

　「
前
衛
」
の
後
継
者
と
考
え
る

Ｂ
　
1

　
狭
義
の
現
代
用
語
　
　
　 

　
2

　
広
義
の
映
画
用
語

3
　
狭
義
の
歴
史
的
用
語
　
　 

　
4

　
広
義
の
大
衆
的
文
化
用
語

問
㈤

　
傍
線
部
ロ
「
谷
崎
潤
一
郎
」
の
代
表
作
を
次
の
1
〜
6
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
金
閣
寺

　
　
　
2

　
夜
明
け
前

　
　
　
3

　
明
暗

　
　
　
4

　
羅
生
門

　
　
　
5

　
舞
姫

　
　
　
6

　
細
雪
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問
㈢

　傍
線
部
イ
「
こ
う
し
た
前
衛
的
気
運
が
西
欧
に
固
有
の
も
の
で
あ
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
あ
る
が
、
ど
う
し
て
断
言
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　西
欧
か
ら
見
て
「
周
縁
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
日
本
な
ど
の
場
合
で
も
、
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
に
喚
起
さ
れ
た
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
運

動
が
生
じ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
単
に
西
欧
の
模
倣
に
終
わ
ら
ず
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
た
か
ら
。

2

　た
と
え
ば
1
9
2
0
年
代
の
日
本
で
は
、
西
欧
の
芸
術
運
動
を
模
倣
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
生
じ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
は
必
ず
し
も

日
本
一
国
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
的
な
現
象
と
し
て
「
周
縁
」
の
場
所
で
成
果
を
上
げ
て
い
た
か
ら
。

3

　1
9
2
0
年
の
時
点
で
、
す
で
に
日
本
の
東
京
で
は
「
未
来
派
」
を
称
す
る
美
術
協
会
が
発
足
し
て
い
た
し
、
ま
た
村
山
知
義
も
留
学

先
の
ベ
ル
リ
ン
で
前
衛
運
動
宣
言
を
す
る
な
ど
そ
れ
以
外
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
も
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
を
辿
っ
て
日
本
に
到
来
し
て
い
た

か
ら
。

4

　東
京
は
東
ア
ジ
ア
の
文
化
的
地
政
学
の
な
か
に
あ
っ
て
、
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
果
た
し
て
い
た
が
、
そ
れ

は
西
欧
に
お
け
る
植
民
地
と
宗
主
国
、
こ
の
両
者
の
関
係
性
と
非
常
に
類
似
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
。
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問
㈦

傍
線
部
ニ
「
衣
笠
の
試
み
は
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
説
明
と
し
て
最
も
不
適
切
な
も
の
を
次
の
1
〜
4
の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

当
時
の
観
客
た
ち
は
、
衣
笠
の
実
験
的
な
作
品
の
意
図
を
理
解
で
き
ず
、
そ
れ
ま
で
の
新
派
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
物
語
コ
ー
ド
に
基
づ
い
て

彼
の
作
品
を
受
容
し
て
い
た
か
ら
。

2

実
験
的
な
主
題
と
手
法
に
よ
っ
て
製
作
し
た
衣
笠
だ
っ
た
が
、
当
時
は
ま
だ
新
派
劇
の
女
形
と
し
て
の
彼
の
体
験
の
豊
饒
さ
か
ら
完
全

に
離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。

3

真
の
意
味
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
フ
ィ
ル
ム
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
ゆ
え
に
、
通
俗
と
色
恋
ば
か
り
を
好
む
観
客
に
は

全
く
受
容
で
き
な
い
も
の
と
し
て
認
知
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

4

ド
イ
ツ
表
現
主
義
的
な
幻
想
的
な
舞
台
装
置
と
歌
舞
伎
の
も
つ
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
な
想
像
力
と
が
衣
笠
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
て
処
理
さ
れ

る
に
は
、
ま
だ
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
。
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問
㈥

傍
線
部
ハ
「
そ
れ
を
越
え
た
映
画
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
差
し
出
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
最
も

適
切
な
説
明
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

登
場
人
物
の
行
動
を
外
面
か
ら
視
覚
的
に
捕
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
人
物
の
内
面
を
文
学
的
に
捕
ら
え
表
現
し
よ
う
と
し
た
試
み
だ
と

い
う
こ
と
。

2

精
神
病
院
の
患
者
を
社
会
化
さ
れ
た
存
在
と
し
て
表
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
狂
気
を
メ
ロ
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て

描
き
出
す
こ
と
に
作
り
手
が
専
念
し
た
と
い
う
こ
と
。

3
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
が
前
提
と
し
て
い
た
二
項
対
立
は
排
除
し
、
精
神
病
院
の
中
の
世
界
全
体
を
巨
大
な
混
沌
と
し
て
、
破
れ
目
ひ
と

つ
な
い
純
粋
無
垢
な
抑
圧
的
空
間
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
。

4

人
間
の
非
理
性
的
な
行
動
を
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
に
捕
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
意
識
変
容
そ
の
も
の
を
映
像
と
し
て
提
示
し
、
患
者

を
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
手
法
を
通
し
て
、
社
会
化
さ
れ
た
存
在
と
し
て
表
象
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
。
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問
㈨

本
文
の
内
容
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
を
次
の
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

谷
崎
潤
一
郎
か
ら
衣
笠
貞
之
助
に
到
る
カ
リ
ガ
リ
の
徒
の
系
譜
は
、
前
衛
と
実
験
の
観
念
を
持
ち
込
も
う
と
す
る
運
動
の
物
語
で
あ

り
、
系
譜
に
属
す
る
彼
ら
は
字
幕
と
画
面
だ
け
を
用
い
て
ハ
イ
ブ
ロ
ウ
な
実
験
を
試
み
て
い
た
。

2

西
欧
社
会
で
は
、
芸
術
家
は
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
や
画
壇
の
支
配
的
伝
統
に
反
旗
を
翻
し
た
瞬
間
か
ら
、
前
衛
運
動
を
担
う
根
拠
が
自
動

的
に
与
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
異
を
唱
え
ん
と
決
意
し
よ
う
に
も
、
肝
腎
の
敵
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
自
体
が
急
ぎ
足
で

作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
脆
弱
で
あ
っ
た
。

3

日
本
の
前
衛
作
家
は
、
日
本
の
芸
術
の
制
度
的
な
文
脈
に
対
し
、
お
お
む
ね
西
欧
を
モ
デ
ル
と
し
て
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
を
大
衆
か

ら
期
待
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
に
輸
入
紹
介
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
だ
け
は
、
西
欧
の
手
法
と
理
念
に
逆
ら
う
こ
と
は
ま
っ
た
く

で
き
な
か
っ
た
。

4
『
狂
つ
た
一
頁
』
の
監
督
は
、
映
画
と
い
う
新
し
い
表
象
ジ
ャ
ン
ル
に
幻
滅
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
製
作
に
お
い
て
は

『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
に
喚
起
さ
れ
、
そ
れ
に
霊
感
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
も
、『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
を
凌
駕
し
、
よ
り
新
し
く
政
治
的
な
狂
気

の
映
像
を
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
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問
㈧

空
欄
Ｃ
、
Ｄ
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
そ
れ
ぞ
れ
後
に
続
く
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ｃ

1

知
識
人
の
目
か
ら
下
等
な
も
の
と
し
て
目
視

2

西
欧
と
い
う
他
者
の
眼
差
し
の
も
と
に
発
見

3

東
洋
的
か
つ
倫
理
的
な
観
点
に
よ
り
把
握

4

国
粋
主
義
的
な
感
覚
に
基
づ
い
て
熱
望

Ｄ

1

い
と
も
た
や
す
く
エ
ン
タ
メ
や
、
手
軽
な
趣
味
と
し
て

2

誠
心
誠
意
、
真
心
を
込
め
て
学
び
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

3

礼
節
と
謹
厳
に
基
づ
き
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て

4

い
か
な
る
努
力
も
払
う
こ
と
な
く
、
新
奇
さ
と
し
て
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⑦

中

に
し
て
公
平
を
得
て
い
る
。

1

央

2

心

3

全

4

要

5

庸

⑧

暴
飲
暴
食
を

む
。

1

嗜

2

慎

3

勤

4

富

5

励

⑨

浅

な
知
識
で
は
理
解
で
き
な
い
。

1

裾

2

尽

3

薄

4

博

5

密

⑩

高

す
ぎ
る
話
題
だ
っ
た
。

1

口

2

感

3

正

4

尚

5

量
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二
、
問
㈠
〜
問
㈣
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

次
の
各
文
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
5
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①

校
長
は
質
実

健
を
尊
ぶ
。

1

効

2

剛

3

豪

4

走

5

壮

②

古
く
か
ら

意
に
し
て
い
る
人
。

1

魂

2

懇

3

尊

4

多

5

問

③

作
家
の
学
歴

称
が
発
覚
し
た
。

1

詐

2

発

3

半

4

某

5

乱

④

法

界
の
内
情
が
描
か
れ
た
。

1

遇

2

合

3

相

4

総

5

曹

⑤

用

の
広
い
石
け
ん
を
買
っ
た
。

1

具

2

俱

3

仕

4

途

5

徒

⑥

然
と
獲
物
に
飛
び
か
か
る
。

1

勝

2

悄

3

猛

4

亡

5

耗
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日
本
の
人
権
指
導
の
例
で
考
え
て
み
よ
う
。
も
し
、
そ
の
場
に
誰
も
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
人
に
危
害
を
く
わ
え
る

よ
う
な
心
な
い
人
が
い
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
そ
の
町
に
「
障
害
者
の
外
出
を
禁
じ
る
」
と
い
う
不
当
な
条
例
が
あ
る
と
し
た

ら
。
明
ら
か
に
「
あ
な
た
の

Ｆ

」
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
。

で
は
何
が
必
要
な
の
か
。

人
権
に
つ
い
て
国
連
の
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

生
ま
れ
て
き
た
人
間
す
べ
て
に
対
し
て
、
そ
の
人
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
政
府
は
そ
れ
を
助
け
る
義
務
が
あ
る
。
そ
の
助
け
を

要
求
す
る
権
利
が
人
権
。
人
権
は
誰
に
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
人
権
の

Ｂ

に
は
、
政
府
が
義
務
を
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

そ
の
義
務
は
三
つ
あ
る
。

①
人
が
す
る
こ
と
を
尊
重
し
、
不
当
に
制
限
し
な
い
こ
と
：「
尊
重
義
務
」（respect

）。

②
人
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
：「
保
護
義
務
」（protect

）。

③
人
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
条
件
を
整
え
る
こ
と
：「
充
足
義
務
」（fulfil

）。

先
ほ
ど
の
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、「
尊
重
義
務
」
は
不
当
な
条
例
を

Ｇ

し
て
移
動
の
自
由
を

Ｈ

義
務
。「
保
護
義

務
」
は
危
害
を
く
わ
え
る
第
三
者
を

Ｉ

な
ど
し
て
、
人
権
侵
害
か
ら
守
る
義
務
。
そ
し
て
「
充
足
義
務
」
は
、
音
が
出
る
信
号
な

ど
の
条
件
を
整
え
る
義
務
と
な
る
。
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問
㈡

次
の
文
章
の
空
欄
Ａ
〜
Ｊ
に
入
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
15
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ

よ
。（
な
お
、
同
じ
番
号
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

日
本
で
の
人
権
の

Ａ

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
先
生
が
生
徒
に
「
車
が
多
い
道
を
視
覚
障
害
者
の
人
が

渡
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
と
き
は
手
を
ひ
い
て
渡
ら
せ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
人
権
だ
」
と
説
明
し
た
。
つ
ま
り
「
人
権
と

は
思
い
や
り
に
よ
っ
て

Ｂ

す
る
」
と
。

実
際
、
日
本
の
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
は
、
人
権
教
育
と
は
「
人
権
尊
重
の
精
神
の
涵か

ん

養よ
う

を
目
的
と
す

る
教
育
活
動
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
個
人
が
優
し
さ
や
思
い
や
り
を

Ｃ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、

Ｄ

「
優
し
さ
・
思
い
や
り
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
教
育
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

今
、
私
の
手
元
に
は
大
分
市
の
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
会
報
誌
が
あ
る
。
こ
の
表
紙
に
は
「
思
い
や
り
と
や
さ
し
さ
に
満
ち
た
…
…
街

づ
く
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
「
人
権
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
も
受
賞
作
品
は
優
し
さ
・
思
い
や
り
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

だ
。

Ｅ

優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
作
品
の
一
つ
は
、
散
歩
を
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
の
汗
を
ひ
孫
が
ふ
い
て
あ
げ
て
い
る
も
の

で
、「
ひ
孫
の
や
さ
し
さ
に
心
が
癒
さ
れ
る
」
と
い
う
審
査
講
評
も
つ
い
て
い
る
。

優
し
さ
や
思
い
や
り
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
。
だ
が
人
権
の

Ｂ

に
は
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
の
だ
ろ
う
か
。

先
ほ
ど
の
「
車
が
多
い
道
を
視
覚
障
害
者
の
人
が
渡
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
と
き
は
手
を
ひ
い
て
渡
ら
せ
て
あ
げ
る
」
と
い
う
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問
㈣

次
の
慣
用
的
な
表
現
の
意
味
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
4
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
。

①

多
勢
に
無
勢

1

少
人
数
で
多
人
数
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
と
て
も
か
な
わ
な
い
こ
と
。

2

程
度
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
に
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
。

3

協
調
が
必
要
な
者
ど
う
し
の
意
気
が
合
わ
ず
、
事
が
う
ま
く
運
ば
な
い
こ
と
。

4

多
く
の
人
が
言
う
こ
と
に
は
、
た
と
え
地
位
の
あ
る
人
で
も
逆
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

②

不
興
を
買
う

1

主
義
や
主
張
を
変
え
る
。

2

罪
や
苦
難
を
一
身
に
負
う
。

3

目
上
の
人
の
機
嫌
を
損
ね
る
。

4

新
鮮
味
を
出
そ
う
と
工
夫
す
る
。
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く
わ
え
て
「
人
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
助
け
る
政
府
の
義
務
」
を

Ｊ

規
定
し
て
い
る
の
が
、
各
種
の
国
際
人
権
条
約
だ
。

（
藤ふ
じ

田た

早さ

苗な
え

『
武
器
と
し
て
の
国
際
人
権

日
本
の
貧
困
・
報
道
・
差
別
』。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し

た
箇
所
が
あ
る
。）

1

実
現

2

親
切

3

損
害

4

廃
止

5

包
括

6

い
わ
ゆ
る

7

円
滑
に

8

ち
な
み
に

9

具
体
的
に

10

妨
げ
な
い

11

想
定
す
る

12

取
り
締
ま
る

13

は
ぐ
く
む

14

イ
メ
ー
ジ

15

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

問
㈢

次
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
10
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

（
な
お
、
同
じ
番
号
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

①

責
任
転

②

不
言

語

③

有

故
実

④

実

伯
仲

⑤

曲

阿
世

1

職

2

非

3

身

4

力

5

即

6

下

7

不

8

学

9

効

10

嫁
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③

業
を
煮
や
す

1

他
人
の
欠
点
を
あ
げ
て
悪
口
を
言
う
。

2

問
題
の
解
決
や
処
理
を
一
時
保
留
す
る
。

3

上
に
立
つ
人
に
従
わ
ず
、
対
抗
し
よ
う
と
す
る
。

4

ら
ち
が
あ
か
な
い
こ
と
に
い
ら
だ
っ
て
、
腹
を
立
て
る
。

④

夢
枕
に
立
つ

1

夢
の
中
に
神
仏
や
死
ん
だ
人
が
現
わ
れ
て
、
何
か
を
告
げ
知
ら
せ
る
。

2

現
実
を
忘
れ
て
、
何
か
に
心
を
奪
わ
れ
た
り
、
空
想
に
ふ
け
っ
た
り
す
る
。

3

実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
代
わ
り
に
成
し
遂
げ
て
く
れ
る
人
に
託
す
。

4

何
か
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
人
が
、
我
に
返
っ
て
本
来
の
自
分
を
取
り
戻
す
。

⑤

お
預
け
を
食
う

1

駄
目
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
未
練
が
ま
し
く
執
着
す
る
。

2

不
本
意
な
が
ら
も
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
。

3

意
気
の
上
が
ら
な
い
状
態
に
あ
る
と
こ
ろ
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
る
。

4

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
実
現
が
、
何
か
の
事
情
で
引
き
延
ば
さ
れ
る
。
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8 ．The country doesn’t have enough energy resources to （ ） 

everyone with electricity.

① succeed ② struggle ③ suffer ④ supply

9 ．He needed to （ ） some money from the bank before he went on 

a business trip.

① lend ② rent ③ withdraw ④ offend

10．Nancy’s first language is English, but she also has a good （ ） of 

Spanish.

① command ② compact ③ commission ④ comparison

013 1

次の 1～10の英文の（　　　　）に入る最も適当なものを①～④から 1つずつ

選び、マークしなさい。

1．Sue was very （ ） when her daughter came home late.

① courageous ② precious ③ anxious ④ notorious

2 ．This kind of fish is only found in the （ ） of the ocean.

① height ② depths ③ widths ④ length

3 ．My grandfather is going to （ ） from work at the age of 65.

① retire ② regard ③ receive ④ resemble

4 ．We love to buy （ ） produced vegetables and fruits.

① likely ② literally ③ logically ④ locally

5 ．The weather was very （ ） while we stayed in Okinawa.

① global ② respective ③ clever ④ pleasant

6 ．The meeting （ ） for more than two hours and everyone got 

tired.

① wanted ② lasted ③ excused ④ voted

7 ．Mr. and Mrs. White have （ ） responsibility for their two 

companies.  This also means they must make decisions together.

① obscure ② immediate ③ joint ④ portable

Ⅰ．
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8 ．Although it took a lot of time, I managed （ ） the assignment on 

time.

① submit ② submitted ③ to submit ④ submitting

9 ．While driving, we realized there was （ ） gas left in the tank.  

We had to stop by a gas station.

① none ② little ③ few ④ much

10．（ ） for your help, I could never have successfully completed this 

project.

① Thanks ② Up ③ Left ④ But
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次の 1～10の英文の（　　 　）に入る最も適当なものを①～④から 1つずつ

選び、マークしなさい。

1．Emily threw away the letter without （ ） it.

① open ② opened ③ opening ④ to open

2 ．If I （ ） you, I wouldn’t say such a bad thing.

① am ② are ③ be ④ were

3 ．The doctor recommended that my father （ ） more frequently.

① exercise ② exercising ③ exercised ④ has exercised

4 ．John is planning to study in Japan when he （ ） high school in 

the U.S.

① finish ② finishes ③ finished ④ will finish

5 ．Anne was absent from the class yesterday.  She might （ ） sick.

① being ② was ③ were ④ have been

6 ．I remember （ ） some milk on my way home, but I cannot find it 

now.  I wonder where I left it.

① buy ② buying ③ to buy ④ bought

7 ．When （ ） from various perspectives, this product is the best 

among the three.

① consider ② considered ③ considers ④ considerate

Ⅱ．
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次の 1 ～ 3 の会話文の（　Ａ　）～（　Ｅ　）に入る最も適当なものを①～④

から 1 つずつ選び、マークしなさい。

1 ． Steve :  Mom, it’s Sunday tomorrow.  Can I go to Ben’s house to play 

video games with him?

 Mother : （ Ａ ）

  Steve : On what?

 Mother :  Whether you clean your room and finish your homework as 

you promised to do every weekend.

  Steve : OK, I’ll get to it right away.

A　① That depends.

② For sure.

③ No worries.

④ Guess what?

2 ． Liz :  Hi, Paul.  Do you mind giving me a ride to the airport this 

Friday?

 Paul :  （ Ｂ ）  What time do you need to get there?

  Liz : 10:30 a.m.

 Paul :  We’ll leave here at nine o’clock.  Is that all right for you?

  Liz : I want to leave 30 minutes earlier, （ Ｃ ）.

 Paul :  No problem.

  Liz : Thank you so much!

Ⅳ．
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次の 1～ 5の各組の英文がほぼ同じ意味になるように（　　　　）に入る最も

適当なものを①～④から 1つずつ選び、マークしなさい。

I didn’t know what to do when I lost my smartphone.

I （ ） knew what to do when I lost my smartphone.

① last ② hardly ③ seldom ④ worst

Although it was raining, many people participated in the event.

（ ） the rain, many people participated in the event.

① Despite  ② Almost 

③ Nevertheless  ④ Otherwise

Meg cannot come to the party.  I cannot, either.

（ ） Meg and I are unable to come to the party.

① Not ② Neither ③ Less ④ Both

I was surprised to know my novel had won first prize.

It was （ ） to me to know my novel had won first prize.

① surprise ② surprising ③ surprised ④ to surprise

My brother is very tall, so he can reach that book on the top shelf.

My brother is tall （ ） reach that book on the top shelf.

① so that ② enough to ③ as for ④ in the least

Ⅲ．

1．

2．

3．

4．

5．
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E　① You are all set.

② It is under construction.

③ We have yet to improve.

④ There are some people on the line.

013 7

B　① Yes, please.

② Go ahead.

③ Not at all.

④ After you.

C　① to begin with

② end to end

③ all at once

④ just in case

3 ．Clerk : Good evening.  How can I help you, sir?

  Man :  I have a reservation at this hotel from tonight through 

Wednesday morning.  Can I check in now?

 Clerk : （ D ）  May I have your name, please?

  Man : It’s Robert Williams.

 Clerk :  Can we take down your credit card details for the room 

deposit?

  Man : Sure, no problem.  （Hands the clerk his credit card）

 Clerk :  Thank you, Mr. Williams.  Here’s your key card.  

You’ll be in Room 308.  （ E ）  Please take the 

elevator over there to the third floor.

  Man : Thank you.

D　① It is prohibited.

② Certainly.

③ No, thank you.

④ How do you like it?
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transformation.  Make calendar reminders of your schedule, and update if 

things change.

Step 4: ＊Visualize and ＊prioritize

Before New Year’s Day, visualize what your resolution will look like.  

Sit down and imagine the details of your resolution.  You’ve made a 

purposeful SMART goal and built accountability around it.  Understanding 

where your plan fits day-to-day will prioritize the outcome.

Cooking four meals a week could be a significant change.  Visualizing 

this new goal will help understand the （ 4  ）, such as planning recipes, 

buying produce, and making time for cooking.  Once you have that insight, 

prioritize all steps involved.

Step 5: Know it’s OK to try again

Don’t be the person who gives up their New Year’s resolution upon 

the first failure.  Everybody makes mistakes, so it’s OK to try again!  Identify 

the reason for the failure, and see if there’s a way to avoid it.  There’s no 

shame in adjusting your goal.

Don’t toss your apron if you get to the third month and have yet to 

make four healthy meals that week.  Use it as an （ 5  ） to get back on 

track.  As ＊Confucius once said, “Our greatest glory is not in never failing, 

but in rising every time we fail.”

＊USDA　「米国農務省」　　nutritional　「栄養の」

accountability　「（記録保存の）責任」

notifications < notification　「通知」　　visualize　「思い描く」

prioritize　「優先順位を決める」　　

Confucius　「孔子（古代中国の思想家）」
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次の英文の（　 1 　）～（　 5 　）に入る最も適当なものを①～④から 1 つず

つ選び、マークしなさい。

It’s fun to make New Year’s resolutions but hard to keep them.  By 

the end of the year, studies show only 9 percent of people are successful.  

What helps you attain your goals?

Step 1: Narrow in with a purpose

You may be tempted to generalize goals like “eat healthier” or 

“exercise more.”  But goals like this limit success.  （ 1  ） goals with 

defined motivation yield more substantial results.  Ask yourself what you 

want to accomplish and why.

Instead of saying you want to “eat healthier,” think about the reason.  

It could be to lose weight, reduce disease risk, or save money by cooking at 

home.  Knowing the purpose will help narrow the goal.

Step 2: Break it down

You’ve probably heard of SMART goals.  They are specific, 

measurable, attainable, relevant, and time-based goals.  Break your goals 

down to address these variables.

Let’s expand on the “eating healthier” resolution.  Perhaps “make four 

dinners that meet ＊USDA ＊nutritional standards each week, until the end of 

the year” is specific, measurable, relevant, and time-based but not attainable.  

Be （ 2  ） with yourself, and don’t be afraid to start small!

Step 3: Create ＊accountability

After you have your goal, create accountability.  The digital age 

makes this step easy.  Create an online goal calendar, set up daily 
＊notifications on your phone, or blog about your experience.

If you go for the blog, （ 3  ） recipes and your health 

Ⅴ．
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次の一連の英文1～5を読んで、A ～ E の答えとして最も適当なものを 

①～④から 1 つずつ選び、マークしなさい。

1 In September 1789, members of America’s first Congress approached 

the nation’s first president, George Washington, and asked him to call for a 

national ＊Thanksgiving.

That seemingly kind request started a ＊furor over presidential 

powers and states’ rights in Congress.  Critics had two main concerns with 

the idea of a presidential ＊proclamation to declare a national Thanksgiving.

First, some viewed Thanksgiving as a religious holiday, which put it 

outside the ＊purview of the president.  Secondly, opponents of the measure 

believed the president did not have the authority to call a national 

Thanksgiving because that was a matter for governors.

＊Thanksgiving　「感謝祭」　　furor　「騒動」　　proclamation　「宣言」

purview　「範囲」

A　According to section 1, which of the following is true?

① America’s first Congress legally put a convention of Thanksgiving

into practice.

② People of early America welcomed Thanksgiving because their

religious background required it.

③ The idea of a national Thanksgiving originated from George

Washington.

④ Those who were against a national Thanksgiving thought states

should make decisions about the holiday.

Ⅵ．
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⑴ ① Inferior ② Clear ③ Famous ④ Regional

⑵ ① vague ② ambitious ③ quiet ④ honest

⑶ ① suppose ② govern ③ found ④ include

⑷ ① commitment ② league ③ hesitation ④ solidarity

⑸ ① opportunity ② implication ③ abstract ④ evidence

［出典：Five Steps for Attainable New Year's Resolutions, https://
intermountainhealthcare.org/blogs/five-steps-for-attainable-newyears-
resolutions. Used with permission from Intermountain Health. (c) 2023 
Intermountain Health. All rights reserved.］
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3 As president, Thomas Jefferson refused to issue Thanksgiving 

proclamations, even though he had done so as governor of Virginia.  John 

Adams and James Madison issued proclamations calling for days of “fasting, 

prayer, and thanksgiving.”

However, after Madison, no U.S. president issued a Thanksgiving 

proclamation until Abraham Lincoln.  He did so in the middle of the ＊U.S. 

Civil War in 1863 in an effort to unify the country.

“The ＊Battle of Gettysburg had been fought a few months earlier.  It 

was becoming clear that ＊the Union was going to win,” Kirkpatrick says.  

“Every family in America was deeply affected by that terrible war.  In the 

midst of all that, he was talking about the blessings of the country and what 

we had to be grateful for.  And then he asks the people to come together as 

one, with one heart and one voice, to celebrate the holiday.”

Since then, every president has called for a national Thanksgiving.

＊U.S. Civil War　「南北戦争」

Battle of Gettysburg　「ゲティスバーグの戦い（南北戦争中の激戦）」

the Union　「南北戦争時の北部諸州」

C　According to section 3, why did Lincoln resume a national 

Thanksgiving?

Because

① he attempted to follow Jefferson’s example.

② he tried to deny Madison’s tradition.

③ he wanted to unite the American people.

④ he needed to defeat his enemy.
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2 It was a challenging time for the young nation.  America had won the 
＊Revolutionary War but the country̶made up of the 13 former colonies̶

was not fully unified yet.  Calling a national Thanksgiving was a way to 

bring Americans together.

In the end, Washington did issue a proclamation, the first presidential 

proclamation ever, calling for a national “day of public thanksgiving and 

prayer.”  He also came up with a solution designed to ＊appease the 

opposition.

“When he issued the proclamation, he sent copies of that to governors 

of each of the states, 13 at the time, and asked them to call a national 

Thanksgiving on the day that Washington specified, the last Thursday of 

November,” says Melanie Kirkpatrick, author of Thanksgiving: The Holiday 

at the Heart of the American Experience, and a senior fellow at the Hudson 

Institute.  “And, of course, Washington’s prestige being what it was, every 

governor did.”

Yet the battle over a national Thanksgiving did not end there.

＊Revolutionary War　「アメリカ独立戦争」　　appease　「なだめる」

B　According to section 2, what did the thirteen governors do?

① They issued a presidential proclamation.

② They declared a national Thanksgiving.

③ They selected the date of the holiday.

④ They declined Washington’s request.



013 16

D　According to section 4, what was the aim of Roosevelt’s change in the

Thanksgiving tradition?

① To encourage longer spending periods by Americans and save the

country economically.

② To give depressed people more holidays on the calendar and

facilitate their recovery.

③ To spread university football championship games throughout the

nation.

④ To create alternative Thanksgiving dates that each state can choose

from.

5 Today, Thanksgiving continues to unify millions of Americans who 

gather to celebrate the holiday with family and friends.  Many will serve 

traditional foods like turkey, stuffing, sweet potatoes, and cranberry sauce.

George Washington made a point of declaring that Thanksgiving 

should be celebrated by people of all faiths, an idea that still appeals to many 

Americans, including immigrants marking their first Thanksgiving.

“It’s about 400 years since the so-called first Thanksgiving.  It’s 

America’s oldest tradition,” Kirkpatrick says.  “It’s tied up with a lot of 
＊seminal events in our history, such as the Revolution and the Civil War, 

and it’s also a *rite of passage for new Americans.  The idea is that once you 

celebrate Thanksgiving, you know you are truly participating in a national 

festival that cements your position as an American.”

＊seminal　「重要で影響力の強い」　　rite of passage　「通過儀礼」
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4 It was Franklin Delano Roosevelt who stirred the pot again in 1939 by 

moving Thanksgiving to the third Thursday in November.  Up until then, 

Americans had marked the holiday on the last Thursday in November, a 

date first specified by Lincoln.

The new date was Roosevelt’s bid to lengthen the Christmas shopping 

season and boost the nation’s economic recovery after the ＊Great 

Depression.

“It was very annoying to some businesses.  For example, the calendar 

industry, which had printed its calendars for the next year already,” 

Kirkpatrick says.  “But one of the most vocal groups were colleges and 

universities, specifically the football coaches, because a tradition had 

developed of having Thanksgiving football championship games on 

Thanksgiving weekend.”

The divide over when to celebrate the holiday was so deep that half 

of the states adopted the new day while the other half stuck to the 

traditional day.  Roosevelt eventually reversed his decision, and Congress 

ended the long national debate over Thanksgiving in 1941 by passing a law 

making the fourth Thursday in November a legal holiday.

＊Great Depression　「大恐慌」
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E　According to section 5, which of the following is NOT true?

① Americans enjoy Thanksgiving with their family and friends.

② Nowadays, traditional Thanksgiving foods are rarely eaten.

③ Thanksgiving is connected with what happened in American history.

④ Thanksgiving helps immigrants to become Americans.

［Adapted from “How George Washington Ignited a Political Firestorm over 

Thanksgiving.”  By Dora Mekouar （Voice of America, November 26, 2019）.］

出典 : voanews.com
［出典 : voanews.com］

土屋 香純
長方形
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味
で
は
、「
文
学
」
や
「
物
語
」
は
依
然
と
し
て
私
た
ち
の
考
え
方
に
大
き
く
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

伝
え
る
べ
き
「
内
容
」
こ
そ
が
本
質
的
な
も
の
だ
と
考
え
る
立
場
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
を
伝
え
る
「
形
式
」
は
あ
く
ま
で
も
副
次
的
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
第
二
次
大
戦
後
の
中
国
で
は
、
文
学
と
は
あ
く
ま
で
も
「
正
し
い
思
想
」
を
民
衆
に
広
め
る
た
め
の
も
の
と
規
定
さ
れ

た
た
め
、「
形
式
主
義
」
と
い
う
言
葉
は
悪
い
意
味
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
中
国
現
代
文
学
の
研
究
は
い
ま
だ
に
政
治
や
社
会
と
の
関
係
が
主

で
あ
り
、
文
体
な
ど
を
問
題
に
す
る
「
形
式
主
義
」
は
嫌
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
伝
え
ら
れ
る
「
形
式
」
よ
り
も
、
描
か
れ
て
い
る
「
内
容
」

の
方
が
本
質
的
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
が
暗
黙
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
や
構
造
主
義
時
代
の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
、
お
よ
び
「
詩
学
」
は
、「
詩
的
言
語
」
を
重
視
す
る
立
場
な
の
で
、「
内

容
」
よ
り
も
「
形
式
」
の
方
を
重
視
す
る
。
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
以
前
の
ロ
シ
ア
で
は
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
や
社
会
的
背
景
な
ど
の
研
究
が
主
に

さ
れ
て
い
た
。
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ト
（
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
提
唱
者
）
た
ち
は
こ
れ
を
批
判
し
、「
い
か
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
」
を
研
究
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
初
期
の
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ト
を
代
表
す
る
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、「
美
的
な
ら
ざ
る
素
材
に
形
式
を
与
え
て
芸
術
へ
と
変

容
さ
せ
る
」
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
描
か
れ
て
い
る
内
容
は
単
な
る
素
材
で
あ
る
と
し
、
た
と
え
そ
の
素
材
が
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て

も
、
技
巧
に
よ
っ
て
芸
術
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
な
り
極
端
な
技
巧
主
義
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、「
異
化
作
用
」
と
い
う
用
語
を
提
出
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。「
異
化
作
用
」
と
は
、
日
常
的
な
も
の
ご
と
を
文
学

に
よ
っ
て
普
段
と
は
違
っ
て
見
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

詩
や
文
学
で
は
、
言
葉
の
使
い
方
そ
の
も
の
を
普
段
と
は
違
っ
た
も
の
に
し
て
、
美
し
く
し
た
て
よ
う
と
す
る
。
日
本
の
和
歌
を
考
え
て
も
、

Ａ

※

※

※

※

※

Ｂ
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一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。

詩
や
物
語
な
ど
に
お
い
て
、
重
要
な
の
は
描
か
れ
て
い
る
「
内
容
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
そ
の
内
容
を
伝
達
す
る
描
き
方
、
即
ち

「
形
式
」
が
重
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
二
十
世
紀
前
半
は
世
界
的
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
芸
術
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
芸
術
家
た
ち
が
新
た
な
表
現
を
求
め
た
。
文
学
に
お
い
て
も
新
た
な
表
現
形
式
が
生
み
出
さ
れ
、
日
本
で
も
川
端
康
成
や
横
光

利
一
ら
が
新
感
覚
派
を
標
榜
し
て
新
た
な
芸
術
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
で
は
、「

Ｗ

」
と
い
う
内
容
面
よ
り

も
、「

Ｘ

」
と
い
う
形
式
面
に
重
点
が
お
か
れ
た
。
文
学
が
芸
術
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
芸
術
作
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を

追
い
求
め
る
こ
と
に
な
る
の
は
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

一
方
、
同
時
代
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
も
生
ま
れ
た
が
、
こ
ち
ら
で
は
比
較
的
描
か
れ
て
い
る
「
内
容
」
の
方
が
重
視
さ
れ
る
。
共
産
主
義

的
な
思
想
を
文
学
と
い
う
道
具
を
使
っ
て
広
め
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
昨
今
で
は
、
文
学
が
社
会
的
役
割
を
果
た
す
と
い

う
こ
と
は
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、「
文
学
」
を
「
書
か
れ
た
も
の
」
と
広
く
考
え
る
な
ら
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
「
書
か
れ
た
も

の
」
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
考
え
方
は
相
変
わ
ら
ず
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
何
か
と
話
題
に
な
る
歴
史
認
識
の
問
題
も

同
様
で
あ
る
。
歴
史
の
「
認
識
」
の
仕
方
が
問
題
に
な
る
の
は
、
私
た
ち
は
歴
史
的
な
出
来
事
を
あ
り
の
ま
ま
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、

何
ら
か
の
見
方
に
則
っ
て
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
の
記
述
は
で
き
る
だ
け

ア

に
な
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う

が
、
実
際
に
は
、「
時
間
的
展
開
が
あ
る
出
来
事
を
言
葉
で
語
っ
た
も
の
」、
つ
ま
り
「
物
語
」
の
方
式
で
捉
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意

※

※



026 4

ｃ
　
日
本
料
理
は
素
材
を
大
切
に
す
る
と
言
わ
れ
る
。

ｄ
　
と
は
い
え
、
中
華
料
理
で
も
、
素
材
そ
の
も
の
の
質
が
良
い
ほ
う
が
よ
い
。

ｅ
　
一
方
、
中
華
料
理
な
ど
は
素
材
の
加
工
に
重
点
が
あ
る
。

ｆ
　
た
だ
、
技
術
が
伴
え
ば
、
よ
り
お
い
し
い
料
理
に
な
る
だ
ろ
う
。

ｇ
　
料
理
人
は
そ
れ
を
技
術
に
よ
っ
て
引
き
立
て
よ
う
と
す
る
。

料
理
に
使
う
素
材
を
「
内
容
」、
料
理
人
の
技
術
を
「
形
式
」
だ
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
両
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ

ム
以
前
の
文
学
研
究
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
内
容
」
偏
重
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
を
批
判
す
る
形
で
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
が
展
開
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

「
形
式
」
と
「
内
容
」
の
問
題
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
起
点
と
す
る
言
語
学
に
も
関
係
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
を
見
て
い

こ
う
。

ソ
シ
ュ
ー
ル
以
前
の
言
語
学
、
つ
ま
り
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
の
言
語
学
は
論
理
学
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
論
理
学
的

な
考
え
方
で
は
、
こ
の
世
界
に
は
何
ら
か
の
「
真
実
」
が
存
在
し
、
言
葉
と
は
そ
れ
を
う
つ
し
た
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
、
あ
る
語
の
「
意
味
」

と
は
、
そ
の
指
示
対
象
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ま
ず
世
界
に
事
物
が
あ
っ
て
、
言
語
は
そ
れ
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る
よ
う
に
名
前

※
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枕
詞
や
掛
詞
、
縁
語
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
巧
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
美
」
に
し
た
て
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
そ
れ
ま
で
の
言
語
表
現
を
「
異
化
」
し
、
新
し
い
も
の
を
作
り
上
げ
た
と
し
て
も
、
そ
の
表
現
方
法
を
使
い
続
け
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
と
普

通
の
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
ど
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
毎
日
同
じ
も
の
ば
か
り
食
べ
て
い
た
な
ら
ば
、
飽
き
て
し
ま
う
の
が

人
間
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
芸
術
が
普
通
の
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
た
そ
れ
を
異
化
し
、
新
た
な
も
の
に

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

漢
文
を
例
に
と
る
と
、
あ
る
時
代
に
四し

六ろ
く

駢べ
ん

儷れ
い

体た
い

と
い
う
形
が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
四
文
字
と
六
文
字
を
基
調
と
す
る
美
文
体
で
、
華
麗

な
装
飾
を
行
う
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
生
み
出
さ
れ
て
し
ば
ら
く
は
、
美
し
い
文
体
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
、
一
気
に
流
行
し
た
が
、
そ
れ
ば
か

り
に
な
れ
ば
当
然
飽
き
ら
れ
て
し
ま
う
。
次
の
時
代
で
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
な
じ
み
深
い
唐
詩
の
形
式
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
言
語

そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
求
め
る
と
い
う
の
は
古
今
東
西
に
あ
る
し
、
あ
る
形
式
が
飽
き
ら
れ
れ
ば
、
ま
た
次
の
形
式
が
生
ま
れ
て
く
る
。
フ
ォ
ル

マ
リ
ズ
ム
は
全
体
と
し
て
そ
の
形
式
面
の
美
し
さ
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

描
か
れ
る
「
内
容
」
も
、
そ
れ
を
描
く
「
形
式
」（
技
巧
）
も
、
文
学
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
は
な
い
。
料
理
で
喩
え
て

み
よ
う
。

ａ
　
寿
司
で
言
え
ば
、
お
い
し
い
お
米
を
使
い
、
新
鮮
で
高
級
な
部
位
を
使
え
ば
、
技
術
が
な
く
て
も
そ
れ
な
り
の
も
の
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

ｂ
　
こ
の
た
め
、
料
理
人
の
技
術
次
第
で
味
は
変
わ
り
う
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
言
語
が
世
界
を
分
け
て
い
る
の
だ
と
考
え
た
。
さ
ら
に
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
言
語
を
記
号signe

で
あ
る
と
考
え

た
。
記
号
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
信
号
の
事
を
考
え
る
。
赤
信
号
は
、「
止
ま
れ
」
を
表
し
、
青
信
号
は
「
進
め
」
を
表
す
。

し
か
し
こ
れ
は
、
単
に
そ
う
ル
ー
ル
で
決
め
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
に
記
号
と
は
、
あ
る
標
識
（
信
号
の
場
合
で
は
、「
赤
」
と
い
う
色
）
を
用
い
て
、
何
ら
か
の
意
味
（
赤
信
号
の
場
合
に
は
、「
止
ま
れ
」）
を
表
す
も
の
で

あ
る
。
記
号
に
お
け
る
「
赤
」
の
よ
う
な
、
何
ら
か
の
標
識
を
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
（
意
味
す
る
も
の
）、「
止
ま
れ
」
の
よ
う
な
も
の

を
シ
ニ
フ
ィ
エ
（
意
味
さ
れ
る
も
の
）
と
呼
ん
だ
。
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
、
シ
ニ
フ
ィ
エ
と
い
う
の
は
フ
ラ
ン
ス
語
な
の
で
、
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
り
が

ち
だ
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
書
く
とsignifiant

とsignifié

で
、
英
語
で
言
う
と
こ
ろ
のsign

（
サ
イ
ン
）
と
同
じ
語
源
の
言
葉
で
あ
る
。
シ

ニ
フ
ィ
ア
ン
は
現
在
分
詞
な
の
でsignifying

（
意
味
し
て
い
る
も
の
）、
シ
ニ
フ
ィ
エ
は
過
去
分
詞
でsignified

（
意
味
さ
れ
た
も
の
）
だ
と
言
え
ば

幾
分
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
赤
」
と
「
止
ま
れ
」
の
結
合
は
、

ウ

に
そ
の
よ
う
に
決
め
た
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
必
ず
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
は
、
恣
意
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
恣
意
的
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
何
ら
か
の
必
然
性
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
言
語
の
意
味
も
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ

エ
の
恣
意
的
な
結
合
か
ら
な
る
と
考
え
た
。
信
号
の
場
合
に
は
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
は
「
赤
」「
青
」
と
い
う
色
だ
が
、
言
語
の
場
合
に
は
音
声
が
そ

れ
に
あ
た
る
。
例
え
ば
、inu

と
い
う
音
が
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
な
り
、
標
識
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
語
で
表
さ
れ
る
動
物
（
概
念
）
が
シ
ニ
フ
ィ

エ
（
そ
の
音
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
も
の
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
言
語
の
意
味
と
は
、
音
声
と
概
念
の
結
び
つ
き
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
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を
つ
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
あ
る
動
物
が
ま
ず
存
在
し
て
い
て
、
英
語
で
はdog

と
呼
び
、
日
本
語
で
は
イ
ヌ
と
呼
び
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
はchien

と
呼
ん
で

い
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
言
語
観
を
、「
言
語
名
称
目
録
観
」
と
呼
ぶ
。「
言
語
名
称
目
録
観
」
は
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
根
強
く
あ
る

考
え
方
で
あ
る
。
例
え
ば
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
で
は
、
人
間
の
ア
イ
デ
ィ
ア
（
イ
デ
ア
と
い
う
語
の
子
孫
）、
つ
ま
り

イ

は
人

間
の
認
識
に
先
だ
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
を
私
た
ち
は
感
じ
取
り
、
言
語
で
表
す
。
言
語
の
違
い
と
は
、
そ
の
イ
デ
ア
に
対
応
す
る
音
声

（
或
い
は
文
字
）
の
違
い
で
あ
る
。

こ
う
し
た
言
語
観
を
大
き
く
変
え
た
の
が
、
現
代
言
語
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
言
語
に
先
立
つ
実
質
の

存
在
を
否
定
し
た
。
も
と
も
と
存
在
す
る
事
物
や
世
界
に
言
語
で
名
前
を
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
間
が
言
語
に
よ
っ
て
世
界
を
分
け
て
い

る
の
だ
と
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
考
え
た
。

世
界
の
分
け
方
が
言
語
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
複
数
の
言
語
を
知
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
。
私
た
ち
は
普
通
、table

で
食
事
を
し
、

desk

で
勉
強
す
る
。
英
語
で
はtable

とdesk

は
別
の
概
念
だ
が
、
日
本
語
で
は
ど
ち
ら
も
「
机
」
と
呼
び
、
分
割
し
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
親
族
呼
称
で
は
、
英
語
で
は
「
弟
」「
兄
」
を
一
括
し
てbrother
と
呼
び
、「
妹
」「
姉
」
を
一
括
し
てsister

と
呼
ん
で
お
り
、
年
齢
が

上
か
下
か
は
考
え
な
い
。
日
本
語
で
は
父
方
で
も
母
方
で
も
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ
が
、
中
国
語
で
は
母
方
と
父
方
で

呼
び
方
が
異
な
る
。
日
本
人
は
、
科
学
的
に
言
え
ば
同
じ
物
質
で
あ
り
な
が
ら
「
水
」
と
「
お
湯
」
を
言
い
分
け
る
。「
水
」
と
言
っ
た
場
合
、

冷
た
い
も
の
で
あ
る
。
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「
対
義
語
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
反
対
の
意
味
」
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
も
の
の
、
実
際
に
は
類
義
語
の
仲
間
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
母
」
と
「
父
」
の
例
で
は
、「
子
」
に
対
し
て
「
親
」
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
て
、
違
う
と
こ
ろ
は
性
別
で
あ
る
。
つ
ま
り
対
義
語
と
は
、

他
の
要
素
は
共
通
し
て
い
な
が
ら
、
あ
る
一
点
に
お
い
て
の
み
違
う
言
葉
の
こ
と
で
あ
り
、
同
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
あ
る
語
な
の
で
あ
る
。

ソ
シ
ュ
ー
ル
言
語
学
の
こ
れ
ら
の
考
え
方
が
、
後
の
構
造
主
義
と
呼
ば
れ
る
哲
学
・
思
想
の
流
行
に
つ
な
が
っ
た
。（
1
）
西
洋
の
伝
統
的
な

論
理
学
中
心
主
義
的
思
考
に
よ
れ
ば
、
何
ら
か
の
真
理
は
人
間
と
は
独
立
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
2
）
し
か
し
、
ソ
シ
ュ
ー

ル
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
物
事
は
単
独
で
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
他
の
物
と
の
関
係
性
で
決
ま
っ
て
く
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

構
造
主
義
の
「
構
造
」
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
が
他
の
物
事
と
作
り
上
げ
る
関
係
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。（
3
）

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
は
普
段
言
語
を
使
っ
て
い
て
も
、
使
っ
て
い
る
単
語
が
他
の
語
と
の
関
係
性
の
う
ち
に
意
味
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
意
識

し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
無
意
識
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
私
た
ち
は
そ
の
構
造
に
従
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
と
、
別
に
そ
れ
が
真
理
に
近
い
か
ら
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
場
合
、
単
に
そ
う
い
う

エ

だ
か
ら
で
あ
る
。

（
4
）ソ

シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
に
お
い
て
重
要
な
点
を
、
も
う
一
つ
挙
げ
る
。
そ
れ
は
、
言
語
に
お
け
る
「
ラ
ン
グ
」
と
「
パ
ロ
ー
ル
」
の
区
別
で
あ

る
。
ま
ず
パ
ロ
ー
ル
と
は
、
私
た
ち
が
普
段
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
一
つ
ひ
と
つ
の
文
の
こ
と
で
あ
る
。
私
の
場
合
で
言
え
ば
、
朝
、
学
校
に

つ
く
と
、
教
員
室
で
ま
ず
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
。
続
い
て
、「
寒
い
で
す
ね
」
な
ど
、
当
た
り
障
り
の
な
い
話
を
す
る

だ
ろ
う
。
授
業
が
始
ま
れ
ば
、
そ
の
日
に
学
習
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
喋
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
う
、
あ
る
場
面
に
お
い
て
発
す
る

Ｄ
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な
の
で
あ
る
。

ま
と
め
れ
ば
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
言
語
を
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
の
恣
意
的
結
合
か
ら
な
る
記
号
と
考
え
た
。
こ
の
考
え
方
か
ら
発
生
し

て
、
物
事
を
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
の
関
係
か
ら
研
究
す
る
記
号
論
が
発
展
し
た
。
先
に
述
べ
た
「
形
式
」
と
「
内
容
」
の
分
割
に
当
て

は
め
れ
ば
、「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
」
は
「
形
式
」、
シ
ニ
フ
ィ
エ
は
「
内
容
」
に
相
当
す
る
。
記
号
論
的
な
文
学
理
論
で
は
、
あ
る
内
容
（
シ
ニ
フ
ィ

エ
）
を
ど
う
表
す
か
（
形
式
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
）
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
に
お
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
語
は
体
系
を
な
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別

の
言
い
方
を
す
る
と
、「
語
の
意
味
は
、
他
の
語
と
の
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
あ
る
単
語
の
意
味
は
、
そ
れ
単
独
で

決
ま
る
の
で
は
な
く
て
、
他
の
語
と
の
違
い
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
例
を
見
て
み
よ
う
。

例
え
ば
、「
母
」
と
い
う
言
葉
を
考
え
る
。「
母
」
と
い
う
概
念
は
、
果
た
し
て
こ
の
語
単
独
で
決
ま
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
あ
る
女

性
が
い
た
と
し
て
、
そ
の
女
性
は
、「
子
」
を
産
ん
だ
瞬
間
に
「
母
」
に
な
る
。
同
様
に
、「
父
」
と
い
う
言
葉
も
、「
子
」
が
い
て
初
め
て
成
り

立
つ
語
で
あ
る
。
ま
た
、「
子
」
も
、「
母
」
や
「
父
」
と
の
関
係
に
お
い
て
「
子
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
母
」
と
「
子
」、「
父
」
と
「
子
」
は

互
い
に
関
連
し
あ
っ
て
初
め
て
意
味
が
成
立
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
父
」
と
「
母
」
も
互
い
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
は
、
互
い
に
「
子
」

に
対
し
て
「
親
」
で
は
あ
る
が
、「
父
」
は
「
男
性
」、
母
は
「
女
性
」
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
。「
男
性
」「
女
性
」
と
い
う
性
質
も
、
生
殖

と
の
関
連
で
意
味
が
決
ま
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
語
の
意
味
は
そ
の
語
だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
て
、
他
の
語
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

る
こ
と
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
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わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
い
く
ら
個
性
的
な
言
葉
の
使
い
方
を
す
る
と
い
っ
て
も
、
日
本
語
で
書
く
の
で
あ
れ
ば
日
本
語
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
書
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

Ｙ

に
語
る
夏
目
漱
石
の
文
と
、

Ｚ

を
旨
と
す
る
森
鷗
外
の
文
は
、
表
面
的
に
は
全
く
異
質

で
あ
る
が
、
同
じ
日
本
語
と
い
う
ラ
ン
グ
に
従
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
漱
石
と
鷗
外
の
文
を
同
時
に
理
解
で
き
る
の
は
、
ラ
ン
グ
を
共
に
し
て
い

る
か
ら
だ
。
で
は
、
そ
の
共
通
の
基
盤
と
し
て
の
ル
ー
ル
は
何
だ
ろ
う
か
。
物
語
の
筋
に
関
す
る
分
析
を
見
て
い
く
と
、
そ
れ
ら
は
個
別
の
作
家

の
特
徴
を
分
析
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
作
家
が
無
意
識
的
に
従
っ
て
い
る
よ
う
な
物
語
の
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
文
学
に
お
け
る
ラ
ン
グ
の
レ
ベ
ル
の
研
究
な
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
基
本
的
に
あ
る
特
定
の
作
家
の
分
析
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
文
学
の
ラ
ン
グ
も
、
個
別
の
作
家
の

創
作
に
よ
っ
て
変
わ
り
う
る
。
特
に
作
家
は
新
し
い
も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
新
し
い
も
の
を
作
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
暗
黙
の

ル
ー
ル
が
作
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
暗
黙
の
前
提
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
打
ち
破
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
こ
の
暗
黙
の
前
提
の
方
を
問
題
と
す
る
。

言
語
学
的
に
い
っ
て
、
ラ
ン
グ
は
ゆ
る
や
か
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
文
章
を
今
の
私
た
ち
が
特
に
学
習
す
る
こ
と
な
く
読
め
て

し
ま
う
の
は
、
ラ
ン
グ
・
レ
ベ
ル
で
の
変
化
が
そ
れ
ほ
ど
起
こ
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
物
語
の
構
造
自
体
も
、
よ
く
よ
く
見
て
み
る
と
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

と
い
う
よ
り
、『
源
氏
物
語
』
と
現
在
の
小
説
を
比
べ
て
も
、
変
化
し
た
部
分
よ
り
変
化
し
て
い
な
い
部
分
の
ほ
う
が
ず
っ
と
多
い
の
で
あ
る
。
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一
つ
ひ
と
つ
の
具
体
的
な
文
の
こ
と
を
パ
ロ
ー
ル
と
呼
ぶ
。

私
た
ち
が
発
し
て
い
る
パ
ロ
ー
ル
は
し
か
し
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。
も
し
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
相
手
に

通
じ
な
い
。
そ
の
規
則
の
よ
う
な
も
の
を
ラ
ン
グ
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
ラ
ン
グ
を
「
可
能
な
発
話
の
総
体
」
と
定
義
す
る
。「
可

能
な
発
話
の
総
体
」
と
い
う
言
い
方
は
分
か
り
に
く
い
が
、
あ
る
言
語
の
規
則
に
よ
っ
て
適
格
と
判
断
さ
れ
る
文
を
全
部
集
め
た
も
の
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
簡
単
に
言
え
ば
、
そ
の
言
語
の
ル
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
毎
日
、
何
ら
か
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
ラ
ン
グ
の
中
か
ら
選
び
出
し
て
使
っ
て
い
る
。
パ
ロ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
一
つ
ひ
と
つ
の
文
と
い
う
の
は
、
ラ
ン
グ
に
従
っ
て
作
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
ラ
ン
グ
と
パ
ロ
ー
ル
の
関
係
は
卵
と
鶏
の
関
係
で
あ
る
。
個
別
の
発
話
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
あ
る
言
語
の
規
則
は
生
ま
れ
な
い

か
ら
、
ラ
ン
グ
が
成
立
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
パ
ロ
ー
ル
は
ラ
ン
グ
に
則
っ
て
作
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
が
先
か
は
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
パ
ロ
ー
ル
は
時
に
は
ラ
ン
グ
を
変
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
現
在
変
わ
り
つ
つ
あ
る
ラ
ン
グ
の
例
と
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
ら
抜
き

言
葉
」
だ
ろ
う
。
多
く
の
人
た
ち
が
そ
の
個
別
の
発パ
ロ
ー
ル話

に
お
い
て
、
ら
抜
き
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
が
ラ
ン
グ
（
正
し
い
用
法
）
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
言
語
の
「
正
し
い
用
法
」
と
は
、
人
為
的
に
あ
る
時
点
の
ラ
ン
グ
を
「
正
し
い
」
と
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
と
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

文
学
の
研
究
に
お
い
て
も
、
ラ
ン
グ
と
パ
ロ
ー
ル
の
区
別
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
特
定
の
作
家
の
、
特
定
の
言
葉
の
使
い
方
を
分
析

す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
パ
ロ
ー
ル
の
レ
ベ
ル
の
研
究
で
あ
る
。
文
学
も
一
種
の
芸
術
な
の
で
、
作
家
は
個
性
あ
ふ
れ
る
文
章
を
作
ろ
う
と
す
る



026 12

問
㈠
　
空
欄
ア
〜
エ
に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ア
　
1

　
包
摂
的

　
　
2

　
叙
事
的

　
　
3

　
客
観
的

　
　
4

　
概
括
的

イ
　
1

　
理
想
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

　
　
2

　
心
に
祈
願
す
る
こ
と

3
　
頭
の
中
で
考
え
る
こ
と
　
　
　
4

　
腹
に
落
と
し
込
む
こ
と

ウ
　
1

　
便
宜
的
　
　
2

　
法
則
的
　
　
3

　
経
験
的
　
　
4

　
人
為
的

エ
　
1

　
規
程
　
　
　
2

　
傾
向
　
　
　
3

　
風
潮
　
　
　
4

　
習
慣

問
㈡
　
空
欄
Ｗ
、
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
選
択
肢
1
〜
12
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
（
同
じ
番
号
を
重
複
し
て
選
ば
な
い
こ
と
）。

1
　
ど
ち
ら
を
描
く
か

　
　
2

　
何
を
描
く
か

　
　
　
　
　
3

　
新
し
さ
が
あ
る
か

4
　
ど
う
描
く
か
　
　
　
　
5

　
何
の
た
め
に
描
く
か
　
　
6

　
何
が
新
し
い
の
か

7
　
弁
舌
　
　
8

　
簡
便
　
　
9

　
冗
舌
　
　
10
　
訥と
つ

弁べ
ん

　
　
11
　
多
才
　
　
12
　
簡
潔
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生
活
様
式
だ
と
か
、
常
識
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
部
分
は
も
ち
ろ
ん
平
安
時
代
と
現
在
と
で
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
で
あ
る
が
、
物
語
の
ル
ー
ル

と
い
う
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
古
典
文
法
と
常
識
さ
え
あ
る
程
度
勉
強
す
れ
ば
、
理
解
す
る
の
は
そ

れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
橋は
し

本も
と

陽よ
う

介す
け

『
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
入
門
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
）。

※
　
川
端
康
成
＝ 

一
八
九
九
―
一
九
七
二
。
小
説
家
、
文
芸
評
論
家
。
一
九
六
三
年
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。

※
　
横
光
利
一
＝ 

一
八
九
八
―
一
九
四
七
。
小
説
家
。
関
東
大
震
災
翌
年
の
一
九
二
四
年
、
右
の
川
端
と
と
も
に
『
文
藝
時
代
』
を
創
刊
、
こ
こ

に
拠
っ
た
作
家
た
ち
は
や
が
て
新
感
覚
派
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

※
　
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
＝ 

二
十
世
紀
初
頭
、
ロ
シ
ア
の
若
手
研
究
者
ら
が
展
開
し
た
文
学
・
芸
術
運
動
。

※
　
構
造
主
義
＝ 

現
代
思
想
の
一
つ
で
あ
り
、
研
究
対
象
の
構
造
に
注
目
し
て
、
構
成
要
素
間
の
関
係
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
方
法
論
と
も
な
っ
た
。

※
　
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
＝ 

物
語
論
。
物
語
や
、
語
り
の
技
術
・
構
造
を
解
明
す
る
研
究
分
野
。

※
　
詩
学
＝ 

詩
の
本
質
、
形
式
、
技
法
な
ど
の
研
究
分
野
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
発
す
る
、
近
代
以
前
西
欧
の
文
芸
理

論
の
基
盤
を
な
す
。

※
　
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
＝ 

一
八
九
三
―
一
九
八
四
。
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
を
代
表
す
る
批
評
家
、
小
説
家
。

※
　
ソ
シ
ュ
ー
ル
＝ 

一
八
五
七
―
一
九
一
三
。
ス
イ
ス
の
言
語
学
者
、
哲
学
者
。
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問
㈤

傍
線
部
Ａ
「「
文
学
」
や
「
物
語
」
は
依
然
と
し
て
私
た
ち
の
考
え
方
に
大
き
く
作
用
す
る
」
と
筆
者
が
述
べ
る
理
由
と
し
て
最
も
適
切

な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

二
十
世
紀
前
半
の
世
界
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
運
動
の
中
で
、
日
本
で
も
新
感
覚
派
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
新
し
い
表

現
が
追
究
さ
れ
、「
文
学
」
や
「
物
語
」
が
芸
術
に
ふ
さ
わ
し
く
刷
新
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
歴
史
を
語
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

2

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
歴
史
を
あ
と
か
ら
追
体
験
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
歴
史
認
識
の
場
に
お
い
て
は
、
私
た
ち
は
歴
史
と
い
う

「
時
間
的
展
開
が
あ
る
出
来
事
」
を
、「
物
語
」
な
い
し
「
文
学
」
に
置
換
し
て
体
験
し
よ
う
と
す
る
か
ら
。

3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
多
数
存
在
す
る
記
事
、
文
献
等
も
、「
書
か
れ
た
も
の
」
で
あ
る
か
ぎ
り
、
広
い
意
味
の
「
物
語
」「
文
学
」
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
私
た
ち
の
歴
史
観
を
形
成
す
る
と
い
う
、
現
代
的
、
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
。

4

歴
史
認
識
の
問
題
を
例
に
考
え
る
と
、
歴
史
的
な
出
来
事
は
、
そ
れ
が
生
起
し
た
と
き
と
ま
っ
た
く
同
様
に
知
覚
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
「
言
葉
で
語
っ
た
も
の
」
す
な
わ
ち
「
物
語
」
な
い
し
「
文
学
」
の
方
式
で
捉
え
る
し
か
な
い
か
ら
。
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問
㈢

本
文
中
の
ａ
〜
ｇ
の
文
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
正
し
く
並
べ
替
え
る
と
す
れ
ば
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
ど
れ
が
最
も
適

切
か
。
一
つ
を
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

ｃ
―
ｅ
―
ｄ
―
ｂ
―
ｆ
―
ｇ
―
ａ

2

ａ
―
ｅ
―
ｇ
―
ｄ
―
ｆ
―
ｂ
―
ｃ

3

ｃ
―
ｇ
―
ａ
―
ｆ
―
ｅ
―
ｂ
―
ｄ

4

ｃ
―
ａ
―
ｅ
―
ｇ
―
ｂ
―
ｄ
―
ｆ

問
㈣

本
文
中
か
ら
次
の
一
文
が
抜
け
て
い
る
。
本
文
中
の
（
1
）
〜
（
4
）
の
う
ち
、
ど
こ
に
挿
入
す
れ
ば
よ
い
か
。
最
も
適
切
な
箇
所
を
一

つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

大
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
、
構
造
主
義
で
は
、
私
た
ち
が
無
意
識
的
に
従
っ
て
い
る
構
造
（
物
事
と
物
事
が
互
い
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
出
来
上
が
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
分
析
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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問
㈦
　
傍
線
部
Ｃ
「
語
の
意
味
は
、
他
の
語
と
の
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
」
に
つ
い
て
、
最
も
よ
く
合
致
す
る
説
明
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ソ
シ
ュ
ー
ル
言
語
学
は
、
言
語
を
「
シ
ニ
フ
ィ
エ
」
と
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
」
か
ら
な
る
記
号
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
か
ら
語
の
意
味

も
記
号
論
的
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
例
え
ば
「
子
」
を
産
ん
だ
と
き
、
そ
の
女
性
は
「
母
」
と
な
る
の
で
、「
母
」
と
い
う
語
は

単
独
で
は
成
立
せ
ず
、「
子
」
と
の
関
係
で
成
立
す
る
記
号
だ
と
さ
れ
た
。

2
　
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
に
お
い
て
、
言
語
は
「
意
味
す
る
も
の
」
と
「
意
味
さ
れ
る
も
の
」
の
、
恣
意
的
な
結
び
つ
き
か
ら
な
る
と
さ

れ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、「
父
」
に
備
わ
っ
て
い
る
「
男
性
」
と
い
う
性
質
も
、
ま
た
「
母
」
に
備
わ
っ
て
い
る
「
女
性
」
と
い
う
性
質

も
、
生
殖
と
の
関
連
で
恣
意
的
に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

3
　
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
に
お
い
て
、「
語
は
体
系
を
な
す
」
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
単
語
の
意
味
は
、
他
の
語
と
類
義
か
対
義
か

と
い
う
言
語
体
系
に
よ
っ
て
決
ま
る
た
め
、「
母
」
と
「
父
」
と
い
う
例
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
「
子
」
に
対
し
て
「
親
」
で
あ
る
と
い

う
類
義
性
を
も
ち
、
性
別
に
お
い
て
は
対
義
性
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

4
　
ソ
シ
ュ
ー
ル
言
語
学
は
、
物
事
の
意
味
は
単
独
で
は
決
ま
ら
な
い
と
し
た
。
例
え
ば
、「
父
」
と
い
う
語
も
「
子
」
と
い
う
語
も
、
両

者
を
含
む
関
係
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
意
味
が
決
ま
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
真
理
は
人
間
と
は
独
立
に
存
在
す

る
と
い
う
従
来
の
思
考
を
ゆ
さ
ぶ
る
も
の
で
、
や
が
て
構
造
主
義
の
流
行
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
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問
㈥

　
傍
線
部
Ｂ
「
異
化
作
用
」
に
つ
い
て
、
本
文
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
理
解
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　「
内
容
」
よ
り
も
「
形
式
」
を
重
視
す
る
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ト
の
姿
勢
で
あ
り
、
描
か
れ
て
い
る
内
容
と
は
単
な
る
素
材
で
あ
っ
て
、
素

材
が
ど
の
よ
う
で
あ
れ
、
そ
れ
は
技
巧
に
よ
っ
て
芸
術
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
技
巧
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

2
　
日
本
の
和
歌
の
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
が
詩
的
言
語
で
あ
る
文
学
形
式
は
、
何
世
紀
も
の
あ
い
だ
、
多
様
な
技
巧
を
駆
使
し
て
作
品
を
美

し
く
磨
き
上
げ
て
き
た
が
、
享
受
者
が
そ
れ
に
慣
熟
す
る
に
従
い
、
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

3
　
そ
れ
ま
で
の
言
語
表
現
を
新
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
あ
る
も
の
ご
と
が
日
常
と
違
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
は
た
ら
き
だ

が
、
そ
れ
も
使
い
続
け
て
い
く
う
ち
に
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
の
で
、
不
断
に
刷
新
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

4
　
装
飾
的
な
美
文
体
が
漢
文
の
世
界
を
席
巻
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
や
が
て
平
易
な
形
式
が
登
場
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う

に
、
人
気
を
集
め
る
流
行
が
一
時
の
も
の
か
、
よ
り
普
遍
的
な
も
の
と
な
り
う
る
か
は
、
見
極
め
が
肝
要
と
な
っ
て
い
る
。
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問
㈨
　
本
文
の
内
容
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
作
家
の
文
章
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
特
定
の
作
家
の
特
定
の
言
葉
遣
い
を
追
究
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
そ
れ
は
パ
ロ
ー
ル
の
レ
ベ
ル
で
の
分
析
で
あ
る
。
作
家
が
無
意
識
の
う
ち
に
従
っ
て
い
る
よ
う
な
物
語
の
ル
ー
ル
を
解
明
す
る
こ

と
は
、
文
学
研
究
に
お
け
る
ラ
ン
グ
の
レ
ベ
ル
の
分
析
と
な
る
。

2
　
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
、
特
定
の
作
家
の
分
析
を
め
ざ
す
も
の
で
は
な
い
。
作
家
は
新
し
い
も
の
を
う
み
だ
そ
う
と
す
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
「
古
い
も
の
」、
す
な
わ
ち
継
続
し
て
き
た
伝
統
の
存
在
が
前
提
と
な
り
、
そ
れ
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
新
し
さ
と
な
る
。
ナ

ラ
ト
ロ
ジ
ー
は
物
語
の
そ
の
よ
う
な
革
新
性
を
問
題
と
し
て
い
る
。

3
　
事
物
は
人
間
の
認
識
に
先
ん
じ
て
存
在
し
て
い
る
、
つ
ま
り
、
世
界
に
は
先
に
事
物
が
あ
っ
て
、
言
語
は
あ
と
か
ら
そ
れ
に
ラ
ベ
ル
を

貼
る
よ
う
に
名
前
を
つ
け
て
い
る
と
い
う
の
が
、
ギ
リ
シ
ア
時
代
か
ら
信
奉
さ
れ
て
き
た
「
言
語
名
称
目
録
観
」
で
あ
り
、
ソ
シ
ュ
ー
ル

に
お
け
る
深
化
を
経
て
、
現
代
の
構
造
的
な
哲
学
・
思
想
が
う
み
だ
さ
れ
た
。

4
　
明
治
期
の
文
章
は
私
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
が
、『
源
氏
物
語
』
の
読
解
に
は
か
な
り
の
困
難
を
覚
え
る
の
で
、
ラ
ン

グ
は
変
容
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
現
代
小
説
と
平
安
文
学
を
比
較
し
て
も
、
物
語
構
造
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
の

で
、
文
学
に
お
け
る
パ
ロ
ー
ル
は
安
定
的
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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問
㈧

　
傍
線
部
Ｄ
「「
ラ
ン
グ
」
と
「
パ
ロ
ー
ル
」」
に
つ
い
て
、
本
文
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
理
解
を
、
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　「
パ
ロ
ー
ル
」
は
あ
る
場
面
に
お
い
て
、
た
く
さ
ん
発
話
さ
れ
る
具
体
的
な
文
の
こ
と
で
、「
ラ
ン
グ
」
は
そ
れ
ら
を
選
び
出
す
た
め
の

プ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
。

2
　「
ラ
ン
グ
」
は
、
あ
る
言
語
の
規
則
に
よ
っ
て
適
格
と
判
断
さ
れ
る
文
を
全
部
集
め
た
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
、「
パ
ロ
ー
ル
」
は
そ
れ

に
従
っ
て
作
ら
れ
る
。

3
　「
パ
ロ
ー
ル
」
が
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
「
ラ
ン
グ
」
は
う
ま
れ
ず
、「
ラ
ン
グ
」
が
な
け
れ
ば
「
パ
ロ
ー
ル
」
が
作
れ
な
い
た
め
、
両
者

は
ジ
レ
ン
マ
の
関
係
に
あ
る
。

4
　「
パ
ロ
ー
ル
」
は
、
当
た
り
障
り
の
な
い
文
で
、「
ラ
ン
グ
」
は
そ
れ
に
先
行
す
る
規
則
だ
が
、
場
合
に
よ
り
、「
パ
ロ
ー
ル
」
の
ほ
う

が
「
ラ
ン
グ
」
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
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⑦

　ご
【

　
　
　】
配
、
痛
み
入
り
ま
す
。

 

1

　高

　
　 2

　案

　
　 3

　軍

　
　 4

　気

　
　 5

　年

⑧

　発
表
の
準
備
を
【

　
　
　】
念
に
行
う
。

 

1

　専

　
　 2

　信

　
　 3

　余

　
　 4

　執

　
　 5

　入

⑨

　勝
負
を
か
け
て
、
手
【

　
　
　】
を
交
換
す
る
。

 

1

　下

　
　 2

　兵

　
　 3

　勢

　
　 4

　術

　
　 5

　札

⑩

　異
動
に
関
す
る
打
【

　
　
　】
が
あ
っ
た
。

 

1

　率

　
　 2

　開

　
　 3

　撃

　
　 4

　力

　
　 5

　診

026 19

二
、
次
の
問
㈠
〜
問
㈣
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

　
次
の
各
文
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
5
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①
　
自
分
の
見
解
を
開
【

　
　
　
】
す
る
。

 

1
　
化

　
　
2

　
放

　
　
3

　
眼

　
　
4

　
口

　
　
5

　
陳

②
　
古
く
さ
い
価
値
観
を
【

　
　
　
】
却
す
る
。

 

1
　
償

　
　
2

　
脱

　
　
3

　
返

　
　
4

　
冷

　
　
5

　
退

③
　
事
態
は
一
気
に
暗
【

　
　
　
】
し
た
。

 

1
　
闘

　
　
2

　
示

　
　
3

　
転

　
　
4

　
合

　
　
5

　
躍

④
　
親
方
の
【

　
　
　
】
図
に
従
っ
て
作
業
を
進
め
る
。

 

1
　
海

　
　
2

　
縮

　
　
3

　
系

　
　
4

　
指

　
　
5

　
不

⑤
　
ア
ル
バ
イ
ト
で
旅
行
の
資
金
を
【

　
　
　
】
ぐ
。

 

1
　
凌

　
　
2

　
寛

　
　
3

　
貢

　
　
4

　
嫁

　
　
5

　
稼

⑥
　
試
合
前
に
【

　
　
　
】
々
し
い
表
情
を
示
す
格
闘
家
。

 

1
　
猛

　
　
2

　
福

　
　
3

　
由

　
　
4

　
寒

　
　
5

　
騒
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こ
の
よ
う
な
ポ
リ
ス
の
あ
り
方
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
が
「
政
治
」
で
す
。「
政
治
」
に
は
、
公
共
の
場
所
に
お
い
て
、
人
々
が
言
葉
を

交
わ
し
、
多
様
な
議
論
を
批
判
的
に
検
討
し
た
上
で
決
定
を
行
う
と
い
う
含
意
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
こ
そ
が
「
政
治
」
の
定
義

な
の
で
す
。

現
在
、
英
語
な
ど
で
政
治
を
あ
ら
わ
す
言
葉
は
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（politics

）
で
す
。
こ
の
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
に 

起
源
を
も
ち
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
ポ
リ
ス
と
い
う
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
特
有
な
都
市
国
家
の
形
式
が
、
政
治
を
あ
ら
わ
す

Ｈ

な
言
葉
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
明
ら
か
に
ポ
リ
ス
の
あ
り
方
と
政
治
の
概
念
の
間
に
は
、
深
い
結
び
つ
き
が
あ
る
の
で
す
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
政
治
学
』
に
お
い
て
、
同
じ
く
支
配
と
い
っ
て
も
多
様
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
区
別
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
王
は
そ
の
臣
民
を
支
配
す
る
し
、
家
の
主
人
は
そ
の
奴
隷
を
支
配
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ポ
リ

ス
に
お
け
る
支
配
、
す
な
わ
ち
政
治
的
支
配
は
、
そ
の
よ
う
な
支
配
と
は
違
う
と
い
う
の
で
す
。
政
治
的
支
配
の
特
徴
は
、
自
由
で
独
立
し

た
人
々
の
間
に
お
け
る
「
相
互
的
な
支
配
」
に
あ
り
ま
し
た
。

現
代
の
私
た
ち
は
、
政
治
と
い
う
言
葉
を
、
と
き
に
安
易
に
使
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
お
よ
そ
人
間
が
集
ま
れ
ば
、
そ
こ
に
政
治
が
あ
る

と
し
ば
し
ば
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
用
法
に
は

Ｉ

注
意
が
必
要
で
す
。
少
な
く
と
も
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
人
々
に
し
て
み
れ

ば
、
王
が
臣
民
を
上
か
ら
支
配
す
る
こ
と
や
、
主
人
が
奴
隷
を
力
で
隷
属
さ
せ
る
こ
と
は
、「
政
治
的
」
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

あ
く
ま
で
、
自
由
で
相
互
に
独
立
し
た
人
々
の
間
に
お
け
る

Ｄ

の
自
己
統
治
こ
そ
が
「
政
治
」
だ
っ
た
の
で
す
。

し
か
も
「
政
治
」、
そ
し
て
「
民
主
主
義
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
発
明
と
し
て
捉
え
る
こ
と
の
意
義
は
小
さ
く
あ
り
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問
㈡

　
次
の
文
章
の
空
欄
Ａ
〜
Ｊ
に
入
る
最
も
適
切
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
15
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ

よ
。（
同
じ
も
の
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

こ
こ
で
「
政
治
」
と
は
何
か
を
考
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
、
私
た
ち
は
政
治
に
つ
い
て
は
、
ひ
ど
く

Ａ

と
し
た
概

念
し
か
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
政
治
の
イ
メ
ー
ジ
は
は
る
か
に
明
確
で
す
。

ポ
リ
ス
の
成
立
以
前
、
こ
の
地
域
を
支
配
し
た
の
は
王
た
ち
で
す
が
、
こ
の
王
た
ち
は
官
僚
組
織
を
も
た
ず
、
貴
族
た
ち
と
の
関
係
に
お

い
て
も
、

Ｂ

に
優
位
に
立
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
と
も
と
王
は
戦
士
た
ち
の
組
織
の
指
導
者
で
あ
り
、
他
の
戦
士
か
ら

Ｃ

し
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
王
た
ち
は
ポ
リ
ス
の
成
立
の
過
程
で
没
落
し
、
有
力
者
た
る
貴
族
た
ち
が

Ｄ

し
て
交
易
や
防
衛
に
あ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
貴
族
た
ち
は
変
動
期
の
小
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
に
起
源
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、

平
民
の
大
部
分
を
構
成
す
る
農
民
と
同
じ
経
済
基
盤
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
貴
族
と
い
え
ど
も
、
農
民
た
ち
と
ま
っ
た
く
別
の
存
在
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。

Ｅ

、
都
市
に
集
住
し
た
貴
族
た
ち
は
政
治
・
軍
事
・
司
法
の

Ｆ

権
を
握
り
ま
し
た
が
、
平
民
も
た
だ
黙
っ
て
従
う
存

在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
メ
ロ
ス
の
『
イ
リ
ア
ス
』
や
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
な
ど
を
読
ん
で
い
て
も
、
民
会
や
裁
判
に
一
般
の
市

民
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
声
や
雰
囲
気
は
、
民
会
の
決
定
や
判
決
に

Ｇ

影
響
を
与
え
た
で

し
ょ
う
。
平
民
は
貴
族
を
批
判
し
、
そ
の
行
動
を
制
約
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
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1

　共
同

　
　
　
　 2

　追
従

　
　
　
　
　 3

　あ
ま
り
に

　
　
　 4

　包
括
的

　
　 5

　で
あ
る
な
ら

6

　い
さ
さ
か

　
　 7

　し
た
が
っ
て

　
　 8

　少
な
か
ら
ぬ

　
　 9

　服
従

　
　
　10

　漠
然

11

　相
対
的

　
　
　12

　隔
絶

　
　
　
　
　13

　主
導

　
　
　
　
　14

　茫
然

　
　
　15

　一
般
的

問
㈢

　次
の
四
字
熟
語
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
10
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

（
同
じ
も
の
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

①

　豪
放
磊ら
い

　
　②

　欣

雀
躍

　
　③

　品
行

正

　
　④

　一
日
千

　
　⑤

　白

青
松

1

　求

　
　 2

　日

　
　 3

　法

　
　 4

　砂

　
　 5

　秋

6

　喜

　
　 7

　年

　
　 8

　落

　
　 9

　正

　
　10

　方
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ま
せ
ん
。

第
一
に
、
政
治
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
公
共
的
な
議
論
に
よ
っ
て
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
実
力
に
よ
る
強
制
は

も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
利
益
に
よ
る
買
収
や
、
議
論
を
欠
い
た
妥
協
は
政
治
で
は
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
仮
に
話
し
合
い
に
よ
る
決
定
が
な
さ

れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
閉
じ
ら
れ
た
場
所
に
お
い
て
、
特
定
の
人
々
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
政
治
的
な
決
定

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
、「
公
共
的
な
議
論
」
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

第
二
に
、
公
共
的
な
議
論
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
は
こ
れ
に
自
発
的
に

Ｊ

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

公
の
場
に
お
い
て
自
分
た
ち
で
決
定
し
た
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
誰
に
強
制
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
自
分
で
納
得
し
て

従
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
こ
に
は
政
治
に
お
い
て
「
納
得
」
と
、
納
得
に
基
づ
く
「
自
発
的
な

Ｊ

」
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
政
治
の
営
み
は
「
開
か
れ
た
社
会
的
経
験
」
の
必
要
条
件
と
な
る
の
で

す
。
逆
に
い
え
ば
、
自
ら
決
定
に
参
加
し
、
納
得
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
決
定
に
も
従
わ
な
い
と
い
う
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
自

主
独
立
の
精
神
が
こ
こ
に
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
政
治
」
の
成
立
を
前
提
に
し
て
、
初
め
て
民
主
主
義
は
実
現
し
ま
す
。

（
宇う

野の

重し
げ

規き

『
民
主
主
義
と
は
何
か
』
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
一
部
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
加
筆
・
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）
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③

　耳
学
問

1

　文
章
の
意
味
や
内
容
は
二
の
次
と
し
て
、
そ
の
読
み
方
だ
け
を
く
り
返
し
暗
唱
す
る
よ
う
に
し
て
習
得
す
る
こ
と
。

2

　文
字
や
書
物
に
頼
ら
ず
に
口
伝
え
で
、
先
人
が
つ
ち
か
っ
て
き
た
教
え
や
知
識
を
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

3

　自
分
で
努
力
し
て
修
得
し
た
の
で
は
な
い
、
人
か
ら
た
だ
聞
い
て
得
た
聞
き
か
じ
り
の
知
識
の
こ
と
。

4

　う
わ
さ
や
秘
密
な
ど
を
、
い
ち
早
く
聞
き
出
し
た
り
探
り
出
し
た
り
し
、
し
か
も
こ
れ
を
よ
く
覚
え
て
い
る
こ
と
。

④

　冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ

1

　つ
ら
く
厳
し
い
時
期
を
経
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
本
当
に
幸
せ
な
と
き
が
到
来
す
る
と
い
う
こ
と
の
た
と
え
。

2

　つ
ら
く
苦
し
い
時
期
の
到
来
は
、
そ
の
次
に
や
っ
て
来
る
幸
せ
な
と
き
の
予
兆
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
た
と
え
。

3

　つ
ら
く
厳
し
い
時
期
が
来
た
と
し
て
も
、
ま
だ
や
っ
て
来
な
い
幸
せ
な
と
き
を
あ
き
ら
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と
の
た
と
え
。

4

　つ
ら
く
苦
し
い
時
期
を
た
え
抜
け
ば
、
幸
せ
な
と
き
は
や
が
て
必
ず
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
の
た
と
え
。

⑤

　朱
を
注
ぐ

1

　夕
や
け
ど
き
の
光
が
さ
し
て
、
あ
た
り
が
赤
い
色
に
染
ま
る
こ
と
。

2

　恥
じ
ら
い
や
怒
り
な
ど
の
た
め
に
、
顔
全
体
が
真
っ
赤
に
紅
潮
す
る
こ
と
。

3

　ひ
と
は
環
境
や
交
際
相
手
に
よ
っ
て
、
善
に
も
悪
に
も
な
り
得
る
こ
と
。

4

　い
っ
た
ん
作
成
さ
れ
た
文
章
や
書
類
な
ど
に
、
訂
正
や
添
削
、
書
き
こ
み
を
す
る
こ
と
。
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問
㈣

　
次
の
慣
用
的
な
表
現
の
意
味
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
4
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を

マ
ー
ク
せ
よ
。

①
　
一
人
相
撲

1
　
そ
の
人
だ
け
が
思
う
存
分
に
ふ
る
ま
う
こ
と
が
で
き
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
場
所
や
場
面
の
こ
と
。

2
　
自
分
だ
け
で
十
分
に
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な
り
、
し
か
も
そ
れ
は
正
当
だ
と
納
得
し
て
い
る
こ
と
。

3
　
相
手
が
い
な
か
っ
た
り
、
い
て
も
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
自
分
だ
け
気
負
い
こ
ん
で
い
る
こ
と
。

4
　
客
観
性
の
な
い
ま
ま
他
人
の
意
見
を
聞
こ
う
と
せ
ず
、
自
分
の
意
見
だ
け
で
よ
い
と
思
い
こ
ん
で
い
る
こ
と
。

②
　
口
は
ば
っ
た
い

1
　
さ
さ
い
な
こ
と
ま
で
と
が
め
だ
て
を
し
て
、
い
ち
い
ち
小
言
や
文
句
を
言
う
さ
ま
。

2
　
身
の
ほ
ど
も
考
え
な
い
で
、
大
き
な
こ
と
を
え
ら
そ
う
に
言
う
さ
ま
。

3
　
返
答
に
困
っ
た
り
、
言
い
づ
ら
い
事
情
が
あ
っ
た
り
し
て
、
言
う
の
を
た
め
ら
う
さ
ま
。

4
　
は
っ
き
り
物
を
言
う
と
わ
が
身
に
災
い
を
招
き
そ
う
で
、
な
ん
と
な
く
さ
び
し
い
気
持
ち
が
す
る
さ
ま
。
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7 ．When we study abroad, we need to minimize our risk.

① activate ② motivate ③ reduce ④ taint

8 ．We strongly recommend he take an advanced English class again this 

semester.

① basically ② highly ③ gently ④ smoothly

9 ．Richard will concentrate on his new research project next school year.

① finish over ② focus on ③ start out ④ lock out

10． The entire book discusses successful young people in Japan.

① ends up ② fills out ③ keeps at ④ talks about

025 1

次の 1～10の英文の下線部の内容に最も近いものを、①～④からそれぞれ 1つ

ずつ選び、マークしなさい。

1．He engaged in a conversation with his professor last Friday regarding 

his final exam.

① asked over ② carried on

③ ended down ④ forced by

2 ．Some of his extended family are living in Tokyo, so he can stay there 

for free.

① internee ② interns ③ neighbors ④ relatives

3 ．They have gone through so much since they moved to this town.

① acted up ② come above

③ experienced ④ followed

4 ．The barbecue party on the beach will be postponed due to the rain 

storm.

① called by ② delayed ③ entered ④ fixed up

5 ．We used to turn off all the computers before we left the office but we 

don’t do that anymore.

① shut across ② shut down

③ shut out ④ shut up

6 ．The regional government will enforce new regulations on emissions.

① impose ② narrow ③ pretend ④ take

Ⅰ．
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7 ．She cannot come to my birthday party tomorrow night because she has 

a （ ）.

① turned over  ② previous engagement

③ rough idea  ④ serious crime

8 ．The annual cost of （ ） the huge factories is very expensive.

① end ② running ③ smiling ④ spend

9 ．I have trouble （ ） around dogs and cats because I have an 

allergy.  

① being ② plug ③ print ④ wearing

10．His father used to drive a nice brown car （ ） in Italy.

① broken  ② manufactured

③ planned  ④ spoiled
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次の 1～10の英文の（ ）内に入るものとして最も適当なものを、①～④ 

からそれぞれ 1つずつ選び、マークしなさい。

1．Her sister was the best student （ ） we had ever seen in a 

science class.

① that ② what ③ in which ④ whose

2 ．Due to the rain, our baseball game was postponed and （ ） for 

next month.

① regained  ② rescheduled

③ retained  ④ returned

3 ．The car （ ） back mirror is broken is mine.

① what ② which ③ who ④ whose

4 ．（ ） my professor, this movie is not very educational and we 

should not watch it.

① According to  ② Regarding of

③ Over to  ④ Even though

5 ．She always tries her best to （ ） her duty at her work. 

① access ② fulfill ③ greet ④ help 

6 ．Everyone can （ ） his brother because he is kind and generous.

① get along with ② get aside with 

③ get intended with ④ get informed to

Ⅱ．
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A　① There’s a problem ② I’ve been playing soccer

③ Soccer is a sport ④ I practiced the field for

B　① Try to challenge ② You should try

③ Tell me  ④ You must be

C　① ever played  ② ever been played

③ never played  ④ never been played

D　① quit being  ② went recommending

③ served talking  ④ started taking

E　① split ② free ③ exercise ④ play

F　① I don’t care  ② I would love to

③ Your time is now ④ You could try the other way
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次の会話文の（　Ａ　）～（　Ｆ　）に入るものとして最も適当なものを、 

①～④からそれぞれ 1 つずつ選び、マークしなさい。

Joanna and Bill are having a chat about sports.

 Joanna : I’m so tired!  I played soccer all day yesterday.

 Bill : Really?  I didn’t know you played soccer. 

 Joanna : Yeah, （ Ａ ） since I was a little kid.

 Bill : Wow, that’s a long time.  （ Ｂ ） a really good player!

 Joanna :  Well, I’m okay.  Most of the people I usually play with are much 

better than me.  How about you?  Do you like soccer?

 Bill :  I like watching soccer, but I’ve （ Ｃ ）.

 Joanna :  Oh, I see.  Well, you should try it sometime.  Do you play any 

sports?

 Bill : Actually, I （ Ｄ ） tennis lessons last month.

 Joanna :  That sounds like fun.  I’ve always wanted to try tennis, but I’ve 

heard lessons are very expensive.

 Bill :  Usually they are, but I take lessons with three other people and 

we （ Ｅ ） the cost.

 Joanna :  That’s a good idea.  It’s much more affordable that way.

 Bill :  Hey, if you’re interested, why don’t you join us sometime?

 Joanna :  （ Ｆ ）, but I don’t think I have the time.  I’m usually too busy 

playing soccer!

Ⅲ．
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Spanish is by far the most popular second language in the United 

States, with more than 41 million people̶12 times more than the other 

most common second languages̶speaking Spanish at home.  Hispanics are 

the largest minority group in the United States.  More than half （55％） of 

Spanish speakers were born in the United States.

2 ．According to the passage above, what is true?

① Arid had a chance to study Arabic at her cousins’ house.

② Arid has cousins who did not have a chance to learn Arabic when 

they grew up.

③ Arid speaks Spanish better than her cousins.

④ Arid speaks Arabic fluently like her cousins.

The other languages in the top five are Chinese, Tagalog and 

Vietnamese.

“I would speak English at school during the day, and at night I would 

only speak Vietnamese.  Therefore, I could keep my Vietnamese proficiency,” 

says Jenny Nguyen, a Virginia dental student, whose parents emigrated 

from Vietnam.  “When I was younger, I didn’t understand the importance, 

but I think now I’m very glad that I’m able to speak and write at such a 

proficient level.”

She was able to put her language skills to use when she traveled to 

Vietnam to offer free dental care to poor and underserved communities.  

Many of her peers were also Vietnamese Americans.

“They couldn’t really communicate with the patients because they 

didn’t have that baseline level of being able to speak and understand,” 

Nguyen says.  “I was one of the very few young volunteers that was able to 

025 7

次の一連の英文に関する 1 ～ 8 の質問の答えとして最も適当なものを、①～④

からそれぞれ 1 つずつ選び、マークしなさい。

The number of people in the United States who speak a language 

other than English at home tripled between 1980 and 2019, according to the 

U.S. Census Bureau.  Almost 68 million people who live in the U.S.̶about 1 

in 5̶speak a second language at home.  That number was 23 million in 

1980.

“It says what the country is known for, it’s a melting pot,” says Dina 

Arid, a California mother of three who grew up also speaking Arabic at 

home.  “So, it’s good that it’s not just primarily English.  There’s a bunch of 

immigrants here.”

1 ．According to the passage above, what is true?

① About 20％ of the people in the US speak a language other than 

English at home.

② Less than 40％ of people in the US speak English.

③ Many immigrants are forced to speak English at home.

④ Most American children speak more than two languages at home.

Arabic is one of the five most-spoken second languages in the U.S. 

Arid, who speaks mostly English to her children, is trying to teach them a 

little Arabic.

“Growing up, I had cousins who didn’t get to learn Arabic as I did and 

they always resented their parents.  They always wished that their parents 

had spoken to them in Arabic more so that they could speak that language,” 

she says.

Ⅳ．
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he understands when spoken to.

“Tagalog, the main dialect of the Philippines, was spoken in the house, 

but that was also mixed with English,” Mosuela says.  “I am the youngest of 

three brothers.  Two of my older brothers were born in the Philippines.  

Both my parents were born in the Philippines and when they came over 

here, they had me.  My mom would speak to me in Tagalog and I would  

respond in English.”

Passing his parents’ native culture along to his children is important 

to Mosuela.  “When I eventually get married and have kids, maybe I won’t 

teach the language, but I will at least preserve our cultural traditions,” he 

says.

5 ．According to the passage above, what is true?

① Mosuela spoke back to his mother in English when she spoke to him

in Tagalog.

② Mosuela spoke both English and Tagalog in his university

classrooms.

③ Mosuela speaks English with his older brothers at home to help

them learn it.

④ Mosuela speaks Tagalog with his kids.

Cathy Erway, a New York-based food writer, is using a language 

application to try to become more proficient in her mother’s native Mandarin 

Chinese.

“The funny thing is that my dad, who is white American, also speaks 

Chinese,” Erway says.  “And so my parents would speak in Chinese to each 

other when they didn’t want the kids, me and my brother, to hear what they 
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speak with the patients and communicate with them about what was going 

on.”

Chinese, Vietnamese, Tagalog and Arabic speakers were more likely 

to be naturalized U.S. citizens than to not have U.S. citizenship at all, 

according to the Census Bureau.

3 ．According to the passage above, what is true?

① Jenny Nguyen is happy that she is fluent both in English and

Vietnamese.

② Jenny Nguyen sent her children to Vietnam to make sure that they

would be open to the Vietnamese culture.

③ Jenny Nguyen’s parents could only speak Vietnamese, and therefore,

they made their children translate everything for them.

④ Jenny Nguyen’s parents were born in the United States and then

traveled to Vietnam to be reunited with their relatives.

4 ．According to the passage above, what is true?

① Nguyen didn’t charge her patients from poor communities in

Vietnam any money.

② Nguyen made big money by establishing a good health care system

in Vietnam.

③ Nguyen spoke Tagalog with her patients in Vietnam.

④ Nguyen traveled to Vietnam to have good communications with her

elderly relatives.

Raymond John “R.J.” Mosuela, a Virginia health care recruiter whose 

parents are from the Philippines, can’t speak their native language, but says 



025 12

英文を読み、設問に答えなさい。

Let’s learn about heat waves

You probably expect summer days to A  hot.  But some days 

are hotter than others.  And when unusually hot weather that lasts for two 

or more days, that’s a heat wave or heat event.  To be considered a heat 

wave, the temperature needs to be higher than the historical average for the 

B  area.  Three days of 27°Celsius （80°Fahrenheit） weather in 

Anchorage, Alaska, during July would be considered a heat wave.  Those 

same temperatures in Miami, Florida, though, would be considered normal.

A heat wave usually C  when a strong band of winds known 

as a jet stream moves closer to the poles.  The jet stream forms where cold, 

polar air meets warm air from the tropics.  Sometimes, large curves in the 

jet stream can lead to a high pressure system remaining over an area for 

longer than usual.

In a high pressure system, cool air sinks toward the ground.  This air 

warms and dries as it descends.  If this warm, descending flow of air keeps 

air near the ground from rising, it becomes a “heat dome.”  This cap of hot 

dry air warms the surface and stops clouds from forming.  Clouds help cool 

Earth’s surface by reflecting the sun’s rays and producing rain.  Without 

cloud cover or storms, the trapped air can heat up to dangerous 

temperatures.

Heat waves can be life-threatening.  These events  kill  more people 

in the United States than all other extreme weather events̶such as 

tornados, blizzards and hurricanes.  But it’s not just a U.S. problem.  More 

than 160,000 people died from extreme heat worldwide between 1998 and 

Ⅴ．
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were saying.  So, they treated it as a secret language.”  While more people 

than ever are speaking a second language at home, the Census Bureau 

reports that the number of people who spoke only English at home also 

increased̶by about 25％̶from 187 million in 1980 to 241 million in 2019.

6 ．According to the paragraphs above, which is true?

① Erway’s father doesn’t talk about the necessity of learning new

languages.

② Erway’s mother doesn’t eat Chinese food every day.

③ Erway’s mother sometimes spoke to her husband in Chinese.

④ Erway speaks to her parents in Chinese every day.

7 ．What is the title for this article?

① America’s Most Popular Bilingual TV Program Might Surprise You

② America’s Most Popular Fictional Characters Might Not Shock You

③ America’s Most Popular Language Teacher Might Ignore You

④ America’s Most Popular Second Languages Might Surprise You

8 ．Where can you find this article?

① In the entertainment section of a newspaper.

② In the fashion section of a newspaper.

③ In the society section of a newspaper.

④ In the technology section of a newspaper.

［出典 : voanews.com］
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問 2 ．次の設問の答えとして、最も適当なものを①～④から 1 つ選び、マーク

しなさい。  

1 ．According to the passage above, what is true?

① Heat waves are not very harmful for us anymore.

② Heat waves can improve small business in the US.

③ Heat waves kill more people than hurricanes in the US.

④ Heat waves will not attack major cities in the US anymore.

2 ．What is the most appropriate subtitle for this article?

① Doctors are doing their best to deal with the growing problems of

heat waves.

② Heat waves are getting serious in Southeast Asia.

③ People all over the world are suffering from recessions.

④ Unusual heat for two or more days can spark a lot of problems.
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つ選び、マークしなさい。

A　① be ② come ③ let ④ play

B　① affected ② brought ③ cut ④ entertained

C　① contests ② counts ③ occurs ④ opposes

D　① as ② at ③ between ④ but

2017.  Sweating is the body’s way of cooling off.  Extreme heat can cause a 

person’s body temperature to rise faster than it can cool off.  This can lead 

to heat-related illnesses （such as heat exhaustion and heat stroke）.  If 

untreated, this can cause damage to the body’s organs and even death.  

Older adults, young children and those who are sick are more D 

risk during heat waves.

Heat waves can contribute to droughts.  Land can dry out.  Water 

becomes less available.  People may also use more water, electricity and 

transportation to try to stay cool.  This can cause water shortages, power 

outages and blackouts.  Farms may experience crop failure, or livestock may 

die.  This may leave people without food and cause prices to rise.

Across the globe, heat waves appear to be happening more frequently 

and lasting longer.  Experts say climate change is responsible for this rise in 

the number of heat events.  Climate change is also making the air more 

humid.  This means there is more moisture in the air.  This can make it 

harder for people to cool off by sweating.
［Source: Aaron Tremper, Science News Explores, August 9, 2022. Used with permission.］

問 1．A～Dに入るものとして、最も適当なものを①～④からそれぞれ 1つず

ブラン クエスト
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お
と
な
の
視
線
で
は
な
く
、
こ
ど
も
の
眼
で
書
く
、
こ
ど
も
の
心
に
な
っ
て
描
く
。
こ
ど
も
が
出
て
く
る
小
説
や
映
画
で
、
よ
く
そ
う
い
う
こ

と
が
い
わ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
、
こ
こ
ま
で
徹
底
し
て
こ
ど
も
の
思
考
法
、
こ
ど
も
の
視
線
の
み
で
貫
い
た
小
説
を
ほ
か
に
知
ら
な
い
。
作
者

は
、
お
と
な
に
な
っ
て
か
ら
の
あ
と
知
恵
で
少
年
の
視
野
の
狭
さ
、
理
解
の
不
足
を
補
う
こ
と
を
決
し
て
自
ら
に
許
さ
ず
に
書
い
て
い
る
。「
今

日
は
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
最
初
の
一
行
と
と
も
に
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
生
徒
だ
っ
た
こ
ろ
の
「
僕
」
に
す
っ
か
り
言
葉
を
譲
り
渡
し

て
し
ま
う
の
だ
、
と
い
う
気
迫
が
張
り
つ
め
て
い
る
。

だ
か
ら
「
僕
」
の
身
に
ふ
り
か
か
る
出
来
事
の
い
ち
い
ち
は
、
現
在
進
行
形
の

ウ

と
不
可
解
さ
を
そ
っ
く
り
保
っ
て
読
者
に
語
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
夏
休
み
、
工
場
で
の
勤
労
奉
仕
が
課
さ
れ
、
少
年
も
毎
朝
、
バ
ス
に
乗
っ
て
通
う
よ
う
に
な
る
。
あ
る
朝
、
突
然
バ
ス
が
止
め

ら
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
警
官
に
集
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
事
情
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
数
日
間
留
め
置
か
れ
た
の
ち
、
貨
物
列
車
に
積
み
込
ま
れ

る
。
飲
み
水
を
与
え
ら
れ
ず
渇
き
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
、
行
き
先
も
わ
か
ら
な
い
移
動
を
強
い
ら
れ
、
四
日
目
の
朝
、
よ
う
や
く
目
的
地
に
到

着
。
少
年
は
「
日
の
出
の
光
の
中
」
に
、「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
―
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
」
と
い
う
地
名
が
「
ド
イ
ツ
人
の
几
帳
面
な
ひ
げ
文
字
」
で
書

か
れ
て
い
る
の
を
見
る
。

こ
の
少
年
が
い
わ
ゆ
る
ユ
ダ
ヤ
人
狩
り
に
引
っ
か
か
っ
て
強
制
収
容
所
へ
送
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
に
推
測
が
つ
く
。
し
か
も
到
着

地
は
知
ら
ぬ
者
の
な
い
、
か
の
絶
滅
収
容
所
で
は
な
い
か
。
だ
が
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
と
き
少
年
に
と
っ
て
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
名
は
何
も
意
味

し
な
い
。
よ
う
や
く
目
的
地
に
着
い
た
。

Ⅲ

。
少
年
が
抱
い
た
「
当
然
」
の
気
持
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る
こ
と
に
、

本
書
の
存
在
意
義
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
で

Ⅳ

。

※
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一
、
次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
よ
。（
な
お
、〔

　
　
〕
は
出
題
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。）

ケ
ル
テ
ー
ス
・
イ
ム
レ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
で
あ
る
。
そ
の
代
表
作
『
運
命
で
は
な
く
』
は
、
主
人
公
の
「
僕
」
が

十
四
歳
の
時
に
経
験
し
た
事
柄
を
綴
る
物
語
だ
。

「
今
日
は
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
。
と
い
う
か
、
担
任
の
先
生
に
、
僕
を
家
に
帰
し
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
た
め
だ
け
に
行
っ
た
。
僕

は
、〈
家
庭
の
事
情
〉
を
理
由
に
僕
の
欠
席
を
求
め
る
父
さ
ん
の
手
紙
も
先
生
に
手
渡
し
た
。
先
生
は
ど
ん
な
家
庭
の
事
情
な
の
か
と
訊
ね
た
。

僕
が
、
父
さ
ん
が
労
働
キ
ャ
ン
プ
に
召
集
さ
れ
た
の
だ
と
言
う
と
、
そ
れ
以
上
し
つ
こ
く
聞
い
て
こ
な
か
っ
た
」（
岩
崎
悦
子
訳
）

こ
う
し
て
物
語
は
、
宝
石
店
を
営
む
父
親
が
ど
こ
か
遠
く
の
「
労
働
キ
ャ
ン
プ
」
に
む
け
て
旅
立
っ
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
が
ど

ん
な
場
所
な
の
か
、

Ⅰ

。
父
の
出
発
を
知
っ
て
お
祖
母
さ
ん
は
ず
っ
と
泣
き
続
け
る
。
親
戚
の
お
じ
さ
ん
は
少
年
に
、

「
お
ま
え
の
父
さ
ん
は
大
変
な
旅
に
出
よ
う
と
し
て
い
る
」
の
だ
、
お
ま
え
も
「
数
千
年
に
わ
た
る
絶
え
間
な
い
迫
害
」
を
受
け
続
け
て
い
る
ユ

ダ
ヤ
人
の
一
員
な
の
だ
ぞ
と

ア

の
だ
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
少
年
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

イ

、
自
分
が
ど
う
し
て
コ
ー
ト
に
「
黄
色
い
星
」
を
つ
け
て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
は
っ
き

り
し
て
い
る
の
は
、
星
を
ち
ゃ
ん
と
見
え
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
「
規
則
違
反
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
。「
あ
る
種
の
こ
と
で
は
、
今
や
こ

れ
ま
で
よ
り
も
慎
重
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。「
僕
」
は
で
き
る
だ
け
正
し
い
行
動
を
心
が
け
な
が
ら
、

Ⅱ

ほ

か
な
い
。

※
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を
す
る
の
だ
っ
た
」。
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
十

ゼ
シ
ュ
ツ
ェ
イ
ン

六
、
十

ゼ
シ
ュ
ツ
ェ
イ
ン

六
」
と
い
う
さ
さ
や
き
が
湧
き
起
こ
る
。「
十
六
だ
…
…
わ
か
る
か
？
　
十
六
！
」
そ

こ
で
少
年
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
こ
こ
か
ら
は
さ
ば
を
読
ん
で
十
六
歳
と
称
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
悟
る
。
で
は
十
六
歳
以
下
だ
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
み
る
暇
も
な
い
ま
ま
、
み
な
は
車
両
か
ら
出
さ
れ
、「
も
の
す
ご
く
広
い
平
地
」
の
た
だ
中
に
大
人
数

の
老
若
男
女
が
下
り
立
つ
。

そ
の
と
き
か
ら
少
年
は
強
制
収
容
所
の
現
実
を
一
歩
一
歩
、
発
見
し
て
い
く
。
男
女
が
分
け
ら
れ
、
年
寄
り
や
衰
弱
し
た
者
や
乳
幼
児
に
は

「
車
が
待
機
し
て
い
る
」
と
告
げ
ら
れ
る
。「
僕
、
お
父
ち
ゃ
ん
と
行
き
た
い
！
」
と

オ

を
上
げ
る
男
児
の
声
が
響
く
。
泣
き
わ
め
き
、

叫
ぶ
声
。
洪
水
の
よ
う
な
人
々
の
流
れ
。

そ
の
流
れ
を
さ
ま
た
げ
る
よ
う
に
し
て
別
れ
を
惜
し
む
男
と
少
女
が
い
た
。「
み
ん
な
腹
を
立
て
た
」
が
、
や
が
て
少
女
は
洪
水
に
押
し
流
さ

れ
、
呑
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。「
で
も
、
遠
ざ
か
り
な
が
ら
も
彼
女
が
も
う
一
、
二
度
力
の
か
ぎ
り
背
伸
び
し
て
、
そ
こ
か
ら
全
身
で
別
れ
を
告

げ
る
し
ぐ
さ
を
し
て
い
る
の
が
見
え
た
」。

ａ
　
お
そ
ら
く
恋
人
た
ち
は
二
度
と
再
会
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

ｂ
　
こ
の
と
き
、
ほ
と
ん
ど
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
と
っ
て
、
と
に
か
く
行
列
に
従
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
優
先
事
項
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ

の
進
行
を
妨
げ
る
も
の
に
は
非
難
の
目
が
向
け
ら
れ
て
「
当
然
」
だ
っ
た
わ
け
だ
。

ｃ
　
現
代
の
読
者
と
し
て
は
そ
ん
な
描
写
の
い
ち
い
ち
に
戦
慄
を
覚
え
る
。
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列
車
の
車
両
の
戸
が
開
く
と
、「
こ
の
土
地
の
人
々
」
が
す
ぐ
そ
ば
ま
で
や
っ
て
き
た
。
彼
ら
の
異
様
な
姿
に
少
年
は
驚
く
。
縞
模
様
の
囚
人

服
を
着
て
、
坊
主
頭
に
丸
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
胸
に
黄
色
い
星
を
つ
け
て
い
る
。「
す
ぐ
に
、
僕
は
ち
ょ
っ
と
後
ず
さ
り
し
た
。
当
然
だ
け
ど
」。

「
工
場
や
居
住
地
区
の
よ
う
な
」
場
所
に
着
い
た
と
思
っ
た
の
に
、
い
き
な
り
囚
人
た
ち
に
囲
ま
れ
た
の
で
あ
る
。（
1
）
囚
人
服
を
着
せ
ら

れ
た
丸
刈
り
の
連
中
が
、
何
の
罪
も
な
い
、
自
分
た
ち
と
同
じ
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
は
と
っ
さ
に
は
思
え
な
い
。（
2
）
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
移
動

の
最
中
そ
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
い
た
の
で
」、
こ
の
と
き
少
年
の
目
に
は
黄
色
い
三
角
形
が
に
わ
か
に
謎
め
い
た
も
の
と
し
て
迫
っ
て
き

た
。（
3
）「
彼
ら
は
顔
つ
き
も
ま
っ
た
く
信
用
で
き
そ
う
に
な
か
っ
た
。
外
に
突
き
出
た
耳
、
鉤
鼻
、
く
ぼ
ん
だ
、
ず
る
そ
う
に
光
っ
た
小
さ
な

目
。
実
際
、
ど
こ
か
ら
見
た
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
よ
う
だ
っ
た
。
僕
に
は
彼
ら
が
あ
や
し
い
人
物
、
彼
ら
の
姿
全
体
が
異
邦
人
の
よ
う
に
思
え
た
」。

（
4
）囚

人
服
を
着
せ
ら
れ
て
収
容
所
で
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
を
、
少
年
は
う
さ
ん
く
さ
そ
う
に
眺
め
る
。
率
直
な
記
述
を

と
お
し
て
、
こ
の
と
き
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
い
か
に
不
当
な
隷
従
を
強
い
ら
れ
て
い
た
か
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
上
が
る
。
一
見
、
ナ
チ
ス
の
将
校

の
方
が
立
派
な
人
物
ぞ
ろ
い
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
情
け
な
く
、
卑
し
い
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
映
る
。
そ
れ
こ
そ
が
暴
力
に
よ
る
支
配
の
効

果
で
あ
る
こ
と
に
、
少
年
は
す
ぐ
に
は
気
づ
か
な
い
。
自
分
も
ま
た
こ
れ
か
ら
囚
人
服
を
着
せ
ら
れ
る
定
め
な
の
だ
と
は
、
わ
か
っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

逆
に
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
あ
い
だ
に
は
、

エ

少
年
た
ち
が
大
勢
送
ら
れ
て
き
た
の
を
見
て
動
揺
が
広
が
る
。
全
員
が
、
少
年
た
ち
の
年

齢
を
気
に
か
け
始
め
た
。「
十
フ
ィ
ア
ツ
ェ
ー
ン

四
」、「
十

フ
ュ
ン
フ
ツ
ェ
ー
ン

五
」
と
少
年
た
ち
が
答
え
る
と
「
す
ぐ
に
彼
ら
は
、
手
や
頭
や
か
ら
だ
全
体
で
抗
議
の
身
振
り

Ａ
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る
。だ

が
、
感
情
的
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
少
年
―
―
十
四
歳
で
収
容
所
を
体
験
し
た
作
者
の
自
画
像
と
考
え
て
い
い
―
―
の
大
き
な
特
徴
で

あ
り
、
以
後
、
そ
れ
が
過
酷
な
状
況
を
生
き
延
び
て
行
く
う
え
で
彼
に
救
い
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
る
。
不
条
理
な
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
事
態

に
直
面
し
た
と
き
に
も
正
気
を
保
ち
、
合
理
的
に
考
え
抜
く
。「
ば
か
げ
た
劇
か
何
か
の
真
ん
中
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
気
分
」
に
陥
り
な
が
ら

も
、
自
分
が
そ
こ
で
演
じ
る
べ
き
役
割
を
懸
命
に
探
り
、
毎
日
、
毎
瞬
を
生
き
抜
く
。
そ
れ
は
「
強
制
収
容
所
で
あ
ろ
う
と
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
」

同
じ
こ
と
な
の
だ
と
さ
え
、
少
年
は
い
う
。

思
え
ば
そ
れ
こ
そ
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の
世
の
中
で
成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ど
も
た
ち
が
、
本
来
、
そ
の
心
身
に
備

え
て
い
る
力
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思
わ
せ
る
く
ら
い
、『
運
命
で
は
な
く
』
の
主
人
公
は
頼
も
し
く
て
前
向
き
で
、
決
し
て
く
じ
け
な
い
健

気
さ
を
備
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
収
容
所
で
こ
ど
も
た
ち
が
、
体
験
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
は
ず
の
極
限
状
況
を
体
験
し
て
し
ま
っ
た
悲
惨
さ

に
変
わ
り
は
な
い
。『
運
命
で
は
な
く
』
の
十
七
年
前
、
自
ら
の
記
憶
を
綴
っ
て
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
の
が
エ
リ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
の
『
夜
』 

（
一
九
五
八
年
）
だ
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
が
家
族
と
と
も
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
送
ら
れ
た
の
は
一
九
四
四
年
春
、
ケ
ル
テ
ー
ス
の
数
ヶ
月
前
で

あ
る
。
そ
の
と
き
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
は
十
五
歳
だ
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
少
年
は
到
着
の
そ
の
夜
、
い
き
な
り
焼
却
炉
の
真
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

「
私
た
ち
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
穴
か
ら
焰
が
立
ち
の
ぼ
っ
て
い
た
。
巨
大
な
焰
が
。
そ
こ
で
何
か
を
燃
や
し
て
い
た
。
ト
ラ
ッ
ク
が

一
台
、
穴
に
近
づ
い
て
、
積
み
荷
を
な
か
に
落
と
し
た
。
―
―
幼
児
た
ち
で
あ
っ
た
。
赤
ん
坊
！

　
そ
う
、
私
は
そ
れ
を
見
た
。
わ
れ
と
わ
が
目

で
見
た
の
で
あ
っ
た
…
…
。
子
ど
も
た
ち
が
焰
の
な
か
に
」（
村
上
光
彦
訳
）

Ｃ

※
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ｄ
　
だ
が
そ
れ
以
上
に
、「
み
ん
な
腹
を
立
て
た
」
と
い
う
さ
り
げ
な
い
ひ
と
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

ｅ
　
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
到
着
直
後
の
こ
う
し
た
混
乱
状
態
を
、「
僕
」
を
含
む
多
く
の
当
事
者
た
ち
が
あ
く
ま
で
、
日
常
の
感
覚
に
よ
っ
て

判
断
し
、
規
律
正
し
く
身
を
処
そ
う
と
務
め
て
い
た
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
抵
抗
し
よ
う
と
し
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
が
悲
惨
な
末
路
を
た
ど
っ
た
の
は

カ

だ
、
な
ど
と
考
え
る
と
し
た
ら
と
ん

で
も
な
い
誤
り
で
あ
る
。
自
分
た
ち
を
待
つ
運
命
に
気
づ
い
た
と
き
、
勇
敢
な
、
絶
望
的
な
抵
抗
を
試
み
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
い
く
ら
で
も
い

た
。
指
示
に
従
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
た
ま
っ
と
う
な
扱
い
が
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
幻
想
を
抱
か
せ
た
ナ
チ
ス
の
残
虐
さ
こ
そ

が
、
む
ご
た
ら
し
く
際
立
つ
。

煙
突
か
ら
け
む
り
を
吐
い
て
い
る
の
が
、
工
場
で
は
な
く
火
葬
場
で
あ
る
と
知
っ
た
「
僕
」
は
、
そ
ん
な
に
死
ぬ
人
が
多
い
の
は
伝
染
病
の
せ

い
だ
ろ
う
か
と
い
ぶ
か
し
む
。
し
か
し
「
最
初
の
晩
」
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
彼
は
真
相
を
ほ
ぼ
把
握
す
る
。「
僕
た
ち
の
列
車
で
一
緒
だ
っ

た
旅
の
仲
間
た
ち
が
焼
か
れ
て
い
た
」。
老
人
、
病
人
、「
子
供
と
そ
の
母
親
や
、
大
き
な
し
る
し
が
目
に
つ
く
―
―
こ
ん
な
言
い
方
を
し
て
い
た

―
―
未
来
の
母
親
た
ち
が
」
焼
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
秘
密
と
と
も
に
少
年
は
知
る
。
そ
の
と
き
彼
は
実
に
驚
愕
す
べ
き
ひ
と
こ

と
を
洩
ら
す
。「
そ
う
し
た
こ
と
が
、
僕
に
と
っ
て
は
す
べ
て
が
ま
る
で
冗
談
の
よ
う
な
、
言
っ
て
み
れ
ば
学
生
の
い
た
ず
ら
の
よ
う
な
も
の
に

思
わ
れ
た
」。
な
る
ほ
ど
、
達
観
し
て
い
う
な
ら
ば
、
一
切
は
き
わ
め
て
た
ち
の
悪
い
「
冗
談
」
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
と
は
い
え
こ
こ
で
の
少

年
の
表
情
は
不
思
議
な
く
ら
い
冷
静
だ
。
あ
ま
り
に
む
ご
た
ら
し
い
真
実
に
直
面
し
て
、
感
情
が
フ
リ
ー
ズ
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
さ
え
見
え

Ｘ

Ｙ

Ｂ
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一
年
後
、
つ
い
に
収
容
所
は
解
放
さ
れ
、
少
年
は
ひ
と
り
帰
国
の
途
に
つ
く
。
決
し
て
楽
な
旅
で
は
な
い
し
、
所
持
金
も
な
い
。
苦
労
の
あ
げ

く
故
郷
の
町
に
着
い
た
と
き
、
自
分
を
待
っ
て
い
る
「
か
わ
い
そ
う
な
母
さ
ん
」
の
こ
と
を
よ
う
や
く
思
い
出
し
な
が
ら
少
年
は
思
う
。「
こ
の

夕
暮
れ
の
穏
や
か
な
広
場
に
僕
は
立
ち
、
嵐
の
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
た
け
ど
、
そ
れ
で
も
千
も
の
約
束
に
満
ち
た
通
り
を
見
回
す
と
、
僕
の
内

部
に
続
け
よ
う
が
な
い
人
生
を
続
け
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
意
欲
が
強
く
な
り
、
わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
を
感
じ
た
」。

両
親
の
姿
は
最
後
ま
で
登
場
し
な
い
。
少
年
は
一
人
、
自
ら
の
純
粋
さ
を
守
り
通
す
。
そ
し
て
自
分
は
「
強
制
収
容
所
に
お
け
る
幸
せ
に
つ
い

て
、
話
す
必
要
が
あ
る
」
と
最
後
に
決
意
す
る
。

ケ
ル
テ
ー
ス
は
こ
の
決
し
て
分
厚
く
は
な
い
『
運
命
で
は
な
く
』
を
書
き
上
げ
る
の
に
十
三
年
の
歳
月
を
捧
げ
た
と
い
う
。
彼
は
自
ら
の
内
な

る
少
年
と
の
約
束
を
裏
切
ら
な
か
っ
た
。
お
と
な
た
ち
の
生
み
出
し
た
「
冗
談
」
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
苦
し
み
に
あ
ら
が
い
抜
い
た
少
年
の
尊

厳
を
彼
は
裏
切
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

（
野の

崎ざ
き

歓か
ん

「
生
き
の
び
る
少
年
―
―
『
運
命
で
は
な
く
』」〔『
こ
ど
も
た
ち
は
知
っ
て
い
る

　永
遠
の
少
年
少
女
の
た
め
の
文
学
案
内
』
所
収
〕
に
よ
る
。
た

だ
し
出
題
に
際
し
て
一
部
表
記
・
表
現
を
変
更
し
、
加
筆
・
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

※

　ケ
ル
テ
ー
ス
・
イ
ム
レ

＝
一
九
二
九
―
二
〇
一
六
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
生
ま
れ
の
作
家
。
二
〇
〇
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。
一
九
七
五

年
に
発
表
さ
れ
た
『
運
命
で
は
な
く
』
は
、
彼
の
小
説
の
第
一
作
に
あ
た
る
。
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「
そ
の
時
以
後
、
眠
り
が
私
の
眼
に
寄
り
つ
か
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
い
っ
た
い
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」
と
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
は
書
く
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
涙
を
流
し
な
が
ら
「
死カ

デ

ィ

ッ

シ

ュ

者
へ
の
祈
り
」
を
唱
え
始
め
た
父
親
を
か
た
わ
ら
に
見
な
が
ら
、
少
年
は
「
反
抗
心
」
が
お
の
れ

の
内
に
高
ま
る
の
を
覚
え
る
。
焼
か
れ
る
幼
児
を
前
に
沈
黙
を
守
る
だ
け
の
神
に
、
な
ぜ
祈
る
の
か
。

「
私
の
〈
信
仰
〉
を
永
久
に
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
こ
れ
ら
の
焰
の
こ
と
を
、
け
っ
し
て
私
は
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」

こ
の
壮
絶
な
光
景
で
始
ま
る
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
の
収
容
所
体
験
は
、
そ
れ
自
体
が
非
常
な
試
練
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
を
損
な
っ
た
父
が

日
々
の
過
酷
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
衰
弱
し
、
死
ん
で
い
く
姿
を
な
す
す
べ
も
な
く
見
守
る
と
い
う
苦
し
み
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
救
い
の
な
い
も

の
と
な
る
。
父
が
絶
命
し
た
と
き
、「
自
分
の
ひ
弱
い
良
心
の
奥
深
い
所
」
に
は
「
と
う
と
う
自
由
に
な
っ
た
！
…
…
」
と
い
う
思
い
が
見
い
だ

さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
は
告
白
す
る
。
生
き
延
び
た
者
の
か
す
か
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
ま
で
踏
み
込
む
そ
の
言
葉
の
気
高
さ
に
打

た
れ
る
。

一
方
、
ケ
ル
テ
ー
ス
の
「
僕
」
は
た
っ
た
一
人
、
突
然
連
行
さ
れ
て
収
容
所
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
た
も
や
驚
か
さ
れ
る
の

は
、
彼
の
物
語
の
中
に
両
親
へ
の
感
情
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
何
し
ろ
ま
だ
十
四
歳
の
男
児
で
あ
る
。
父
や
母
を
思
っ
て
涙
す

る
の
が
当
た
り
前
か
と
思
う
の
だ
が
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら
ブ
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
、
ツ
ァ
イ
ツ
へ
と
収
容
所
を
転
々
と
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
、

彼
が
家
庭
を
恋
し
が
っ
て
涙
を
流
す
場
面
は
一
度
も
な
い
。
冒
頭
で
、
父
が
離
婚
し
、
実
母
と
継
母
の
二
人
を
相
手
に
気
を
遣
わ
ざ
る
を
得
な
い

自
ら
の
立
場
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
家
庭
環
境
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
親
に
甘
え
た
い
気
持
を
き
っ
ぱ
り
と

封
印
し
た
少
年
の
佇た
た
ず

ま
い
は
威
厳
が
あ
る
と
同
時
に
、
恐
ろ
し
く
孤
独
で
も
あ
る
。

Ｚ
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問
㈠

　空
欄
ア
〜
カ
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
最
適
の
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ア

　 1

　さ
と
す

　
　
　
　
　 2

　し
か
る

　
　
　
　
　 3

　い
ま
し
め
る

　
　
　
　 4

　う
っ
た
え
る

イ

　 1

　も
は
や

　
　
　
　
　 2

　実
は

　
　
　
　
　
　 3

　そ
も
そ
も

　
　
　
　
　 4

　つ
ま
る
と
こ
ろ

ウ

　 1

　余
裕
の
な
さ

　
　
　 2

　息
苦
し
さ

　
　
　
　 3

　な
ま
な
ま
し
さ

　
　
　 4

　不
透
明
さ

エ

　 1

　い
た
い
た
し
い

　
　 2

　あ
い
く
る
し
い

　
　 3

　年
端
の
い
か
な
い

　
　 4

　い
た
い
け
な

オ

　 1

　金
切
り
声

　
　
　
　 2

　は
し
ゃ
ぎ
声

　
　
　 3

　甘
え
声

　
　
　
　
　
　 4

　ど
な
り
声

カ

　 1

　自
画
自
賛

　
　
　
　 2

　自
暴
自
棄

　
　
　
　 3

　自
業
自
得

　
　
　
　
　 4

　自
縄
自
縛
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※
　
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
＝ 

大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
大
学
進
学
を
前
提
と
し
た
七
年
制
ま
た
は
九
年
制
の
中
等
教
育
機
関
。
イ

ギ
リ
ス
の
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
や
フ
ラ
ン
ス
の
リ
セ
な
ど
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

※
　
エ
リ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル

＝
一
九
二
八
―
二
〇
一
六
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
表
現
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
。
ル
ー
マ
ニ
ア
・
シ
ゲ
ト
生
ま
れ
。
の
ち
、
ア
メ
リ
カ
国
籍

を
取
得
。『
夜
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
作
品
が
あ
る
。
一
九
八
六
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。
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Ⅳ
　
1

　
物
語
に
新
し
く
特
異
な
価
値
が
付
与
さ
れ
る
の
だ

2
　
物
語
は
無
上
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
獲
得
す
る
の
だ

3
　
こ
の
物
語
の
異
様
さ
が
い
っ
そ
う
際
立
つ
の
だ

4
　
こ
の
物
語
を
不
朽
の
名
作
へ
と
押
し
上
げ
る
の
だ

問
㈢
　
波
線
部
Ｘ
「
ま
っ
と
う
な
」、
Ｙ
「
い
ぶ
か
し
む
」、
Ｚ
「
な
す
す
べ
も
な
く
」
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
表
現
に
言
い
か
え
た
場
合
、
文
脈
上
最

も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ｘ
　
ま
っ
と
う
な

1
　
敬
意
を
含
ん
だ

　
　
2

　
人
間
性
に
あ
ふ
れ
た

　
　
3

　
ま
と
も
で
誠
実
な

　
　
4

　
ば
か
に
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

Ｙ
　
い
ぶ
か
し
む

1
　
不
審
に
思
う
　
　
2

　
気
が
か
り
で
あ
る
　
　
3

　
心
を
残
す
　
　
4

　
あ
や
ぶ
む

Ｚ
　
な
す
す
べ
も
な
く

1
　
す
る
こ
と
も
な
く

　
　
2

　
何
も
で
き
な
い
ま
ま

　
　
3

　
た
だ
ひ
た
す
ら
に

　
　
4

　
す
べ
き
こ
と
も
見
つ
か
ら
ず

028 11

問
㈡

　
空
欄
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
最
適
の
表
現
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

Ⅰ
　
1

　「
僕
」
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い

2
　「
僕
」
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
い

3
　「
僕
」
に
は
皆
目
わ
か
ら
な
い

4
　「
僕
」
が
気
に
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

Ⅱ
　
1

　
う
ま
く
人
を
出
し
抜
き
つ
つ
新
し
い
状
況
に
適
応
す
る

2
　
人
か
ら
無
用
に
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
て
い
く

3
　
社
会
に
生
じ
て
い
る
大
き
な
変
化
を
学
び
と
っ
て
い
く

4
　
自
分
の
本
心
を
他
人
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

Ⅲ
　
1

　「
当
然
だ
け
ど
、
悲
し
か
っ
た
」

2
　「
当
然
だ
け
ど
、
腹
が
立
っ
た
」

3
　「
当
然
だ
け
ど
、
嬉
し
か
っ
た
」

4
　「
当
然
だ
け
ど
、
恐
ろ
し
か
っ
た
」



028 14

問
㈥
　
傍
線
部
Ａ
「
そ
れ
こ
そ
が
暴
力
に
よ
る
支
配
の
効
果
で
あ
る
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択

肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
収
容
所
で
の
ナ
チ
ス
の
将
校
た
ち
は
い
ず
れ
も
立
派
な
人
物
で
、
そ
の
一
方
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
情
け
な
く
、
卑
し
い
存
在
で
あ
る
か

の
よ
う
に
少
年
の
目
に
は
映
る
が
、
実
際
、
事
実
と
し
て
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
不
当
に
見
え
る
隷
従
を
強
い
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
。

2
　
少
年
の
目
に
は
、
囚
人
服
を
着
せ
ら
れ
て
収
容
所
で
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
う
さ
ん
く
さ
い
存
在
に
、
ナ
チ

ス
の
将
校
は
皆
、
立
派
な
人
物
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
収
容
所
と
い
う
環
境
が
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
を
暴
力
的
に
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
。

3
　
収
容
所
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
少
年
は
、
自
分
も
ま
た
こ
れ
か
ら
囚
人
服
を
着
せ
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
ナ

チ
ス
の
将
校
は
そ
ろ
っ
て
立
派
な
人
物
で
、
そ
の
反
面
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
謎
め
い
た
、
卑
し
い
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
。

4
　
少
年
に
は
一
見
す
る
と
、
ナ
チ
ス
の
将
校
は
立
派
な
人
物
ば
か
り
で
あ
る
一
方
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
す
べ
て
情
け
な
く
、
卑
し
い
存
在

で
あ
る
か
の
よ
う
に
映
る
が
、
そ
れ
ら
は
も
と
も
と
そ
う
な
の
で
は
な
く
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
残
虐
で
一
方
的
な
権
力
行
使

の
結
果
、
こ
の
状
態
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

028 13

問
㈣

　
本
文
で
は
以
下
に
挙
げ
る
一
文
が
欠
け
て
い
る
。
正
し
い
場
所
に
挿
入
す
る
と
す
れ
ば
、（
1
）
〜
（
4
）
の
ど
こ
が
最
も
適
切
か
。
一

つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ぎ
ょ
っ
と
す
る
の
は
「
当
然
」
だ
ろ
う
。

問
㈤

　
本
文
中
の
枠
で
囲
ま
れ
た
ａ
〜
ｅ
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
正
し
く
並
べ
替
え
た
場
合
に
最
も
適
切
な
答
え
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
ａ
―
ｄ
―
ｂ
―
ｅ
―
ｃ

2
　
ｃ
―
ａ
―
ｄ
―
ｂ
―
ｅ

3
　
ｄ
―
ｅ
―
ｃ
―
ａ
―
ｂ

4
　
ｂ
―
ｄ
―
ｃ
―
ｅ
―
ａ



028 16

問
㈧
　
傍
線
部
Ｃ
「
そ
れ
」
が
さ
す
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
こ
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
強
制
収
容
所
で
あ
ろ
う
と
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
同
様
に
、
自
分
が
置
か
れ
た
状
況
を
大
人
び
た
態
度
で
冷
静
に
観
察
し
た
上
で
見
出
し

た
、
自
分
の
生
存
と
利
益
を
最
優
先
と
す
る
よ
う
な
対
処
法
を
も
っ
て
人
々
に
先
ん
じ
て
い
く
こ
と
。

2
　
不
条
理
な
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
事
態
に
直
面
し
て
い
て
も
、
と
に
か
く
正
気
を
保
ち
、
自
分
が
そ
こ
で
演
じ
る
べ
き
役
割
を
懸
命
に

探
り
、
合
理
的
に
考
え
抜
い
て
、
日
々
を
生
き
抜
い
て
い
く
こ
と
。

3
　
決
し
て
感
情
的
に
な
ら
ず
に
冷
静
さ
を
保
っ
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
け
ば
、
む
ご
た
ら
し
い
真
実
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
過
酷
な
状
況
を

生
き
延
び
て
い
く
な
か
で
、
い
ず
れ
自
分
に
は
救
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

4
　
収
容
所
で
の
悲
惨
な
極
限
状
況
を
体
験
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
頼
も
し
く
前
向
き
に
、
決
し
て
く
じ
け
な
い
健
気
さ
を
も
っ
て
過

酷
な
日
々
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の
世
の
中
で
成
長
し
て
い
け
る
こ
と
。
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問
㈦

　
傍
線
部
Ｂ
「
一
切
は
き
わ
め
て
た
ち
の
悪
い
「
冗
談
」
の
よ
う
な
話
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
内
容
の
説
明
と
し

て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1
　
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
監
禁
、
虐
待
し
、
一
定
の
基
準
に
則
し
て
次
々
に
殺
害
し
て
い
く
と
い
う
、
通
常
で
あ
れ
ば
理
不
尽
き
わ
ま
り
な

い
事
態
が
、
当
た
り
前
に
進
ん
で
い
る
強
制
収
容
所
で
の
日
常
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
冗
談
で
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
不
条
理
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。

2
　
不
当
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
抵
抗
し
よ
う
と
し
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
は
も
ち
ろ
ん
、
勇
敢
な
、
絶
望
的
な
抵
抗
を
試
み
た

ユ
ダ
ヤ
人
も
悲
惨
な
末
路
を
た
ど
っ
た
と
い
う
理
不
尽
な
事
態
が
実
際
に
生
じ
て
い
る
の
は
、
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
話
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。

3
　
ユ
ダ
ヤ
人
を
強
制
的
に
収
容
所
に
集
め
、
次
々
に
冷
徹
に
虐
殺
し
て
い
く
ナ
チ
ス
の
行
為
の
残
虐
さ
と
、
そ
れ
が
だ
れ
に
も
と
が
め
ら

れ
な
い
と
い
う
現
実
が
日
々
進
行
し
て
い
る
と
い
う
事
態
は
、
冗
談
に
し
よ
う
と
し
て
も
き
わ
め
て
趣
味
の
悪
い
も
の
で
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
。

4
　「
僕
」
と
一
緒
に
列
車
で
収
容
所
に
運
ば
れ
て
き
た
老
人
、
病
人
、
子
供
と
そ
の
母
親
な
ど
が
、
わ
ざ
わ
ざ
選
別
さ
れ
て
集
団
的
に
殺

さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
は
、
ま
る
で
学
生
が
行
う
い
た
ず
ら
の
よ
う
に
、
幼
稚
で
無
分
別
だ
が
残
酷
き
わ
ま
り
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
。



028 18

二
、
問
㈠
〜
問
㈢
の
設
問
に
答
え
よ
。

問
㈠

　
次
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
語
を
、
後
の
1
〜
5
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ａ
　
十
年
会
っ
て
い
な
か
っ
た
友
人
と
、【
　
　
　
】
せ
ず
し
て
再
会
し
た
。

 

1
　
帰
　
　
　
2

　
奇
　
　
　
3

　
期
　
　
　
4

　
機
　
　
　
5

　
記
　

ｂ
　
彼
女
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
前
人
【
　
　
　
】
到
の
記
録
を
打
ち
立
て
た
。

 

1
　
未
　
　
　
2

　
身
　
　
　
3

　
味
　
　
　
4

　
魅
　
　
　
5

　
美
　

ｃ
　
彼
は
時
の
権
力
に
も
お
も
ね
る
事
な
く
、
常
に
志
【
　
　
　
】
堅
固
な
人
だ
っ
た
。

 

1
　
想
　
　
　
2

　
相
　
　
　
3

　
奏
　
　
　
4

　
操
　
　
　
5

　
爽
　

ｄ
　
平
【
　
　
　
】
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
、
と
挨
拶
状
を
し
た
た
め
て
み
た
。

 

1
　
曽
　
　
　
2

　
粗
　
　
　
3

　
祖
　
　
　
4

　
措
　
　
　
5

　
素
　

ｅ
　
長
年
の
心
労
と
不
【
　
　
　
】
で
、
妹
は
、
こ
の
夏
ひ
ど
く
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
。

 

1
　
相
応

　
　
2

　
摂
生

　
　
3

　
世
出

　
　
4

　
可
侵

　
　
5

　
寛
容

ｆ
　
余
計
な
こ
と
に
ば
か
り
気
を
回
し
す
ぎ
て
い
て
、【

　
　
　
】
心
な
点
を
見
逃
し
て
い
た
。

 

1
　
肝
　
　
　
2

　
勘
　
　
　
3

　
寒
　
　
　
4

　
歓
　
　
　
5

　
関
　

028 17

問
㈨

　本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
切
な
答
え
を
次
の
選
択
肢
1
〜
4
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

1

　突
然
連
行
さ
れ
て
た
っ
た
一
人
、
収
容
所
に
や
っ
て
き
た
ケ
ル
テ
ー
ス
の
「
僕
」
は
、
親
に
甘
え
た
い
と
い
っ
た
感
情
を
一
切
示
す
こ

と
な
く
、
事
態
に
ど
う
対
応
す
る
の
が
適
切
か
を
そ
の
つ
ど
冷
静
に
考
え
、
く
じ
け
る
こ
と
な
く
対
処
し
て
い
く
。

2

　『
運
命
で
は
な
く
』
の
主
人
公
で
あ
る
「
僕
」
は
、
こ
ど
も
ら
し
く
な
い
頼
も
し
さ
と
前
向
き
な
健
気
さ
を
備
え
て
い
る
が
、
収
容
所

で
こ
ど
も
た
ち
が
体
験
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
は
ず
の
悲
惨
な
極
限
状
況
を
体
験
し
て
い
く
な
か
で
感
情
を
失
っ
て
い
く
。

3

　『
運
命
で
は
な
く
』
の
「
僕
」
と
は
異
な
り
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
は
父
と
と
も
に
収
容
所
で
の
日
々
を
送
る
が
、
や
が
て
父
は
健
康
を
損

な
っ
て
絶
命
す
る
。
そ
の
と
き
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
は
絶
望
の
あ
ま
り
、
つ
い
に
父
か
ら
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
、
強
い
感
情
に
襲
わ
れ
る
。

4

　ケ
ル
テ
ー
ス
の
「
僕
」
は
、
父
が
離
婚
し
、
実
母
と
継
母
の
二
人
を
相
手
に
気
を
遣
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
境
遇
に
あ
っ
た
た
め
、
の

ち
に
収
容
所
を
転
々
と
さ
せ
ら
れ
て
も
、
両
親
を
恋
し
が
っ
て
涙
を
流
し
た
り
、
甘
え
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。



028 20

問
㈡
　
次
の
文
章
の
空
欄
イ
〜
ヌ
に
最
も
よ
く
当
て
は
ま
る
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
1
〜
12
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

（
な
お
、
同
じ
番
号
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

私
た
ち
が
一
生
の
間
た
え
ま
な
く
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

イ

重
要
な
主
目
的
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
他
人
の
心
に
影
響 

を
与
え
る
こ
と
―
―
考
え
方
、
感
じ
方
、
ひ
い
て
は
行
動
を
自
分
に
な
び
か
せ
る
こ
と
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
き
、
私
た
ち
は 

必
ず
、
空
気
の
よ
う
に

ロ

の
な
い
言
葉
を
使
っ
て
、
た
と
え
わ
ず
か
で
も
他
人
を
動
か
し
、
世
界
を
自
分
に
都
合
よ
く
再
構
成
す
る
。

私
た
ち
が
言
葉
を
話
し
た
り
、
タ
イ
プ
し
た
り
、
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
に
、
誰
か
を
な
び
か
せ
る
た
め
以
外
の
理
由
が
あ
る
こ
と
は
め
っ

た
に
な
い
。
自
分
に
だ
け
向
け
た
言
葉
に
さ
え
こ
れ
は
当
て
は
ま
る
。

ハ

の
声
は
科
学
的
に
研
究
し
づ
ら
い
が
、
心
理
学
者
ら
が

「
独
り
言
は
衝
動
を
抑
え
、
行
動
の
方
向
性
を
導
き
、
目
標
の
進し
ん

捗ち
ょ
く

を

ニ

す
る
役
割
を
果
た
す
」
こ
と
を
裏
付
け
て
す
で
に
久
し

い
。
つ
ま
り
独
り
言
は
、
私
た
ち
が
行
動
を
正
し
て
ま
っ
す
ぐ
に
飛
ぶ
た
め
に
、
自
分
自
身
を
な
び
か
せ
る
方
法
な
の
だ
。

な
び
か
せ
る
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
目
的
で
あ
る
の
が
明
白
な
場
合
も
あ
る
。
セ
ー
ル
ス
パ
ー
ソ
ン
や
政
治
家
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
き
、
彼
ら
は
明
ら
か
に
私
た
ち
を
な
び
か
せ
て

ホ

な
り
票
な
り
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ヘ

そ
れ
ほ
ど
あ
か
ら
さ
ま
で
な
い
に
せ
よ
、
バ
ー
の
よ
う
な
状
況
で
も
事
情
は
同
じ
だ
。
飲
み
屋
で
の
会
話
は
取
る
に
足
ら
な
い

内
容
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
で
も
大
事
な
働
き
、
す
な
わ
ち
人
類
の
繁
栄
に
ず
っ
と

ト

だ
っ
た
社
会
的
協
力
関
係
の
構
築

と
維
持
を
行
っ
て
い
る
。
飛
行
機
に
乗
り
合
わ
せ
た
見
知
ら
ぬ
人
と
の

チ

さ
え
、
相
手
が
自
分
を
殺
し
て
持
ち
物
を
盗
も
う
と
思
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ｇ
　【
　
　
　
】
眼
自
体
は
あ
り
ふ
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
と
て
も
大
切
な
観
点
だ
。

 

1
　
開

　
　
　
2

　
心

　
　
　
3

　
着

　
　
　
4

　
義

　
　
　
5

　
近

　

ｈ
　
来
春
に
は
、
近
【

　
　
　
】
地
方
の
姫
路
へ
旅
行
す
る
予
定
だ
。

 

1
　
機

　
　
　
2

　
畿

　
　
　
3

　
期

　
　
　
4

　
幾

　
　
　
5

　
紀

　

ｉ
　
今
年
の
夏
は
節
約
し
て
、
な
ん
と
か
旅
行
費
用
を
【

　
　
　
】
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

1
　
年

　
　
　
2

　
捻

　
　
　
3

　
燃

　
　
　
4

　
粘

　
　
　
5

　
念

　

ｊ
　
雨
が
降
っ
て
ジ
メ
ジ
メ
し
て
く
る
と
、
い
つ
も
彼
は
不
【

　
　
　
】
に
な
る
。

 

1
　
奇
言

　
　
2

　
期
限

　
　
3

　
機
嫌

　
　
4

　
起
源

　
　
5

　
奇
幻



028 22

※

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ジ
ェ
イ
・
グ
ー
ル
ド

一
九
四
一
―
二
〇
〇
二
。

＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
古
生
物
学
者
・
進
化
生
物
学
者
・
科
学
史
家
・
地
球
科
学
者
。

1

内
面

2

か
つ
て

3

不
可
欠

4

共
生

5

実
体

6

何
よ
り
も

7

し
か
し

8

監
視

9

豪
華

10

世
間
話

11

契
約

12

大
胆

問
㈢

次
に
上
げ
る
文
章
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
最
適
の
語
（
植
物
に
関
わ
る
名
称
）
を
、
後
の
1
〜
12
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、

番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。（
な
お
、
同
じ
番
号
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ
と
。）

・
先
生
に
叱
ら
れ
て
い
た
友
達
は
、
ま
さ
に
青
【

Ａ

】
に
塩
の
様
子
だ
っ
た
。

・
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
破
【

Ｂ

】
の
勢
い
で
進
軍
し
た
。

・
彼
の
計
画
は
と
て
も
視
野
が
狭
か
っ
た
た
め
、
木
を
見
て
【

Ｃ

】
を
見
ず
の
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
火
中
の
【

Ｄ

】
を
拾
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
十
分
用
心
し
て
事
を
進
め
た
方
が
良
い
。

・【

Ｅ

】
下
に
冠
を
正
さ
ず
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
、
疑
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
慎
む
べ
き
だ
。
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い
つ
く
前
に
味
方
に
な
っ
て
お
こ
う
と
い
う
本
能
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
。

私
た
ち
が
一
生
を
駄だ

弁べ

っ
て
過
ご
す
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
の
力
量
が
、
な
び
か
せ
る
力
、
つ
ま
り
他
人
に
動
か
さ
れ
る
の

で
は
な
く
他
人
を
ど
れ
だ
け
自
分
の
意
に
従
わ
せ
ら
れ
る
か
の
指
標
だ
か
ら
だ
。
こ
の
こ
と
に
必
ず
し
も
、
い
や
ふ
つ
う
は
、
マ
キ
ャ
ベ
リ

的
意
味
な
ど
な
い
の
は
わ
か
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
い
か
に
腐
っ
た
行
為
を
も
く
ろ
む
こ
と
が
あ
ろ
う
と
、

私
た
ち
は
生
物
学
者
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ジ
ェ
イ
・
グ
ー
ル
ド
が
述
べ
た
よ
う
に
「
す
ば
ら
し
く
親
切
な
種
」
で
も
あ
る
。
友
人
や
行
き
ず
り

の
他
人
と
の
日
々
の
交
流
は
、
善
意
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
か
、
少
な
く
と
も
中
立
的
だ
。
私
た
ち
が
少
な
く
と
も
自
分
と
同
じ
く
ら
い
相

手
の
た
め
を
思
っ
て
他
人
を
な
び
か
せ
よ
う
と
努
力
す
る
の
は
、
こ
の
親
切
さ
の
一
つ
の
証
し
だ
。

リ

は
お
と
な
し
か
っ
た
人
類

と
い
う
種
が
地
球
の
覇
者
と
な
っ
た
の
は
、
高
度
な
言
語
に
よ
っ
て
、
他
の
動
物
よ
り
も
巧
み
に
協
力
で
き
た
点
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
要
す
る
に
、
私
た
ち
は
寄
生
す
る
た
め
で
は
な
く

ヌ

す
る
た
め
に
、
他
人
を
な
び
か
せ
よ
う
と
す
る
の
だ
。

（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
『
ス
ト
ー
リ
ー
が
世
界
を
滅
ぼ
す
』（
訳
：
月つ

き

谷た
に

真ま

紀き

）
に
よ
る
。
た
だ
し
出
題
に
際
し
て
一
部
表
記
を
変
更

し
、
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）

※

マ
キ
ャ
ベ
リ
＝
ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
キ
ャ
ベ
リ

一
四
六
九
―
一
五
二
七
。
イ
タ
リ
ア
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
政
治
思
想
家
。
著
書
に
『
君
主

論
』
が
あ
る
。

※

※

﹇
東
洋
経
済
新
報
社
﹈
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・
彼
は
物
腰
の
柔
ら
か
な
人
だ
っ
た
が
、
同
時
に
芯
の
強
い
人
で
も
あ
っ
た
。【

　
Ｆ

　
】
に
雪
折
れ
な
し
と
は
、
彼
の
よ
う
な
人
の
こ
と

を
言
う
の
だ
ろ
う
。

・
そ
の
時
の
彼
女
は
、
鳩
が
【

　
Ｇ

　
】
鉄
砲
を
喰
ら
っ
た
よ
う
に
び
っ
く
り
し
て
い
た
。

・
わ
ず
か
五
年
で
師
匠
を
越
え
る
と
は
、
ま
さ
に
出
【

　
Ｈ

　
】
の
誉
だ
。

・
あ
の
日
以
来
、
い
く
ら
連
絡
を
と
ろ
う
と
し
て
も
【

　
Ｉ

　
】
の
つ
ぶ
て
だ
っ
た
。

・
百
貨
店
は
【

　
Ｊ

　
】
を
洗
う
よ
う
な
混
雑
ぶ
り
だ
っ
た
。

1
　
森

　
　
2

　
豆

　
　
3

　
菜

　
　
4

　
芋

　
　
5

　
李

　
　
6

　
竹

7
　
梨

　
　
8

　
栗

　
　
9

　
柳

　
　
10
　
葉

　
　
11
　
林

　
　
12
　
藍



 

令和 6（2024）年度
試験学科
経営学科
ホスピタリティ・マネジメント学科
データサイエンス学科
経済学科
法律学科
国際関係学科
多文化コミュニケーション学科
都市創造学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

英　　語

／全学統一入試
（　後　期　）

一般入試
（学科別／DS後期）
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8 ．The main （ ） of the course is to develop students’ critical 

thinking abilities.

① suspect ② witness ③ aim ④ observation

9 ．To protect the environment, consider walking, biking, or using public 

（ ） if possible.

① interpretation  ② creation

③ motivation  ④ transportation

10．The closest supermarket is within walking （ ） of our home.

① tradition ② distance ③ pace ④ direction

027 1

次の 1 ～10の英文の（ ）に入る最も適当なものを①～④から 1 つずつ

選び、マークしなさい。

1 ．The reporter gave us a detailed （ ） of the events.

① account ② amount ③ advice ④ accord

2 ．Do you support or （ ） his idea?

① propose ② impose ③ oppose ④ disclose

3 ．The weather （ ） predicts that the typhoon may hit the southern 

part of the country.

① environment  ② forecast

③ population  ④ relationship

4 ．He stopped working and （ ） at the clock.

① sold ② glanced ③ handed ④ stretched

5 ．Larry works for a company that （ ） furniture.

① endures ② injures ③ employs ④ produces

6 ．One of the company’s main goals is to make a （ ）.

① deficit ② tribe ③ profit ④ honesty

7 ．The missing girl was found last night, （ ） to the newspaper.

① according ② despite ③ along ④ beneath

Ⅰ．
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8 ．A high-speed train can complete this journey to London （ ） just 

three hours.

① in ② for ③ under ④ on

9 ．I was able to make myself （ ） in English.

① understands  ② understanding

③ understood  ④ to understand

10．Sally sings better than she did （ ）.

① before ② previous ③ ago ④ until
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次の 1～10の英文の（ ）に入る最も適当なものを①～④から 1つずつ

選び、マークしなさい。

1．Last spring, I left the firm （ ） I had worked for twenty years.

① how ② where ③ when ④ what

2 ．（ ） the two movies, this one is much better.

① Of ② On ③ From ④ With

3 ．Please inform us of your （ ） arrival time in Tokyo.

① expect ② expecting ③ expected ④ having expected

4 ．He couldn’t help but （ ） at her childlike frankness.

① smiling ② to smile ③ smile ④ smiled

5 ．This report, （ ） in a clear hand, is easily readable.

① write ② wrote ③ written ④ writing

6 ．Weather （ ）, the game will be held tomorrow as planned.

① permitting  ② permits

③ permitted  ④ to permit

7 ．（ ） the days in the desert were hot, the nights were cold.

① In ② While ③ During ④ On

Ⅱ．
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Susan didn’t want to go to the party, but her friend convinced her to 

go.

Although Susan was reluctant to attend the party, her friend 

（ ） her to join.

① forced  ② discouraged

③ showed  ④ persuaded

5 ．
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次の 1～ 5の各組の英文がほぼ同じ意味になるように（　　　　）に入る最も

適当なものを①～④から 1つずつ選び、マークしなさい。

He is not too old to do it.

His age does not （ ） him from doing it.

① allow  ② prevent

③ encourage  ④ inspire

I’m in charge of the shipments out of the factory.

I’m （ ） for shipments out of the factory.

① responsible  ② grateful

③ careless  ④ comfortable

In spite of having numerous weaknesses, I still like him.

He has a lot of weaknesses, but I like him （ ）.

① for now  ② on the contrary

③ in any case  ④ all the same

It is important for children to develop reading habits from an early age.

Developing reading habits in children from an early age is （ ）.

① crucial  ② optional

③ unnecessary  ④ inconvenient

Ⅲ．

1．

2．

3．

4．
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3 ． Emma : Hey, have you started studying for the exam, Alex?

  Alex : Not really, I’ve been busy with stuff.

 Emma :  Same here, but I’m worried about it.  We should study 

together.

  Alex :  That’s a good idea.  （ ）

 Emma :  How about Jane and Tom?  They’re also worried about the 

exam.

  Alex : Okay, let’s plan a study session this weekend.

① Who else could join us? ② Is the exam going to be difficult?

③ I disagree.  ④ But I’d rather study myself.

4 ． Doctor : Good morning.  What seems to be the problem?

  Patient : Hi, I have been having headaches for a few days now.

  Doctor : （ ）

  Patient : It’s a dull ache.  The pain comes and goes.

  Doctor :  Based on your symptoms, it could be tension headaches.  

We’ll do a physical exam and some follow-up tests to rule out 

any other possible causes.

① What did you have for breakfast this morning?

② How old are you?

③ Have you seen any good movies lately?

④ Can you describe the pain?

027 7

次の 1 ～ 5 の対話の（　　　　　）に入る最も適当なものを①～④から 1 つ 

ずつ選び、マークしなさい。

1 ． Jane : Mike, have you ever thought about studying abroad?

 Mike : Yeah, I’ve always wanted to study in Europe.  Why do you ask?

  Jane :  Well, I’m thinking about applying to study in Japan.  I heard the 

country is amazing.

 Mike :  Japan?  That’s cool!  （ ）

  Jane : I’ve always been fascinated by their culture and technology.

① How about you?

② It must be cold there.

③ What made you interested in studying there?

④ Tell me what you want.

2 ． Kelly : Hey Jack, have you heard about the new healthy food trend?

  Jack : Yeah, what’s the big deal?

 Kelly :  It’s about nourishing our bodies with things like fresh fruits, 

vegetables, and healthy fats.

  Jack :  That sounds interesting!  I’ve heard that eating these foods can 

have a positive impact on our overall well-being.  （ ）

 Kelly : Absolutely!

① What’s wrong with you? ② What’s your idea?

③ I should give it a try. ④ I’m sorry, but I have no idea.

Ⅳ．
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次の一連の英文を読み、（　Ａ　）～（　Ｅ　）に入る最も適当なものを①～④ 

から 1つずつ選び、マークしなさい。

The Jupiter Icy Moons Explorer, also known as Juice, is a mission 

launched by the European Space Agency （ESA） on April 14, 2023.  The 

mission aims to study Jupiter’s moons, specifically Callisto, Europa, and 

Ganymede.  These moons are of particular interest to scientists as they may 

hide oceans under their icy surfaces that could potentially support life.

The spacecraft, weighing six tons, is equipped with ten advanced 

scientific （ Ａ ） to capture images and gather data on the moons.  To 

reach Jupiter, Juice will need to perform a series of ＊gravitational assists 

past Venus, Mars, and Earth to give it the push it needs to enter Jupiter’s 

orbit in July 2031.  Once it reaches Jupiter, the spacecraft will fly past the 

three moons on a ＊looping orbit, staying outside the planet’s dangerous 

radiation belts as it gathers data.

＊ gravitational assist（s）　「重力アシスト」（天体の重力を利用して、速度や

軌道を変える航法技術）

looping orbit　「ループ軌道」（天体の重力を利用して、天体を周回する軌道）

A　① backgrounds  ② approaches

③ instruments  ④ ideas

Europa is the most promising in the search for life of the （ Ｂ ） 

moons being studied.  Astronomers believe that its ocean is directly in 

contact with a rocky floor, which could provide food and energy for life as 
＊hydrothermal vents burst upward.  Juice will perform two ＊flybys of 

Ⅴ．
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5 ． Child : Mom, Dad, what are we going to do this weekend?

  Mom :  We thought we could take a trip somewhere.  How does that 

sound?

  Child : Yay!  Where are we going?

  Dad :  We were thinking about going to the beach.  We could spend 

the day playing in the sand, swimming in the ocean, and having 

a picnic.

  Child : That sounds fantastic!  （ ）

  Mom : Of course!  We can all go together.

  Child : Thanks, Mom and Dad!  I can’t wait for the weekend!

  Dad :  Great!  We’ll start planning and make sure we have everything 

we need for the trip.

① Can we go somewhere else?  I don’t like the beach.

② I want to go to the amusement park instead.  Can we go there?

③ Can we also invite my friend, Jenny?

④ Can we just stay home and watch movies all weekend?
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provide life with ＊sustenance.

The mission will end in late 2035 with a crash landing onto 

Ganymede’s surface unless a discovery is made during the mission that 

suggests this might ＊contaminate the moon’s ocean.  Juice is not the only 

mission investigating Jupiter and its moons.  NASA’s Juno mission has been 

orbiting Jupiter since 2016, but its focus has been on the （ Ｄ ） itself 

rather than its moons.  However, it has recently completed some close flybys 

of Europa and Ganymede and will soon ＊swoop past volcanic Io.  Another 

new NASA mission, Europa Clipper, is launching in October 2024 and is 

expected to （ Ｅ ） the Jovian system in the mid-2030s.

＊discern～　「～を識別する」　　salt content　「塩分含有量」

sustenance　「生命維持に必要なもの」　　contaminate～　「～を汚染する」

swoop past～　「～を素早く通り過ぎる」

D　① atmosphere ② water

③ planet ④ life

E　① return to ② launch on

③ arrive at ④ depart from

【Adapted and abridged from “Europe’s Juice Mission Launches to Jupiter 
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Europa to gather data on its ocean and other characteristics.

＊hydrothermal vent（s）　「熱水噴出孔」

flyby（s）　「接近通過」（天体観測のために接近するが、着陸はしない）

B　① two ② three ③ four ④ five

The spacecraft will also perform 21 flybys of Callisto, which may also 

possess a salty ocean but is thought to be less capable of supporting life.  

However, the primary （ Ｃ ） of the Juice mission is to study Ganymede.  

It is the largest moon in the solar system and is even bigger than Mercury.  

The spacecraft’s path around the ＊Jovian system should allow it to be 

captured into orbit around Ganymede in December 2034, making it the first 

spacecraft to orbit a moon in the ＊outer solar system.

＊Jovian system　「木星系」（木星のほかに木星の輪と衛星を含む）

outer solar system　「太陽系外縁部」（太陽系における外側の領域で、木

星を含む）

C　① objective ② data

③ spacecraft ④ assist

Orbiting Ganymede will allow scientists to better understand the 

moon’s characteristics, such as its magnetic field, which may derive from a 

liquid iron core like our planet’s.  In addition, Juice should be able to ＊discern 

Ganymede’s interior structure, including its ocean’s size and extent.  It 

should even be able to measure the ＊salt content of the ocean, which could 

and Its Moons” by Jonathan O’Callaghan in The New York Times, April 13, 

2023.】

［(c) 2024 The New York Times Company］
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▼  According to passage 【Ａ】, what impact did Dr. Moore’s innovations 

in semiconductor chips have on the computer?

① They led to the prediction of Moore’s Law.

② They made the computer a widespread tool in modern society.

③ They increased the physical limit of computer power.

④ They caused the end of progress in computer technology.

【Ｂ】 Dr. Moore started Intel in 1968 with physicist Robert Noyce, and 

together they created the world’s first commercially successful 

microprocessor, the brain of a computer.  It had 2,300 ＊transistors on a 

12-square-millimeter piece of silicon chip.  This invention was a huge leap 

forward for computer technology, as it created smaller, more powerful, and 

more affordable computers.  Intel became the world’s largest manufacturer 

of microprocessors and a dominant player in the computer industry.

＊ transistor（s）　「トランジスター」（電子回路において信号増幅や制御に使

用される）

▼  According to passage 【Ｂ】, what did Dr. Moore and Robert Noyce 

achieve in the field of computer technology?

① Creating the first computer without a microprocessor.

② Establishing Intel with 2,300 employees.

③ Designing the first computer in the world.

④ Making a very efficient computer chip at that time.
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次の一連の英文【Ａ】～【Ｅ】を読み、それぞれの英文についての質問の答え

として最も適当なものを①～④から 1つずつ選び、マークしなさい。

【Ａ】 Intel Corp. co-founder Gordon E. Moore, a pioneer in the design and 

manufacture of *semiconductor chips, passed away on March 24, 2023, at his 

home in Hawaii.  He was 94 years old.  Intel announced his death but did not 

provide any further details.

Dr. Moore was a central figure in the history of electronics.  He is 

widely known for his prediction in 1965 that computer power would double 

every year for a decade, a forecast he later revised to every two years in 

the mid-1970s.  This ＊prophecy, known as Moore’s Law, became the 

standard that scientists for decades raced to meet.  Moore’s Law was the 

driving force in computer technology for the next half-century.

Dr. Moore’s innovations in semiconductor chips helped launch Silicon 

Valley and transform the computer into the ＊ubiquitous tool of modern life.  

Dr. Moore observed that as more transistors were squeezed into smaller 

chips to increase computer power, there would be a physical limit to how far 

this could be pushed.  But he cautioned against predicting “the end of 

progress” because scientists would continue to find more ingenious solutions.

＊semiconductor　「半導体」　　prophecy　「予言」

ubiquitous　「どこにでもある」

Ⅵ．
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【Ｄ】 Gordon Moore was born on January 3, 1929, in San Francisco, 

California.  He grew up in a farming community in San Mateo County.  His 

father was an assistant county sheriff, and his mother helped run her family’s  

general store.  From a young age, Moore was interested in science, 

particularly chemistry.  He often visited a friend’s house to experiment with 

a chemistry set, and his interest in the field grew throughout his childhood.

Moore attended the University of California at Berkeley, receiving his 

bachelor’s degree in chemistry in 1950.  He went on to earn a doctorate in 

chemistry from the California Institute of Technology in 1954.  After his 

studies, Moore began working at Johns Hopkins University’s Applied 

Physics Laboratory in Laurel, Maryland.

In 1956, physicist William Shockley recruited Moore to work at the 

Shockley Semiconductor Laboratory near Stanford University.  That year, 

Shockley and two other scientists won the Nobel Prize in physics for their 

work at Bell Laboratories, including the transistor’s invention.

However, Shockley’s ＊overbearing management style and a tendency 

to claim other people’s work as his own prompted Moore and seven other 

scientists to leave the company.  The “*traitorous eight,” as Shockley called 

them, set out to study and make semiconductors.  They were rejected by 

more than two dozen companies before Sherman Fairchild, an inventor 

whose father was a founder of IBM, invested $1.5 million to start Fairchild 

Semiconductor with the engineers who left the company.

＊overbearing　「高圧的な」　　traitorous　「裏切り者の」

027 15

【Ｃ】 Integrated circuits and the means to ＊mass-produce them set off the 

scientific and corporate race whose pace was set by Moore’s Law.  Fairchild, 

located in the southeast of San Francisco, did not offer its employees such 

incentives as ＊stock options, causing many of its scientists to leave and 

establish their own companies.

The companies labeled “Fairchildren” included Advanced Micro 

Devices, National Semiconductor, LSI Logic, and Intel.  The departure of 

employees from Fairchild led to the change of the neighboring fruit orchards 

into Silicon Valley, which became a center for innovative ＊start-up 

companies in the high-technology industry.  An exhibit at the Computer 

History Museum in Mountain View has a “family tree” of dozens of the 

valley’s companies with roots in Fairchild.

＊mass-produce　「大量生産する」　　stock option（s）　「自社株取得権」

start-up　「事業を始めたばかりの」

▼  According to passage 【Ｃ】, how did the departure of Fairchild 

employees affect the development of Silicon Valley?

① It caused a decline in the number of start-up companies in the high-

technology industry.

② It led to the establishment of Fairchild as the center of innovation in 

the valley.

③ It resulted in the transformation of neighboring fruit orchards into 

Silicon Valley.

④ It had no significant impact on the development of the high-

technology industry.
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that was going to happen.

＊shake-up　「組織改革」　　chairman emeritus　「名誉会長」

endowment　「寄付」

▼  According to passage 【Ｅ】, what did Gordon Moore think about 

personal computers?

① He thought they were important for the future of technology.

② He had a low opinion of personal computers and considered them to 

be foolish.

③ He believed they would revolutionize the semiconductor industry.

④ He had no opinion on personal computers.

【Adapted and abridged from “Gordon Moore, Silicon Valley Pioneer who Co-

founded Intel, dies at 94” by Kathleen Day in The Washington Post, March 

24, 2023.】

027 17

▼  According to passage 【Ｄ】, what did Gordon Moore and seven other 

scientists do after leaving Shockley Semiconductor Laboratory?

① They gave better jobs to other companies.

② They lost interest in working on semiconductors.

③ They started their own company to study and make semiconductors.

④ They invested in the Shockley Semiconductor Laboratory.

【Ｅ】 After a management ＊shake-up at Fairchild, Moore partnered with 

Robert Noyce to found Intel Corporation in 1968.  Moore served as Intel’s 

executive vice president and helped develop the company’s business 

strategy.

Moore succeeded Noyce as Intel’s chief executive officer in 1975.  

After major accomplishments, he stepped down as CEO in 1987 and became 

Intel’s ＊chairman emeritus.  In 1990, he was awarded the National Medal of 

Technology for his contributions to the semiconductor industry.  A decade 

later, he and his wife, Betty Whitaker, created a foundation with more than 

$6 billion ＊endowment to support grants in conservation, scientific research, 

and education.

Dr. Moore was a well-known person in Silicon Valley, so people often 

asked him to talk about what he thought would happen in science and 

technology in the future.  He didn’t think, however, he was the best person 

for this job.  He once said that he thought the idea of personal computers 

was silly.  In 2015, he told The New York Times that he was surprised by 

how important the Internet had become.  He had thought it was just going 

to be a small network for some specific problems, but it turned out to be a 

big deal and opened up many new opportunities.  He wished he had known 





 

令和 6（2024）年度
試験学科
データサイエンス学科
試験時間（60分）
解答　…　巻末

一 般 入 試
（　D　S　後　期　）

数　　学

〈数学 解答上の注意〉
⑴　分数形で解答する場合、分数の符号は分子につけ、分母につけてはいけません。

例えば、
12

10 11
に

5
4

- と答えたいときは、
5
4- として答えなさい。また、

既約分数（それ以上約分できない分数）で答えなさい。
⑵　根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる形で答え
なさい。

⑶　問題の文中の二重四角で表記された 30 などには、選択肢から一つを選んで答
えなさい。

⑷　同一の問題文中に 40 、 50 などが 2度以上現れる場合、原則として 2度目
以降は 40 、 50 のように細字で表記しています。
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計算用紙

029 1

⑴　 2次関数 y=ax2+bx+3 のグラフを x軸方向に 2，y軸方向に kだけ平行移動

すると，y=2x2-3x+4 のグラフに一致した。このとき a= 1 ，b= 2 ，

k= 3 である。

⑵　
7 13

1
x=

+
，

7 13

1
y=

-
のとき，

4

1
xy= ，  

7

5 6
x y+ = である。

⑶　 f k i i
2

1 3

2

1 3
k k

=
+

+
-] e eg o o とすると，f（1）= 8 ，f（3）=- 9 ，

f（6）= 10 である。

⑷　関数 f（i）=5sin2i-3cosi-3 において，iは 0EiErの範囲を動く。  

f（i）=0 のとき cosiの値は cosi=- 11 または cosi=
12

13
である。また， 

f（i）が最大となるとき cosiの値は cosi=
15

14

16
- である。

⑸　log log 10x x2 2+ = が成り立つとき，xの値は x= 17 18 である。

1
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計算用紙

029 3

-11k11 と す る。 点 P（2，0），Q（0，4），R（-2，0）に 対 し て， 線 分 PQを 

（1+k）：（1-k）に内分する点をAとし，線分QRを（1+k）：（1-k）に内分する点を

Bとする。

⑴　k=0 のとき，点Aの座標は（ 19 ， 20 ），点Bの座標は（- 21 ， 22 ）

である。

⑵　点A，Bの座標を kの式で表すと，A（ 23 -k， 24 + 25 k）および  

B（- 26 -k， 27 - 28 k）である。

⑶　直線ABの方程式は y= 29 kx+ 30 k2+ 31 である。

⑷　直線ABが点
4

1
2，-d nを通るとき，k= 32 ，

34

33
である。

⑸　-11k11 の範囲を kが動くとき，三角形 PQRの内部で直線ABが通過する領

域は，yF
3

3

6

5
- x2+ 37 で表される。

2
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計算用紙

029 5

A さん，Bさん，Cさんがそれぞれサイコロをふる。Bさんは聞かれた質問に「は 

い」か「いいえ」で答えるが，Bさんのサイコロの目が 1ならうそを言い，それ以外な

ら真実を言う。Cさんも同様に，聞かれた質問に「はい」か「いいえ」で答えるが，Cさ

んのサイコロの目が 1か 2ならうそを言い，それ以外なら真実を言う。なお，Bさん

も Cさんも，Aさんのサイコロで何が出たかを見た上で質問に答えるとする。

⑴　Bさんに「 7は奇数ですか」と聞いたら，「はい」と答える確率は
3

3

9

8
である。

⑵　Bさんと Cさんに「 7は奇数ですか」と聞いたら，二人とも「はい」と答える確率

は
41

40
である。

⑶　Bさんと Cさんに「 7は奇数ですか」と聞いたら，二人の答が同じになる確率は 
4

44 45

2 43
である。

⑷　「Aさんのサイコロの目は 1でしたか」とBさんに聞いたら，「はい」と答える確

率は
47

46

48
である。

⑸　「Aさんのサイコロの目は 1でしたか」とBさんに聞いたら「はい」と答えた。こ

のとき，Aさんのサイコロの目が実際に 1である条件つき確率は
50

49
である。

⑹　「Aさんのサイコロの目は 1でしたか」とBさんに聞いたら「はい」と答えた。この

とき，Cさんにも同じ質問をしたら「はい」と答える条件つき確率は
52

51
である。

⑺　「Aさんのサイコロの目は 1でしたか」とBさんに聞いたら「はい」と答えた。ま 

た，Cさんにも同じ質問をしたらやはり「はい」と答えた。このとき，Aさんのサイ 

コロの目が実際に 1である条件つき確率は
54

53
である。

3
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計算用紙

029 7

関数 f 5x x x x2= + -] g を考える。

⑴　xF0 では f（x）=x2- 55 x，x10 では f（x）=x2+ 56 xである。f（x）の

最小値は 57 58 である。

⑵　a，bを定数とする。xの方程式 f（x）+a=0 の解の個数が 2個になるような aの

範囲は a1 59 ， 60 1a1 61 である。また，xの方程式 f（x）=bxの解

の個数が 3個になるような bの範囲は- 62 1b1 63 である。

⑶　-6ExE4 の範囲で，点O（0，0），点 P（x，0），点Q（x，f（x））を頂点とする三角

形の面積の最大値は 64 65 である。

⑷　y= f（x）のグラフと y=-5x2+x+1 のグラフとで囲まれる領域の面積は 66  

である。

⑸　a，cを定数とする。xの方程式 f（x）=ax2+cが解を持つための必要十分条件は，

aF 67 かつ c 68 69

a1 67 かつ c 70 -
a72

71

-

のいずれかが成り立つことである。

68 70 の解答群

0  1　　 1  E　　 2  =　　 3  2　　 4  F

4
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的で意
い

図
と

的に作られた事実と異なる情報も多く含まれます。ここからは、近ご

ろよく聞く「フェイクニュース」について考えていきます。（中略）

虚
きょ

偽
ぎ

の情報を受け取った人の中には、真実だと思い込んで拡
かく

散
さん

に加
か

担
たん

してし

まう人が多くいます。

【　Ａ　】、虚
きょ

偽
ぎ

の情報を最初に発
はっ

信
しん

した人はどうでしょうか。少なくとも、

誰かから情報のバトンを受け取ったのではありません。【　Ｂ　】、どこにも 

根
こん

拠
きょ

がない情報を創作したのですから、自分でも嘘だとわかって発
はっ

信
しん

したと言

えます。（中略）

みなさんは発
はっ

信
しん

されたニュースがフェイクかそうでないかを疑い、フェイク

と証明するために根
こん

拠
きょ

を調べて、事実はこうだ、と反
はん

論
ろん

できるでしょうか？

（中略）

フェイクニュースに騙
だま

されないためには、自分のところに集まってきた情報

をまずは疑ってみることです。SNSやネットでなんとなく見ているニュース

や情報が、過去の検
けん

索
さく

や閲
えつ

覧
らん

の履歴に紐
ひも

づけされて、知らず知らずのうちに

「自分の考えに味方してくれる情報」や「自分の意見の補
ほ

強
きょう

材料となるデー

タ」ばかりをAIが集め、それを閲
えつ

覧
らん

している可能性があるからです。あえて

正反対の立場に立って情報を集め、自分が固
こ

執
しつ

していた考えを打ち消す証
しょう

拠
こ

やデータがないかなども探してみると、面白い発見があるかもしれません。

なぜなら私たちの中には、「こうであってほしい」という思いに囚
とら

われ、そ

の根
こん

拠
きょ

を否定する情報にはなかなか目が向かなくなる性質があるからです。こ

の心理は「確
かく

証
しょう

バイアス」と呼ばれます。『デジタル大辞泉』（小学館）によ

れば「自分の願
がん

望
ぼう

や信
しん

念
ねん

を裏付ける情報を重
じゅう

視
し

・選択し、これに反
はん

証
しょう

する情

報を軽
けい

視
し

・排
はい

除
じょ

する心的傾向」とあります。自分の思い込みによって視
し

野
や

が狭

くなると、事実（確かな情報の積み重ね）よりも感情によって判断してしまい

がちになるということです。

情報を中
ちゅう

立
りつ

的に比較する訓練に最適なトレーニングの一つが、ニュースや

（注2）

（注 3） （注 4）（注 5）

（注 6）

（注 7）

（注 8）

②

③

030 1

◎　答えはすべて日本語で、解答用紙に書きなさい。

Ⅰ．次の文中の①～⑮の下線の言葉の漢字の読み方をひらがなで書きなさい。

⑴　この子は、100まで数えられるようになった。

⑵　この病院は、夜間も診
しん

療
りょう

を行っています。

⑶　部下の報告を聞いて、上司は率直な意見を述べた。

⑷　会議の準備が整ったら、知らせてください。

⑸　領収書には、日付を記入する必要がある。

⑹　この町の男性の平均寿命は、全国平均を上回っている。

⑺　今回の人事について彼に納得してもらうのは、容易なことではなかった。

⑻　この場所は他の車の通行の妨げになるので、駐車しないでください。

Ⅱ．次の文を読んで、後の問いに答えなさい。

みなさんは日々のニュースをどのように入
にゅう

手
しゅ

していますか。ネットでは、

新聞社やテレビ局だけではなく、匿
とく

名
めい

の個人でも「ニュース」を発
はっ

信
しん

できてし

まいます。そこには、不確かな情報だけではなく、世
せ

論
ろん

を誘
ゆう

導
どう

するといった目

①

② ③

④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫ ⑬

⑭ ⑮

（注 1）

①
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問 1 ． 文中の【　Ａ　】【　Ｂ　】に入る最も適当な言葉を、下の⑴～⑶から一

つずつ選んで、記号を書きなさい。

【　Ａ　】　⑴　では　　　⑵　ただ　　　⑶　その上

【　Ｂ　】　⑴　ただし　　⑵　つまり　　⑶　したがって

問 2． 文中①の「そこ」は何を指していますか。文中の言葉を使って7字以上10

字以内で書きなさい。

ニュース

問 3． 文中②の「それ」は何を指していますか。文中の言葉を使って書きなさい。

問 4． 文中③の「正反対の立場に立って情報を集め」について、具体的な方法を

文中の言葉を使って書きなさい。

（10字）

030 3

記事の読み比べです。一つのニュースを取り上げ、それがどのように書かれて

いるか、複数の媒
ばい

体
たい

をつかって比べてみてください。

著名な評論家のコメントを取り上げ、対立する考えを探して比較してみるの

もいいでしょう。次に、それぞれの情報の発
はっ

信
しん

者の意
い

図
と

や目的をふまえ、確か

な根
こん

拠
きょ

があるか、論理的に間違っていないかを見定め、どちらが正しいかを、

可能な限り中
ちゅう

立
りつ

的に判断するようにしてみましょう。

もう一つおすすめなのが、脳
のう

内ディベート（討
とう

論
ろん

）です。たとえば「消費税

は不要である」とあなたが考えているのなら、「消費税は必要である」という

真
ま

逆
ぎゃく

の仮
か

説
せつ

をたて、さまざまな情報源に触れてみてください。結果はどうで

しょう。これまでのあなたの考えと、その反対の立場との間には、どんな溝
みぞ

が

あるでしょう。当
とう

初
しょ

の考えだけではなく、両方についてもっともっと深く調べ

てみたくなりませんか。

（『ネット情報におぼれない学び方』岩波ジュニア新書による。ただし、表現を

一部省略・変更した箇所がある。）

（注1）  匿
とく

名
めい

……名前を隠して知らせないこと

（注2）  フェイクニュース……  〔英語〕fake news　ウェブサイトやSNSで

発
はっ

信
しん

・拡
かく

散
さん

される、本当ではない情報

（注3）  虚
きょ

偽
ぎ

……うそ、本当ではないこと

（注4）  拡
かく

散
さん

……広めること、他の人のSNSの内容を共有すること

（注5）  加
か

担
たん

……知らずによくないことに協力してしまうこと

（注6）  バトン……〔英語〕baton

バトンを受け取る……前の人から仕事や役割を受け取る

（注7）  根
こん

拠
きょ

……理由

（注8）  紐
ひも

づけ（する）……関係づける

（注9）  媒
ばい

体
たい

……メディア（media）

（注 9）

出典：梅澤 貴典 『ネット情報におぼれない学び方』

［出典：梅澤 貴典 『ネット情報におぼれない学び方』］

土屋 香純
長方形
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Ⅲ．次の1～ 3の文を読んで、後の問いに答えなさい。答えは、ａ～ｄから一つ

選んで、記号を書きなさい。

1．

国立環境研究所の江守正多は、日本人の環境意識の国際社会とのズレを示す

もう一つのショッキングな事実を紹介している。

2015年の少々古いデータになるが、「あなたにとって、気候変動対策はどの

ようなものですか」という問いに対する結果だ。ここで「多くの場合、生活の

質を高めるものである」と回答したのは、世界平均の66％に対して日本では

17％であり、「多くの場合、生活の質を脅かすものである」と回答したのは、

世界平均27％に対して日本では60％にも上った。

この結果は、気候変動対策が、世界的には生活の質を高めるために前向きか

つ積極的に取り組むべきものと考えられている一方で、日本では、生活レベル

を落としかねないものとして敬
けい

遠
えん

されがちだということを意味する。

（岩嵜博論・佐々木康裕『パーパス　「意義化」する経済とその先』NewsPicks 

パブリッシングによる。）

（注1）  ズレ……考え方の違い

（注2）  敬
けい

遠
えん

する……関わらないようにして避ける

［問い］　この文章の内容に合っているものはどれですか。

ａ． 気候変動対策に対する意識は、日本人も世界の人々も同じくらい低い。

ｂ． 気候変動対策に対する意識は、日本人も世界の人々も同じくらい高い。

ｃ． 気候変動対策に対する日本人の意識は、世界の人々と比べて高い。

ｄ． 気候変動対策に対する日本人の意識は、世界の人々と比べて低い。

（注1）

（注 2）

030 5

問 5 ． 次のａ～ｄの文が、本文の内容に合っていれば〇、間違っていれば×を書

きなさい。

ａ． 自分のところに集まってくる情報は、自分の意見や考えとは異なるもの

が多くなりがちである。

ｂ． 私たちは、自分が望む情報を選び、自分の意見と反対の情報を選ばない

傾向がある。

ｃ． 新聞やテレビのニュースは信頼できるため、どの媒
ばい

体
たい

で見ても内容はだ

いたい同じである。

ｄ． 複数の異なる考え方があった場合には、発信者の意
い

図
と

や目的が何である

か、調べるとよい。
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［問い］　この人が一番言いたいことは何ですか。

ａ． 日本人はホスピタリティーを持ち、地方の文化や自然を保っていくべき

だということ。

ｂ． 日本人は日本の自然のすばらしさについて伝えられる人を育てるべきだ

ということ。

ｃ． 世界中の国々でもっとエコツーリズムを発展させるべきだということ。

ｄ． 世界中の人々が日本の自然について学べる教育機関を作るべきだという

こと。
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2 ．

日本人は日本が持っている自然のすばらしさに、十分に気づいていないと私

は思います。北には流氷が、南にはサンゴ礁
しょう

がある国なんてめったにないで

しょ（笑い）。テロの心配がない治
ち

安
あん

のよさ、交通機関がすみずみまで発達し、

そして人々がホスピタリティーを持っている。地方の文化も自然も保たれてい

ます。地元の若者をきちんと育て、自然を案内できるように力を注いだら、お

そらく日本は世界有数のエコツーリズムの中心になるでしょう。

この2、 3年、北海道のスキー場には南半球のオーストラリアなどから多

くの観光客が訪れています。中国やアジア、インドなどの富
ふ

裕
ゆう

層
そう

もまた、安全

で快適な観光地を求めている。日本こそ彼らの希望にかなうでしょう。だから、

受け入れのための教育をきちんと始めるべきなのです。

（『仕事力　金版』朝日新聞社による。）

（注1）  治
ち

安
あん

……世の中の安全性

（注2）  ホスピタリティー……  〔英語〕hospitality　心をこめて歓迎したり

サービスをしたりすること

（注3）  エコツーリズム……  〔英語〕ecotourism　その地域の自然環境を守

りながら、観光を発展させようとする考え方

（注4）  富
ふ

裕
ゆう

層
そう

……お金持ちの人々

（注1）

（注 2）

（注 3）

（注 4）

［出典：C.W. ニコル 『意識の中にも自然を取り戻せ 「仕事力 金版」所収』］
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［問い］　文中の＜　　Ａ　　＞に入る文として最も適当なものはどれですか。

ａ． だれか一人の価値観に合わせるために議論をする

ｂ． 複数の人々が実際に向かい合っておしゃべりする

ｃ． どちらも変わることを前
ぜん

提
てい

にしてコミュニケーションをとる

ｄ． 同じ考え方を持った人同士が集まって情報を交換する
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3 ．

「対話」は「dialogue」、「会話」は「conversation」。英語ではこの二つの単

語は大きく意味が異なるのだが、日本語ではこの区別が曖
あい

昧
まい

だ。（中略）だか

ら辞書を引くと、「対話＝向かい合って話し合うこと。また、その話」（『大辞

泉』小学館）などとなってしまう。ちなみに同じ辞書で「会話」を引いてみる

と、「複数の人が互いに話すこと。また、その話」となっていて違いがよくわ

からない。私なりの定
てい

義
ぎ

は以下の通りだ。

会話＝親しい人同士のおしゃべり。

対話＝  異なる価値観や背
はい

景
けい

を持った人との価値観のすりあわせや情報の交換。 

あるいは知っている人同士でも価値観が異なるときに起こるやりとり。

（中略）

では、「対論」と「対話」はどう違うのか。これを私は以下のように説明し

てきた。

対論は、ＡとＢが議論をして、Ａが勝ったとしたら、Ｂは意見を変えなけれ

ばならないがＡはそのまま。対話の場合は、ＡとＢが話し合って、Ｃという新

しい結論を出す。＜　　Ａ　　＞のが「対話」。

（平田オリザ『22世紀を見る君たちへ』講談社現代新書による。ただし、表現

を一部省略した箇所がある。）

（注1）  すりあわせ……  提案を出し合って、互いに納得できる方法を考える

こと

（注2）  やりとり……話し合い

（注1）

（注 2）
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Ⅴ．次の文の（　　　）の言葉を適当な形に変えて、文を完成しなさい。

（例） けさ、雨が　降りそう　だったので、傘を持って登校した。

1． スマホがなかった時代は　　1　　が、今ではスマホで何でも調べられる

から便利だ。

2． その友達とは同窓会で　　2　　以来、連絡をとっていない。

3． 体に悪いと　　3　　ながら、つい好きなお酒を飲んでしまう。

4． 店に入って1時間以上も　　4　　あげく、やっぱりAmazonで買うこ

とにした。

5． 監
かん

督
とく

に実力が　　5　　さえすれば、大きな試合で活
かつ

躍
やく

するチャンスが生 

まれるだろう。

6． 虫に刺
さ

されたところがかゆくて、　　6　　にはいられない。

7． そんな難しい説明をしても、小学生には　　7　　こない。

8． あの先生は時間に厳しくて、 1分でも　　8　　ものなら、ひどく怒られ

る。

（降
ふ

る）

（不
ふ

便
べん

だ）

（会
あ

う）

（知
し

る）

（迷
まよ

う）

（認
みと

める）

（かく）

（わかる）

（遅
ち

刻
こく

する）
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Ⅳ．次の（　　　）の中に、適当なひらがなを 1字書いて、文を完成しなさい。

ただし、「は」と「も」を使ってはいけません。

（例） この書類（　に　）名前を書いてください。

1． 後ろの人にも聞こえるように、大きい声（　1　）言ってください。

2． 母国で起きた地震のニュースを見てから、私は国の家族のこと（　2　）

心配でたまらない。

3． この辞書は先生（　3　）勧
すす

められて私が買ったものです。

4． その車は高速道路（　4　）時速100km（　 5　）走っていた。

5． 今朝寝坊したので、 5分で朝食（　6　）済ませて家を出た。

6． SDGs（　 7　）テーマとする講演会（　8　）来月開かれる予定です。

7． どうしたらあんなに日本語がうまく話せるの（　9　）、その練習方法を

知りたいものだ。
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Ⅶ．次の言い方を使って、15字以上の文を作りなさい。

一つの文に漢字を3字以上使いなさい。

前のⅠ～Ⅵの問題の中にある文を使ってはいけません。

「、」や「。」は、字数に数えません。

（例） ～によると、～

今 朝 の 新 聞 に よ る と 、 家 の 近 く で

大 き な 交 通 事 故 が あ っ た そ う だ 。

 （30字）

1． ～から～にかけて～

2． ～。それに対して、～

3． ～はずがない
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Ⅵ．（　　　）の中の言葉から、適当なものを一つ選んで、文を完成しなさい。

（例） この建物は、有名な建築家　によって　建設された。

1． このお店のチーズケーキは、行列ができる　　1　　とてもおいしかった。

2． 大学生といっても、親　　2　　まだまだ子どもだ。

3． 入学試験の申し込み　　3　　高校の卒業証
しょう

明
めい

書
しょ

が必要となります。

4． 祖母は足が悪いから、ゆっくり歩くなら　　4　　走ることはできません。

5． 「今日もお客さんが少ないな。」「そうだな。どうにかして店の売り上げを

増やせない　　5　　なあ。」

6． 彼みたいな真面目な学生が理由もなく学校を休むなんてある　　6　　 

じゃないか。

7． こんな仕事、きついしやりたくないよ。まあ、時給2000円もらえるなら

試しに1か月だけやってみ　　7　　けど。

8． AI翻
ほん

訳
やく

があれば英語の勉強はしなくてもいいと思われ　　8　　だが、

そんなことはない。

9． 引っ越しの準備はだいたい終わった　　9　　、少し休
きゅう

憩
けい

しませんか。

（で・から・によって・について）

（かいあって・だけあって・ほどあって・ことあって）

（からといって・からでないと・からして・からすると）

（に際して・に限って・に基づいて・に応じて）

（まだしも・まだでも・それでも・それにしても）

（ことか・ものか・ことではない・ものではない）

（わけではない・わけでもない・わけがない・わけもわからない）

（ないはずだろう・ないものだろう・ないかもしれない・ないでもない）

（ぎみ・がち・かけ・よう）

（からして・からすると・ことだし・こととなると）



 

外国人留学生入試

令和6（2024）年度
試験学科
経済学科
法律学科
国際関係学科
多文化コミュニケーション学科
試験時間（60分）

（　Ａ　方　式　）

英　　語
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7 ．“Omiyage” is a Japanese word （ ） “presents” or “souvenirs” 

from a trip.

① means ② mean ③ meant ④ meaning

8 ．It （ ） three months since you started working here.

① has ② has been ③ had ④ has had

9 ．You’d better not rely on Karen.  She is very （ ） to forget.

① like ② liking ③ likely ④ liked

10．My students were so （ ） about participating in the contest.

① exciting ② excited ③ excites ④ excite
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次の 1 ～10の（　　　　）に入る最も適当なものを①～④から 1 つずつ選び、

番号を書きなさい。

（On your answer sheet, write the number of the word or phrase that best 

completes each sentence.）

1 ．It’s about time we （ ） back to work.

① got  ② have gotten

③ getting  ④ are getting

2 ．I bought them at the mall and had them （ ）.

① had delivered  ② deliver

③ are delivering  ④ delivered

3 ．Please email me （ ） eigo@asia.com.

① on ② with ③ at ④ by

4 ．You can use my second house in Atami （ ） you like.

① wherever ② whenever ③ whichever ④ whoever

5 ．（ ） did you become interested in literature?

① Which ② How ③ Who ④ What

6 ．There is one room （ ） for that weekend.

① left ② leave ③ leaving ④ leaves

Ⅰ．
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8 ．I often got （ ） when I was an elementary school kid.

① tell ② scolded ③ take ④ came

9 ．One computer manufacturer towers （ ） all the rest.

① above ② inside ③ for ④ beneath

10．They were soaked wet when they were （ ） in the rain.

① choose ② took ③ caught ④ traveled
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次の 1 ～10の（　　　　）に入る最も適当なものを①～④から 1 つずつ選び、

番号を書きなさい。

（On your answer sheet, write the number of the word or phrase that best 

completes each sentence.）

1 ．（ ） in this form and then hand it in at the front counter there.

① Write ② Fill ③ Close ④ Look

2 ．I have already given him enough chances, so I have no （ ） but 

to fire him.

① one ② body ③ choice ④ mind

3 ．We have to （ ） up with a catchy advertising phrase.

① come ② have ③ kill ④ run

4 ．Could you please （ ） up?  I can’t hear you.

① shout ② level ③ speak ④ talk

5 ．We have （ ） out of toilet rolls.

① ran ② run ③ gone ④ used

6 ．It’s just a little disagreement.  I’m sure they’ll （ ） things out.

① work ② move ③ divide ④ agree

7 ．Please （ ） off your shoes at my place.

① come ② remove ③ go ④ take

Ⅱ．
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 Peter :  That sounds good.  Thanks for the advice!  What about you?  

Would you like to join us?

 Michael :  Thanks, but I can’t.  I have a big test next Monday, so 

（ Ｆ ） the whole weekend studying.

Ａ．① Yes, that’s the way

② No, I haven’t

③ Yes, but I doubt

④ No, I agree

Ｂ．① It’s a test of time

② The weather reported

③ That’s very unusual

④ The weekend is for relax

Ｃ．① Were you planning to

② Have you ever to

③ How about to

④ Will you to

Ｄ．① rather than

② over on

③ suggest with

④ next to
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次の会話文の（　Ａ　）～（　Ｆ　）に入るものとして最も適当なものを、 

①～④からそれぞれ 1 つずつ選び、番号を書きなさい。

（On your answer sheet, write the number of the remark that best completes 

the conversation.）

Peter and Michael are talking about the weather.

 Peter :  Have you seen the weather forecast for this weekend?

 Michael :  （ Ａ ）.  Is it going to be nice?

 Peter :  No.  We’re supposed to get heavy snow on both Saturday and 

Sunday.

 Michael :  Really?  （ Ｂ ）.  It almost never snows this time of year.

 Peter :  I know.  I’m so disappointed.

 Michael :  Why?  （ Ｃ ） do something outdoors over the weekend?

 Peter :  Yeah, my friends and I were going to play baseball and then 

have a picnic in the park.

 Michael :  That’s too bad.  Maybe you can change your plans and do 

something inside （ Ｄ ） outside?

 Peter :  Do you have any suggestions?

 Michael :  Why don’t you play basketball instead of baseball?  You can do 

that in the gym at school.

 Peter :  That’s a good idea.  But I guess （ Ｅ ） the picnic.

 Michael :  Maybe, but you can still have a fun meal with your friends.  How 

about going to that new restaurant that just opened near the 

station?  I’ve heard the food is really good, and it’s very 

affordable.

Ⅲ．
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次の一連の英文に関する 1 ～ 7 の質問の答えとして最も適当なものを、①～④

からそれぞれ 1 つずつ選び、番号を書きなさい。

（Read the following, and answer the questions that follow.）

A fleet of renewable-diesel buses that entered service in January 

brought an agreement on biofuel promotion between the Tokyo 

Metropolitan Government and biotechnology company Euglena Co. to 

fruition.

For about a month, the city’s Toei Bus service ran 58 buses on Susteo 

biofuel made by Euglena Co., which consists of 20％ renewable diesel and 

80％ petroleum diesel.  This represents a significant advance, given that the 

most commonly used biofuel in Japan̶B5̶consists of just 5％ renewable 

diesel.

1 ．What was a significant advance?

① Tokyo’s Toei Bus service ran 58 buses on biofuel which is 1/5 

renewable diesel.

② Tokyo’s Toei Bus service ran 58 buses on 5％ renewable diesel.

③ The Tokyo Metropolitan Government and a biotechnology company 

collaborated on an experimental project to support the Toei Bus 

service.

④ The Tokyo Metropolitan Government and a biotechnology company 

made an agreement to decrease renewable energy.

Susteo is made from （ Ａ ） cooking oil and the ＊microalgae 
＊＊euglena.  Although Susteo emits carbon dioxide just like other fossil fuels, 

the algae and the plants from which the oil is derived absorb carbon dioxide 

Ⅳ．
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Ｅ．① eating food means

② we’ll have to cancel

③ it is best for ending

④ I shouldn’t cover

Ｆ．① it’s not good to eat

② I think it would be fair

③ I’m going to spend

④ it’s the way to work
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take part in making environmentally friendly energy a part of our lives.”

4 ．What does crisis here mean?

① bus shortage

② climate change

③ Japan’s traditional yakatabune

④ use of renewable energy

The 58 buses used seven routes serviced by Toei’s Otakibashi Office 

in Nakano Ward.  Five of these buses were wrapped with ads featuring 

Hello Kitty, a Sanrio Company character who is dedicated to the （ Ｂ ） 

promotion of the sustainable development goals.

＊microalgae　「微細藻類」　　＊＊euglena　「ミドリムシ」

5 ．Choose the word that best completes the blank （　Ｂ　）.

① evil

② ongoing

③ danger

④ risk
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through photosynthesis during cultivation, which is expected to help create 

a carbon neutral society.

2 ．Choose the word that best completes the blank （　Ａ　）.

① use

② used

③ used with

④ user

Since Susteo’s molecular structure is the same as diesel oil’s, there is 

no need to modify the buses’ engines.

Euglena President Mitsuru Izumo, who attended the ceremony with 

Governor Yuriko Koike, said: “Our experiments show that vehicle engines 

can run on 100％ renewable diesel without any problem.  It is just the 

matter of cost and supply capacity.”  Euglena was founded by Izumo in 2005 

and achieved the world’s first outdoor mass cultivation of edible microalgae.

3 ．What does edible microalgae mean?

① You can develop biofuel from this kind of microalgae.

② You can do a scientific experiment with this kind of microalgae.

③ You can eat this kind of microalgae.

④ You can farm this kind of microalgae.

Koike touched on Tokyo’s efforts to expand the use of renewable 

diesel, mentioning their potential to power Japan’s traditional yakatabune 

（party boats） as well.  “No time should be wasted in our action on the 

serious problem of climate change.  But this crisis is also a chance to try to 
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次の英文を読み、設問に答えなさい。

（Read the following, and answer the questions that follow.）

Study Shows ‘Striking’ Number Who Believe News Misinforms

Half of Americans in a recent survey indicated they believe national 

news organizations intend to mislead, misinform or persuade the public to 

adopt a particular A  of view through their reporting.

The survey, released Wednesday by Gallup and the Knight 

Foundation, goes beyond others that have shown a low level of trust in the 

media to the startling point where many believe there is an intent to 

deceive.

Asked whether they agreed with the statement B  national 

news organizations do not intend to mislead, 50％ said they disagreed.  Only 

25％ agreed, the study found.

Similarly, 52％ disagreed with a statement that disseminators of 

national news “care about the best interests of their readers, viewers and 

listeners,” the study found.  It said 23％ of respondents believed journalists 

were acting in the public’s best interests.

“That was pretty striking for us,” said Sarah Fioroni, a consultant for 

Gallup.  The findings showed a depth of distrust and bad feeling that go 

beyond the foundations and processes of journalism, she said.

Journalists need to go beyond emphasizing transparency and 

accuracy to show the impact of their reporting on the public, the study said.

“Americans don’t seem to think that the national news organizations 

care about the overall impact of their reporting on society,” said John Sands, 

Knight’s senior director for media and democracy.

Ⅴ．
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6 ．According to the essay above, which is true?

① All Toei buses in Tokyo prefecture are now running on 100％ 

renewable diesel.

② People in Tokyo live in a carbon neutral society, thanks to the city 

government and Euglena Co.

③ The governor of Tokyo prefecture has made it clear that vehicle 

engines can run on 100％ renewable diesel.

④ The Tokyo Metropolitan Government has made an agreement with a 

company that has developed biofuel partly made of algae.

7 ．What might be the title of this passage?

① Collaboration between Tokyo prefecture and Sanrio.

② Eco-friendly fuel drives Tokyo bus service.

③ Preservation of the traditional yakatabune.

④ Tokyo buses are getting more customer-friendly.
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and older conducted between May 31 and July 21, 2022.

問 1 ． A  ～ E  に入るものとして、最も適当なものを①～

④からそれぞれ 1つずつ選び、番号を書きなさい。  

（Choose the number of the word that best completes blanks 

A  ～ E  .）

A　① further  ② information

　　③ point  ④ question

B　① and ② of ③ that ④ with

C　① About ② Over ③ Respect ④ Study

D　① found ② hooked ③ sent ④ studied

E　① based on  ② coming out

　　③ deal with  ④ extended by
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In one small consolation, Americans had more trust in local news.

The ability of many people to instantly learn news from a device they 

hold in their hand, the rapid pace of the news cycle and an increased 

number of news sources would seem to indicate that more Americans are on 

top of the news than ever before.

Instead, an information overload appears to have had the opposite 

effect.  The survey said 61％ of Americans believe these factors make it 

harder to stay informed, while 37％ said it’s easier.

Like with many other studies, Knight and Gallup found Democrats 

trust news more than Republicans.  C  the past five years, the level 

of distrust has particularly spiked among independents.  Overall, 55％ of 

respondents said there was a great deal of political bias in coverage, 

compared to 45％ in 2017.

In a finding reflected in the financial struggles of some news 

organizations and declining ratings of television news networks, the survey 

found 32％ of Americans said they pay a great deal of attention to local 

news, compared to 56％ in early 2020.  That was at the outset of a 

presidential election year and the beginning of the COVID-19 outbreak.

In a picture of how people get their news, 58％ said online, 31％ said 

television, 7％ said radio and 3％ mentioned printed newspapers or 

magazines.

For members of Gen Z, aged 18- to 25-years old, 88％ said they got 

their news online, the survey D  .

If Americans believed local news organizations didn’t have the 

resources or opportunities to cover the news, they would be more likely to 

pay for it.

The results are E  a Gallup study of 5,593 Americans aged 18 
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問 2 ．次の設問の答えとして、最も適当なものを①～④からそれぞれ 1 つずつ

選び、番号を書きなさい。  

（Choose the best answer.）

1 ．According to the paragraphs above, what is true?

① Journalists are earning too much money to write the truth about 

politics.

② Many of the newspapers in the United States have moved out of 

the major cities.

③ More than half of the population gets their news online.

④ Most Americans trust and purchase national newspapers.

2 ．Where can you find this article?

① In the arts section of a newspaper.

② In the food section of a newspaper.

③ In the national news section of a newspaper.

④ In the weather section of a newspaper.
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6 ．Bananas will （ ） faster if you leave them next to other fruit like 

apples.

① ripe ② ripen ③ be ripen ④ have ripe

7 ．（ ） he likes it or not, it’s time for him to go to bed.  It’s already 

thirty minutes past his usual bed time.

① However  ② Even though

③ No matter  ④ Whether

8 ．I’m really sorry.  It was not my （ ） to hurt your feelings.

① attention ② detention ③ intention ④ redemption

9 ．This matter is of the （ ） importance to the success of the new 

project.

① most ② almost ③ mostly ④ utmost

10．Due to the accident, all traffic going into the city remained （ ）.

① stationary ② stationery ③ imaginary ④ imagery
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次の 1 ～10の英文の（　　　　）内に入る最も適当なものを①～④から 1 つず

つ選び、番号で答えなさい。

（On your answer sheet, write the number of the word（s） that best complete（s）  

each sentence.）

1 ．Look over there!  There’s an old temple （ ） the top of the small 

hill, and another （ ） the valley.

① on. . .from ② in. . .in ③ in. . .at ④ at. . .in

2 ．The forecast says it’s going to be nice weather this afternoon.  Let’s go 

for a walk in the local park, （ ）?

① shall we ② should we ③ do we ④ will we

3 ．By the end of the month, we （ ） in this city for ten years.

① will live  ② will have lived

③ will living  ④ will be lived

4 ．It was very （ ） of you to lend me some money last night.  Let 

me pay you back what I owe you.

① consider  ② consideration

③ considerate  ④ considerable

5 ．That’s a lovely sweater!  It really （ ） you.

① suits  ② goes for

③ balances with  ④ clashes

Ⅰ．
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6 ．Would you be willing to look after our pet turtle while we’re away this 

weekend?  We’ll make sure to pay you for your time.

① hang on for  ② find fault in

③ take care of  ④ carry on with

7 ．This company manufactures parts for delivery drones.

① collector ② corporation ③ civilization ④ choir

8 ．Spending the weekend at my uncle’s beach house was just what the 

doctor ordered!  It was so refreshing.

① perfect ② harsh ③ nutritious ④ awkward

9 ．Michael took part in a two-day photography workshop.

① caved in  ② anticipated for

③ participated in ④ settled for

10．All at once, the young girl burst into tears.  Her parents rushed over to 

see what was wrong.

① Shortly  ② Finally

③ Surprisingly  ④ Suddenly
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次の 1～10の英文の下線部の意味に最も近いものを①～④から 1つずつ選び、

番号で答えなさい。

（On your answer sheet, write the number of the word or phrase that has 

the closest meaning to the underlined part.）

1 ．The train is packed, especially when it rains in the morning.

① fluid  ② crammed

③ uninhabited  ④ condemned

2 ．When studying calligraphy, it is important to work on the techniques of 

your brushstrokes.

① develop ② dampen ③ strain ④ overlook

3 ．Don’t forget to hand in the exemption form by the deadline.

① yield ② submit ③ renounce ④ diminish

4 ．Learning a new language online provides flexibility.  However, one 

drawback is that the experience lacks sufficient opportunities for face-

to-face communication.

① symptom  ② conclusion

③ disadvantage  ④ hesitation

5 ．Marsupials, such as kangaroos and wallabies, are a group of mammals 

that are almost exclusively native to the Australian continent.

① entirely  ② mysteriously

③ differently  ④ massively

Ⅱ．
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4 ．She found the movie to be boring.

① The movie, in her opinion, was dull.

② She thought the movie was provoking.

③ Honestly speaking, she thought the movie was a hit.

④ She ignored the plot of the movie.

5 ．My membership card is about to expire.

① The expiration date of my membership card is endless.

② If I don’t renew my membership card, it will soon be useless.

③ My membership card is close to running away.

④ Before long, I will no longer be able to cancel the terms of my 

membership card.
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次の 1 ～ 5 の英文とほぼ同じ意味のものを①～④から 1 つずつ選び、番号で答

えなさい。

（On your answer sheet, write the number of the sentence that has the 

closest meaning to the sentence at the top.）

1 ．Whenever I travel domestically, I prefer taking the train over the bus.

① The alternative way for me to go abroad is to pay extra for the train.

② Every time I travel internally, I favor the bus over the train.

③ My preferred method for domestic travel is to take the bus to the 

train station.

④ I choose the train over the bus if I travel within the country.

2 ．Would you mind taking out the trash before you leave the house?

① Before you leave the house, would you please take out the garbage?

② Please admit that the outside world is going to be full of trash.

③ Before escaping the house, could you empty the waste basket?

④ Please confirm the waste management chore prior to your departure.

3 ．The closest post office is located fifteen minutes away by bike.

① You have fifteen minutes left before the post office closes its bicycle 

parking.

② It takes fifteen minutes to cycle to the nearest post office.

③ If you can manage it, you’ll be able to find the post office in under a 

fifteen-minute cycle.

④ The distance to the closest post office can be traced by bicycle for 

more than a quarter of an hour.

Ⅲ．



032 8

 Mami : Oh, well.  Why don’t we try the local bakery instead?

 Ami : Yeah, that’s probably our best option.

 Mami : All right, let’s head out!

Ａ．

① 11 :30 A.M.?

② 12 :12 P.M.?

③ 12 :30 P.M.?

④ 2 :10 P.M.?

Ｂ．

① I’m totally wasted.

② I don’t want it to go downhill.

③ I can’t imagine life without it.

④ I’m starving.

Ｃ．

① What’s your favorite spicy food?

② What’s the estimated time of arrival if we order now?

③ What kind of side dish do you think we should order?

④ What if we decide to join forces together for this one?

Ｄ．

① that’s not going to work.

② we should remember to tip for better service.

③ this one will be for the books.

④ we’ve got all day and night.
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次の対話文の（　Ａ　）～（　Ｅ　）に入る最も適当なものを①～④から 1 つ

ずつ選び、番号で答えなさい。

（On your answer sheet, write the number of the remark that best completes 

the conversation.）

Ami and Mami are talking about plans for lunch.

 Ami : I’m getting hungry.

 Mami : What time is it?

 Ami : It’s half past noon.

 Mami : You mean it’s already （ Ａ ）

 Ami : Yes, （ Ｂ ）  What shall we do for lunch?

 Mami :  How about ordering delivery?  This app lets us order from almost 

any restaurant that does takeout.  What do you feel like ordering?

 Ami :  Let’s see. . . I’m thinking something ethnic and spicy.  How about 

Korean or Thai?

 Mami : Yes, green curry or yangnyoem chicken sounds good.

 Ami : Okay, that’s perfect.  Let’s order!  （ Ｃ ）

 Mami :  Let me check. . . （looks at her cell phone app.）  The Korean 

restaurant says 3 : 30 P.M. arrival and the Thai one says 4 P.M.

 Ami : Well, （ Ｄ ）  It’ll be closer to dinner time by then.

 Mami : Yes, I know what you mean.

 Ami :  How about ordering pizza for delivery then?  I think I’ve got a 50% 

off coupon with me.

 Mami : Sure, that’ll make it more reasonable.  Let’s go with that!

 Ami :  Wait. . . this coupon says, “Use before December 31st, 2022.”  

（ Ｅ ）

Ⅳ．
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次の英文を読み、（　Ａ　）～（　Ｅ　）に入る最も適当なものを①～④から

1つずつ選び、番号で答えなさい。

（Read the passage and write the number of the word that best completes 

（ Ａ ）～（ Ｅ ）.）

Our bodies are designed to have different needs at different times.  There’s 

nothing like a cold glass of water when you are really thirsty or getting a 

full night’s sleep when you are （ Ａ ）.

We also know that people learn some skills more easily at certain ages.  

School-aged children can be experts at skateboarding after only a few 

minutes of （ Ｂ ）, but grandfathers usually take a little longer.  And 

some adults may never learn how to use a laptop or tablet computer as 

easily as their children do.

Different areas of the brain control different parts of our lives̶the ability 

to throw a ball, to remain calm under stress, to figure out an algebra 

problem, or to play the piano.  The different parts of the brain, like muscles, 

become stronger when we use them （ Ｃ ）.  We can help （or hinder） 

the development of children’s brains by giving them different kinds of 

experiences to “exercise” the brain.  Children need many types of brain 

activity, just like they need many types of exercise.  If they only run, their 

leg muscles will grow stronger than their arm muscles.  If they only watch 

TV or play video games and never talk, their brain might not fully develop 

connections in the part of the brain responsible for speaking.

Research in brain development shows there are certain windows of 

Ⅴ．
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Ｅ．

① We’re going to win lots of bread.

② Who knew we would be able to save so much?

③ It’s no longer valid.

④ Does it cover the toppings?
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（ Ｄ ） learn to trust adults to take care of them.  This trust is the 

foundation of a secure attachment.  Children whose caregivers are 

unresponsive or inconsistent learn that adults are unreliable.  As a result, 

they tend to form insecure attachments.

Sensory abilities develop early.  Babies are born with basic sensory abilities 

such as hearing, taste, and touch.  With repeated experience, the brain 

connections that process sensory information become more complex.  Most 

sensory abilities are completely developed within the first 12 to 18 months of 

life.  The development of the senses is biologically driven, but experience is 

required for them to develop normally.  A baby who does not have specific 

sensory experiences cannot make and strengthen connections for those 

abilities.  Without continued （ Ｅ ） to the same experiences, the brain 

will eventually trim some of those connections.

In summary, it is important for infants and children to have their bodies and 

minds stimulated through interactions with adults, new experiences, and 

continued language or sensory input.

（　Ａ　）① awake ② energetic ③ ambitious ④ exhausted

（　Ｂ　）① bragging ② practice ③ suspicion ④ theory

（　Ｃ　）① regularly ② cleanly ③ fearlessly ④ officially

（　Ｄ　）① superficial ② foolish ③ preoccupied ④ nurturing

（　Ｅ　）① offense ② discount ③ exposure ④ trauma

［Adapted and Abridged from: “Prime Times for Learning.”  By Diane B. 

Wales （University of Georgia Extension website, December 16, 2022）.］
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opportunity, known as sensitive periods, when certain parts of the brain 

develop most quickly.  These windows are prime times for learning certain 

skills because the brain is ready to build networks of connections in 

response to what the five senses absorb.

Most visual development occurs during the first 8 to 12 months of life.  The 

neurons in the visual parts of the brain experience a growth spurt when a 

baby is between 2 and 4 months old.  During that period, neurons are 

connecting very rapidly.  By the time an infant is between 10 and 12 months 

of age, the visual areas of the brain are well-developed.  During this prime time,  

babies need to see shapes, colors, objects at varying distances, and movement.

Babies are also born with the ability to learn any language.  By the time 

they are 12 months old, babies understand and babble in the language they 

hear most.  Being exposed to language helps strengthen connections in the 

brain.  Listening to adults talk, sing, and read increases the baby’s 

vocabulary and teaches the child syntax, which is the way that sentences 

are constructed to make sense.  Because the prime time for language 

learning is during childhood, children can learn more than one language 

much more easily than teens or adults can.

Infants learn to expect adults to behave in certain ways based on their daily 

experiences.  These expectations shape the way a baby responds to an 

adult’s behavior.  Over time, a baby builds a deep attachment relationship 

with important adults in their life.  Early attachments teach the child what 

to expect in future relationships and influence the way the child forms 

relationships throughout life.  Infants whose caretakers are reliable and 
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1 ．According to passage ［Ａ］, Nadia Nadim and her family

① escaped reality to go to England which was the country in which 

soccer originated.

② had to take extreme measures to flee Afghanistan but could only 

make it as far as Denmark.

③ made a decision to leave their home country but never made it out 

because the Taliban promised them a chance to learn and become 

educated.

④ decided to embark on a tour of Pakistan, Italy and Denmark in order 

to explore future opportunities for themselves.

［Ｂ］ “I wasn’t allowed to play the game,” she said of life in Afghanistan.  “I 

wasn’t allowed to be part of the education system.  But I think once I got 

out of it, no matter if it was Denmark, England, ［the］ U.S., I would have 

managed to reach the heights that I wanted.  Once the access is there, I 

know I’ll kill it.”

That access allowed Nadim to become the sixth-leading scorer in the history 

of the Danish national team.  She won a league title in France, scored the 

first goal in a European Championship, earned a medical degree and learned 

to speak eight languages.  In 2018, Forbes voted her one of the 20 most 

powerful women in international sports.

None of that would have̶could have̶happened had Nadim stayed in 

Afghanistan, which is why she greeted the Taliban’s return to power last 

year with sadness and horror.
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次の一連の英文［Ａ］～［Ｅ］を読んで、 1～ 5の答えとして最も適当なもの

を①～④から 1つずつ選び、番号で答えなさい。

（Read each of the passages ［Ａ］ to ［Ｅ］.  Write the number of the phrase 

that best completes each sentence.）

［Ａ］ All Nadia Nadim needed was a chance.  A chance at an education, a 

chance to study medicine, a chance to play soccer.  She would have had no 

chance had she stayed in Afghanistan, which was ruled by ＊the Taliban 

when she fled with her mother and four sisters.  With ＊forged passports 

they escaped to Pakistan, flew to Italy then climbed aboard a cargo truck 

they were told would take them to England.  They made it as far as 

Denmark, where they wound up in a refugee camp.  The detour turned out 

to be one of the best things that ever happened to Nadim, then 12, because 

she not only discovered soccer in Denmark, but she also started a new life 

there as well.

＊the Taliban :  an Islamic political and military organization, active in 

Afghanistan and Pakistan

forged : made falsely especially with intent to deceive

Ⅵ．
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3 ．According to passage ［Ｃ］, ever since the Taliban regained power,

① it has encouraged all women to pursue a role outside of the home.

② they have systematically opened up politics to address human rights 

violations.

③ it has negatively affected the status of females in the country.

④ they have allowed women to ease the transition from the politics to 

education.

［Ｄ］ “It’s heartbreaking,” Nadim said.  “It’s hard for me to understand how 

unfair it is.”  Nadim, 34, has lived outside Afghanistan nearly twice as long as 

she lived in it.  That time and distance has given her a rare perspective.  

While the Taliban has enforced a strict form of ＊misogyny, Nadim’s family is 

proof that any female, given a chance, can achieve remarkable things.  Her 

sister Diana is a well-known boxer who has won the Danish Championship 

seven times and also crowned the European Champion once.  Her younger 

sister Giti has also become a professional soccer player pursuing a career in 

sports.

＊misogyny :  a feeling of hate or dislike towards women, or a feeling 

that women are not as good as men
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“Devastating,” she said.  “I thought we were on the right path to progress 

and a better future for girls.  We gave the key back to some idiots who have 

a mindset that doesn’t belong in this century.”

2 ．According to passage ［Ｂ］, as a soccer player, Nadim has

① enjoyed success both off and on the field and has become an 

influential figure in sports.

② been able to clear out most of the Taliban from her home country 

due to having access to many trophies and awards.

③ faced many troubles due to the devastation created by the driving 

force of playing on the national team of Denmark.

④ been given a chance to communicate with doctors through using her 

multilingual abilities and skills as scorer.

［Ｃ］ According to the United Nations, human rights violations against 

women and girls have mounted since the U.S. departed and the  
＊fundamentalists regained control of Afghanistan.  Thirteen months ago, 3.5 

million women and girls were enrolled in school and 21% of the workforce 

was female.  More than a quarter of the country’s legislators were women.

Under the Taliban, females have been systematically excluded from public 

life.  There are no female Cabinet ministers in the new government and girls 

have been banned from attending school beyond sixth grade and from working  

outside the home, where women must remain except in cases of necessity.

＊fundamentalist（s） :  someone who believes that the rules of their 

religion should be followed exactly
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5 ．According to passage ［Ｅ］, Nadim aims to advocate the idea of

① improving the quality of life for all females through equal access to 

educational opportunities.

② the ability to access information in multiple languages for gaining 

humanitarian championships.

③ the right to play soccer through a league of injustice that is 

sponsored by international organizations such as UNESCO.

④ establishing a new order which provides women with the means to 

combat inequalities in the field of medicine.

［Adapted from “She fled Afghanistan and became a soccer star.  Nadia 

Nadim wants to give women hope.”  By Kevin Baxter （Los Angeles Times, 

September 23, 2022）.］
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4 ．According to passage ［Ｄ］, Nadim is

① jealous of how successful her two sisters are because they have 

accomplished more than what she could have imagined.

② certain that living inside of Afghanistan most of a person’s life allows 

them to prove they are more worthy than individuals living outside.

③ saddened to hear that her home country of Afghanistan is no longer 

a place that allows women to be treated equally.

④ now open to the idea of implementing a set of separate rules for men 

and women that firmly establish boundaries for sports.

［Ｅ］ Yet while Afghanistan may offer the most striking example of women 

being denied equal rights, Nadim said it happens everywhere.

“Having access and equal opportunity is the key to female athletes, female 

scientists,” she said.  “There are so many girls who don’t have that access 

just because they were born in a place where people have a different point 

of view how the life of a woman should be lived.”

Soccer, the most global of games, has given Nadim a platform, and her 

ability to speak multiple languages has given her the ability to address those 

injustices, leading UNESCO, in 2019, to name her a global champion for girls’ 

and women’s education.  And when her playing days are over̶a day which 

is not yet near, she says̶her skill as a surgeon will give her the ability to 

make even more lasting change in people’s lives, something she said she 

may pursue with the humanitarian group Doctors Without Borders.
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経営学部　経営学科　（ 2年次）

ビジネスにおける取引には、企業間の取引、企業と消費者の取引、消費者間の取引があります。それ

らはどのような取引なのか、扱われる商品の特徴と具体例を含めてそれぞれ説明しなさい。

経営学部　経営学科　（ 3年次）

企業の社会的責任には様々なものがあります。それらを具体的にいくつかあげて、なぜそうした責任

が重要なのかそれぞれ説明しなさい。

経済学部　経済学科　（ 3年次）

外国為替市場で「円安・ドル高」が進むことが日本経済に与える影響について論ぜよ。解答にあたって

は、円安のメリットとデメリットを列挙し比較を行ったうえで、日本経済に対してプラス効果とマイナ

ス効果、どちらが大きいか自分の考えを述べること。

法学部　法律学科　（ 2年次）

下記の条文を参考にして、日本国憲法における人権の保障の特徴について論じなさい。

大日本帝国憲法

第29条日本臣民ハ法律ノ範囲内ニ於テ言論著作印行集会及結社ノ自由ヲ有ス

日本国憲法

第21条　集会、結社及び言論、出版その他一切の表現の自由は、これを保障する。

2　検閲は、これをしてはならない。通信の秘密は、これを侵してはならない。

第81条　最高裁判所は、一切の法律、命令、規則又は処分が憲法に適合するかしないかを決定する

権限を有する終審裁判所である。

第97条　この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果

であつて、これらの権利は、過去幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのでき

ない永久の権利として信託されたものである。

第98条　この憲法は、国の最高法規であつて、その条規に反する法律、命令、詔勅及び国務に関す

るその他の行為の全部又は一部は、その効力を有しない。

法学部　法律学科　（ 3年次）

「法」と「道徳」の違いについて、論じなさい。

国際関係学部　国際関係学科/多文化コミュニケーション学科　（ 3年次）

人は日常生活の様々な場面において、 1日平均35,000回の「決断」を行いながら暮らしている

との指摘が、ある研究でされています。決断に至るまでの過程には、複数の選択肢を検討し、自

分で「判断」をして選択することになり、その結果は思い通りになったり、ならなかったりする

ことがあることを、私たちは経験上知っています。

これまでの自分が行った大きな「決断」に関するエピソードを 1つ取り上げ、その過程での

「判断」や「結果」に至るまでの経緯について振り返り、説明してください。



 

都市創造学部　都市創造学科　（ 3年次）

次のグラフはスマートフォンのGPS データから、居住地が市区町村内のもの、都道府県内のもの（東

京都）、都道府県外（東京都以外）のものに分けた上でそれぞれ合算した滞在人口の前年同週比での変

化率を可視化している。 2つのグラフから次の 2点について論述しなさい。

1．渋谷駅前周辺と吉祥寺駅前周辺の流動人口の特徴を説明しなさい。

2．上記「 1．」に基づき、各地域の流動人口の理由を推定しなさい。
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